
植民地期朝鮮における衡平運動の研究

一日本の水平運動の観点か ら一

AStudyoftheEqualizationMovementinColonial

PeriodKoreafromthePerspectiveoftheLevellers'

MovementinContemporaryJapan

徐 知伶 著

2010年 度桃山学院大学大学院文学研究科学位論文

博士(比 較文化学)文 博甲第8号



目 次

序 章 課 題 と 方 法 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …1

第1章 初 期 衡 平 運 動 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …10

第1節 衡 平 社 創 立 の 前 夜 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …10

11910年 以 降 の 旧 「 白 丁 」 の 社 会 的 地 位 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …10

2衡 平 社 創 立 の 背 景 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …15

1)旧 「 白 丁 」 身 分 の 社 会 的 状 況 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …15

(1)屠 畜 業 の 関 連 法 規:旧 「 白 丁 」 た ち の 経 済 的 分 化 の 促 進 ・ ・ ・ ・ ・ …16

(2)獣 肉 販 売 業:衡 平 社 員 た ち の 生 存 権 問 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …19

(3)皮 革 業 は 手 工 業 か ら 機 械 化 へ と 発 展 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …20

2)衡 平 社 組 織 の 過 程 一 水 平 社 と 関 連 さ せ て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …23

第2節 初 期 衡 平 社 の 組 織 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …28

第3節 運 動 の 展 開 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …38

1.活 動 地 域 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …38

1)慶 尚 南 北 道 の 運 動 展 開 過 程 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …42

2)忠 清 南 北 道 の 運 動 展 開 過 程 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …50

3)全 羅 南 北 道 の 運 動 展 開 過 程 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …52

4)江 原 道 の 衡 平 運 動 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …53

2下 位 団 体 の 出 現 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …58

1)正 衛 団 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …58

2)衡 平 青 年 会 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …60

3)衡 平 学 友 会 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …60

4)衡 平 女 性 会 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …61

第2章 衡 平 社 内 の 分 裂 と 妥 協 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …62

第1節 衡 平 社 内 の 分 裂 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …62



1.二 派 の 葛 藤 の 出 現 と 分 裂 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …62

2.二 派 の 特 徴 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …65

第2節 衡 平 社 二 派 の 妥 協 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …66

第3節 衡 平 運 動 の 受 難:反 衡 平 運 動 の 類 型 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …68

第3章 水 平 社 と の 交 流 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …85

第4章 運 動 の 方 針 転 換 と 展 開 過 程 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …95

第1節 衡 平 社 解 消 論 登 場 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …95

第2節 衡 平 社 か ら 「大 同 社 」 へ の 移 行 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …100

1.「 衡 平 青 年 前 衛 同 盟 事 件 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …100

2.運 動 の 転 換 と 展 開 過 程 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …104

第3節 大 同 社 へ の 移 行 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …106

1.大 同 社 へ の 移 行 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …107

2.大 同 社 の 組 織 の 状 況 及 び 活 動 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …108

終 章 衡 平 運 動 と 水 平 運 動 の 相 違 点 と 共 通 点 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …128

・ 附 表 新 聞 記 事
、 総 督 府 資 料 に よ る 衡 平 運 動 に 関 す る 一 覧 表 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …133

・ 図3衡 平 運 動 と 水 平 運 動 の ポ ス タ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …167

・ 図4衡 平 支 ・ 分 社 分 布 図(1923年 ・24年)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …168

・ 写 真 衡 平 社 大 会 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …169

《参 考 文 献 》 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ° °'° °'''''"°171



序章 課題 と方法

衡 平社 は 旧 「白丁 」 の人 び との身 分 解 放 と平等 社 会 を 目標 と して 、 よ り人 間 ら し く生 き

られ る社 会 を作 るた め に1923年4Aに 創 立 され 、1930年 代 半 ば ま で活 動 した 団体 で あ る。

「衡 平 青 年 前 衛 同盟 事 件 」(1933年1 .月～1936年11,月)を き っ か け に 、衡 平 社 内 で の解 消

論 が 登 場 し、1935年4月 に 「大 同社 」 へ と名 称 が 変 わ った 。

今 ま で の 衡 平 社 ・衡 平 運 動 に 関す る研 究 は 、韓 国 の歴 史 の 中で 最 も軽 視 され た 旧 「白丁 」

身 分 の解 放 運 動 と して 進 め られ て き た。

韓 国 で 最 初 の 衡 平 運 動 に 関す る研 究 論 文 は1959年 に衡 平 社 が 創 立 され る経 緯 を 書 い た

金龍 基 の 「衡 平運 動 の発 展 」(慶 尚南 道 誌 編 纂 委 員 会 『慶 尚南 道 誌 』 上 巻 、1959年 、810～

824頁)で あ る。 衡 平 運 動 の創 立 過 程 を整 理 した もの で 、衡 平 社創 立 メ ンバ ー で あ る 申鉱

壽 の 証 言 に基 づ い て 衡 平 運 動 の経 緯 を紹 介 した もの で あ る。

そ の 後 、1960年 代 半 ば に金 義 換 が衡 平 運 動 に つ い て2編 を発 表 した が1、2編 に は 内容 が

重 な る部 分 が 多 い 。 ま た 、金 は 「日帝 下 の衡 平 運 動 孜 」 で 、 衡 平 運 動 は身 分 解 放 運 動 か ら

民族 解 放 運 動 に発 展 した と述 べ てい る。この よ うな 視 点 で 把 握 され る衡 平 運 動 に対 して は 、

「白丁解 放 運 動 」 とい う人 権 運 動 に偏 っ た評 価 をす る研 究 が 行 われ て き た。

本 格 的 に衡 平 運 動 の性 格 を分 析 しよ うと した研 究 は 、1970年 代 に入 っ て か ら登 場 す る。

金 昌順 と金 俊 樺 は、朝 鮮 の共 産 主 義 運 動 と衡 平運 動 との連 携 を強 調 した2。 ま た 、 自 ら衡 平

社 員 の 子 孫 で あ る こ とを 明 らか に した金 永 大 は 、 当時 の新 聞 記 事 を 中心 に衡 平運 動 を描 い

た 『貫 録衡 平 』(松 山 出版 社 、1978年)を 出 版 した3。

1980年 代 後 半 に は 、金 仲kと 高淑 和 が初 期 衡 平 運 動 の歴 史 的 研 究 を して成 果 を あ げ て い

1金 義 換 「日帝 下 の 衡 平 運 動 孜 」『郷 土 ソ ウル 』31号
、 ソ ウル 特 別 市 編 纂 委 員 会 、1967年 、51～90頁 。

(「 日帝 下 潮 衡 平 運 動 孜 」 『磐 豆 刈{}』31Q、 刈{}与 里 入1朴 週 尋 ♀1組 司 、1967年)。 「日帝 下 衡 平

運 動 」 『韓 国 思 想 』 韓 国 思 想 研 究 会 、 第9輯 、1968年 、177～298頁 。 「平 等 社 会 の た め に 」 『新 社 会

100年 』 韓 国 現 代 史8、 シ ン グ 文 化 社 、1971年 。

(「 平 等 社 会 暑 ♀1糾 α1」 『新 社 会100年 』 韓 国 現 代 史8、 冠 子{}糾 入D
2金 昌 順 ・金 俊 樺 「衡 平 運 動 」『韓 国 共 産 主 義 運 動 史 』 第2巻

、 高 麗 大 学 校 出版 部 、1973年 。
3日 本 で は 同 じ内 容 で 『朝 鮮 の 被 差 別 民 衆 』(部 落 解 放 研 究 所

、1988年)で 出版 さ れ て い る 。
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た。 金 仲kは1986年 の 「1920年 代 初 社 会 運 動 の動 向 一晋 州 地 域 を 中心 に」(『現像 と認 識 』

10輯4号)を は じめ 、1988年 に 「1920年 代 衡 平 運 動 の形 成 過 程 一晋 州 地 域 を 中 心 に 」(『東

方 学 志 』延 世 大 学 、第59輯)、1992年 に 「日帝侵 略 期衡 平 運 動 の指 導 勢 カ ー そ の性 格 と背

景 を 中心 に」(『社 会 学 研 究 』 第7輯)を 発 表 し、衡 平 運 動 につ い て の議 論 を展 開 した。 こ

れ らの 論 文 は1920年 代 初 期 の衡 平 運 動 の形 成 過 程 、指 導 勢 力 、方 針 を 中 心 に分 析 して い る。

金 仲kは1994年 に衡 平 社 の創 立 か ら解 消 ま で全 般 的 な歴 史 を整 理 した『衡 平 運 動 研 究 一

日帝侵 略 期 白丁 の社 会 史 』(民 営 社 、1994年)を 出版 した4。 この研 究 は 、衡 平社 創 立 か ら

大 同 社 へ の 改 組 まで 歴 史 的 分 析 をお こな っ て い るが 、 当時 の 研 究 で は水 平 社 との 交流 な ど

は議 論 の 対 象 に な って お らず 、総 督 府 資料 に つ い て もや や 批 判 的 で あ る。

そ して 、趙 恩 美 の 「朝鮮 衡 平 社 経 済 活 動 研 究 」(誠 信 女 子 大 学 校 大 学 院 修 士 論 文 、1996

年)は 衡 平 社 の 経 済 的 活 動 を 中心 に分 析 して い る。趙 の 「朝鮮 衡 平 社 経 済 活 動 研 究 」で も、

衡 平社 は 大 同 社 に改 組 す る以 前 ま で の経 済 、社 会 、 独 立 運 動 な どす べ て の範 囲 で衡 平 運 動

が行 っ て い た と分 析 した。こ こ で も衡 平 社 と大 同社 を別 の 団 体 と して 分 析 して い る。ま た 、

趙 は1995年 に 「ソ ウル で の 朝 鮮 衡 平 社 活 動 」『郷 土 ソ ウル 』(第55号 、1995年)で 、衡 平

社 の 人 権解 放 運 動 は結 局 、 朝 鮮 全 体 が 日本 の被 差 別 民族 と して 「日帝 の 殖 民 」 の 運命 にお

か され て い た と分 析 した。

高 淑 和 の 「日帝 下 衡 平 社 研 究 」(梨 花 女 子 大 学校 大 学 院博 士 論 文 、1996年)で は 、衡 平

運 動 に つ い て 全 体 的 な衡 平 運 動 の分 析 と、1933年 か ら1936年 ま で の 「衡 平青 年 前衛 同 盟

事件 」 につ い て 詳 し く分 析 して い る。 この研 究 で も大 同社 につ い て の評 価 は な か っ た。

従 っ て 、 大 同 社 に 関 して こ の よ うな認 識 で は な く、 よ り広 い 視 野 に立 っ た評 価 をす るた

め に、 衡 平 社 創 立 か ら大 同社 へ の移 行 過 程 を 分析 す る研 究 が 必 要 だ と考 え る。 今 ま で大 同

社 につ い て の 記 述 は、 衡 平 社 や 衡 平 運 動 をテ ー マ と した 論 文 の 末 尾 に簡 単 に書 き添 え られ

る程 度 で あ った 。 また 大 部 分 の研 究 者 た ち は衡 平社 と大 同社 は 別 の 性 格 を もつ 団 体 と して

4『衡 平運動 研 究 一 日帝 侵 略期 白丁 の社 会史 』(民 営社
、1994年)は 、総 督府 資 料 の史料 と して の価 値 に

関 して もや や否 定 的 であ る。
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い る。

た と え ば、 金 仲kは 前 掲 『衡 平 運 動 研 究 一 日帝侵 略 期 白丁 の 社 会 史 』 で 、 大 同社 に 関 し

て は 経 済 的利 益 だ け を追 求 した 団体 と して 、衡 平社 とは別 の 団 体 と して 分 析 して い る。 大

同社 の 幹 部 らに対 して も 「親 日的行 為 」 で あ る と強 く批 判 して い る。

以 上 の よ うな 先 行 研 究 を ま とめ た結 果 、衡 平社 は 「白丁 」 の身 分 解 放 を通 して 平 等 を 目

標 と した 運 動 で あ った とい え る。 しか し、衡 平 運 動 自体 が もつ 独 自の論 理 を 見 出 す研 究 を

体 系 化 で きて い ない の が現 状 で あ る。

ま た 、 大 同 社 に関 して も韓 国 にお け る研 究者 の 問 で は研 究 対 象 に は な っ て い な い。 そ の

理 由 と して 、 大 同社 は改 組 後 、身 分 解 放 運 動 や社 会 団 体 と して の活 動 よ り、 日本 に対 して

の親 日的 態 度 と経 済 的 利 益 だ け を追 求 す る団 体 と して認 識 され て い るか らで あ る。

修 士論 文 で は 、 衡 平 社 ・大 同社 が行 っ た衡 平運 動 を 不 平 等 な 身 分 秩 序 を克 服 し平 等 な近

代社 会 へ の 移 行 を め ざす 社 会 運 動 と して分 析 を行 っ た。 しか しな が ら、多 くの研 究課 題 が

残 っ た 。 そ の 課題 の 中 で最 も重 要 だ と考 え るの は 、 同 じ時 期 に起 っ た 日本 の水 平 社 ・水 平

運 動 との 比 較 で あ る。

高 淑 和 の 「日帝 下 衡 平 社 研 究 」 で は 、水 平社 に つ い て 次 の よ うに分 析 して い る。 す な わ

ち、衡 平 社 と水 平 社 は基 本 的 に置 かれ て い る条件 は 異 な るが 、 植 民 地 朝 鮮 の被 差 別 民 と 日

本 の被 差別 民 の 間 に は 、民 族 内部 の 問題 と して の 階級 対 立 、 民 族 差 別 問 題 、 身 分 差 別 問題

が絡 ま っ て い る とい う。 しか し、衡 平社 の創 立 に関 して は 水 平 社 に よ る間接 的 な影 響 に と

留 ま っ た との 立 場 で あ る。

近 年 の衡 平 社 ・衡 平 運 動 に 関す る論 文 に は 、金 載 永 の 『日帝 占期 衡 平 運 動 の地 域 的展 開』

(全 南 大 學 校 大 學 院 博 士 論 文 、2007年2月)が あ る。 金 載 永 は論 文 で今 ま で の衡 平運 動 の

研 究 を地 域 別 に分 けて 分 析 して い る5。 しか し、衡 平 運 動 に対 す る地 域 的 特 徴 が 明確 に して

い な い 。 ま た 、 水 平 社 との比 較 をす るべ き で あ る と主 張 して い るが 、 詳 しい 分 析 は な され

5論 文では
、衡平運動 の地域を三南(嶺 南地方、湖南地方、湖西地方)に 分けて分析 している。三南 と

は現在韓国の地域区分の用語であり、嶺南地方は慶尚南道 と慶 尚北道の一帯をを指す。湖南地方は全

羅南道 と全羅北道 を、湖西地方 は忠清南道 と忠清北道を指す。
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て い な い。

水 平社 は衡 平 社 よ り1年 早 く創 立 して い る。そ して1930年 代 以 降 に見 られ る運 動 の 転換 、

す な わ ち衡 平 社 は大 同 社 と して 融 和 主 義 的 性 格 を もっ 団体 に な っ た こ と、 水 平 社 は1937

年 か らの 日中全 面 戦 争 期 に は 、戦 争 協力 を余儀 な く され な が ら部 落 差 別 の撤 廃 を 図 ろ うと

した 。 この よ うな時 代 的背 景 を背 負 っ て い る点 は 衡 平 社 と水 平 社 は互 い に似 て い る とい え

る。

この よ うな 問題 意 識 を も っ て 、本 論 文 で は衡 平 運 動 史 の 中で 日本 の水 平 運 動 を 見 る観 点

か ら、 運 動 の 相 違 点 や 総 督 府 一朝 鮮 社 会 とい う状 況 を ふ ま えて 衡 平 運 動 の 実 像 に迫 る。

衡 平 運 動 と 日本 の 水 平 運 動 に お け る綱 領 や 宣伝 、 規約 な どの 意 味 を 問い 、運 動 の展 開過

程 を通 して 両 社 の運 動 の共 通 点 につ い て 考 察 して み た い 。ま た 、1900年 以 降 の 朝鮮 社 会 で

の 差 別構 造 や 日本 の支 配 との 関連 性 を も明 らか に した い 。

第1章 で は19世 紀 末 か ら1927年 ま で を 中心 と して 初 期 衡 平 運 動 につ い て分 析 を行 う。

近 代 以 降 の 旧 「白丁 」の社 会 的 地 位 、状 況 を 分析 し衡 平社 創 立 の 背 景 につ い て考 え てみ る。

ま た 、 衡 平 社創 立 後 の衡 平 運 動 の展 開過 程 、衡 平社 創 立 に対 す る 日本 の水 平 社 の影 響 な ど

に つ い て 述 べ る。 そ して 、衡 平 社 の創 立後 、衡 平 運 動 を手伝 い 補 助 しなが ら衡 平 運 動 を よ

り活 発 に させ よ う と して作 られ た 団体 と して 「衡 平 青 年 会(1925年6月 に創 立)」 が 挙 げ

られ る。 この よ うな衡 平 青 年 会 を始 め と して 、 さま ざま な 特徴 を持 つ 下位 団体 につ い て も

考 察 して み よ う。

そ れ か ら、1925年 か ら1940年 ま で衡 平 運 動 を展 開 して い く中 で 、平 民 と衡 平 社 員 の 間

で衝 突 や 襲 撃 事 件 が頻 繁 に起 き た反 衡 平運 動 につ い て も詳 し く述 べ る。 修 士論 文 で は反 衡

平 運 動 を紹 介 しなが ら、事 件 の原 因や 衡 平 社 本 部 の 対 応 方 法 、 特 徴 につ い て分 析 した。 本

稿 で は 、 論 文 末 尾 に あ る よ うに 「反 衡 平運 動 表 」(1923～1934年)を 作 成 した。 表 で は衝

突類 型 別 に分 類 して 、 反 衡 平 運 動 が起 っ た原 因 と衝 突 の 解 決 方 法 につ い て分 析 を し、 朝鮮

社 会 と衡 平 運 動 の 関係 につ い て考 察 す る。

衡 平社 は創 立 して か らす ぐに 、衡 平社 内 で の 理 念 の 対 立 や 本 社 移 転 の 問題 な どで 二社 に
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分 か れ た が 、1924年 に二 社 は再 び 統 一 して い る。第2章 で は、1923年 か らの衡 平社 内 の 分

裂 と妥 協 にっ い て 、 内部 葛 藤 を生 み 出 した 情 勢 、 分 裂 の 仕 方 ・分 派 の背 景 につ い て分 析 を

行 う。

ま た 、 第3章 で は、 衡 平 社 と水 平 社 の交 流 に つ い て 分 析 を行 う。 衡 平 社 と水 平社 の動 き

を整 理 し、 どの よ うに交 流 を行 われ て い た の か に つ い て 分析 す る。 衡 平 社 と水 平社 の 交 流

の 意 味 につ い て 考 えて み る。

第4章 で は 、1920年 代 後 半 か ら大 同社 の成 立 ま で を 中心 に 、衡 平 運 動 の方 針 転 換 と展 開

過 程 に つ い て 分 析 す る。 衡 平 社 解 消 論 の き っ か け とな る1928年 の 臨 時大 会 や 、1933年 に

起 きた 「衡 平 青 年 同盟 事 件 」 を分 析 しな が ら、 朝 鮮 総 督 府 治 安 当局 との 関係 につ い て も述

べ る。 さ らに大 同社 へ の移 行 過 程 、1935年 以 降 の 運 動 の 転 換 と大 同社 の活 動 につ い て も考

察 す る。

終 章 で は、 前 述 した 大 同社 を含 む 衡 平 運 動 に つ い て ま とめ 、 日本 の 水 平 運 動 との共 通 点

を考 察 して み る。

植 民 地 期 にお け る衡 平 運 動 の研 究 は 、 い ま だ に残 っ て い る 「白丁 」 身 分 に対 す る差 別 意

識6や 、大 同社 を親 日団 体 と して判 断 す る意 識 の た め に、そ して 韓 国 の近 現 代 史 研 究 の発 展

の た め に必 要 で あ る。 加 えて 、 これ か らの 国 際 的 な 比較 研 究 に もそ の成 果 を生 か せ る と考

えて い る。

一 方
、1993年4月 に衡 平 運 動70周 年 を 迎 え、衡 平 社 の創 立 地 で あ る晋 州 で は 、 国 際 学

術 大 会 が 開 か れ 、 日韓 両 国が 衡 平 運 動 につ い て 関 心 を集 め る よ うに な った 。 また 、論 文 集

の 刊 行 を通 して 、 これ か らの衡 平 運 動 研 究 の課 題 に つ い て 論議 も行 われ た7。

6韓 国社 会 では1980年 に も 「白丁 」 に対 す る差別 が あ った。『桃 山学 院大 学人 権 問題研 究 ・資 料室 報』

第1号(1983年1月)に よる と、1983年 に韓 国 のT市 を訪 問 して 旧 「白丁 」 出身者 で あ るKさ ん と
の対話 が あ る。Kさ んに よ る と旧 「白丁 」出身 で教 師 をや って い る友 人 が結婚 す る とき に相手 の家 か

ら猛反 対 され た こ とを語 って い る。 この よ うに1980年 代 まで も韓 国社 会 では 旧 「白丁 」 出身者 に対

す る差 別 が あっ た と言 える。

現在 の 「白丁」身 分 に対す る意 識 に 関す る研 究 は 、徐 知延 ・徐知 伶 「韓 国 にお け る 旧 「白丁」 に対す

る意 識状 況 につ い て」『月刊 ヒューマ ンライ ツ』(部 落 解放 ・人権研 究 所 、2007年2.月 、28～41頁)

を参 照。
7衡 平運 動記 念事 業 会編纂 『衡 平運 動 の再 認識 』(舎 出版 社 、1993年9月)衡 平 運動70周 年 記 念 の国 際

学術 会 議論 文集 に収録 され て い る論 文 は次 の通 りで あ る。

5



次 は 日本 で の 衡 平 社 ま た は衡 平 運 動 の研 究 を概 観 す る。

日本での最初の衡平運動に関する研究は、池川英勝訳および秋定嘉和解説の 「東亜 日報

(1923～1938年)に み られ る 朝 鮮 衡 平 運 動 記 事 一1-」(『 朝 鮮 学 報 』 第60輯 、1971年7

月)で あ る。 秋 定嘉 和 は 『東 亜 日報 』 に み られ る衡 平 運 動 記 事 の解 説8と 、 「朝 鮮 衡 平 社 運

動 一 日本 の 水 平 社 運 動 と関連 して」(『部 落解 放 』1974年3月)で 水 平 社 と衡 平社 の 交流 に

つ い て 分析 して い る。 秋 定 に よ る と、 朝鮮 の 民 族 独 立 運 動 と階 級 的 社 会 主 義 的 闘争 との 理

論 的 実 践 的 な っ な が りは 、有 効 的 な論 理 の構 築 をみ な い ま ま に終 わ っ て い る。この こ とは 、

日本 の 被 差 別 民 団 体 で あ る水 平 社 との連 帯 とい うこ とで 提 起 され た 身 分 的 連 帯 論 で 、 運 動

が進 展 す るの か とい うこ と とも 関連 して い る。 両 国 の 運 動 は、 困難 な状 況 の 中 で差 別 糾 弾

闘争 と階 級 闘 争 との連 結 とい う課 題 の 中 で 打破 し よ うと して きた 。 しか し、 日本 の 軍 国 主

義 支 配 の 強 化 の 中で 試 み は失 敗 し、 一 時 的 に 妥 協 的 な 方 向=融 和 主 義 で 、組 織 と運動 の 重

要 な メ ンバ ー を維 持 してい っ た と分 析 して い る9。

ま た 、 池 川 英 勝 の 研 究1°の 中 で 、 「朝 鮮 衡 平 運 動 史 年 表 」(『 部 落 解 放 研 究 』1974年9.月 、

51～94頁)で は、 当時 の新 聞資 料 や 総 督 府 資 料 な ど を使 っ て い るが 、抜 け落 ちて い る資 料

も見 られ る。そ こで筆 者 は 、1900年 か らの 旧 「白丁 」 に 関す る新 聞 資 料 や 総 督 府 資 料 を用

い て 、 衡 平 運 動 に 関す る一 覧 表 を作 っ た。

次 に 、 金 静 美 に よ る水 平 社 ・衡 平 社 の交 流 に 関 す る研 究 で は 、 水 平 社 が創 立 して か ら1

① 陳 徳 奎 「衡 平 運 動 の 思 想 史 的 認 識 」、② 金 俊 享 「晋 州 地 域 衡 平 運 動 の 歴 史 的 背 景 」、③ 林 ・金 紐 「基

督 教 伝 播 が 白丁 共 同 体 に 及 ん だ 影 響 」、④ 金 仲 鰹 「衡 平 運 動 の 志 向 と戦 略 」、⑤ 辛 基 秀 「衡 平 社 と水 平

社 の 交 流 」、 ⑥ 高 淑 和 「日帝 下 に お け る社 会 運 動 と衡 平 運 動 」、 ⑦lanJ.Neary「 衡 平 社 と水 平 社 一 束

ア ジ ア の 人 権 闘 争 」、 ⑧ 友 永 健 三 「ア ジ ア の 反 差 別 運 動 と衡 平 運 動 」 で あ る。 日本 で は 、 同 じ内 容 で

『朝 鮮 の 「身 分 」解 放 運 動 』(辛 基 秀 監 修 、民 族 教 育 文 化 セ ン タ ー 訳 、 解 放 出 版 社)が1994年7.月 に

出 版 され た 。
8秋 定 嘉 和 解 説(「 東 亜 日報 」(1923～1938年)に み られ る朝 鮮 衡 平 運 動 記 事 一1-)『 朝 鮮 学 報 』 第60

輯 、1971年7.月 、215～231頁 。 解 説(「 東 亜 日報 」(1923～1938年)に み られ る 朝 鮮 衡 平 運 動 記 事 一3
-)『 朝 鮮 学 報 』 第64輯

、1972年7月 、269～276頁 。
9秋 定 嘉 和 「朝 鮮 衡 平 社 運 動 一 日本 の 水 平 社 運 動 と 関 連 して 」 『部 落 解 放 』1974年3月

1°池 川 英 勝(訳)「 東 亜 日報 」(1923～1928年)に み られ る 朝 鮮 衡 平 運 動 記 事 一1-」 『朝 鮮 学 報 』 第60

輯 、1971年7.月 、155～214頁 。 「東 亜 日報(1923～28)に み られ る朝 鮮 衡 平 運 動 記 事 一2-」 『朝 鮮 学

報 』 第62輯 、1972年1月 、87～202頁 。 「東 亜 日報 」-1923年 ～28年 一に み られ る 朝 鮮 衡 平 運 動 記

事 一3-」 『朝 鮮 学 報 』 第46輯 、1972年7.月 、191～268頁 。 「朝 鮮 衡 平 社 運 動 に つ い て 」(『 朝 鮮 学 報 』

第83輯 、1977年4.月 、141～162頁 。 「朝 鮮 衡 平 運 動 の 史 的 展 開 一後 期 運 動 を 通 して 」『朝 鮮 学 報 』 第

88輯 、1978年7月 、73～101頁 。 「朝 鮮 衡 平 社 運 動 の 展 開 過 程 と そ の 歴 史 的 性 格 」 『ア ジ ア の 差 別 問

題 』(西 順 蔵 、小 島 晋 治 、 編 明 石 書 店 、1986年12.月 、3～79頁 。 「大 同 社 ・衡 平 社 に つ い て 一1935年

か ら40年 ま で 」 『朝 鮮 学 報 』 第176輯 、2000年10.月 、21～47頁 。
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年 後 に 朝 鮮 で 衡 平 社 が 創 立 され 、 両 社 か ら の お 互 い の 連 帯 は 試 み られ た が 、 朝 鮮 の 被 差 別

民 と 日本 の 被 差 別 民 の こ の 試 み は 、 き わ め て 初 歩 的 な 段 階 に と どま り実 ら な か っ た と 分 析

して い る11。

一 方
、 辛 基 秀 も 交 流 に 関 し て3篇 の 論 文 を発 表 した 。 辛 基 秀 は 、1923年 春 か ら5年 間 続

く衡 平 社 と水 平 社 の 交 流 ・連 帯 の 歴 史 は 、 世 界 の 人 権 闘 争 の 歴 史 に 輝 く も の で あ る と 分 析

して い る12。

池 川 英 勝 の 「1朝 鮮 朝 鮮 衡 平 運 動 の 展 開 過 程 と そ の 歴 史 的 性 格 」(西 順 蔵 、小 島 晋 治 編

『ア ジ ア の 差 別 問 題 』 明 石 書 店 、1986年 、3～73頁)で は 、 衡 平 運 動 の 全 般 的 な 状 況 や 社

会 的 背 景 、 衡 平 運 動 関 連 記 事 が 分 析 され 、 運 動 史 が 年 表 で 整 理 され て い る 。

ま た 、 衡 平 運 動 と水 平 運 動 の 連 帯 に 関 す る論 文 に は 、 井 口和 起 の 「朝 鮮 の 衡 平 運 動 と 日

本 の 水 平 運 動 」(『 部 落 』571号 、1993年12月)や 、 金 井 英 樹 の 「朝 鮮 の 被 差 別 民 と衡 平 社

運 動 一 水 平 社 と の 交 流 ノ ー ト」(『水 平 社 博 物 館 紀 要 』2号 、2000年3月)が あ る 。 しか し、

衡 平 社 や 水 平 社 に つ い て 具 体 的 な 比 較 分 析 は な い 。

近 年 の 衡 平 運 動 に 関 す る 研 究 の 中 で 塚 崎 昌 之 は 、 当 時 の 日本 在 留 朝 鮮 人 の 李 善 洪 ・崔 善

鳴 ら と、 全 国 水 平 社 の 平 野 小 剣 ・米 田 富 ・泉 野 利 喜 蔵 ・北 井 正 一 ら が 、 水 平 社 と衡 平 社 、

お よ び 日本 在 留 朝 鮮 人 と の 交 流 を 進 め よ う と した 中 心 人 物 で あ っ た こ と を 明 ら か に し て

い る。 ま た 、 そ の 連 帯 に つ い て も 詳 し く分 析 して い る13。

一 方
、 韓 国 で は 衡 平 社 や 水 平 社 の 交 流 ・連 帯 に 関 す る 論 文 は 書 か れ て い な い 。 一 方 、 衡

平 運 動 史 に 関 す る 論 文 の 中 で は 、高 淑 和 の 「日帝 下 ・衡 平 社 の 研 究 」(『部 落 問 題 研 究 』110

号 、1991年3月)が 、 衡 平 社 の 創 立 に 関 して は 水 平 社 の 間 接 的 な 影 響 が あ り根 本 的 に 朝

11金 静 美 「衡 平運 動 の過去 と未 来 」『差 別 とた た か う文化 』13号 、1984年6.月 。 「朝鮮 独 立運動 と衡水

連 帯 の試み 」『朝鮮 の被 差別 民衆 』 部落 解放 研 究所 、1988年 。
「朝鮮 独立 ・反 差別 ・反 天皇 制 一衡 平社 と水 平社 の 連帯 の基 軸 は なに か(昭 和 の終 焉一 朝 鮮 と 日本)」

『思想 』1989年12月 、86～124頁 。

『水平 運動 史研 究 一民 族差 別批 判 一』 現代 企画 室 、1994年1.月 。
12辛 基 秀 「『白丁』 差別 とその た たか い」『ア リラン峠 を こえて 』解放 出版社

、1992年3月 。
「水 平社 と衡 平社 の連 帯 」『部 落 教育 』284号 、1992年 。 「衡 平社 と水平 社 の交流 」『朝鮮 の 「身 分」

解 放 運動 』部落 解 放研 究所 、1994年 。 「朝 鮮 の人権 闘争 一衡 平 社 の結成 水 平社 との 交流 ・連 帯 を 中

心 に」『ア ジア市 民 と韓朝 鮮人 』 日本評 論 社 、1993年 。
13塚 崎 昌之 「水平 社 ・衡平 社 との交流 を進 め た在 日朝鮮 人 一アナ 系 の人 々の活 動 を 中心 に」『水 平社 博

物館 研 究紀 要 』第9号 、2007年3月 。
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鮮 の衡 平 社 と水 平 社 は置 かれ て い る立 場 が違 うと述 べ て い る14。

以 上 の研 究 で は水 平 社 ・衡 平 社 の交 流 や 差別 の原 因 は具 体 的 に分 析 され て い た が 、衡 平

社 創 立 の 以 前 か ら旧 「白丁 」 た ち は どの よ うな状 況 に 置 か れ て い た のか 、 衡 平 社 ・水 平 社

の 両 団 体 の 組 織 ・指 導 者 ・運 動 の展 開 は ど うだ っ た の か な どの 、 全 体 的 な運 動 史 の 中で の

比 較 分 析 は 行 わ れ て い な い。 した が っ て本 稿 で は 、 衡 平 運 動 史 を水 平運 動 氏 を見 る観 点 か

ら分 析 を試 み て い く。

こ こか らは 、 文 学 作 品 の 中 で 当時 の 旧 「白丁 」 に 関連 性 を 持 つ 作 品 につ い て 整 理 して み

よ う。

最 初 に 「白丁 」 に 関す る文 学 作 品 は 、趙 明 煕 の 「洛 東 江 」(『朝 鮮 之 光 』 第69号 、1927

年5月)で あ る。 「洛 東 江 」 は衡 平運 動 に つ い て 書 か れ て い る。 小 説 の 中 で の衡 平運 動 は 、

日本 の植 民 地 支 配 の抑 圧 を克 服 す る た め に必 要 な運 動 で あ り、 民 族 主 義 的 、社 会 主 義 的 理

想 を も って い る若 者 で あれ ば 、当然 参 加 す べ き運 動 で あ る と主 人 公(朴 ソ ン ウン:叫 闇{})

を通 して伝 えて い る。 そ して 、朴 ソン ウ ンは植 民 地 支配 に よ る被 害 、 民 族 的 抵 抗 に よ っ て

民族 主 義者 か ら社 会 主 義 者 へ 転 向 し、独 立運 動 を展 開 す る人 物 と して 描 かれ て い る。ま た 、

反衡 平 運 動 の 事 例 を紹 介 しな が ら青 年 団体 ・小 作 人組 合 ・女性 同盟 と連 帯 す る 内容 も書 か

れ て い る。

洪 明 憲 の 「林 巨正 伝15」(『 朝 鮮 日報 』 に連 載 、1928年11.月 ～1940年10.月)は 、韓 国 文

学 史 上 で歴 史 的 事 実 を膨 大 な量 で書 い た小 説 で あ る。 この 作 品 は1928年11,月 か ら朝鮮 日報

に連 載 され 、1940年 『朝 光 』10月 号 ま で に約13年 間 にか けて 書 かれ た小 説 で あ る16。 しか

し、小 説 の 中で の 林 巨 正17は 柳 器 製 造 に従 事 した コ リ 「白丁 」(柳 器 を製 造 す る 「白丁 」)

出 身 で 実 際 の 記 録 よ り残 虐 な盗 賊 の ボ ス と して描 か れ て い る。 しか し、 「白丁 」 出身 で あ

14金 仲kR『 衡 平 運 動 研 究 一 日帝 侵 略 期 白丁 の 社 会 史 』(民 営 社
、1994年)は 、 水 平 運 動 と の 交 流 に つ い

て は 言 及 して い な い 。
15全1118話 の 中 で 最 終 の1話 は 『朝 光 』 で 発 表 した

。
16「 林 巨 正 の 研 究 」 『湖 西 文 化 研 究 所 』13

、 西 原 湖 西 文 化 研 究 所 、1999年 、119頁 。
17林 巨 正(不 明 ～1562年)京 畿 道 楊 州 出 身 の 「白 丁 」

。政 治 の 混 乱 と官 吏 の 腐 敗 で 民 心 の 動 揺 に よ り、

黄 海 道 と京 畿 道 で 倉 庫 を奪 い 取 っ て 貧 民 に く ば っ た り、官 庁 を 襲 っ た り、役 人 を 殺 害 した りす る な ど

の行 為 に よ り、 朝 廷 は 林 巨 正 の 討 伐 を命 じた 。1562年1月 に 処 刑 さ れ た 。
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る林 巨 正 を主 人 公 と して書 かれ た こ とは大 き な意 味 を もっ て い る18。

『東 亜 日報 』 に連 載 され た 「白丁 」 に 関す る小 説 は 「白丁 の 息 子 」(「 叫 刃 釧o}暑 」 、

全9回 、1930年3.月18日 ～3A27日)で あ る。内 容 は12歳 で 「白丁 」の息 子 で あ るマ ン ドン(肚 号)

が 両親 の 敵 を討 つ 内容 で あ る。ま だ子 供 で あ るが 、 「白丁 」とい う理 由で 差 別 を受 け続 け 、

両親 ま で殺 され て しま うマ ン ドン の痛 み が リアル に描 か れ て い る。 そ の小 説 に は 「白丁 」

身 分 に 対 す る差 別 や 社 会 的 状 況 につ い て詳 し く書 か れ て い る。

そ れ か ら、『現 代 文 学 』に1962年 か ら1964年 ま で3部 に分 け て発 表 され た 黄 順 元 の小 説 「日

月 」 が あ る。 小 説 の 内容 をみ る と、 旧 「白丁 」 出 身 で あ る 「大 陸商 事 」 の社 長 の 息子 イ ン

チ ョル(剋 翌 、 主 人 公)が 、 「白丁 」身 分 で あ る こ とを明 か され て この小 説 は始 ま る。 自

分 自身 が 旧 「白丁 」 で あ る こ と と、伯 父 や 従 兄 が 旧 「白丁 」 で あ る の こ とを隠 さず に 、 旧

「白丁 」 の 職 業 で あ る屠 畜 業 に従 事 して い る こ とが 、 主 人公 には 衝 撃 で あ った 。 こ の こ と

が 明 か され て か ら主 人 公 の家 族 に は様 ざま な事 件 が 起 き る。 不 幸 で あ りな が らもイ ンチ ョ

ル の 家 族 が 一 所 懸 命 生 き る とい う内容 で あ る。 小 説 の 中で 「白丁 」 の起 源 ・風 習 ・衡 平 運

動 の発 生 と展 開 な どが 描 かれ て い る。

鄭 棟 柱 の 『白丁 』(全10冊 、ウ リ文 学 社 、1991年)は 、6年 間 旧 「白丁 」の研 究や 証言 、

踏 査 資 料 を集 めて 、4年 か け て書 い た小 説 で あ る。 特 に 旧 「白丁 」 の人 々 の生 活 習 慣 や 差

別 待 遇 を リア ル に表 現 してい る。鄭 棟 柱 は衡 平 運 動 の 背 景 を1862年 の晋 州 農 民反 乱 と して

み て い る。 続 けて 鄭 棟 柱 は 『神 の杖 』(全2巻 、 ウ リ文 学 社 、1996年)を 発 表 す る。 小 説

の 内 容 は 「白丁 」の過 去 と現 在 の状 況 を 中 心 と して 、「白丁 」身 分 の 子 孫 で あ る女 性 の主 人

公(朴 イ ジ ュ:叫01手 、大 学 の教 授)が 戸籍 を直 して まで も 「白丁 」 出身 で あ る こ と を隠

す ス トー リで あ る。 小 説 の 中 で 「白丁 」身 分 に 対 す る差 別 や 「白丁 」 身 分 の風 習 ・隠語 な

ど も詳 しく描 写 され て い る。

以 上 、 「白丁 」身 分 に 関 す る小説 とそ の 内 容 につ い て述 べ た が 、小 説 に書 かれ た 「白丁 」

身 分 に 対 す る差 別 意 識 や 差 別 事 件 ・風 習 ・隠 語 な どを通 して 、 「白丁 」 の社 会 的 状況 が推

18金 載永 『日帝占期衡平運動の地域 的展開』全南大學校大學院博士論文、2007年2月 、11頁 。
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測 され る。

本 稿 で は、現 在 にお け る 「白丁 」の意 味 は 異 な っ て きて い るた め、旧 「白丁 」身 分 を 「白

丁 」 と表 記 す る。 ま た 、 当時 の 資 料 の 中で は 「白丁 」で は な い人 が 「一般 民 」や 「普 通 民 」

と記 され て い るが 、 本 稿 で は平 民 とい う語 で統 一す る。 た だ し、論 文 末 尾 に付 した新 聞 記

事 、 総 督府 資 料 に よ る衡 平 運 動 に 関す る一 覧 表 で は 資 料 の ま ま に表 記 した。 た だ し、 表 の

中で 「獣 肉」 は 「食 肉」 と訳 して い る。 そ れ か ら、 『東 亜 日報 』 な どの朝 鮮 語 新 聞 の記 事

は 、 筆者 が 日本 語 に訳 してい る。

第1章 初期衡平運動

第1節 衡 平 社 創 立 の 前 夜

1.1910年 以 降 の 旧 「白丁 」 の 社 会 的地 位

「白丁 」は朝 鮮 王 朝 時代 の賎 民身 分 の 一 つ で 屠 畜 業 や 食 肉販 売 、柳 器 製 造 な ど に従 事19し

て お り、 同 じ賎 民 身 分 の 中で も 「白丁 」 は厳 しい 差別 を受 けて い た 。

統 監 子 爵 曾 禰 荒 助 宛 の 内部 警 務 局 長 松 井 茂 に よ る通報 「(30)晋 州 地 方 基 督 教 信 者 ノ身 分

二 関 ス ル 不 和 問題 ノ件 」(高 秘 収 第3456号 ノ1、1909年6月17日)に よ る と、「晋 州 居 住

ノ米 国 宣 教 師 二 属 スル 信 徒 ハ 約 六 百名 ト称 スル モ 、 日曜 ノ礼 拝 者 約 七 八 十 名 洗 礼 ヲ受 ケ タ

マ マ

ル 者 二 十 余 名 二 過 キ ス 、 邑 内 所 在 ノ 「白 丁 」(「 薇 多 」)バ ー 般 民 ト伍 ス ル ヲ得 サ ル ヨ リ

子 女 教 育 ノ 必 要 上 今 回 耶 蘇 教 二 帰 依 シ タ リ、 然 ル ニ 他 ノ 信 徒 ハ 之 ヲ 排 斥 シ テ 止 マ サ ル ヲ 以

テ … … 「白 丁 」 ヲ 劣 等 ナ リ … … 一 般 信 徒 ハ 宣 教 師 二 訴 へ 却 テ 斥 ケ ラ レ タ ル ヨ リ即 時 二 十 余

名 ハ 説 教 シ … … 」 と記 され て い る 。

こ の 通 報 で 分 か る よ う に 、教 会 で も 「白丁 」 と 同 席 で 礼 拝 す る こ と を 一 般 信 徒 た ち は 「排

斥 」 して お り、 「白 丁 」 に 対 す る 差 別 が あ る こ と が 分 か る。

ま た 、1922年 に は 大 邸 で の 「白丁 の 野 遊 会 」(野 外 で の 集 ま り)で 「白丁 」 に 対 す る差

19総 督 府警 務 局 「三 、衡 平運動 」『治安 状況 』(1924年12.月)48頁 。
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別 が あ っ た2°。 「白 丁 」 が 妓 生(キ ー セ ン:71想)と 一 緒 に 「野 遊 会 」 に 行 っ た こ と に つ い

て 、 平 民 が 妓 生 を 非 難 す る の で 、 妓 生 の 組 合 で 「野 遊 会 」 に 行 っ た 妓 生 を 除 籍 す る と い う

こ と が あ っ た 。 ま た 、1927年1.月10日 に は 、 全 州 で 妓 生 が 衡 平 社 員 の い る 宴 会 に は 行 か

な い と い う こ と も あ っ た21。 こ の よ うに 「白 丁 」 は 最 も 賎 視 され た 身 分 で あ り、1894年 の

甲 午 改 革 以 降 も 差 別 され て き た 。

衡 平 運 動 は こ の よ う な 「白丁 」 に 対 す る 社 会 的 差 別 や 不 平 等 待 遇 と 関 連 し て い る22。 「白

丁 」 に 対 す る 社 会 的 差 別 は 時 代 に よ っ て 異 な っ て い た 。 特 に1894年 の 甲 午 改 革 の 際 に は 、

農 民 軍 が 提 示 した 「弊 政 改 革 案 」 と後 の 朝 鮮 政 府 側 の 「甲 午 改 革 案 」 は 「白丁 」 に 対 す る

差 別 を な く す よ う に 謳 っ て い る23。 こ の よ うな 政 府 の 行 政 的 措 置 に も か か わ らず 、19世 紀

末 に は 「白 丁 」 に 対 し て の 差 別 は 相 変 わ ら ず 残 存 して お り24、 そ の 差 別 は 次 の よ うに 生 活

全 般 に 見 られ る25。

ま ず 、 生 活 風 習 で の 差 別 待 遇 と し て 瓦 屋 に 住 む こ とや 、 絹 糸 で 作 られ た 服 を 着 る こ と は

で き ず 、 男 性 の 場 合 は 平 民 と 同 じ よ うに 網 巾(頭 巾:骨 君)を か ぶ る こ と も 、 革 靴 を履

く こ と も で き な か っ た 。ま た 、外 出 す る と き は 常 套 を しな い ま ま 平 涼 子(ペ レ ン イ:朝 咽01)

を か ぶ り 「白 丁 」 の 身 分 を 示 す よ うに され た の で あ る26。

二 つ 目 は 礼 法 上 の 差 別 待 遇 と し て 、「白丁 」 た ち は 葬 式 に 棺 の 輿 や 家 廟 は 作 れ ず 、墓 も 非

「白 丁 」 と別 の と こ ろ に 作 ら さ れ た27。 ま た 、 結 婚 式 で も 馬 や 輿 に 乗 る こ と や 、 女 性 の 場

2°『毎 日新 報』1922年5月11日 付
。

21『朝鮮 日報』1927年1 .月14日 付 、『東 亜 日報』1927年1.月22日 付。
22朝 鮮 軍参 謀 部 「朝鮮 衡 平運動 二関 スル考 察 」(朝 特報96号

、1924年9.月19日)に は 、「朝鮮 二於 ケ

ル衡 平 運動 ハ 内地 二於 ケル 自己所属 民族 二対 スル待 遇 上 ノ不平 ヲ直接運 動 二依 リテ … …」とあ る。京

畿 道警 察部 『治 安状 況 其 ノー 』(昭 和4年7.月 、115頁)「 朝鮮 二 於 ケル 白丁階 級ハ 在来 の 旧慣 二依

リ階級 的 二極度 ノ逼迫 ヲ受 ケ ツ ツア リ」。朝鮮衡 平 社総 本部 「朝鮮 衡平 運動 の梗 概 」『朝鮮 及朝 鮮 民族』

1輯 、朝鮮 思想 通信 社 、1927年 、166～169頁 。

総 督府 資 料 をみ る と、衡 平 運動 が起 きた理 由 を朝鮮 王朝 時代 か ら 「白丁」に対 す る差別 待 遇 と認 識 し

て い るこ とがわ か る。
23金 仲kR「1920年 代 衡 平運動 の形 成 過程 一晋 州地 域 を 中に」『東方 学 志』延 世 大学 第59輯 、1988年 、
238～241頁 。
24金 永 大 『朝鮮 の被差 別 民衆 』(部 落解 放研 究 所 、1988年)を み る と、 「白丁 」差 別 は衡 平社 が創 立 さ

れ る1920年 代 は も ちろん 、1960年 代 ま で も根 強 く残 っ てい た こ とがわ か る。
25「 白丁 」 らは様 々 な水 準で差 別待 遇 を受 けて きた。 「白丁 」差 別 に 関 して は 、車賎者 「白丁社 会 到 暗

憺 妊 生活 状 ゜ 墨論 苛 叶 衡 平 戦線 釧統 ゜ 促 脅」(「白丁社 会 の暗憺 な生活 状況 に墨 論 し衡 平戦 線 の

統 一 を促す 」『開 開』巻5、7号 、1924年7.月)39～45頁 参 照す る。
26同 上

、41頁 。
27今 村 靹 「朝鮮 の特殊 部落 」『朝鮮 風俗 集 』斯 道館 、1919年 、44～47頁 。
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合 は ピニ ョ(か ん ざ し:司 目)を 差 して髪 を 結 ぶ こ とも許 され ず 、 細 長 く編 ん で頭 の上 に

巻 い て い た 。名 前 に 関 して も仁 ・義 ・孝 ・忠 な どの 文 字 は 禁止 され て い た28。

20世 紀 に入 って か らは こ の よ うな差 別 は少 しず つ な くな り、 「白丁 」 と平 民 との交 流 に

よ り平 民 の 慣 習 が 「白丁 」 た ち に も広 が る よ うにな った が 、「白丁 」 と非 「白丁 」間 の結 婚

や 墓 の 共 同使 用 は依 然 と禁 じ られ て い た29。

三 つ 目は交 際 上 の 差 別 で、 「白丁 」た ち は子 供 に も いつ も頭 を 下 げ 、 自分 を`小 人'と 言

い 、 最 上 の 敬 意 を示 さな けれ ば な らな か っ た。 ま た 、 平 民 た ちの 前 で は タバ コ を吸 う こ と

や お酒 を飲 む こ とがで き な か っ た の で あ る。 共 同集 会 の 場 所 へ も 旧 「白丁 」 は 出入 りが禁

じられ 、平 民 の家 に行 って も いつ も頭 を 下 げ な が ら尊敬 語 で の 受 け答 えが 義 務 付 け られ た。

道 を歩 く時 も平 民 よ り後 ろ を歩 か な けれ ば な らな か っ た。 仮 に違 反 した 場 合 に は村 の平 民

た ちか ら集 団報 復 を受 け た り、 監 禁 され た り、 鞭 で 打 たれ る こ とが頻 繁 で あ った3°。 この

よ うな慣 習 は1920年 代 ま で に も平 民 に根 強 く残 り、平 民 との 会 話 や 社 会 に お け る集 会や 交

流 な どで も差 別 待 遇 を受 け て い た の で あ る31。 また 、伝 統 社 会 の 中 で 同 じ賎 民 身 分 で あ る

妓 生 で さ え 旧 「白丁 」 の集 ま りに参 席 す る こ とを拒 否 して い た32。

四つ 目に国 家 で 決 めた 差 別 待 遇 と して 旧 「白丁 」 は 平 民 と離 れ た 場 所 で集 団居 住 す る よ

うに制 限 され て い た 。 旧 「白丁」 は城 の 中で は住 む こ とが で き なか った た め 、城 外 の別 の

所 で 居 住 した33。 ま た 、 行 政 的 差 別 と して 民籍 に登 載 され な か った た め 、納 税 や 兵 役 の義

務 は 課 され る こ とは な か った34。

五 つ 目は教 育 の不 平 等 で あ る。 旧 「白丁 」 の 子 女 は 平 民 と一 緒 に教 育 を受 け る こ とが で

28車 賎 者
、 前 掲 書(1924年)42頁 。

29李 覧 鐘 『朝 鮮 の 特 殊 部 落 』1924年
、6～7頁 。

3° 車 賎 者
、 前 掲 書(1924年)42頁 。

31統 監 子 爵 曾 禰 荒 助 宛 の 内 部 警 務 局 長 松 井 茂 に よ る 通 報 「(30)晋 州 地 方 基 督 教 信 者 ノ 身 分 二 関 ス ル 不

和 問 題 ノ件 」(高 秘 収 第 三 四 五 六 号 ノー 、1909年6月17日 付)で は 、1909年 全 羅 南 道 晋 州 の 教 会 で 、

非 「白丁 」 た ち が 「白 丁 」 と一 緒 に 礼 拝 を 拒 否 した 事 件 が 記 され て い る 。
32「 大 邸 妓 生 風 波 」『毎 日 申報 』(1922年5月11日 付)に よ る と

、 富 裕 な 「白丁 」 ら の 野 遊 び に 行 っ た

妓 生 た ち は 妓 籍(妓 生 組 合 の 名 簿)か ら削 除 され る こ と も あ っ た 。 ま た 、 『東 亜 日報 』(1923年5月

20日 付)を み る と 、 晋 州 の 妓 生 組 合 で は 衡 平 社 創 立 祝 賀 式 に 参 加 しな い こ とを 決 議 した 。
33車 賎 者

、 前 掲 書(1924年)43頁 。
34同 上

、43頁 。
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きな か っ た35。 旧 「白丁 」 に対 して の様 々 な 不 平 等 待 遇 の 中で 、子 女 の 教 育 へ の不 満 は 、

衡 平社 創 立 の 動機 へ と関連 して い く と考 え られ る。

この よ うに 旧 「白丁 」 に対 して の差 別 待 遇 は 生活 全 般 で 見 られ 、1894年 の 甲午 改 革 以 降

に も見 られ る現 象 で あ っ た。1920年 代 に入 っ て か ら 旧 「白丁 」子 女 の学 校 志 願 書 で の身 分

記入 な ど、 新 た な差 別 が生 み 出 され 、 旧身 分 差別 は厳 しか っ た36。

1920年 代 は 民 籍 や 戸 籍(1923年 ～)に 登 載 され る よ うに な る が、彼 らの名 前 に赤 い 点 で

印 を付 けた り、「屠 漢 」 とい う文 字 を書 く民籍 ・戸 籍 上 の職 業 の記 入 に よ って 旧 「白丁 」身

分 が わ か る よ うに され た37。 衡 平 社 の創 立者 で もあ る張 志 弼 は 、 大 学3年 の 時 に総 督 府 に

就 職 しよ うと戸 籍 謄 本 を 申請 した と ころ 、職 業欄 に 「屠 漢 」 と記 入 され て い た た め 、提 出

す る こ とが で き なか っ た と言 われ て い る38。

そ れ 以 外 に も植 民 地 時 代 にお け る 旧 「白丁 」 に対 す る差 別 は 、反 衡 平 運 動 事 件 表 で も確

認 で き る。 そ の 形 態 をみ る と、児 童 の入 学 拒 否 、 強 制退 学 をは じめ、 演 説 会 や 遊 戯 会 の参

加 拒 否39、 村 共 同 事 業 にお け る差 別 的 取 扱 い 、 婚 姻 差 別 ま で 日常 的 に行 わ れ て い る。 この

よ うな 差別 は 衡 平 社 に よ る糾 弾 の要 因 に もな っ て い た。

次 の 表 は1933年 現 在 にお け る 旧 「白丁 」の村 で あ る。 こ こで は 、居 住 地 に 関す る 旧 「白

丁 」 に 対 す る差 別 が 見 られ る。

表1旧 「白丁 」 の村(1933年)

村の位置 従 事 した 生業 と副業 生活状態 人 口 戸数

慶尚北道 聞慶郡城面南湖里 4割 は食 肉販売 従事 、副 業 一柳 器

製造

111 28

慶尚北道金泉郡知家面上部里一部元
南山洞

旧 「白丁」 出身者 全 体 が農 業 に従

事

「劣 等 」 150 30

慶 尚南道 居 昌郡 居 昌面 中洞 、東 洞 農 業 、 牛 肉販 売(牛 肉の み)、 副

業 一柳器 製 造

130

100

30

15

全羅北道南原郡南原 邑錦里城底 食肉販売 「裕 福 」 11 91

全羅北道淳昌郡淳昌面校星里平地里 屠 畜 と食 肉販売 、 副業 一農 業 「裕 福 」 7 45

全羅北道淳 昌郡淳昌面烏山里 屠 畜 と食 肉販売 、 副業 一農 業 「裕 福 」 9 48

35『 東 亜 日報 』1924年7
.月18日 付 、21日 付 、23日 付 の 記 事 で は 、天 安 郡 笠 場 面 「白 丁 」 子 女 分 班 授 業

お よび 退 学 問 題 の 場 合 につ い て の も の で あ る。
36『 東 亜 日報 』1924年7月18日

、7月21日 、7.月23日 、8月1日 付 。
37「 全 北 黄 登 で 戸 籍 に 白丁 の 表 示 」『東 亜 日報 』1925年10

.月13日 付 。
38「 民 籍 上 差 別 を 撤 廃 」(「 民 籍 上 差 別 ゜撤 廃 」

、『朝 鮮 日報 』1923年5月14日 付)。 そ の 理 由 の 一 つ で も

あ る が 、 民 籍 に 記 録 され て い た 身 分 の 印 を な くす こ と が 衡 平 運 動 の 活 動 対 象 で も あ っ た 。

39『 東 亜 日報 』1926年5月24日 、5月20日 付 、1924年4月11日 付 、1926年5月24日 付 。
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全羅北道淳 昌郡淳昌面橋項里 屠 畜 と食 肉販売 、 副業 一農 業 「裕 福 」 17 98

全羅南道務安郡外 邑面城南一部城底

里
従来 の食 肉商売 、皮 革 業 「余 裕 」 11 68

黄海道安岳郡銀紅面清川里清{洞 柳器(各 種物 入 り器)・ 皮 革製 造

販売 生 活

16 81

黄海道瑞興郡栗里面徐達里 白村 柳器製造 21 120

黄海道股栗郡一道面農林里車隅洞 箭 お よび箴 製造 、そ の他 歌舞 芸者

等23人

作 っ た 飾 ・箴

の 販 路 が 狭

隆 の た め 、豊

か で は な い 。

21 132

江原道三防郡三防面元堂里 屠 畜業 、牛 肉販 売 、農 業 「余 裕 」 13

出 典:朝 鮮 総 督 府 『朝 鮮 の 聚 落 』(1933年 、306～308頁)と 善 生 永 助 「特 殊 部 落 と土 幕 部 落 」 『朝 鮮 』

第209号(1932年10月 、53～55頁)の 記 述 よ り作 成 。

表1か らわ か る 旧 「白丁 」 村 の特 徴 は 、 まず 、村 の位 置 か ら城 底 、城 南 里 、城 底 里 、 南

湖 里 、 清漢 洞 とい う地 名 で も わ か る よ うに城 の外 側 、橋 の 下 、 水 が 流 れ て い る谷 、河 川 の

辺 りに 居 住 して い た こ とで あ る。二 っ 目は 、全 羅 道 は戸 数 が10戸 内 で 、村 と して 判 断 しに

くい が 、一 方 、慶 尚道 と黄 海 道 は20～30戸 の 小 規 模 の 村 で あ る こ とが推 測 で き る。三 つ 目

は 、 全 羅 道 は 屠 畜 業 ・食 肉販 売 が主 な生 業 で 、 副 業 は農 業 に 従 事 して い る。 慶 尚道 は反 対

に農 業 に従 事 して お り副 業 は食 肉販 売 と柳 器 製 造 で あ った 。 四っ 目は 、黄 海 道 は 屠 畜 業 に

は 従 事 せ ず 、 柳器 や 箭 ・箴 製 造 を しな が ら生活 して い た。 五 つ 目 と して は 、全 羅 北道 淳 昌

郡 淳 昌面 の 三 つ の 旧 「白丁 」 村 は 、 村 の 間 に 田地 が 挟 まれ て い て 、 村 間 の 距 離 は20～30

間(1間[6尺]=1.8181m)で あ る こ とが 分 か っ た40。

集 団 的 に住 ん で い た 「白丁 」 の人 々 は住 む地 域 に よっ て い わ れ る名 称 が 違 って い た。 一

般 的 に 牛 の 屠 畜 だ けで は な く皮 革 業 に も従 事 して い た め、「皮 村 」「ピチ ョ ンマ ル(潮 善 里:

皮村 の 意 味)」 とも言 われ た。 忠 南 洪 城 郡 結 城 面 星湖 里佳 谷 の 村 で は 、 「ピチ ョンマル 」 ま

た は 「城 後 」 とも呼 ばれ た41。

上 記 の 表1に あ る全 羅 南 道 務 安 郡 の 「白丁 」村 は 、現在 務 安 邑城 内里1区 で10年 前 ま で も

旧 「白丁 」 出 身 者 に対 して見 下す よ うな 習慣 が残 っ て い た 。 また 、 一 般 人 と一 緒 に生 活 す

る よ うに な った の は わず か20年 前 の こ とだ とい う。 そ して 、 淳 昌面 平 地 里 に住 ん で い た金

貴 柞 は 旧 「白丁 」 出身 者 の財 産 家 で 、淳 昌 邑内 で は 有名 な 人 物 で あ る。 彼 は淳 昌面 長 選 挙

4°善生永助 「特殊部落 と土幕部落」『朝鮮』第209号(1932年10月)53～55頁
。

41金 載永 『日帝占期衡平運動の地域 的展開』全南大學校大學院、2007年2.月 、30頁 。
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で3回(1952年4A25日 、1956年8.月8日 、1960年12.月19日)も 当 選 し た 。 し か し 、彼 の 息 子(金

グ ァ ン ホ:沼 看 堂)が 韓 国 の 陸 軍 士 官 学 校 に 合 格 し た が 、4年 生 の 時 旧 「白 丁 」 出 身 者 と い

う こ と が 知 られ て 退 学 処 分 に な っ た と い う42。

2.衡 平 社 創 立 の 背 景

1)旧 「白 丁 」 の 社 会 的 状 況

次 の 表 は1924年 と1925年 に お け る 旧 「白 丁 」 の 人 口 と職 業 で あ る 。1924年 は 道 別 に 人

口 や 職 業 が 詳 し く調 査 され て い る 。

表2道 別 「白丁 」人 口お よび職 業(1924年 末)

区分

職業

戸数 人 口 職 業別 比 率(%)

男 女 男 ・女 合

計

戸数 人 口

屠夫 1257 2732 2142 4872 16.8 14.4

製革 527 1203 1000 2203 7 6.5

食 肉販売 2332 5564 5212 10776 31.2 32

柳器製造 1020 2351 1913 4264 13.6 12.6

農業 1456 3735 3616 7391 19.5 22

労働 27 38 35 73 0.4 0.2

飲 食 店 ・旅人 宿 138 276 324 ・11 1.8 1.8

製靴 88 220 201 421 1.2 1.2

箴器製造 22 59 68 127 0.3 0.4

そ の他 617 1555 1430 2985 8.2 ・

計 .;. 17773 15940 33712 100 100

出 典:朝 鮮 総 督 府 警 務 局 『朝 鮮 の 治 安 状 況 』(1924年12.月)55頁 。

表2を み る と、 最 も 多 い 職 業 は 食 肉 販 売(32%)で 以 下 、 農 業(22%)、 屠 夫(14.4%)、 柳

器 製 造(12.6%)、 製 革(6.5%)、 飲 食 店 ・旅 人 宿(1.8%)、 製 靴(1.2%)、 箴 器 製 造(0.4%)、

労 働(0.2%)の 順 で あ る 。 そ の 他 は8.9%に も な る が 、 具 体 的 な 内 容 は 不 明 で あ る 。 こ の 表

か ら は 、 全 体 の65.5%が 伝 統 的 な 旧 「白 丁 」 の 職 業 に 従 事 して い た こ と が 分 か る 。

そ れ 以 外 に 蝋 燭 や 鮭 物 を 製 造 す る こ と も あ っ た が43、 具 体 的 な 数 値 は 把 握 で き な い 。

42同 上
、17～18頁 。

43車 賎 者 「「白 丁 」 社 会 の 暗 憺 な 生 活 状 を挙 論 し衡 平 戦 線 の 統 一 を促 す 」『開壁 』 第49号
、1924年7月

1日 、39頁 。
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表3旧 「白丁 」 の 職 業 お よび 人 口数(1925年 現 在)

区分

職業

戸数 人 口 職 業別 比 率(%)

男 女 男 ・女 合計 戸数 人 口

屠夫 1224 2300 1417 3717 14.9 10.1

製革 270 634 541 1175 3.3 3.2

食肉販売 2286 4739 4129 ::・: 27.8 24.1

柳器製造 778 :: 1666 3549 9.5 9.6

農業 2070 5355 4770 10125 25.2 27.5

労働 301 632 521 1153 3.7 3.1

飲食 店 ・旅 人宿 474 975 1099 2074 5.8 5.6

製靴 196 451 360 811 2.4 2.2

箴器製造 99 218 181 399 1.2 1.1

官公吏 一 1 一 1 o.of 0

商業 101 187 150 337 1.2 0.9

そ の他 326 702 815 1517 4.0 4.1

無職 86 1277 1805 3082 1.0
.,

計 8211 19354 17454 ・ili 100.0 100.0

出典:朝 鮮総 督府 警務 局保 安 課 『治安 状 況』(1927年12.月)273～274頁 。

比 率 が 高 い 順 か らみ る と、食 肉 販 売(24.1%)農 業(27.5%)、 屠 夫(10.1%)、 柳 器 製 造(9.6%)、

飲 食 店 ・旅 人 宿(5.6%)、 製 革(3.2%)、 労 働(3.1%)、 製 靴(2.2%)、 箴 器 製 造(1.1%)、 商

業(0.9%)で あ る 。 無 職 も8.4%と な っ て い る 。 そ の 他 も4.1%と な っ て い る が 、1924年 と

同 様 に 具 体 的 な 内 容 は 不 明 で あ る 。1924年 と 比 べ る と、 商 業 や 官 公 吏 も 含 ま れ て い る が 、

0.9%に 過 ぎ な い 。

次 は 、 旧 「白 丁 」 の 伝 統 的 職 業 で あ る 屠 畜(1905年 か ら1919年 ま で の 関 連 法 規)や 食

肉 販 売 、 皮 革 業 に つ い て 分 析 し 、 衡 平 社 創 立 以 前 の 旧 「白 丁 」 の 社 会 的 状 況 に つ い て 述 べ

て み よ う。

(1)屠 畜 業 の 関連 法 規:旧 「白丁 」 た ちの 経 済 的 分 化 の促 進

1go5年9.月 「屠 獣 場 拉 食 肉販 売 規 則 」 が発 表 され 、屠 場 に 関す る行 政 的規 制 が 強 化 され

た。 そ の 内 容 は 、 屠 畜 場 と食 肉販 売 が分 離 され る こ と と、 屠 場 の運 営 は地 方 官 で決 め られ

厳 格 な 法 定 管 理 が 必 要 とな る こ とで あ っ た。 さ らに食 肉販 売 業 は販 売 所 に お い て官 庁 に 申

告 しな けれ ば な らなか っ た。 ま た 、 日本 人 の 間接 営 業(朝 鮮 人 に資 本 金 を貸 す 日本 人 が増
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えて い た)も 行 わ れ て い た44。

1909年8月 に 「法 律 第24号 屠 場 規 則45」 が公 布 され るが 、屠 場 が 私 設 と して運 営 を認 め

られ 、 屠 場 に関 す る取 締 の規 程 は 内務 大 臣 の認 可 が 必 要 とな り、 地 方 長 官 が衛 生 管 理 ・許

可 す る こ と にな った 。

さ らに1909年12,月 か ら1910年2月 ま で に は 忠 清 南 道 、忠 清 北 道 、慶 尚南 道 、慶 尚 北道 、

江原 道 、 成 鏡 北 道 、 成 鏡 北 道 、全 羅 北 道 、全 羅 北道 、京 畿 道 の 各 地 域 で 「屠 獣 規 則 施 行 細

則 」 や 「食 肉販 売 取 締 規 則 」 が公 布 され た。 そ れ らが 各 道 別 で 施 行 され 衛 生 的 な 屠 畜 が 可

能 にな っ た もの の 、規 則 の 内容 はす な わ ち 、 屠場 の設 置 場 所 や 構 造 、 屠 場 税 等 の条 件 が厳

しくな る とい うも ので あ った 。1913年9月 に 「屠 獣 規 則 施 行 細 則46」 が公 布 され た が 、 屠

場 の 経 営者 や 屠 場 の衛 生 面 で さ らに厳 し くな っ た。

1919年11.月 「屠 場 規 則47」 で は屠 夫 に 関 して も総 督府 か ら統 制 を受 けて い た。 「屠 場 規

則 」の 違 犯 時 の 罰 金 を比 較 す る と、1909年 は5円 だ った が 、1919年 は50円 で10倍 も高 く

な っ た 。

「屠 場 規 則 」 で 資 本 を蓄 積 して い た 「有 力 な 白丁 」 は 屠 畜 場 の 経 営 に参 与 して 「有 産 白

丁48」 とな り、 屠 場 で 働 い て い る屠 夫 は仕 事 場 を失 い 「白丁 」 た ち の 間 で も経 済 的 分 化 が

促 進 され て い た 。

次 の 表 は 「白丁 」 の資 産 状 況 で あ る。

表4旧 「白丁 」 資 産 状 況(1924年 末)

資産別
道別

100円

未 満

500円

未 満

1千 円

未 満

5千 円

未 満

1万 円

未 満

5万 円

未満

5万 円

以 上

計

京畿道 ・: 136 51 41 8 5 509

忠清北道 320 102 27 31 4 7 2 493

忠清南道 .・ 167 53 49 22 6 2 737

44楊 尚 弦 「韓 末 庖 犀 運 営 と庖 犀 税 受 取 構 造 」 『韓 国 文 化16』 ソ ウル 大 学 校 韓 国 文 化 研 究 所 、1995年 、

348頁 。

45「 法 律 第24号 屠 獣 規 則 」 『官 報 』 第4462号 、73頁 。
46『 朝 鮮 総 督 府 官 報 』 第343号

、194～195頁 。
47『 朝 鮮 総 督 府 官 報 』 第2109号

、345～346頁 。
48彼 ら は衡 平 運 動 を支 え る 役 割 も し て い た 宣 伝 紙 の 配 布 や 車 で 広 報 活 動 を して

、衡 平 社 の維 持 費 と活 動

費 な ど に充 当 し た。 『東 亜 日報 』1924年2月15日 付 。
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全羅北道 478 263 59 46 8 8 1 :.

全羅南道 402 187 63 43 10 4 709

慶尚北道 760 379 131 81 14 2 1367

慶尚南道 399 249 73 62 21 6 1 811

黄海道 554 252 69 16 3 ;・.

平安南道 165 73 18 2 1 259

平安北道 252 62 17 5 1 337

江原道 263 105 23 32 4 2 429

成鏡北道 75 40 2 1 118

成鏡南道 4 4 4 12

合 計

(%)

4376

(58)

2019

(26.8)

590

(7.8)

409

(5.4)

96

(1.3)

40

(0.5)

6

(0.08)

7538

(loo>

出 典:朝 鮮 総 督 府 警 務 局 『朝 鮮 の 治 安 状 況 』1924年12.月 、56頁 。

表5旧 「白丁 」 の 人 々 の 資 産 状 況(1926年)

資産別
道別

100円

未 満

500円

未 満

1千 円

未 満

5千 円

未 満

1万 円

未 満

5万 円

未満

5万 円

以 上

合計

京畿道 431 106 68 51 10 4 2 726

忠清北道 254 91 31 32 13 3 2 426

忠清南道 425 :. 77 53 24 14 4 783

全羅北道 518 298 70 32 11 1 933

全羅南道 358 194 64 41 6 3 1 667

慶尚北道 ・ 439 169 86 30 5 1555

慶尚南道 474 164 83 64 32 5 4 ・

平安北道 707 322 62 31 4 1 1127

平安南道 143 97 18 8 1 267

江原道 256 62 17 5 1 341

黄海道 229 118 43 27 7 5 429

成鏡北道 69 30 3 102

成鏡南道 6 4 1 11

合 計

(%)

4696

(57)

2165

(26)

705

(8.6)

434

(5.3)

139

(1.7)

41

(0.5)

13

(0.15)

8193

(loo>

出 典:朝 鮮 総 督 府 『朝 鮮 の 治 安 状 況 』1927年 、131～132頁 。

1920年 代 の 「白丁 」 の 資 産 状 況 を み る と100円 未 満 は1924年 に58%、1926年 に57%で 少

し減 少 し、500円 未 満 が26.8%か ら26%に 減 少 した 。 と こ ろ が 、5万 円 未 満 と5万 円 以 上 は 、

1924年 が0.58%で 、1926年 は1.65%で あ り、 増 加 した こ とが 分 か る 。

道 別 に は 慶 尚 南 北 道 が 他 の 地 域 よ り資 産 家 が 多 い こ と が 分 か る 。 資 産 状 況 で 地 域 の 差 も

激 しい こ と が 分 か る 。「白 丁 」資 産 状 況 か ら は 、総 督 府 に よ る 統 制 で 衡 平 社 創 立 以 前 か ら 「白

丁 」内 で 貧 富 の 差 が あ り、 「白丁 」 の 生 活 改 善 の た め に も衡 平 運 動 が 必 要 で あ っ た と 考 え ら

れ る 。

しか し、 「白 丁 」 の 伝 統 的 な 職 業 を 通 し て 資 本 を 蓄 積 し た 「白 丁 」 の 資 産 家 た ち は 、衡 平
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社 に最 初 か ら参 与 し、 衡 平 運 動 の発 展 に も大 き く寄 与 して い た49。

一 方
、 屠 獣 労働 に 従 事 した 「無 産 屠 夫 集 団50の 白丁 」 は低 賃 金 で 生 活 が厳 し くな っ て い

た。 そ して 、屠 畜 を した 後 の 付 産 物 で あ る牛 皮 や 油 脂 、牛 の血 な ど も、「白丁 」 た ち は 自由

に 受 け取 る こ とが 出来 な くな っ た。1910年 代 末 か ら1920年 代 初 期 に か け て 、 これ らを漢

城 府 が 府 の財 産 と して 受 け 取 る こ とに な っ た た め、 屠 夫 は反 対 デ モ を起 こ しも した51。 次

第 に伝 統 の 産 業 か ら離 れ る よ うに な り、 さ らに 「白丁 」 身 分 で は な い人 た ち が食 肉店 の経

営 に参 与 す る こ と とな り、 旧 「白丁 」 内 で貧 富 の 格 差 が激 し くな っ て い く。 した が っ て 、

「屠 場 規則 」 に よ って 旧 「白丁 」 た ち の経 済 的 な 打 撃 は大 き か った と考 え られ る。

次 は 屠 獣 場 や 屠 夫 料 金 問題 に 関す る記 事 を み て み よ う。1932年3月15日 付 の 『中央 日

報 』 記 事 に よれ ば、1920年 代 は 邑で屠 獣 場 を経 営 して い て 屠 夫 を1人 以 上雇 えな か っ た。

食 肉商 を経 営 す る人 を 除外 して 、屠 獣 場 で 屠 獣 労働 を 自由 にす る こ とが 出来 な か っ た。 ま

た 、 屠 獣 労働 を しない で生 活 が貧 しい社 員 た ちの た め に、 指 定 の屠 夫 以 外 に付 属 屠 夫2人

が任 命 され た 。 指 定 屠 夫 を補 佐 す る仕 事 で あ っ て 賃金 は 指 定 屠 夫 の 平 均 を分 配 す る こ とに

な った 。 しか し、 指 定 屠 夫2人 の反 発 で付 属 屠 夫 が 賃 金 を も らえ ない こ とが多 くな り、6

～7人 の 付 属 屠 夫 の生 活 が難 し くな っ た。

この 記 事 か らは、1910年 代 と1920年 代 、1932年 にか けて 旧 「白丁 」 内 で は経 済 的 な格

差 が あ り、 屠 夫 は生 活 的 に圧 迫 され て い た こ とが推 測 で き る。

(2)食 肉販 売 業:衡 平 社 員 た ち の 生存 権 問題

次 の 資 料 は 、1927年6月21日 に お け る開城 衡 平 社 の 臨 時 総 会 で の決 議 内容 で あ る。

「食 肉 販 売 業 は 我 々 の 相 当 な 職 業 な の に 、 非 社 員 た ち が こ の 営 業 を 経 営 し て 我 々 の 生

活 を 脅 威 させ る の は 黙 っ て は い られ な い 事 実 だ か ら 我 々 は 再 び 我 々 の 職 業 を 取 り戻 そ

49李 磐 松 「衡 平運 動」『朝鮮 社 会思 想運 動 沿革 略 史』1934年
、85～86頁 。

5°『東 亜 日報』1923年2 .月17日 付 。
51『東 亜 日報』1924年3月6日 付 。
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う 」52

この よ うに食 肉販 売 業 は衡 平 社 員 た ち の 生活 に深 く関 わ っ て い た 。 食 肉販 売 業 と共 に 衡

平社 は 食 肉販 売 組 合 を結 成 す る こ とに最 も力 を注 い だ53。記 事 の 内容 を見 る と、肉価 談合 、

共同生産と共同販売、食肉販売場所の確保などの課題の中で食肉販売組合を結成す ること

に よ り独 占的 な 領 域 を維 持 しよ うす る こ とは 生存 権 保 護 の た め に必 要 な運 動 で もあ っ た こ

と が わ か る 。

ま た 、 食 肉販 売組 合 の結 成 の 以 外 に も 、 各 分 社 で 生 産 物 共 同 直 輸 出 に 関 す る件54、 肉価

指 定 の 件55、 食 肉販 売 場 所 に 関す る件56、 食 肉販 売権 の侵 害 に 関 す る件57、 畜 牛 移 動 横 使 用

の 件58な ど の 内 容 が 決 議 され た 。

しか し、1930年10月9日 に礼 山 分社 で は 、食 肉店 の場 所 を め ぐっ て衡 平 社 内 で社 員 同

士 の 経 済 的 不 和 が あ っ た。 区域 で 内 と外 の派 に分 裂 して 牛 肉 定 価 の 減 価 運 動 が 起 き た。 総

本 部 で は 張 志 弼 を派 遣 して礼 山 の周 辺 の 大 輿 ・光 時 ・温 泉 ・成 敷 の11人 と会 合 して 、 「牛

肉 定価 は 従 前 と同 じ くす る こ と」、お よび 「地 方獲 りの 牛 は衡 平 社 員 の手 に よ り、特別 な 時

以 外 は屠 畜 しな い こ と」 を決 定 した59。 張 志 弼 は常 務 執 行 委 員 と して衡 平社 を維 持 し よ う

と し た 。

(3)皮 革 業 は手 工業 か ら機 械 化 へ と発 展

52『 東 亜 日報 』1927年6月25日 付
。

531927年11
.月15日 ・16日 の 江 原 道 衡 平 大 会 と全 北 衡 平 大 会 で は 食 肉 販 売 組 合 の 結 成 を 決 議 した 。『東

亜 日報 』1927年11月23日 付 。

1925年4.月28日 に 安 城 分 社 、1926年1月15日 に は郡 山 分 社 、1927年7月2日 に 全 州 衡 平 社 第5回

定 期 総 会 と1927年7.月8日 の 全 州 衡 平 社 第1回 委 員 会 、1928年2.月16日 の 忠 南 笠 場 分 社 の 第3回

臨 時 総 会 、1929年4月11日 唐 津 合 徳 支 部 の 臨 時 総 会 で は 、 食 肉 販 売 組 合 を 結 成 した 記 録 が 見 え る。

『東 亜 日報 』1925年5月4日 付 、1926年1月18日 付 、1927年7月5日 付、1927年7月11日 付 、1928

年2月22日 付 、1929年4月16日 付 。
541925年7

.月1日 衡 平 社 慶 北 地 方 大 会;『 東 亜 日報 』1925年7月6日 付 。
551925年9月11日 論 山 衡 平 分 社 臨 時 総 会;『 東 亜 日報 』1925年9月16日 付

。
561926年9

.月1日 全 北 益 山衡 平 分 社 第5回 臨 時 総 会;『 東 亜 日報 』1926年9.月10日 付 。
571925年2

.月8日 統 栄 衡 平 社 第3回 定 期 総 会;『 朝 鮮 日報 』1928年6.月8日 付 、1928年6.月2日 密 陽

衡 平 社 臨 時 総 会;『 東 亜 日報 』1928年6月8日 付 。
581929年2

.月13日 全 北 衡 平 大 会;『 東 亜 日報 』1929年2.月16日 付 。
59『 東 亜 日報 』1930年10月16日 付

。

20



1911年 には じめて 朝 鮮 皮 革 株 式 会 社 が 日本 人 に よ り設 立 され 、皮 革 や そ の 副産 物 の製 造

と製 品 、 皮 革 の 原 料 と製 品 の売 買 が行 われ た。 ま た 、 官 と民 間 で 要 求 した 皮 具 の 製 造 販 売

や 部 隊 物 品 の 委 託 ・代 理 の売 買 も行 われ た6°。

1915年 か ら1916年 に は牛 皮 の輸 出額 が2倍 に増加 す る こ とに よ り、皮 革 会 社 の設 立 が

要 求 され た 。ま た 、1917年 に は大 田で大 田皮 革株 式 会 社 が 設 立 され る が、朝 日製 革 所 が 日

本 人 に よ って 設 立 され て以 来 、 日本 人 が 牛 革 関連 産 業 に参 与す る よ うにな り、1919年 は 牛

皮 の 輸 出 量 が 増加 した61。

1924年 末 頃 に は24個 の製 革 工場 が あ り、 そ の 一 つ と して 韓 国人 の所 有 は9個 で 、 そ の

中で衡 平社 は1924年3月12日 に天 安 に衡 平社 皮 革 工 場 を設 立 した62。生 産 額 は24個 の 工

場 の 生 産 額 中の9.8%に 過 ぎ な か っ た63。 皮 革 工場 の 韓 国 人 労働 者 の 賃 金 は 、 日本 人 よ り低

か った 。 日本 人 労 働 者 の成 人 男 性 の 賃金 が 平 均3.3円 に対 し、韓 国人 労働 者 の成 人 男性 の

賃金 は1.30円(日 本 人 労 働 者 賃 金 の40%)で あ った 。女 性 や 子 供 の賃 金 は も っ と低 か っ た 。

女性 の 成 人 労働 者 は0.74円 、男 性 の子 供 労働 者 は0.50円 、女 性 の子 供 労働 者 は0.30円 で

あ った 。 ま た 、 当時 皮 革 業 に従 事 して い た 旧 「白丁 」 は 家 の 中 で牛 皮 を乾 燥 した り、 小 規

模 で 皮 の 商 品 を作 った り して い た の だ が 、 乾皮 場 の機 械 化 に よ り次 第 に製 革 の仕 事 が減 る

よ うに な った64。

旧 「白丁 」 の 屠 畜 関連 事 業 の 中 で 、利 益 が最 も多 い の は皮 革 産 業 で あ っ た。 衡 平社 創 立

後 、 この 皮 革 産 業 は衡 平 社 の重 要 案 件 の 対 象 で あっ た 。1925年5月 と11,月 の論 山衡 平 分

社 の 臨 時 総 会 で は、皮 革 乾 皮 場 に 関す る案 件 が決 議 され た 。そ の決 議 内容 は 、「皮 革 乾皮 場

は従 来 、社 員 た ち の共 同所 有 と して組 合 で維 持 して きた 。 しか し、 最 近 恩 津 面海 倉 里 に あ

る皮 革 乾 皮 場 は李 鳳 柱 の個 人 の経 営 とな り、 衡 平 社 員 は郡 当局 に交 渉 しに行 っ た が 、解 決

で きな か った 。 社 員 た ち は郡 当局 に憤 慨 して社 員 全員 が 出 動 し、忠 清 南 道 の 当局 に 陳 情 す

6°朝鮮総督府 『朝鮮銀行会組合要録』1929年 版
、137頁 。

61同 上、129頁 。
62『東亜 日報』1924年3 .月24日 付。
63朝 鮮総督府 『朝鮮の物産』535～537頁

。;高 淑和 『日帝下衡平運動の研究』梨花女子大学大学院博士
論文、1996年 、39頁 。
64『東亜 日報』1924年3月6日 付。
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る こ と」 で あ る65。 こ の よ うに衡 平 社 は個 人所 有 の 乾 皮 場 の 所 有 権 を取 り戻 そ うと した。

1925年9月11日 の 論 山衡 平 分 社 の 臨 時 総 会66と1931年5月8日 の 衡 平 社 慶 尚 道 支 部 第

3回 執 行 委 員 会67で は 、新 し く 乾 皮 場 を 建 て よ う とす る 動 き が あ っ た 。 ま た 、1925年7月1

日の 衡 平 社 慶 北 地 方 大 会68、10月9日 の 江 景 衡 平 分 社 の 臨 時 総 会69、1926年10月18日 の

淳 昌衡 平 社 復 興 総 会7°、1927年11,月15日 ・16日 の 江 原 道 衡 平 大 会71、1928年6月2日 の

密 陽 衡 平 社 臨 時 総 会72、8月12日 の 衡 平 忠 南 大 会73、1929年2月13日 の 全 北 衡 平 大 会74、

1930年12月20日 の 染 山 支 部 第1回 臨 時 大 会75で も 乾 皮 場 の 問 題 を 取 り上 げ 、 論 議 し た 。

乾皮 場 の 問題 は 、 衡 平 社 員 の生 活 問題 の重 要案 件 と して 引 き続 き議 論 され て き た。

1925年2月21日 の 群 山 衡 平 社 復 興 大 会76、1925年12月8日 の保 寧 衡 平 分 社 臨 時 総 会77、

1929年5月16日 の井 邑衡 平 支 部 第7回 定期 大 会78の 討 議 内 容 で は、社 員 に よ る牛 皮 の 商 品

の 共 同 購 買 お よ び 共 同 の 販 売 網 に 関 す る 項 目が 見 ら れ る。 ま た 、1927年2.月25日 の 全 州

衡 平 社 臨 時 総 会 で は 皮 革 組 合 を っ く ろ う と した79。 さ ら に 、1924年3月12日 に 天 安 で 開 催

され た 衡 平 革 新 会 創 立 総 会 で は皮 革 工場 の設 立 が 決 議 され た8°。 そ して 、1928年12月15

日の 衡 平 忠 南 臨 時 総 会81、1929年2.月13日 の 全 北 衡 平 大 会82、1929年3月11日 の 衡 平 礼

山分社 臨 時 総 会83で も皮 革 関係 の会 社 を設 立す る こ とが 決 議 され た。

以 上 旧 「白丁 」 の 屠 畜 業 や 食 肉販 売 、皮 革 業 の 状 況 にっ い て 述 べ た。 この よ うに衡 平 社

65『 東 亜 日 報 』1925年5
.月16日 、11.月23日 付 。

66『 東 亜 日 報 』1925年9
.月16日 付 。

67『 東 亜 日 報 』1931年5
.月14日 付 。

68『 東 亜 日 報 』1925年7
.月6日 付 。

69『 東 亜 日 報 』1925年7
.月 日 付 。

7° 『東 亜 日 報 』1926年9月29日
、10月22日 付 。

71『 東 亜 日 報 』1927年11月23日 付
。

72『 東 亜 日 報 』1928年6月8日 付
。

73『 東 亜 日 報 』1928年8
.月6日 、16日 付 。

74『 東 亜 日 報 』1929年2
.月22日 、2.月16日 付 。

75『 東 亜 日 報 』1930年12
.月26日 付 。

76『 東 亜 日 報 』1925年2
.月27日 付 。

77『 東 亜 日 報 』1925年12月16日 付
。

78『 東 亜 日 報 』1929年5
.月16日 付 。

79『 東 亜 日 報 』1927年3月1日 付
。

8° 『東 亜 日 報 』1924年3月17日 付
。

81衡 平 忠 南 臨 時 総 会 で
、 衡 平 産 業 株 式 会 社(牛 皮 関 係 の 会 社)を 発 起 す る こ と を 決 め 、 会 社 創 立 準 備 事

務 所 を 天 安 に 置 く こ と に し た 。;『 朝 鮮 日 報 』1928年12.月20日 付 。
82『 東 亜 日 報 』1929年1

.月22日 、2.月16日 付 。

83『 東 亜 日 報 』1929年3月15日 付
。
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創 立 以 前 か ら旧 「白丁 」 た ち は貧 富 の 差や 地 域 間 の 隔 差 が あ る こ とが分 か っ た。

2)衡 平 社 組 織 の過 程 一水 平 社 と関連 させ て

水 平社 は 日本 で 始 めて の人 権 宣言 を うた い 、1922年3月3日 に京 都 で全 国水 平 社84が 結

成 され 、創 立 大 会 が 開い た。そ れ か ら1年 後 の1923年4月 に 、 旧 「白丁 」の解 放 を 目指 す

衡 平社 が創 立 され てい る。 衡 平社 の創 立 に 日本 の 水 平社 の 影 響 が あ った とい うこ とは周 知

の 事 実 で あ り、 日本 の官 憲 資 料 も こ の よ うに 記 録 して い る85。 しか し、衡 平 社 の創 立経 緯

に つ い て はい ま だ 明 らか で は な い。 この項 で は 、衡 平 社 が 組 織 され る過 程 を水 平 社 と関 連

させ て 検討 す る。

当時 の 『東 亜 日報 』 と 『朝 鮮 日報 』、『時 代 日報 』 の 記 事 で は水 平 社 に 関す る記 事 が報 道

され て い た86。 『朝鮮 日報 』 の1923年3月22日 、3.月24日 、4∫121日 イ寸の記 事 は 、水 平

社 と国 粋 会 の 衝 突 記 事 、水 平社 大 会 、水 平運 動 に 関 す る 内容 で あ っ た。そ して 『東 亜 日報 』

の1923年3月21日 、3.月22日 、3月25日 付 の 記 事 は、 水 平 運 動 に 関す る内容 で あ っ た 。

ま た 、 『時 代 日報 』 の1924年5月11日 、10月10日 付 の記 事 は 、水 平 社 大会 関 す る内 容

で あ った87。 これ ら 『東 亜 日報 』、『朝 鮮 日報 』、『時 代 日報 』 の 新 聞 記 事 を通 じ、 て衡 平社

は水 平 運 動 の 状 況 を把 握 す る こ とが 出来 た とい え よ う。

次 は衡 平 社 全 国大 会 の ポ ス タ ー と水 平社 大 会 の ポ ス ター を比 較 して み よ う。

84正 式 な 名 称 は 全 国 水 平 社 だ が
、 以 下 水 平 社 に す る 。

85① 京 畿 道 警 察 部 『治 安 概 況 』昭 和4年5月
、115頁 、 ② 高 等 警 察 部 「六 、衡 平 運 動 」『治 安 状 況 』(1938

年 、 江 原 道)こ の 資 料 で 衡 平 運 動 は 水 平 運 動 に 「刺 戟 」 を受 け た と記 され て い る 。 ま た 、 衡 平 社 は 水

平 社 を 「模 倣 」 して 組 織 され た と記 さ れ て い る 。
86報 道 され た 記 事 は 次 の 通 りで あ る

。

「秘 密 文 書 の 押 収 、 日本 水 平 社 大 会 の 準 備 で 革 命 を 叫 ぶ 印 刷 物6万6千 枚 を 押 収 」 『朝 鮮 日報 』1923

年3.月12日 付 。 「水 平 社 運 動 問 答 」『東 亜 日報 』1923年3月22日 付 。 「日本 の 水 平 運 動 、 階 級 闘 争 の
一 列 」 『東 亜 日報 』1923年3月22日 付

。 「険 悪 化 した 主 義 戦 、 国 粋 会 と水 平 社 の 交 戦 、砲 火 を 相 交 し

て 死 傷 者 が 数 十 人 、 軍 隊 と警 官 が 武 力 で 鎮 圧 した が 、 そ の 形 勢 は 次 第 に 険 悪 して い る」 『朝 鮮 日報 』

1923年3.月22日 付 。 「水 平 社 と 国 粋 会 が 凶 ・器 を持 っ て 対 陣 。 ま た 衝 突 か 」『東 亜 日報 』1923年3.月

24日 付 。 「水 平 社 と国 粋 会 が ま た 争 闘 」 『朝 鮮 日報 』1923年3月24日 付 。 「水 平 社 対 国粋 会 の 争 い で

水 平 社 員 検 挙 と警 察 に 対 して の 不 平 」 『東 亜 日報 』1923年3.月25日 付 。 「騒 擾 罪 で 起 訴 に な りそ う、

国粋 会 と争 っ て 検 挙 され た 水 平 社 員 」 『東 亜 日報 』1923年3.月26日 付 。 「水 平 社 の 決 議 、 日本 の 奈 良

県 で 解 散 を 勧 誘 」 『朝 鮮 日報 』1923年4月21日 付 。
87「 水 平 社 大 会 」『時 代 日報 』1924年5

.月11日 付 。 「水 平 社 の 執 行 委 員 と衡 平 社 の 執 行 委 員 が 会 合 」『時

代 日報 』1924年10月10日 付 。
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1928年4月25日 の衡 平社 第6回 全 鮮 定期 大 会 の ポ ス ター88の 左 に は 「千 差 万 別 の賎 視 よ、

撤廃 せ よ。 朝 鮮 衡 平 総 本 部 」 の文 句 が 、右 に は 「全 鮮 に散 在 した衡 平 階級 よ、 団結 せ よ」

と記 され て い る。 日本 の全 国水 平 社 第6回 大 会 の ポ ス タ ー89(1927年)は 、左 に 「全 国 の

特殊 部 落 民 団 結 せ よ」 の文 句 が 、右 に 「一切 の 賎 視 差 別 を撤 廃 せ よ」 と記 され て い る。 衡

平社 と水 平 社 も ポ ス ター の文 句 に差 別 の撤 廃 と団 結 しよ う とい う内容 が描 かれ て い る こ と

が わ か る。

ま た 、衡 平社 の 第6回 定 期 大 会 の ポ ス ター(1928年)の 色 は 赤 ・黄 色 ・黒 で あ り、男 性

が旗 を持 って い る構 成 に な っ て い る。 全 国 水 平 社 第6回 大 会 の ポ ス タ ー(1927年)の 色 は

赤 ・黒 で 強 調 され て お り、衡 平社 の ポ ス ター と同様 に 男 性 が旗 を持 っ て い る構 成 で あ る。

こ こか ら、 ポ ス ター 文 句 の 内容 以 外 に色 や 構 成 も似 て い る こ とが分 か る。

そ して 、 衡 平 社 第8回 全 鮮 定期 大 会(1931年)の ボ ス タ,_90は 、左 手 に天 秤 を持 っ て い

る人 の 腕 に 「人 生 権 と生 活 権 を獲 得 しよ う」 と記 され て い る。 一 方 、第9回 全 国水 平社 大

会(1930年)ポ ス ター91は 、 左 に 「全 国 の特 殊 部 落 民 団 結 せ よ、 生 活 権 を奪 還 せ よ、封 建

的 身 分 制 度 の 廃 止 」と記 され て い る。この衡 平社 と水 平 社 の ポ ス ター の文 句 も同様 で あ り、

衡 平社 が 水 平 社 の影 響 を受 け て い た こ とが推 測 で き る。(各 大 会 の衡 平 社 ・水 平社 の ボ ス タ

ー は 論 文 末 尾 の 図3を 参 照 の こ と)
。

ま た 、衡 平 社 と水 平 社 は定 期 大 会 や 全 体 大会 を2日 間 行 っ た。(具 体 的 な 日付 は 「表18

水 平 社 と衡 平 社 の年 表 比 較 一 覧 表 」 を参 照 の こ と)。

そ して1922年7月 に水 平 社 は機 関誌 『水 平 』 を発 刊 した 。 衡 平 社 は1925年 に 常務 施 行

委員 会 で衡 平 社機 関誌 『正 進 』 を発 刊 す る こ と を決 めた92。

そ して 、 衡 平 社 の創 立 メ ンバ ー で あ りな が ら、 本 部 の常 務 執 行 委 員 で あ る 張志 弼 は 前 述

88『 水 平 社 博 物 館 展 示 総 合 図 録 』 水 平 社 博 物 館
、1999年3月 、42頁 。

89部 落 解 放 同 盟 中 央 本 部 編 『写 真 記 録 全 国 水 平 社 』 解 放 出 版 社
、2002年3.月 、4頁 。

9° 衡 平 社 第8回 全 鮮 定 期 大 会(1931年)の ポ ス タ ー は
、大 阪 人 権 博 物 館 で 「朝 鮮 の 被 差 別 民 衆 「白 丁 」

の 闘 争 」 とい うテ ー マ で 開 か れ た 衡 平 運 動 創 立80周 年 記 念 写 真 展 に 展 示 され た も の で あ る。
91部 落 解 放 同 盟 中 央 本 部 編 『写 真 記 録 全 国 水 平 社 』 解 放 出 版 社

、2002年3月 、4頁 。
921929年3

.月に 衡 平 社 機 関誌 『正 進 』 が創 刊 され る。 張 志 弼 は 『正 進 』 で 「衡 平 運 動 が 人 間社 会 を 平

等 に す る運 動 で あ る」 と主 張 して い る。;『 朝 鮮 出 版 警 察 月 報 』 第7号 、1929年3月 。
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した よ うに 日本 に留 学 した経 験 が あ る。 張 志 弼 は 慶 尚南 道 宜 寧 郡 宜 寧 面 邑 の 旧 「白丁 」 出

身 で1881年 に生 ま れ た。具 体 的 な記 録 は確 認 で き て ない が 、明治 大 学 に4年 間在 学 した が

中退 し、 旧 「白丁 」 の解 放 運 動 を志 して衡 平 社創 立 に参加 した と記 され て い る93。

以 上 、衡 平 社 組 織 の 過 程 にお け る水 平社 の影 響 に つ い て 述 べ た 。 しか し、「皆 自新 呼 一最

近 一 年 中の 社 会 相94」(『 開 開』第43号 、1924年1月)と 「人 間 の 待 遇 を哀 願 」(『東 亜 日報 』

1923年5月20日 付)の 論 説 ・記 事 か ら推 測 で き るの は、 衡 平 社 の創 立 に は水 平社 との 直

接 的 な 交 流 は なか った が 、 同 じ状 況 に お かれ て い た 日本 の被 差 別 部 落 民 が差 別 撤 廃 の た め

に 全 国 水 平 社 を組 織 し活 動 す る過 程 を み て 、 刺激 と励 み を受 け た の で は な い か とい うこ と

で あ る。

こ こで衡 平 社創 立 の直 接 的 な動 機 を整 理 して み よ う。

1920年 代 の 慶 尚南 道 の晋 州 は 旧 「白丁 」子 女 の入 学 拒 絶 に よ る抵 抗 が活 発 で あ っ た95。

当時 晋 州 に住 ん で い た 李 学 賛(財 産 家)は 、 自分 の 子 女 を公 立 学 校 に入 学 させ よ うと した

が 、 「白丁 」 の子 女 とい う理 由 で入 学 を 断 られ た 。1922年 に李 学 賛 は晋 州 の第 三夜 学校 に

現金100円 を寄 付 して 子 女 を入 学 させ た。 しか し、入 学 の 後 教 師 た ち の差 別 待 遇 に よ り中

途 退 学 を余 儀 な く され た。 そ の後 も李 学 賛 は ソ ウル で何 度 も入 学 を試 み た が 、 そ の た び に

入 学 を断 られ た96。

ま た 、『朝 鮮 日報 』 の1923年5.月3日 付 、5.月13日 付 の 記 事 は教 育 の差 別 を受 け 、身 分

の壁 を克 服 す るた めの 方 案 と して衡 平 社 が創 立 され た とい う内容 で あ る。(差別 記 事 に 関 し

て は 表17反 衡 平 運 動 事 件 を参 照 の こ と)。

公 立 普 通 学 校 に入 学 した学 生 は1920年 か ら急 増 して い た。1915年 か ら1919年 ま で公 立

普 通 学 校 に入 学 した 学 生 数 は3万 余 人 で あ っ た が 、1920年 に は6万 余 人 、1921年 に は8

93朝 鮮 総 督 府 警 務 局 『朝 鮮 の 治 安 状 況 』1924年12月
、50頁 。

94「 皆 自新 呼 一 最 近 一 年 中 の 社 会 相 」 『開 壁 』(第43号
、1924年1.月 、132頁)に よ る と、3月19日 に

日本 の 奈 良 県 で 、 水 平 社 と国 粋 員 間 で 衝 突 が あ り、 軍 隊 も 出 動 す る 大 事 件 が 起 こ り、 「白丁 」 に も知

ら され 、 「白丁 」 の 心 理 も 一 変 し衡 平 社 の 発 起 原 因 に な っ た と記 され て い る 。
95朝 鮮 総 督 府 『治 安 状 況 』1927年

、2頁 。
96村 山 智 順 前 掲 書

、178頁 。
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万5千 余 人 、1922年 に は12万5千 余 人 、1923年 に は13万7千 余 人 ま で 急 増 し て い た97。

この よ うに社 会 全 体 の 教 育 水 準 が急 増 して い くな か で 、 旧 「白丁 」 間 も教 育熱 が 高 ま っ て

い く の は 当 然 で あ る と い え よ う。

次 の 表6は 、1924年 に調 査 され た総 督 府 調 査 資 料 か らわ か る 旧 「白丁 」の教 育 実態 で あ

る。 表 をみ る と、 旧 「白丁 」 た ち の 教 育水 準 が 平 民 に比 べ て 低 い こ とが推 測 で き る。

表6旧 「白丁 」 の 教 育 実 態98(1924年 末 現 在)

教育
゜度

道別

普通学校 程度
合計10年 ま で 20年 ま で 21年 ま で

在学中 退学 在学中 退学 卒業 在学中 退学 卒業

京畿道 78 5 73 16 20 6 9 19 226

忠清北道 38 2 64 12 7 一 3 1 126

忠清南道 92 23 138 17 8 42 18 25 313

全羅北道 69 24 76 45 12 一 15 2 243

全羅南道 64 10 87 27 17 1 12 1 219

慶尚北道 88 16 127 21 8 1 7 2 270

慶尚南道 87 3 120 11 18 1 12 29 281

黄海道 40 20 61 27 20 5 37 4 214

平安南道 23 6 16 6 一 一 2 一 53

平安北道 26 6 19 9 2 一 3 一 65

江原道 50 4 54 8 2 一 8 12 138

成鏡南道 一 1 2 一 1 一 一 一 4

成鏡北道 7 3 10 2 2 1 6 6 101

合計 .・. 122
.,

201 115 57 132 101

育
廿

道別

高校普通学校 程度
合計10年 ま で 20年 ま で 21年 ま で

在学中 退学 在学中 退学 卒業 在学中 退学 卒業

京畿道 一 一 4 1 1 1 一 4 11

忠清北道 一 一 1 一 一 一 2 1 4

忠清南道 一 一 4 1 一 一 一 一 5

全羅北道 一 一 一 1 一 3 11 4 19

全羅南道 3 2 10 7 一 一 一 一 22

慶尚北道 一 一 2 一 一 2 一 1 5

慶尚南道 1 一 2 1 一 一 4 4 12

黄海道 一 一 一 一 一 一 一 1 1

平安南道 一 一 1 1 一 一 一 一 2

平安北道 一 一 一 一 一 一 一 一 0

江原道 一 一 一 一 一 1 一 1 2

成鏡南道 一 一 一 一 一 一 一 一 0

成鏡北道 一 一 一 一 一 一 一 一 0

合計 4 2 26 12 1 7 17 16

出 典:朝 鮮 総 督 府 警 務 局 「第 一 号 表 「白 丁 」 ノ教 育 調 」 『朝 鮮 の 治 安 状 況 』(1924年12.月 、57頁)。

97姜 相 鍋 は晋 州 で起 きた3・1運 動 の 首謀者 で 日本 警察 に逮 捕 され6ヶ 月 間 を服 役 した民族 運動 家 の一

人 で あ る。 申絃壽 は 当時、 朝鮮 日報 の晋 州 支局 長 で あ り、3・1運 動 に参加 した経 験 もあ り、教 育 の

重 要性 を強 調 した人物 で あ る。 また、 普通 学校 の設 立 を姜相 鍋 と一 緒 に推進 した人 物 で ある。
98表 の備考 欄 で は

、 「専 門学校 以上 の学 校 に在 学 中の者 は全 羅 北道 に一名 、ま た 中途 退 学 の者 は全羅 南

道 に一 名 あ り」 と記 され てい る。
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この 表 をみ る と、 旧 「白丁 」 で在 学 生 ・中途 退 学 ・卒 業 生 な ど普 通 学 校 程 度 の教 育 を受

けた 学 生 は1910年 に788人 、1920年 に1,163人 、1921年 に290人 で あ り、 高等 普 通 学 校

水 準 の 教 育 を受 けた 学 生 は1910年 に5人 、1920年 に39人 、1921年 に40人 で あ る。 前 述

した よ うに1920年 に公 立 普 通 学 校(朝 鮮 人)の 入 学者 数 が6万 人 、1921年 に8万5千 人

で あっ た。 旧 「白丁 」の人 口が 不 明 な た め に就 学 状 況 を正 確 に把 握 で き な い が 、 旧 「白丁 」

の 教 育 水 準 は お よそ 低 い こ とは推 測 で き る。

この よ うな 状 況 で 、1923年1月 に晋 州 で 、私 立 一 新 普 通 学 校 の設 立 に 関す る地 均 工事 に

出役 方 の 通 知 が 「白丁 」 に発 送 され た。 学校 が設 立 され る と、 彼 らの子 女 は学 校 に入 学 で

き る こ とを信 じ、晋 州 邑 内 の70余 人 の 「白丁 」 は学 校 工事 の 出役 方 に応 じた 。 しか し、学

校 の創 立 委 員 会 か ら 「白丁 」 の子 女 の入 学 は認 め られ な か っ た 。 そ の代 わ りに学 校 設 立 の

夫役 に 相 当す る賃 金 を支 払 うとい う通知 が 送 られ て きた 。 こ のや り方 に憤 慨 した 「白丁 」

た ちは 、 この よ うな差 別 を二 度 と受 け な い た め に は 、 教 育 を受 けて 知 識 を広 げ る しか な い

と判 断 した99。 そ れ で 李 学 賛 は 「白丁 」 た ち と共 に非 「白丁 」 で あ る 姜 相 錆 ・申鉱 壽 な ど

に 苦 しみ を訴 え、 「白丁 」 の平 等 社 会 を創 るた め の 運 動 を依 頼 した とい う1°°。

この 依 頼 に よ り、1923年4月24日 に非 「白丁 」 で あ る姜 相 錆 ・申鉱 壽 ・千錫 九 と、 旧

「白丁 」 で あ る 張 志弼 ・李 学 賛 が 中心 とな り、70余 人 の 旧 「白丁 」 が晋 州 市 内 の 大安 洞 に

集 ま っ た。 そ の 集 ま りで 期 成 会 を 開 催 し、 「衡 平 社1°1」が 組 織 され た 。 期 成 会 で 衡 平 社 の

本社 の 事 務 所 を晋 州 飛 鳳 洞 に設 置 す る こ と と、 翌 日に発 起 総 会 を開 くこ とを決 め た。 翌 日

に 開 か れ た 発 起 総 会 に は約80人 の 「白丁 」が 参加 した 。臨時 議 長 で あ る姜 相 鏑 の 司会 の 下

で衡 平 社 規 則 、 委 員 選 挙 、維 持 方 針 な どが議 決 され た1°2。こ の時 に選 出 され た委 員 は次 の

99村 山 智 順
、 前 掲 書 、178頁 。 朝 鮮 総 督 府 警 務 局 『治 安 状 況 』1924年12.月 、49頁 。

100「 晋 州 で 衡 平 社 発 起 」 『朝 鮮 日報 』1923年4
.月30日 付 。

1°1金 仲kに よ る と
、 衡 平 社 の 創 立 当 時 の 名 称 は 「衡 平 社 」 で 、 後 に名 称 い くつ か 変 わ っ た りす る が 、

「朝 鮮 衡 平 社 」 と い う通 称 に な っ た 理 由 は 日本 の 水 平 社 と の 区 別 を す る た め だ とい う。 「1920年 代 衡

平 運 動 の 形 成 過 程 一晋 州 地 域 を 中 心 に 」(『 東 方 学 志 』 延 世 大 学 、 第59輯 『東 方 学 志 』、1988年 、249

頁 。
1°2発 起 総 会 で は

、 教 育 機 関 設 置 ・会 館 設 置 ・各 地 域 に 衡 平 運 動 の趣 旨 や 衡 平 社 の 発 会 式 の 広 告 す る こ

とな どの 案 件 を 決 議 し、夜12時 頃 に 閉 会 し た とい う。朝 鮮 総 督 府 警 務 局 「三 、衡 平 運 動 」『治 安 状 況 』

1924年12月 、50頁 。
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通 りで あ る 。

・委 員:姜 相 錆(カ ン サ ン ホ) 、 申鉱 壽(シ ン ヒ ョ ン ス)、 千 錫 九(チ ョ ン ソ ッ ク)、 張

志 弼(チ ャ ン ジ ピル)、 李 学 賛(イ ハ ク チ ャ ン)

・幹 事:河 石 金(ハ ソ ク グ ム) 、 朴 好 得(パ ク ホ グ ン)

・理 事:河 允 柞(ハ ユ ン ジ ョ) 、 李 鳳 基(イ ボ ン ギ)、 李 斗 只(イ ド ゥ ジ)、 河 景 淑(ハ

キ ョ ン ス ク)、 崔 明 五(チ ェ ミ ョ ン オ)、 劉 小 萬(ユ ソ マ ン)、 劉 億 萬(ユ オ

ク マ ン)

・財 務:鄭 賛 柞(チ ョ ン チ ャ ン ジ ョ)

・書 記:張 志 文(チ ャ ン ジ ム ン)

第2節 初 期 衡 平 社 の 組 織

この節 で は 、衡 平 社 にお け る 宣伝 ・主 旨 ・社 則 を通 して 衡 平 社 の組 織 につ い て分 析 す る。

ま た 、 日本 の 水 平 社 にお け る 宣言 や 綱 領 な どの意 味 を 分析 し、 水 平 運 動 と衡 平運 動 が もつ

意 味 に っ い て 考 えて み る。

衡 平社 期 成 会 は前 述 した よ うに1923年4月24日 に組 織 し、翌 日に晋 州 大 安 洞 で衡 平社 創 立

総 会 が 開催 され た 。創 立 総 会 で は、社 則 ・委 員 選 定 ・衡 平 社 の 主 旨 ・宣伝 文 な ど を決 めた 。

ま た 、 実 際 問題 と して 「第 一 、戸 籍 簿 に 白丁 ・屠 夫 ・食 肉販 売 ・皮 匠 な ど、 白丁 で あ る

こ とを表 示 し、 ま た これ を想 定 で き る よ うな 業 態 の記 載 を廃 止 す る こ と」103と 、 「第 二 、

白丁 の子 女 も普 通 民 と同 じ普 通 学 校 や 公 私 立 学 校 に入 学 を容 認 す る こ と」 を決 議 した1°4。

この 決 議 内 容 か ら、 戸 籍 簿 に よる 「白丁 」 ・ 「屠 夫 」 ・ 「食 肉販 売 」 ・「皮 匠 」な どの職 業

の 「業 態 」 の 記 載 で 、 旧 「白丁」 に対 す る差別 が あ った こ とが分 か る。 ま た 、最 優 先 に解

決 しな けれ ば な らない 問題 が 「白丁 」 の 子 女 の 教 育 問題 で あ る こ とが分 か る。

1°3第1項 の 「戸籍簿」で職業の記載に対 して付職業の記載 を削除することを訴えた
。朝鮮総督府警務

局 『治安状況』1924年12.月 、50頁 。
1°4朝鮮総督府警務局 『治安状況』1924年12月 、50頁 。
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次 は衡 平 社 宣 伝 で あ る。

衡 平 社 宣 伝
一
、人 生 は 自 由 と平 等 の 権 利 を 持 っ て い る 。自 由 と平 等 の 権 利 が な い 人 に 生 の意 義 が あ る の だ ろ うか 。
一
、 半 千 年 の 問 、奴 隷 の 逆 境 に 処 し我 々 は 失 っ た 人 権 を 取 り戻 さ な けれ ば な らな い。
一
、 蹴 起 し よ う!「 白 丁 階 級 」 よ 、 集 ま れ 、 こ の 衡 平 の 旗 の 下 に!1°5

こ の 「宣 伝 」 で 、 旧 「白丁 」 は 「奴 隷 の 逆 境 に 処 し我 々 は 失 っ た 人 権 を 取 り戻 」 し 、 「人

生 」 の 「自 由 と平 等 の 権 利 」 を 強 く 求 め て い る こ とが わ か る 。 ま た 、 「自 由 と 平 等 の 権 利 」

を取 り戻 さな けれ ば な らない 。 「白丁 」に 対 す る差 別 の 厳 し さが うか が え る。そ れ か ら、こ

の 会議 で 宣 伝 と同様 の 内容 で あ る 「衡 平 社 主 旨」 を発 表 した 。

衡 平 社主 旨
「公 平 は社 会 の根 本 で あ り、愛情 は人類 の本 良 で ある。 それ ゆ え、我 々 は階級 を打破 し、侮蔑 的

称号 を廃 止 し、教 育 を奨励 して、我 々 も真実 の 人間 に な るこ とを期す る ことが本社 の主 旨で あ る。

(中 略)」

次 に 「衡 平 社 社 則 」 と 「細 則 」 に つ い て検 討 して み よ う。

「衡 平社 社 則 」

第 一條 本 社 ヲ衡 平社 ト稻 ス

第 二條 本 社 ノ位 置ハ 晋州 二置 ク

但 各道 ニハ支 社 、郡 ニハ分 社 ヲ置 ク

第 三條 本 社 ハ 階級打破 、侮 辱 的稻 號廃 止 、教 育漿 働 、相 互 ノ親 睦 ヲ 目的 トス

第 四條 本 社 員 ノ資格 ハ朝鮮 人 ハ何 人 ヲ 問ハ ス入社 スル 得

第 五條 本 社 ハ選 墨及 被選墨 拉 決議 灌 ヲ有 ス

第 六條 本 社員 ノ義務 ハ左 ノ如 シ

第一 項 入社 金 一 円社費 毎 月二十 銭 トス

第二 項 品行 方 正

第三 項 第 三條 ヲ實 行 スル ニー応 團結 スル コ ト

第 七條 本 社 ノ任 員ハ 左 ノ如 シ

委 員 五人 、財 務一 人 、幹事 三 人、 書記 一人 、理 事若 干 人、 顧 問若 干 人

第 八條 委 員 ハ委 員會 ヲ組 織 ス

第 九條 幹事 ハ委 員 ノ指揮 二磨 シ事 務 ヲ庭 理 ス

第 十條 理 事 ハ理 事會 ヲ組 織 シテ重 大 事項 ヲ評 議 シ各 状況 ヲ委 員 二報告 ス

第 十一 條 財務 ハ 本社 ノ財 務 ヲ掌理 ス

但金 銭 出納 ニハ 委員 會 ノ承諾 ヲ得テ庭 理 ス

第 十 二條 顧 問ハ 本社 ノ発 展 ヲ賛助 ス

第 十 三條 任員 ノ任期 バー 箇年 トス

但 再選 スル コ トヲ得

第 十 四條 支 分社 ノ規 則ハ 本社 社則 ヲ準用 ス

第 十五 條 各 支分 社ハ 毎月 該 地方 ノ状 況 ヲ報告 ス

但 緊急 事故 ノ場 合ハ 師報 ス

第 十 六條 本 社 ノ集 會ハ 定 期総 會 ト臨 時総 會 二分 チ 定期 総會 ハ 毎月 、 臨 時総會 ハ 委員 二於 テ 必要 ア リ ト認

ムル 時 之 ヲ召集 ス
ー
、本會 ノ総會 ハ代 表者 二依 リ之 ヲ開 ク會 員 百 二封 シー名 ノ代 表 ヲ選 定 ス

105魚 亀 善 「衡 平 運 動 の 概 観 」『三 千 里 』 第4巻
、 第7号 、1932年7.月1日 、13～14頁 。
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二 、代表 ノ選 墨 ハ本 社 ト支分 社 ノ各総 會 二於 テ之 ヲ定ム

第 十七 條 本社 ノ経費 ハ社 員 ノ義務 金 其他 賛助 金 ヲ以 テス

第 十 八條 本社 ノ社則 ハ総會 二於 テ半敷 以 上 ノ決議 二依 リ増減 スル コ トヲ得

但 不備 ノ事 項ハ 委員 會 ノ決議 ヲ準用 ス

第 十 九條 衡 平 中学 ヲ設立 シ衡 平雑 誌 ノ號 刊 圖ル

細則
一
、夜学 又ハ 書 学講 習所 ヲ増 設 シ新 聞雑誌 ノ購 読 ヲ奨 励 シ随 時二講 演 ヲ為 シテ 相互 智識 ヲ啓 発 セ シム

ニ 、酒色 及賭 技 ヲ禁 ス

三 、風紀 ヲ素乱 スヘ キ行 為 ヲ禁 ス

四 、勤倹 質 素 ヲ主 トシ相 互扶 助 ノ美風 ヲ助 長 ス

五 、本社 員 中痴病 又 ハ天 災二 罹 リタル 者 ニ シテ其 情態 憐 ムヘ キモ ノニ ハ本 社理 事会 ノ決 議 二依 リ之 ヲ救護 ス

六 、本社 員 中喪 二遭 ヒタル時 ハ理 事会 二依 リ、 弔慰 シー般 会員 二周 知 セ シメ相 互 弔慰 ノ道 ヲ行 ハ シム(了)

出典:村 山智順 『朝鮮の群衆』(朝 鮮総督府調査資料 、第16輯 、1926年)179～181頁 。

この社 則 をみ る と、 衡 平 社 は 「階級 打破 」・「侮 辱 的 稻 號慶 止 」・「教 育 奨 励 」・「相 互 ノ親

睦 」 を 目的 と して い る こ とが 分 か る。 ま た 、社 則 第6條 の 本 社 員 の義 務 に は第2項 「品行 方

正 」とあ る。こ の項 か ら旧 「白丁 」・衡 平社 員 は飲 酒 や 喫煙 が 許 され な か っ た こ とが わ か る。

ま た 、衡 平社 員 の 子 女 の教 育 問題 で は 「衡 平 中学 」 を設 立 し、『衡 平雑 誌 』発 刊 を しよ う

と した。 さ らに、社 員 の教 育 向 上 の た め に 「夜 学 」(講 習会 ま た は 、講 習 所)と 「書 学 講 習

所 」 を増設 す る こ とや 、新 聞 ・雑 誌 の購 読 を奨励 した 。 ま た 、 臨時 に講 演 会 を 開 き 、衡 平

社 員 の 相 互 知 識 を啓 発 させ よ うと した。

1924年2.月10日 に釜 山 で 開 かれ た衡 平 社 全 朝 鮮 臨 時 総 会 で 社 員 た ち は、 「衡 平社 員 の 子 女

の就 学 に努 力 す る こ と」 と、「不 合 理 的 な 古 い慣 習(旧 身 分 制 度 に よ り教 育 を受 け る 自 由が

な か っ た こ と)に よ り衡 平 社 員 の子 女 が入 学 を 妨 害 され た 時 は 、全 社 員 が結 束 し、 これ に

対抗 す る」 こ とを決 議 した1°6。

1924年5月19日 に 開催 した衡 平 社 中央 執 行 委 員 会 で は、 「貧 し くて 教 育 を受 け る こ とが 出

来 な か った 衡 平 社 員 の教 育 向 上 の た め 、会 館 に 寄 宿 舎 を設 置 す る」 こ とを決 議 した107。 ま

た 、1925年4.月 に 開 かれ た 全 朝 鮮 衡 平 大 会 で 「衡 平 社 員 の子 女 は義 務 教 育 を させ る」こ とを

決 定 した1°8。1925年 に は衡 平 社 の全 予 算1万56円 か ら2千 百 円 を留 学 補 助 金 に 出 して い る1°9。

上 記 の 内容 で 旧 「白丁 」 の子 女 教 育 の 問題 は社 員 全 体 の 問題 で あ り、教 育 の 自由 が な か

っ た こ とが 分 か る。

1°6『東 亜 日報 』1924年2
.月13日 付 。

1°7『朝 鮮 日報 』1924年5月22日 付
。

1°8『東 亜 日報 』1925年4
.月26日 付 。

1°9平 野 小 剣 「朝 鮮 衡 平 運 動 の 概 要 」(関 東 水 平 社 青 年 連 盟 『人 類 愛 』2輯
、1925年 、217～220頁 。
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次 に 全 国 水 平 社 の 綱 領 ・宣 言 ・決 議 に つ い て み て み よ う。

綱領11°

、特殊 部 落 民 は部 落 民 自身 の行動 に よって絶 対 の解 放 を期 す

、吾 々特 殊部 落 民 は絶 対 に経 済 の 自由 と職 業 の 自由を社会 に要求 し以 て獲 得 を期す

、吾 等 は人 間性 の原理 に覚醒 し人 類最 高 の完 成 に向 って突 進 す

この 綱領 は1922年3月3日 に 開催 され た創 立 大会 で採 択 され た 。 こ の綱 領 は宣 言 と と もに

全 国 水 平社 の 基 本 とな る も の で あ り、 宣言 とほ ぼ 同様 の こ と を述 べ て い る111。

上 記 の 綱 領 は 被 差 別 部 落 民 の 自 らの行 動 に よ る 「解 放 」 「職 業 の 自由」 と人 間 の 求 め る

「人 類 最 高 の 完 成 」 を め ざ す と い う内 容 で あ るll2。

次 は 水 平 社 宣 言 と決 議 で あ る。

水平社宣言

全 国 に散在 す る吾 が特 殊部 落民 よ団結せ よ。

長 い 間虐 め られ て 来 た兄弟 よ、過去 半世 紀 間 に種 々な る方 法 と、多 くの人 々 とに よっ てな され た吾等 の為 めの

運 動 が 、何等 の 有難 い効 果 を齋 らさなか っ た事実 は 、夫等 のす べ てが 吾 々に よ って、 又他 の人 々 に よって毎 に人

間 を冒濱 され て ゐた罰 で あ った のだ。 そ して これ 等 の人 間 を勒 るかの如 き運動 は 、かへ って多 くの兄弟 を堕 落 さ

せ た 事 を想へ ば 、此 際吾 等 の中 よ り人 間 を尊敬 す る事 に よっ て 自 ら解放 せ ん とす る者 の集 団運動 を起せ る は、寧

ろ必 然 であ る。

兄 弟 よ、吾 々 の祖先 は 自由、平 等 の渇仰 者 で あ り、実行 者 で あった。 随 劣 な る階 級政 策 の犠 牲者 で あ り男 ら し

き産 業 的殉教 者 で あった のだ。 ケモ ノの皮 剥 ぐ報酬 と して、 生々 しき人 間の皮 を剥取 られ 、 ケモ ノの 心臓 を裂 く

代 価 と して 、暖 い人 間 の心臓 を 引裂 かれ 、そ こへ 下 らな い嘲笑 の 唾ま で吐 きか け られ た呪 はれ の夜 の悪 夢 の うち

に も、 なほ誇 り得 る人 間の血 は 、洞れ ず に あった。 そ うだ、 そ して吾 々 は、 この血 を享 けて人 間 が神 にか わ ら う

とす る時代 に あ うた のだ 。犠 牲者 が その烙 印 を投 げ返 す時 が来 た のだ。 殉 教者 が 、そ の荊冠 を祝 福 され る時 が来

た のだ。

吾 々 がエ タで あ る ことを誇 り得 る時が来 た のだ。

吾 々 は、 かな らず 卑屈 な る言葉 と怯 儒 な る行 為 に よっ て、祖 先 を辱 しめ、人 間 を 冒漬 して はな らぬ。 そ う して

人 の世 の冷 た さが、何 なに冷 た いか 、人 間 を勒 は る事 が何 ん で あるか を よ く知 っ てゐ 吾々 は、 心 か ら人 生 の熱 と

光 を願 求 礼讃 す る もので あ る。

水 平社 は 、か く して生 まれ た。

人 の世 に熱 あれ 、 人 間に光 あれ。

大正 十一 年 三月

水平社

決議
マ マ マ マ

ー 、吾 々 に対 し繊 多 お よび特 殊部 落 民等 の言 行 に よって侮 辱 の意 志 を表示 した る時 は徹底糾 弾 を為 す。
一
、全 国水 平社 本部 にお いて吾 等 の団結 と統一 を 図 るた め月刊誌 『水 平113』 を 発行 す。
一
、部落 民 の絶 対多数 を門信徒 とす る東 西両本 願 寺 が我 々の運 動 に対 して 抱蔵 す る赤裸 々 な る意 見 を聴 取 し其

の 回答 に よ り機 宜 の行動 を とる こと。

11°朝 治 武 『水 平 社 の 原 像 』 解 放 出 版 社
、2001年 、56頁 。

111同 上
、56頁 。

112「 人 類 最 高 の 完 成 」 とは
、 「魂 の 結 合 」 で あ り、 そ れ に よ っ て 「世 界 人 類 の 幸 福 と平 和 」 が もた され

る 意 味 で あ る。 同 上 、60頁 。
1131922年7

.月創 刊 され 、11.月 に 第2号 が 発 行 され る が 、 後 に 『水 平 新 聞 』 へ 移 行 。
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こ こで衡 平 社 の宣 伝 ・社 則 と水 平 社 の 宣言 ・綱 領 か ら衡 平 運 動 と水 平 運 動 の相 違 点 が み

え る。

衡 平 運 動 は 、 旧 「白丁 」 が 「奴 隷 の 逆境 に 処 して我 々 は 失 った 人 権 」 を取 り戻 し、 自 由

と平 等 社 会 を求 め る、 い わ ば 「旧身 分解 放 運 動 」 で あ る。

水 平 運 動 は 、 被 差 別 部 落 民 が奪 われ て き た 「生活 の権 利 」 を取 り戻 す た め 、 「経 済 の 自

由」 と 「職 業 の 自由」 を社 会 に要 求 す る意 義 を 強調 して い た114。

次 に衡 平 社 の 社 則 第4條 「本 社 員 ノ資格 」 か らは 、 「朝 鮮 人 ハ 何 人 ヲ 問ハ ス入 社 スル 得 」

と記 され て い る よ うに 、誰 で も衡 平 社 員 に入 社 で き る こ とが わ か る。

一 方
、 水 平 社 は 「被 差 別 部 落 民 自身 の行 動 」 に よ り 「絶 対 の 解 放 を期 す 」 とい う被 差 別

部 落 民 の 出身 者 の運 動 で あ る。

次 の 図1は 「衡 平 社 社 則 」 第7條 か ら第16条 ま で の 項 を 図示 した もの で あ る。

図1初 期衡平社組織

本社(晋 州)

1

支社(各 道)

1

分社(郡)

任員

委員5人 書記1人

財 務1人 理 事若 干 人

幹 事1人 顧 問若 干 人

中央 執行 委員 会(常 務 執 行委 員)

「一一T-一 一トー-T-一 コ

庶 務 財 務 渉外 正行 教 育

分 社

1

分 社 長 ・・・・・・…顧 問(部 分 社 長)

1

(評 議 員 会)・ ・・・・・・・・…評 議 委 員 長

「一 一T-⊥T-一 コ1

総 務 財 務 書 記 会 計 評 議 員

出 典:村 山智 順 『朝 鮮 の 群 衆 』(朝 鮮 総 督 府 調 査 資 料 、 第16輯 、1926年 、179～181頁)の 記 述 よ

り筆 者 が 作 成 した も の で あ る。

衡 平社 の 組 織 は晋 州 の本 社 が 中心 とな り、 そ の も とに支 社(各 道)、 末 端 の 分社(各 郡)

で形 成 され て い る。 ま た 、晋 州 本 社 に は 中央 執行 委 員 会 が お か れ 、 中央 執 行 委 員 会 の 各 部

に庶 務 ・財 務 ・渉 外 ・正 行 ・教 育 の5部 が設 置 され た 。

114朝 治 前 掲 書
、60頁 。

32



分 社 は 分 社 長 が 顧 問 も担 当 してお り、 平議 員 会 は 総務 ・財 務 ・書 記 ・会 計 ・平議 員 に 分

か れ て 構 成 され て い る。 「任 員 」 は委 員5名 で 、書 記 ・財 務 ・幹 事 が各1名 ず つ で あ る。 理

事 と顧 問 は 若 干 人 で 構 成 され て い る。

中央 執 行 委 員 会 の委 員 は 、各 地域 か ら権 力 や 勢 力 の あ る人 や 活 動 家 が選 ばれ た。(中 央 執

行 委 員 の職 業 に 関 して は表13・14を 参 照 の こ と)。 さ らに 中央 執 行 委 員 中 か ら常務 執 行 委

員 を選 出 した 。 なお 、 評 議 員 会 の 内容 は 具 体 的 に把 握 で きて い ない 。

衡 平社 は1923年4.月 か ら始 ま り、1924年 に は全 国 的 に ほ ぼ67の 衡 平 支 ・分 社 が組 織 さ

れ た115。 この よ うに約1年 間 で67の 支 ・分 社 が創 立 され た。 そ れ は、 衡 平 社 本 部 の 中央

執行 委 員 会 を 中心 とす る常 務 執 行 委 員 や 衡 平社 組 織 の 各 部 署 で 、業 務 を分 担 して 効 率 的 に

運 営 され た た めで あ る と考 え られ る116。

次 の 図2は 全 国水 平 社 規 約 か ら図示 した 全 国 水 平社 組 織 で あ る。

115衡 平 社 組 織 に 関 して は 表1923年 の 衡 平 社 組 織 数 を 参 照 す る
。

1161924年8
.月15日 に 大 田 で 開 か れ た 「衡 平 社 統 一 大 会 」 は 、庶 務 、 財 務 、 社 交 、 教 育 、 調 査 、 産 業

の6部 をお く こ と を決 定 した 。 『東 亜 日報 』1924年8月19日 付 。

しか し、1929年4月25日 に 衡 平 社 の 定 期 大 会 が 開 か れ る が 、 そ の 大 会 で 新 た に 規 約 を 発 表 した 。 そ

の 規 約 に も とつ い て ま と め た 衡 平 社 組 織 は 次 の 様 で あ る。京 城 地 方 法 院 検 事 正 宛 の 京 城 鍾 路 警 察 署 長

に よ る 調 査 書 類 「朝 鮮 衡 平 社 第 七 回 定 期 大 会 ノ 件 」(京 鐘 警 高 秘 第5346号 、1929年4.月25日)

衡平警 社(京 城)跨 賑(1人)本 塑 総本音区(京城)

支社(各 道)部 長(若 干人)中 央執行委員会(総 本部)

llr--T--T--T--T-一 十 一一丁一一T--T-一 ヨ

分社(郡)部 員(若 干人)庶 務部 経済部 経理部 調査部 組織部 教養部 青年部 正衛部 学生部 女性部

分社長

1

(平議員会):平 議委員長

「一⊥T-一 一「一一ヨ1

総務 財務 書記 会計 平議員

本 社(京 城)の 組 織 と支 社(各 道)・ 分 社(郡)の 組 織 は 変 わ らな か っ た が 、 総 本 部 の 中央 執 行 委 員

会 をみ る と、 初 期 は5部(庶 務 、 財 務 、 渉 外 、 正 行 、 教 育)で あ っ た が 、1929年 以 降 は10部(庶 務

部 、 経 済 部 、 経 理 部 、調 査 部 、組 織 部 、 教 養 部 、 青 年 部 、 正 衛 部 、 学 生 部 、 女 性 部)に 分 化 した 。 こ

れ は 、初 期 の 衡 平 社 に は な か っ た 青 年 部 や 学 生 部 、女 性 部 な ど も組 織 し、衡 平 運 動 を よ り具 体 的 に組

織 的 に 活 発 させ よ う と し た と 考 え られ る。
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図2水 平社 組織

匡亘 巫 ヨ 本部 ・ 大阪
事 業

「一 一 一T-一 一 一 十 一 一 一T-一 一 一 コ

研 究 会 調 査 会 出 版 会 講 習 会 演 説 会

全 国大 会

1

中央 委員 会:調 査部 、組 織部 、 出版 部 、政 治部

1

連 合 会(委 員 会)

丁

府 県水 平社(委 員 会:庶 務)

1

少年少女水平社

婦人水平社
水平社青年同盟

農民組合

町村水平社

出 典:第2次 規 約 に 依 拠 して 筆 者 が 作 成 。 朝 治 武 『水 平 社 の 原 像 』 解 放 出版 社 、2001年 、131～148頁 。

表7連 合 会 区域 と中央委 員 会人 数

連合会 地域 中央委員会人数

関西連合会 大 阪 、 兵 庫 、 和 歌 山 2名

近畿連合会 京 都 、奈 良 1名

江勢連合会 三重 、滋 賀 1名

中国連合会 岡 山 、 広 島 、 山 口、 島 根 、 鳥 取 2名

九州連合会 全九州 2名

四国連合会 全 四国 1名

中部連合会 岐 阜 、 愛 知 、 静 岡 、 長 野 、 新 潟 、 富 山 、 石 川 、 福 井 1名

関東連合会 群 馬 、 埼 玉 、 栃 木 、 千 葉 、 東 京 、 神 奈 川 、 山 梨 、 奥 羽 地 方 1名

出 典:第2次 規 約 に 依 拠 して 筆 者 が 作 成 。 朝 治 武 『水 平 社 の 原 像 』 解 放 出版 社 、2001年 、131～148頁 。

上 記 の 水 平 社 は全 国大 会 が 中 心 とな り、 そ の も とに 中央 委 員 会 、連 合 会 、府 県 水 平社 が

あ り、 末 端 に少 年 少 女 水 平 社 ・婦 人 水 平 社 ・水 平社 青年 同 盟 ・町村 水 平 社 ・農 民組 合 が あ

る 。

上 記 の衡 平 社 と水 平 社 の組 織 か ら、 次 の よ うな 共 通 点 と相 違 点 が み られ る。 共 通 点 は ま

ず 、衡 平 社 も水 平 社 も全 国大 会 が 中 心 とな っ て い る117。 衡 平 社 は 中央 執 行 委 員 会 が 、水 平

117「 衡 平 社 社 則 」 で は
、 「定 期 大 会 」 とあ る が 、『東 亜 日報 』1923年11.月12日 付 の 記 事 の タ イ トル

は 「全 国衡 平 大 会 を 大 田 で 開 催 」と あ る。ま た 、京 城 地 方 法 院 検 事 正 宛 の 鍾 路 警 察 署 長 に よ る通 報 「衡

平 社 常 務 委 員 会 二 関 ス ル 件 」(京 鍾 警 高 秘 第5384号 の1、1925年5月16日)で は 、 「衡 平 社 常 務 委 員

会 お よ び 衡 平 社 全 国 大 会 」、 「支 ・分 社 総 会 で の決 議 内 容 」 とあ る 。1923年 以 降 は 「衡 平 社 全 国 大 会 」
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社 は 中央 委 員 会 が 機 軸 に な っ て い た。

衡 平社 の 「青 年 学 友 会 」 は水 平 社 の 「少 年 少 女 水 平 社 」 の よ うな組 織 で あ り、少 年 ・少

女 の 教 育 に関 す る活 動 を行 っ た1'8。 そ して 、 女 性 衡 平 社 は 「婦 人 水 平社 」 の よ うな組 織 で

あ り、1928年 全 国定 期 大 会 で作 られ た こ とが 推 測 で き る119。 しか し、具 体 的 な活 動 内容 は

確 認 で きて な い 。 「衡 平 社 青 年 会 」 は 「水 平 社 青 年 同 盟 」 の よ うな組 織 で あ り、1924年3

月31日 に晋 州 で 衡 平 社 の下 位 団体 の な か で最 初 に組 織 され た120。 そ して衡 平 社 の 「支 社 ・

分社 」は 「各 町 村 水 平 社 」の よ うな組 織 で あ り、1923年5.月14日 に 開 かれ た地 方 代 表 者 会 議

で決 定 され た121。

衡 平社 の 連 合 会 は、現 在 残 っ てい る資 料 の な か で3件 が確 認 で き る。① 「衡 平社 慶 尚南 道

支 部 連 合 会(1930年5月30日 に 開催)」 、 ② 「衡 平 社 江 原 道 連 合 会(1931年1.月2日 開催)」、

③ 「全 南 連 合 会創 立(1936年6月12日 開催)」 で あ る。

しか し、 水 平 社 の 「農 民 組 合 」 の よ うな組 織 は衡 平社 に は存 在 しな か っ た。

衡 平社 の 社 費 は 「入 社 金 一 円」「毎 月二 十銭 」で あ っ た が 、水 平 社 は 「毎 月1円 」か ら 「年

額10銭 」 で あ った122。

次 は衡 平 社 の 総 本 部 の常 務 執 行 委 員 会 に つ い て検 討 して み よ う。 京 城 地 方 法 院検 事正 宛

の京 城 鍾 路 警 察 署 長 に よ る通 報 「衡 平社 常務 執行 委 員 会 に関 す る件 」(京 鍾 路 高秘 第5845

号 の1、1925年5.月16日)に よ る と、1925年5月15日 に衡 平 社 中央 総 本 部 事 務 所 で常 務 執 行 委

員 会 が 開催 され た 。 そ して常 務 執 行 委 員 で あ る張 志 弼 の司 会 の下 で 次 の よ うな議 案 が 決 議

され て い る。 ま た 、 衡 平 社 常 務 委 員 会123お よび衡 平社 全 国 大 会 、 支 ・分 社 総 会 で議 論 され

た決 議 内 容124は 次 の 通 りで あ る。

が 中心 と な っ た と推 測 で き る。
118『 時 代 日報 』1925年6

.月27日 付 。
119京 城 地 方 法 院 検 事 正 宛 の 京 城 鍾 路 警 察 署 長 に よ る調 査 書 類 「朝 鮮 衡 平 社 第 七 回 定 期 大 会 ノ 件 」 京 鐘

警 高 秘 第5346号 、1929年4月25日 付 。
120『 時 代 日報 』1924年4

.月3日 付 、『朝 鮮 日報 』1924年4月4日 付 。
121『 朝 鮮 日報 』1923年5月24日 付

。
122朝 治 前 掲 書

、148頁 。
123衡 平 社 常 務 執 行 委 員 会 は

、1925年 に は1回 だ っ た が 、1927年 に は4回 、1928年 に は2回 、1929年

に は1回 、1930年 に は8回 、1931年 に は5回 だ っ た 。
124こ の 常 務 執 行 委 員 会 で 総 督 府 は

、 「本 団 体 ハ 衡 平 運 動 ノ 目的 外 ナ ル 社 会 運 動 二 参 加 シ 」 「地 方 大 会 ノ
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、 支 社 に 関 す る 件125

、 官公 吏 差 別(屠 獣 場 牛 肉販 売 、乾 皮 場 野 犬撲 殺 の件)126

、 社 会 生 産 物 に 関 す る 件127

、 各 道 地 方 大 会 に 関 す る 件128

、 全 国 視 察 に 関 す る 件129

、 教 育 に 関 す る 件13°

、 各 支 社 に 関 す る 件131

、 義 務 金 及 維 持 費 に 関す る件

、 規則 改 正 に関 す る件

、 其 の 他 の 事 項132

上 記 の 内容 か ら、 初 期 の衡 平 社 は 上 下 関係 の組 織 で あ る こ とが 推 測 で き る。 ま た 、各 部

署 は 業 務 を分 担 し、効 率 的 な活 動 を行 お うと した 。 最 高 意 思 決 定 機 関 は 、本 社 の 中央 執行

委員 会 で あ り、 運 動 全 般 の活 動 方 向や 方 針 を決 定 す る所 で あ った 。 各 道 別 の活 動 は支 社 を

状 況 ヲ特 二注意 ヲ要 スル」 と分 析 してい る。 この 時か ら総 督府 は衡 平社 を注意 団体 と して み てい た。

京城 地 方法 院検 事 正宛 の京 城鍾 路警 察 署長 に よ る通 報 「衡 平社 常務 執行 委員 会 に 関す る件」(京 鍾 路

高 秘第5845号 の1、1925年5月16日)。
125具 体 的 には支 社 を廃 止 し、分社 に全 部 変更 す る こ とを議 論 したが 、結局 は 地方 大会 を開催 す る こ と

を決定 した。
126こ の件 は、5.月18日 か ら総督 府 お よび道 知事 、警 察部 長 、所 属官公 署 に通 牒 を発 し、交 渉す るた め

の交渉 委員 を選 出す る こ とで あ る。 選 ばれ た 交渉委 員 は張 志弼 、李 而笑 、金 □錫 の3名 で あ る。(□

は判読 不 明文 字 であ る。 以 下 同 じ。)
127こ の件 は

、屠 畜後 に得 られ る副産 物 を非社 員 に取 られ ない よ うに通 文 を発 送す るこ とを決議 した こ

とで あ る。
128地 方大 会 の 際は祝 祭委 員 を派遣 す るこ とを決 定 し

、祝祭 委員 お よび 区域 を定 めた。
・全羅 南北 道:張 志弼 、呉 成喚 、 萬浩 景
・慶 尚南北 道:姜 相 錆 、李 学 賛
・京 城:李 □永 、超 貴 容
・江原 道:張 志弼 、李 而笑
129こ の議 案 は本 部 の常務 委員 が 各支 ・分 社 を視 察す るこ とであ る。
130こ の決 議 案 で地方 視 察委 員 の勧 誘 に よ り

、3つ の項 目が決議 され た。

①衡 平 社員 の 子女 に対 す る差別 を撤 廃す る こ と

② 本社 員 の 中で衡 平社 運動 に対 し将 来有 力者 と認 め る者 を毎年1名 先発 す る こ と

③ 各支 ・分 社 に講 習所 を設 置す る こ と
131こ の件 は

、衡 平社 の機 関紙 の発 行 に 関す る内容 であ る。 機 関紙 は8月 に発 行す るこ とを決議 した。
132こ の件 は本 部 か らの公 文 は、 常務 委員 を通 して各 地 に発 表 す る とい う内容 で あ る。
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中心 に 成 立 って い た こ とが推 測 で き る。

一 方
、 水 平 社 は全 国大 会 の議 案 を全 国水 平社 大 会 で 決 め るが 、 衡 平 社 は各 支 ・分 社 の 大

会 で議 案 を提 出す る方 法 で あ っ た133。

次 に 総 督府 の 警 察 部 が調 査 した衡 平 運 動 に 関す る資 料 を示 しな が ら、衡 平運 動 が どの よ

うに認 識 され て い た の か につ い て 見 て み よ う。

京 畿道 警 察 部 『治 安 状 況 其 ノー 』(1929年7月 、115～117頁)に は 、「衡 平運 動 ハ 日本

ノ水 平 運 動 ヲ模 倣 シテ 創 立 シ 」とあ る134。前述 した よ うに総 督府 は衡 平 社 が 水 平 運 動 を 「模

倣 」 し、衡 平 運 動 が 始 ま った た とい う認 識 して い る こ とが わ か る。

さ らに 見 て い く と、「朝 鮮 二於 ケル 白丁 階級 ハ 在 来 ノ 旧慣 二 依 リ階 級 的 二 極 度 ノ逼 迫 ヲ受

ケ ツツ ア リ ト錐 モ 彼 等 ハ 屠 畜 業 、食 肉商 、皮 革 加 工及 是 等 人 夫 等 ハ 其 ノ独 占二 阪 シ居 レル

以 テ 経 済 的 ニ ハ 恵 マ レタル 境 遇 ニ ア リ此 ノ点バ ー般 社 会 団 体 ノ共 同 的要 素 ヲ有 セ ザル モ社

会 団 体 二 於 テ ハ 其 ノ性 質 上 被 搾 取 被 逼 迫 的 立場 二在 リ トノ理 由 ヲ以 テ 常 二 是 ヲ誘 惑 シ ツ ツ

ア リ」 と記 録 され て い る。 こ こで は 、衡 平社 の創 立 前 の 旧 「白丁 」 は屠 畜 業 ・食 肉商 ・皮

革加 工 な どの 職 業 を独 占 して き た こ とで 、 「経 済 的 に有利 な立 場 」 に あ っ た が 、 「被 搾 取 被

逼迫 的 立 場 」 に あ った た め、 社 会 主 義 者 は これ を 「誘 惑 」 して い た と認 識 して い た。

引 き続 き見 て い く と、「… …前 記 ノ如 ク職 業 的 二 有利 ナ ル 境 遇 ニ アル 関係 上 無 産 階級 極 メ

テ少 数 ナ リ之 階 級 運 動 者 ノ誘 惑 効 ヲ奏 セ ザル 所 以 ナル モ彼 等 ハ 階 級 的 反 抗 心 強 ク帝 国主 義

二 対 シ テ ハ 熾 烈 ナ ル 反 抗 気 分 ヲ有 シ全 民族 主義 運 動 トハ ー 点相 通 ズ ル モ ノ ア リ」 と記 され

て い る。 上 記 の 内容 か ら、 旧 「白丁 」は職 業 的 に有 利 な環 境 にい る た め 、「無 産 者 階級 」の

「誘 惑 」は効 を奏 しなか った が 、 「階 級 的 反 抗 心」 が強 い と認 識 して い る。 ま た 、総 督府 は

この よ うな 意 識(「 階 級 的 反 抗 心 」)に よっ て創 立 され た 衡 平 運 動 を 、 民族 主義 運 動 と 「一

点相 通 」 じて い る と分 析 して い る こ とが わ か る。

133『 東 亜 日 報 』1927年12月4日
、1928年4月16日 付 。

134京 畿 道 警 察 部 『治 安 状 況 其 ノ ー 』(1929年7
.月)115頁 。
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第3節 運 動 の 展 開

1.活 動 地 域

衡 平社 は1923年4月 に創 立 以 来 、慶 尚 南 北道 と忠 清 南 北 道 を 中心 と して急 速 に拡 大 した。

次 の表 は1923年 の衡 平社 組 織 の 数 で あ る。

表81923年 の衡平社組織の数

道別 支社 分社

京畿道 1 1

忠清北道 1 7

忠清南道 1 16

全羅北道 1 6

全羅南道 1 6

慶 尚北道 1 11

慶 尚南道 2 17

平安南道 1 一

平安北道 1 一

江原道 2 3

合計 12 67

出典:村 山智順 『朝鮮 の群 衆 』(朝 鮮 総 督府 調査 資料 、第16輯 、1926年 、183頁)よ り作成 した もの で

あ る。

こ の 表8の 支 ・分 社 数 は 慶 尚 南 北 道 で31、 忠 清 南 北 道 で25、 全 羅 南 北 道 で14で あ る 。

こ こ か ら慶 尚 南 道 の 晋 州 が 中 心 と な り、 慶 尚 南 北 道 で 積 極 的 な 運 動 が 行 わ れ て い た と い え

る135。

表9道 別衡 平社 数(1924年9.月 末調 査)

道別 支 ・分 社数

京畿道 4

忠清北道 8

忠清南道 15

全羅北道 8

全羅南道 7

慶尚北道 12

慶尚南道 22

黄海道 一

平安北道 2

平安南道 一

江原道 5

成鏡北道 一

成鏡南道 一

合計 83

出 典:朝 鮮 総 督 府 警 務 局 「大 正13年9.月 末 日調 朝 鮮 人 団 体 一 覧 表 」『朝 鮮 の 治 安 状 況 』(1924年12.月)

47頁 。 な お 、 同 資 料 に は 「衡 平 社 数 」 と あ る が 、 組 織 的 に は支 社 お よ び 分 社 数 で あ る と判 断 し

た 。

1351924年2
.月に 開 か れ た釜 山(慶 尚 南 道)全 国 大 会 で の 衡 平 社 活 動 の 重 点 事 項 は 「組 織 拡 張 」 で あ っ

た。 『東 亜 日報 』1924年2月12日 付 。
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表9は1924年12月 の道 別 衡 平 社 支 ・分 社 数 で あ る。 表9を 見 る と、衡 平 社 が創 立 して

か らお よそ1年 後 の1924年 に は全 国 で83の 衡 平 社 が 設 立 され た こ とが わ か る。 慶 尚南 道

で は3社 増 えて22、 京 畿 道 で は2社 増 え て4と な り、ま た 、平 安 北 道 で も は じめ て2社 が

設 立 され て い る。 しか し、平 安 南 道 、黄 海 道 、 成鏡 北 道 、 成 鏡 南 道 に は ま だ衡 平 社 が な か

っ た136。 この4つ 地 域 は、 朝 鮮 半 島 で北 の地 域 で あ る、 慶 尚南 北 道 ・忠 清 南 北道 ・全 羅 南

北道 の 南 の 地 域 と比 べ 、人 口 と資 産 状 況 、 教 育 実 態 の 状 況 につ い て も数 値 が低 い。

ま た 、職 業 状 況 に 関 して南 の地 域(慶 尚 南 北 道 ・忠 清 南 北 道 ・全 羅 南 北 道)で は 、食 肉

販 売 ・皮 革 ・製 革 関係 に従 事 してい る反 面 、 北 の 地域(平 安 南 道 、黄 海 道 、威 鏡 北道 、 成

鏡 南 道)で は 、 屠 畜 や 柳 器 製 造 な ど、伝 統 的 な職 業 に従 事 して い る こ とが 分 か る。 衡 平 運

動 に対 して も運 動 に参 加 で き る 「白丁 」 や 衡 平社 の 指 導 者 の 人 数 も少 な い こ とが推 測 で き

る。 した が って 、 北 の地 域(平 安 南 道 、成 鏡 北道 、 成鏡 南 道)に 衡 平社 が創 立 され な か っ

た と推 測 で き る。

表10は 『東 亜 日報 』 と 『朝鮮 日報 』 等 を も とに 、1923年4月 か ら1932年12月 ま で設

立 され た衡 平 社 の支 ・分 社 の状 況 を整 理 した 表 で あ る。

表10年 別 ・道別 衡 平社 の支 ・分 社 の設 立状 況

年
月

1923年

地 域:都 市 名

1924年

地 域:都 市 名

1月 江 原:横 城 、 原 州 、 春 川 、 楊 口

2.月 慶 南:進 永

3月 慶南:馬 山、霊 山、 陳川

忠北:陰 城

4.月 慶 南:晋 州(本 社)、 釜 山、 統栄 京 畿:京 城 、永登 浦

忠南:牙 山

5.月 慶 北:大 邸

全 南:光 州 、高 昌、木 浦

全 北:裡 里 、金 堤、群 山、全 州 、井 邑

忠南:論 山、大 田

忠北:鎮 川

1361924年9
.月ま で 平 安 南 道 、 黄 海 道 、成 鏡 北 道 、 成 鏡 南 道 で は 、 衡 平 社 は 存 在 しな か っ た が 、 他 の 団

体(保 安 法 第1条 規 定 に よ る 「結 社 」 と な る)は 確 認 で き る。 「1924年9月 末 日調 朝 鮮 人 団 体 一 覧 表 」

(『治 安 状 況 』 朝 鮮 総 督 府 警 務 局 、1924年12.月 、47頁)で 、 平 安 南 道 、 黄 海 道 、 成 鏡 北 道 、 成 鏡 南

道 に 最 も多 か っ た 団 体 は 次 の 通 りで あ る。 平 安 南 道 は 全 体 団 体 数355中 に 宗 教 類 似 団 体 が93、 黄 海

道 は 全 体 団 体 数608中 に 宗 教 類 似 団 体 が352、 成 鏡 北 道 は 全 体 団 体 数197中 に 青 年 会 が85、 成 鏡 南 道

は 全 体 団 体 数317中 に 青 年 会 が83あ っ た 。
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6月 慶南:成 陽 慶南:蔚 山

全南:潭 陽 、羅州 、松 亭 里

全北:扶 安

忠南:論 山、公州(支 社)、 天安

7.月 慶 南:金 海

慶 北:慶 州

全南:光 州(支 社)、 霊 光、 法聖 浦

忠 南:洪 城 、 保 寧 、 舎予川

忠北:清 州

平北:博 川

8.月 慶 南:河 東

慶 北:礼 泉 、 漆 谷 、 栄 州 、 尚 州

全南:綾 州

全北:苗 浦 、高散

忠南:礼 山

9.月 慶 南:東 莱

慶 北:高 霊 、倭館

全北:淳 昌 、金 堤

忠北:堤 川 、忠州 、 清安

10.月 慶 南:晋 州(支 社)

慶 北:安 東

忠南:江 景

11.月 慶 北:安 東(第2支 社)、 義 城 京 畿:開 城

12月 慶 南:釜 山(支 社)

慶 北:金 川

京 畿:水 原

そ の 他137 慶北:大 邸(支 社)、 玉川 、 亀尾 慶南:密 陽 、昌寧 、 山清

(不 明) 忠 南:鳥 致院 京 畿:安 城

平南:平 壌

年 1925年 1926年

月 地域:都 市名 地域:都 市名

1.月 黄海:安 岳

2.月 江原:華 川 全南:順 川

3.月

4.月 江原:鉄 原 全北:参 礼

5.月 慶 北:安 洞

6月 江 原:江 陵 、 三 防 、 通 川 、 鐵 原 慶南:滑 川

成 南:永 輿 江原:裏 陽

全北:益 山

7月 全北:南 原

忠南:唐 津

8.月 忠南:葛 院 、笠場

江原:蔚 珍

9.月

10.月 全北:黄 登 黄海:鳳 山、載寧 郡 雲陽

11月 成 南:洪 北

全 北:長 水

12月 慶 北:金 泉郡 知礼 黄海:載 寧郡新村
忠北:陰 城郡 江洋

そ の他 慶 南:威 安 、高城 、 鎮東 、応 川 慶 南:三 南 、昌原

(不 明) 慶 北:慶 山 、 英 陽 、 星 州 、 青 松 、 メ ン ド ク 慶北:浦 項 、善 山、新 寧

(咽 月) 全 北:チ ョ ル ポ(フC1工 工≡⊇⊥)、 太 仁 、 綿 山 、 龍 潭 、 鎮

137「 そ の 他 」 は 正 確 な 日付 は 分 か らな い が
、そ の 年 に 支 ・分 社 に つ い て の記 事 が 初 め て 出 た も の を 入 れ

た。
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全南

忠南
忠北

京畿
成南:新 浦

成平
大川、青陽
長湖院

麗州

安

忠南:泰 安 、定 山、海 美 、広 川 、徳 山、瑞 山、温

泉

忠北:甘 谷

江原:連 川 、金化 、 平康

黄海:延 安 、 白川 、載 寧

威 南:北 青

年

.月

1927年

地 域:都 市 名

1928年

地 域:都 市 名

1月 江原:文 輿

2.月 忠南:西 亭里

3月

4月

5.月 全 北:金 堤郡 金溝

6月 全北:金 堤郡 院坪 全北:任 実面 熟樹

7月

8月 慶 北:若 木

9月

10.月 全 北:臨 破

11.月 江原:平 昌

12月 京 畿:楊 平

そ の他

(不 明)

慶南:陳 川
全南
全北

忠南
京畿

武 州 、長城

南 京

全 義

洪 川 、春川 、寧 越

全北

忠南
京畿

江原

慶 北:豊 南 、清道 、 慈仁

新 泰仁 、成 悦

成 歓 、夫余 、韓 山

平 潭 、利川 、 鳥 山

注 文津

年

.月

1929年

地 域:都 市 名

1930年

地 域:都 市 名

1月

2.月

3月 江原:チ ョン ジン(召 型)、 大和

慶 南:進 永

忠北:栄 堂

4月

5.月 全 南:求 礼

6月 忠北:内 倉

7.月

8月

9月

10.月 慶 北:聞 慶

11月

12.月 江原:秤 城

そ の他

(不 明)

慶 南:義 寧

忠南:洪 城郡 結城 、合 徳

全南:康 津

慶 南:染 山

慶 北:ホ ンン ピ ョン(重 工目m)

忠 南:股 栗 、 クムナ ム(言 ヒD

忠 北:芙 江

京 畿:屯 浦 、広州

年
月

1931年

地 域:都 市 名

1932年

地 域:都 市 名

1.月

2月
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3月

4.月

5.月

6月

7.月

8.月

9.月

10月 江原:黄 江 忠南:扶 余

11月

12月

忠北:舟 陽

そ の他

(不 明)

慶 南:舟 城 、機 張

慶北:振 威

全南:務 安

忠北:報 恩

1934年4.月

慶 北:奉 化

出典:論 文 末尾 の新 聞記 事 、総 督府 資料 に よる衡 平 運動 に関す る一 覧表 をも とに して、筆 者 が作 成 し

た もの で あ る。

表10を み る と、1923年4.月 か ら1934年4.月 ま で 設 立 され た支 ・分 社 数 は205で 、全 国

的 に組 織 が 拡 して い っ た こ とが分 か る。 また 、1923年5.月 か ら9.月 ま で は 南部 地 方 で あ る

忠 清 南 北 道 と全 羅 南 北 道 で支 ・分 社 が急 増 して い る。 そ れ か ら、1923年5月 か ら12月 ま

で の7ヶ 月 間 に80の 支 ・分 社 が設 立 され た。

そ して 、 支 ・分 社 は全 体 に南 部 地 方 を 中心 と して 多 く設 立 され た が 、北 部 地域 は それ ほ

ど支 ・分 社 が創 立 され な か っ た。1923年7月 に平 安 北 道 で博 州 分 社 が創 立 され るが 、博 州

以外 の 北 部 地 域 で 支 ・分 社 は み られ な い。 ま た 、 ソ ウル ・京 畿 道 ・江 原 道 地 域 で 支 ・分 社

創 立 の 報 道 が なか った こ とは 、1923年 に は ま だ衡 平 運 動 が 活 発 で は な か っ た と推 測 され る。

そ して 、1928年 か らは全 体 的 に支 ・分 社 数 が減 少 して い る こ とが わ か る。1920年 代 後 半

の衡 平 運 動 は 、 反 衡 平 運 動 に よる衝 突や 指 導者 間 の 派 別 闘 争 で 停 滞 す る時 期 で あ り、衡 平

社 を維 持 す るた め に は さま ざま な 問題 が あ っ た。1928年4.月25日 ・26日 の衡 平社 全 国 大

会 で は 、 社 会 主 義 運 動 の影 響 で衡 平 社 の新 しい 綱領 が 採 択 され た。

1)慶 尚南 北 道 の衡 平 運 動 展 開過 程

この 項 で は 、衡 平運 動 が 特 に活 発 で あ った 地 域(慶 尚南 北 道 ・忠 清 南 北 道 ・全 羅 南 北道)
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を 中心 にそ の 支 ・分 社 の衡 平 運 動 に つ い て 考 察 す る。 また 、 江 原 道 に 関 して は総 督 府 警 務

局 の 資 料 を分 析 し、 衡 平 運 動 展 開過 程 につ い て 考 察 す る。 しか しな が ら、 朝鮮 半 島 の 北 部

地域(黄 海 道 、 平 安 南 北 道 、 成 鏡 南 北道)の 衡 平 運 動 に関 す る資 料 は 多 くな い の が 現状 で

あ る138。 この 地 域 で は一 般 に、 結 成 す る の み で活 動 は な か っ た 団 体 や 組 織 も あ っ た とい う

139
。 衡 平 社 の 支 ・分 社 も こ の よ うな 状 況 と 同 様 で あ っ た と推 測 で き る 。

表11は1924年12.月 に 総 督 府 が 調 査 し た 道 別 旧 「白丁 」 人 口分 布 で あ る 。

表111924年 の 道 別 旧 「白 丁 」 人 口分 布140

道別 人 口数 (%)

京畿道 2431 7.2

忠清北道 2418 7.2

忠清南道 3296 ・

全羅北道 3724 11

全羅南道 3034 9

慶尚北道 6121 18.2

慶尚南道 3384 10

平安北道 1456 4.3

平安南道 1015 3

江原道 2184 6.5

黄海道 4221 12.5

成鏡北道 34 0.1

成鏡南道 394 1.2

合計 33712 100

出 典:村 山 智 順 『朝 鮮 の 群 衆 』(朝 鮮 総 督 府 調 査 資 料 、 第16輯)1926年 、172頁 。

表11を み る と、 旧 「白丁 」 人 口 が 最 も 多 か っ た 地 域 は 慶 尚 北 道(18.2%)で 以 下 、 黄 海

道(12.5%)、 全 羅 北 道(11%)、 慶 尚 南 道(10%)の 順 で あ る。 慶 尚 南 北 道 は 全 体 の28.2%を

占 め て お り、 旧 「白丁 」 が 多 く住 ん で い た こ とが わ か る141。

138衡 平 運 動 に 関 す る 当 時 の 新 聞 資 料 は
、 成 鏡 南 道 が5件(1925年9月8日 付 、1926年4月2日 、7.月

4日 、8.月15日 付 、1926年12.月13日 付)と 総 督 府 関係 資 料 が1件(「 集 会 取 締 り状 況 報 告 通 報 」 京

鍾 警 高 第5348号 、1931年4月27日)、 平 安 北 道 は新 聞 資 料 が1件(1923年7月20日 付)、 総 督 府 資
マ マ

料 が1件(「 日本 の 震 災 に 関 す る共 産 主 義 「鮮 人 」 新 聞 記 事 に 関 す る件 」 機 密 第309号)の み で あ っ

た。
139『 東 亜 日報 』1926年1月3日 付

。
14°朝 鮮 総 督 府 警 務 局 「付 表 第 一 号 「白丁 」 分 布 お よ び 職 業 」 『治 安 状 況 』(1924年12

.月、55頁)の 道

別 人 口数 と一 致 す る。
141し か し

、 成 鏡 南 北 道 の 「白丁 」 人 口 は1.3%、 平 安 南 道 ・北 道 の 人 口 は7.3%に 過 ぎ な い 。 当 時 の 成 鏡

南 道 の ア ン ビ ョ ン(or)、 ヨ ン ホ ン(曽 喜)、 コ ウォ ン(ヱ 望)、 タ ン チ ョ ン(モ}週)、 ソ ホ(刈 堂)

が 牛 の 産 地 で 成 鏡 北 道 は ソ ン ジ ン(想 剤)、 ミ ョ ン チ ョ ン(噌 週)、 キ ョ ン ソ ン(碧 想)が 牛 の 産 地 で

あ る。
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表12慶 尚 北 道 の 旧 「白丁 」 の 戸 数 と人 口(1929年6.月)

府郡道名 戸数 人 口 府郡道名 戸数 人 口 府郡道名 戸数 人 口

達 成 ・大邸 98 434 安洞 118 486 奉化 64 431

慶 山 38 243 義成 125 ・:・ 聞慶 81 432

永川 39 206 軍威 16 39 星州 56 283

慶州 42 209 漆谷 38 227 古寧 33 159

迎 日 62 252 金泉 282 969 清道 31 170

盈徳 21 100 常州 1: :1 善山 34 195

英陽 16 96 礼泉 147
..

諺 陵島 1 1

青松 23 114 栄州 72 332

出 典:慶 尚 北 道 警 察 部 『高 等 警 察 要 史 』1934年 、351頁 。

表12は 慶 尚北 道 の 旧 「白丁 」 の戸 数 と人 口で あ る。 慶 尚北 道 で は人 口の 多 さで い うと、

金 泉 、 礼 泉 、 慶 山、 常 州 、義 成 の順 に 旧 「白丁 」 が 住 ん で い た こ とが わ か る。

金 泉 は 朝 鮮 各 地 で 産 出 して い る牛 皮 の集 散 地 で あ っ た142。 『東 亜 日報 』 の1921年5月1

日付 の 記 事 「馬 山(慶 尚南 道)の 牛 皮 価 格 状 況 」 に、 牛 皮 の取 引価 格 が報 じ られ て い る。

大皮 が55円 、 中皮 が45円 、 小 皮 が40円 で 日本 と取 引 され た143。1924年 の朝 鮮 の移 出 品

の 中で 牛 皮 は3位(数 量 は38万 枚)で あ り、価 格 は2百 万 円 で あ っ た 。朝 鮮 の牛 皮 は質 が

よ くて 弾 力 が あ り、 光 沢 も あ っ て機 械 用 で 世 界 一 とい う評 判 で あ っ た144。

ま た 、 大 邸(慶 尚北 道)と 釜 山(慶 尚 南 道)は 、 朝 鮮 全 道 の 中 で も2万 頭 以 上 の 牛 が 売

買 され て い る家 畜 市 場 の あ る地 域 で あ っ た145。

この よ うに慶 尚南 北 道 は他 の地 域 と比べ て衡 平 運 動 を行 うた めの 旧 「白丁 」 人 口 と資 金

力 を持 っ て い た た め、 よ り衡 平 運 動 が活 発 で あ っ た と推 測 で き る。

上 記 の 表9と10の 衡 平 社 の支 ・分 社 数 や 設 立 状 況 を み る と、1923年 か ら1934年 ま で 慶

尚南 道(2府18郡)に32の 支 ・分 社 社 が 、慶 尚北 道(1付23郡)で は31の 支 ・分社 が 設

立 され た こ とが わ か る。 ま た 、慶 尚 南 北道 に は 地 域 に よ って 複 数 の衡 平 支 ・分 社 が設 立 さ

142牛 皮 の 一 部 は 日本 と 中 国 の 安 東 県
、 イ タ リア ま で輸 出 し た 。 『朝 鮮 日報 』1925年11.月26日 付 。

143牛 皮 の 取 引 は1枚 当 り7斤 以 上 を 大 皮 と し
、 そ の 以 下 を 小 皮 と分 類 した 。『東 亜 日報 』1921年5月1

日 付 。1921年 の 大 阪 日本 皮 革 会 社 の 検 査 に よ る と、 朝 鮮 で 移 出 した 牛 皮 は 作 業 中 に で き た 傷 で 製 品

の原 料 に で き な か っ た と報 じ られ た 。『東 亜 日報 』「朝 鮮 で 日本 に移 出 す る 朝 鮮 産 牛 皮 、検 査 成 績 不 良 」

1921年9.月7日 付 。
144『 東 亜 日報 』1924年7月5日 付

。
145朝 鮮 総 督 府 『朝 鮮 』1925年1月 号

、101頁 。
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れ た 地 域 も あ っ た 。 慶 尚 南 道 に は 釜 山 で4、 金 海 で3、 居 昌 で2、 宜 寧 で2、 昌 寧 で2の 分

社 が 設 立 さ れ た 。慶 尚 北 道 で は 慶 三 が3、 漆 谷 で3の 分 社 が 設 立 され た が 、ヨ ン ジ ュ(oT)、

ク ン ウ ィ(呈 ♀D、 達 城(せ 闇)で は 分 社 が な か っ た 。 し か し 、 支 ・分 社 に 関 し て は 、衡 平

社 の 創 立 地 で あ る 慶 尚 南 道 よ り慶 尚 北 道 の 方 が 多 く 設 立 され て い る 。

慶 尚 南 道 に 設 立 され た 支 ・分 社 社 に お け る衡 平 運 動 に つ い て 述 べ る 。 晋 州(慶 尚 南 道)

は1922年 当 時 に お い て 慶 南 地 域 全 体 を 管 轄 す る道 庁 所 在 地 で あ り、各 種 の 公 共 機 関 が 設 立

さ れ た146。1923年7月 に ハ ワ イ に 留 学 し て い る 学 生 を歓 迎 す る た め の 故 国 訪 問 団 晋 州 歓 迎

会(衡 平 社 、 晋 州 青 年 会 、 基 督 教 青 年 会 、 仏 教 青 年 会 、 カ ト リ ッ ク 青 年 会 、 文 化 新 聞 晋 州

支 局 、 朝 鮮 日報 晋 州 支 局 、 東 亜 日報 晋 州 支 局 が 主 催)が 組 織 され た 。 そ の 歓 迎 会 の 実 行 委

員 の な か で15名 が 衡 平 社 員 で あ る147。 そ して 留 学 生 の た め の 巡 回 公 演 で は 衡 平 運 動 に 対

す る熱 い 支 持 も あ っ た148。 こ の よ うに 晋 州 本 社 は 他 の 団 体 と連 帯 関 係 を も ち な が ら衡 平 運

動 の 中 心 と な っ た とい え る 。

前 述 した よ う に 、1923年4月24日 に 晋 州 で 衡 平 社 発 起 会 が 開 か れ 、 衡 平 社 本 部 を 晋 州

に 置 く こ と に 決 定 した 。1923年5,月13日 に は 晋 州 で 衡 平 社 創 立 祝 賀 式 が 開 か れ 、 各 地 域

の 「白 丁 」 代 表100余 名 と他 の 団 体 か ら500余 名 が 参 加 した 。 ま た 、 こ の 祝 賀 式 で は 東 京

で 組 織 さ れ た 北 星 会149、 平 文 社 、漸 進 社 、赤 旗 社 な ど の 団 体 か ら祝 電 が 送 られ た 。そ し て 、

祝 賀 式 で 労 働 共 済 会 や 普 天 教(1909年 に 車 京 錫 に よ っ て 創 始)の 幹 部 が 祝 辞 を 述 べ た15°。

こ の よ う に 晋 州 本 部 は 、 衡 平 社 創 立 初 期 か ら 朝 鮮 内 と東 京 の 社 会 主 義 団 体 と 緊 密 な 関 係 が

あ っ た こ と が わ か る 。

ま た 、 晋 州 本 社 は 旧 「白丁 」 に 対 す る社 会 的 差 別 撤 廃 の た め 、 各 地 に 夜 学 校 と講 習 所 を

146晋 州郡 庁 、地 方裁 判所 支庁 、 憲兵 分遣 所 、慈 恵 医院 の設 立 、朝 鮮殖 産銀 行 支店 、金 融組 合 、学 校組

合 な どが あ った。 朝鮮 総督 府 『朝鮮 事情 』1922年 、38頁 。
147『東 亜 日報 』1923年7月5日 付

。
148『東 亜 日報 』1923年7月15日 付 の記 事 に よる と、晋州劇 場 で金 義 鎭 の司会 で講 演会 が 開 かれ た。 そ

の講演 会 の 中で金 義鎭 は 「文化 運動 の経 済 的考 察」 とい うテー マで講 演 を した が、彼 は衡 平運 動 に反

対 す る者 は民族 解 放運 動 を行 う資格 が ない と痛 論 した。
149北 星会 は1921年 に金若 水 、金 鍾 範、孫永 極 、鄭 又影 らが組 織 した赤 友 会 と、† 煕熔 、朴衡 乗 らが組

織 した社会 主義 団体 であ る十月 会 が統合 され た団体 で あ り、日本 にお ける朝 鮮 のプ ロ レタ リア運 動 団

体 で あ った。ま た、1922年3月2日 に水平社 の創 立 大会 に も祝 電 を送 った。『朝鮮 日報 』1923年6.月

28日 、1925年1月17日 付 。
150『東 亜 日報 』1923年5月17日 付 。
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設 置 し教 育 活 動 を行 っ た。1923年3月 に衡 平社 本 部 の 常 務 施 行 委 員 で あ る 申鉱 壽 、姜相 鏑 、

趙佑 済 らは学 校 設 立 の資 金 の支 援 を も ら うた め 、 普 天 教 本 部(井 邑)に 出 張 した こ と も あ

っ た151。

次 に 釜 山支 社 の衡 平 運 動 につ い て み よ う。 釜 山衡 平 支 社 は1923年8,月17日 に設 立 され

た152。1924年2月10日 に全 朝 鮮 衡 平 社 総 会 が釜 山で 開 催 され た153。 こ の総 会 は全 国 か ら

330名 が 参加 した 。 衡 平 社 長 で あ る姜相 錆 の 司会 の も とで 、 張 志 弼 の経 過 報 告 が あ っ た。

全 朝鮮 衡 平 社 総 会 で 決 議 され た項 目は 次 の 通 りで あ る。

児童入学の件

社員の教養の件

慣習的な社会に対する件

総督府 当局に関する件154

日本視察 の件

規則 修正 の件

組 織変更 の件

水平同志会に関する件(慶 尚北道 尚州で創 立 した水平 同志会に限る)

衡 平団体 の未組織地方 に関す る件

全 朝鮮 衡 平 社 総 会 で 参 加 した衡 平 社 員 は 、「従 来 の 不合 理 的 な 階 級 意 識 か ら人 権 が侵 害 を

され た 場 合 は 全 社 員 が 結 束 し、最 後 ま で対 抗 す る」 とい っ た 。 釜 山支 社 で は差 別 撤 廃 を運

動 の 目標 と して い なが らも 、 乾皮 場 の 問題 、 無 産 社 員保 護 な どの経 済 問題 に重 点 をお い た

151『 開 開 』 第35号
、1923年5月 、59頁 。

152『 東 亜 日報 』1923年8
.月18日 付 。

153『 東 亜 日報 』1924年2月11日
、12日 、13日 、15日 付 。

154こ の 件 で
、 衡 平 社 運 動 に対 して 当 局 の 了 解 を得 る た め に 代 表 者 を選 ん で 斉 藤 総 督 を 訪 問 す る こ と を

決 定 した 。
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155
。1927年4,月15日 に釜 山支 社 創 立5周 年 記 念 祝賀 式 が 開催 され た 。 こ の記 念 祝 賀 式 に

参加 した 参加 者 は400名 で あ る156。

1928年4.月28日 に は釜 山支 社 で衡 平社 慶 南 北 統 一 大 会 が 開 か れ る予 定 で あ っ た157。1931

年4,月25日 の第9回 定 期 大 会 で は 、 「社 員 の 教養 」 「無 産 社 員 の保 護 」 「産 業 部 の設 置 」 に

関 す る件 が 決 議 され た158。1932年4∫1の 第10回 定期 総 会 で は、 「社 員 の教 養 」 「商業 の発

展 」 に 関 す る件 が 討 議 され た159。 これ らの討 議 内容 か ら釜 山支 社 は社 員 に対 す る差 別 問題

を含 め 、 産 業 問題 に もカ を注 い てい た こ とが わ か る。

次 に 金海 分 社 につ い て 見 てみ よ う。 金 海 分社 は1923年7月 に創 立 され た16°。1923年8

月11日 に金 海 分 社 創 立 祝 賀 式 が 開 かれ た。 社 員 は 自動 車 に乗 っ て金 海 市 内 を 回 りな が ら、

衡 平 運 動 の 趣 旨文 を平 民 た ち に配 布 した。 創 立 祝 賀 式 が 開 か れ た場 所 は私 立合 成 学校 内 で

あ り、 姜 相 鍋 の 司会 の も とで 開催 され た161。 金 海 分社 創 立 祝 賀 式 が 合 成 学 校 で 開催 され た

の は 、 合 成 学 校 を経 営 してい る金 海 教 育会 の 支持 が あ った た めで あ っ た162。 しか し、 この

祝賀 式 の 後 、金 海 分 社 は1千 余 名 の農 民 に 襲 撃 され た 。こ の襲 撃 事 件 以 来 、1929年8.月10

日の 第7周 年 創 立 記 念 式163ま で金 海 分 社 の 動 向 は確 認 で きて ない 。1933年 に は第11周 年

創 立 記 念 式 が 開 催 され て い る。 記 念 式 で は 現 在 ま で の 状 況 報 告 、感 想 、来 賓 の祝 辞 が 予 定

され た が 、 警 察 に禁 止 され 、 た だ黙 想 だ けで 終 わ っ た とい う164。

そ の 次 は馬 山分 社 につ い て 見 て み よ う。 馬 山衡 平 分 社 は1924年3.月6日 に設 立 され た。

創 立 式 は 晋 州 衡 平 本 社 委 員 と各 分 社 か ら50名 が 参加 した 。 この創 立 式 で 「一 、本 社 の維 持

は我 々 社 員 の 義 掲 金 で 運 営 す る こ と」、 「一 、 階 級 的 意識 を十 分 修 得 させ る た め 、新 聞 ・雑

155『 東 亜 日 報 』1926年3
.月6日 付 。

156『 東 亜 日 報 』1927年4月28日 付
。

157『 東 亜 日 報 』1927年4
.月28日 付 。

158京 城 地 方 院 検 事 正 宛 の 京 城 鍾 路 警 察 署 長 に よ る 通 報 「集 会 取 締 り 状 況 報 告 通 報 」京 鍾 警 高 第5348号
、

1931年4.月27日 。

159『 東 亜 日 報 』1932年5
.月3日 付 。

16° 『東 亜 日 報 』1926年11
.月1日 付 。

161『 東 亜 日 報 』1926年8
.月18日 付 。

162『 東 亜 日 報 』1926年8月23日 付
。

163『 東 亜 日 報 』1929年8
.月18日 付 。

164『 東 亜 日 報 』1933年8月17日 付
。

47



誌 を購 読 し、 講 演 ・講 座 を設 け る こ と」 な どが 決 議 され た165。

この 決議 され た 内容 をみ る と、馬 山分 社 の維 持 が 「我 々 社 員 の義 掲 金 」 に よ る とあ る。

か ら、 馬 山分 社 は他 の分 社 よ り社 員 た ち が経 済 的 に 豊 で あ っ た こ とが 推 測 で き る。 ま た 、

社 員 た ちの 教 養 を高 め る た め新 聞 ・雑 誌 を購 読 した り講 演 会 ・講 座 を設 け よ うと した。

1926年1月 に は馬 山分 社 で 「沈 滞 され た衡 平 運 動 を克 服 し、組 織 的 に活 躍 す るた め 」臨

時 総 会 が 開 催 され た166。1926年5月19日 の 臨 時 総 会 で は 「社 員 の義 務 負 担 金 」、 「衡 平 社

の維 持 方 針 」、 「社 員 の 子 女 教 育 問題 」 に 関 す る件 な どが 決 議 され た167。 しか し、1926年

11月3日 の 臨 時 総 会 で馬 山分 社 の解 消 論 が 登場 され た168。 とこ ろ が 、1928年3月28日 に

馬 山分 社 で 第2回 慶 尚南 道 衡 平 大 会 が決 定 され た169。1931年 に は馬 山 で衡 平 社 慶 南 支 部 連

合 会 の 第2回 執 行 委 員 会 が 開催 され た17°。

次 は 慶 尚北 道 の衡 平 支 ・分 社 で あ る。

ま ず 、大 邸 分 社 は1923年5月20日 に皮 革 商 の金 慶 三 に よ り設 立 され た 。創 立式 に は40

余名 の 社 員 が 参加 した 。 創 立 式 で 「教 育 と階 級撤 廃 」、 「慶 尚北 道 各 郡 に分 社 を設 置 す る こ

と」 とい う内 容 が 決 議 され た。 大邸 分社 の 分 社 長 に は 中央 執 行 委 員 で あ る金 慶 三 が選 ば れ

た171。1924年6月10日 に大 邸 支 社 設 立1周 年 記 念 式 が 開催 され た 。 こ の記 念 式 で 「会 館

を建 築 す る こ と」 と、「衡 平 社 員 に屠 場 の経 営 を委任 す る こ と」が決 議 され た 。屠 場 の経 営

に 関 す る件 は 、総 督 府 当局 と交渉 す る こ とが 決 議 され た172。 また 、1924年9月 に金 慶 三 は

水 平 社 を訪 問 し、 水 平 運 動 と緊 密 な 関係 を維 持 し よ うと した173。

1925年2月24日 に 開催 され た 大邸 分 社 の 臨 時 総 会 で は、「慶 北支 社 会館 の 設 立 」、「本 部

と支 社 の維 持 方 針 」、「官公 吏 の 差別 待遇 撤 廃 」、「衡 平 青年 会組 織 」「衡 平講 習 院 の設 置(男

165『 東 亜 日 報 』1924年3
.月12日 付 。

166『 東 亜 日 報 』1926年1
.月16日 付 。

167『 東 亜 日 報 』1927年6月12日 付
。

168『 東 亜 日 報 』1926年11月7日 付
。

169『 東 亜 日 報 』1928年4月17日 付
。

17° 『東 亜 日 報 』1931年1
.月23日 付 。

171『 朝 鮮 日 報 』1923年5月29日 付
。

172『 朝 鮮 日 報 』1924年6
.月18日 付 。

173『 朝 鮮 日 報 』1924年9月21日 付
。
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女15歳 以 上45歳 以 下)」、「衡 平 運 動 に対 す る悪感(反 衡 平 運 動 に 関す る件 一引 用者)」、「衡

平社 員 の 行 動 に 関す る件 」 な どが決 議 され た174。 この 決 議 内 容 か ら大 邸 分 社 は 、会 館 問題

か ら社 員 間 の 問題 、 反 衡 平 運 動 ま で衡 平 運 動 に 関す る全 般 的 な 問題 を討 議 して い た こ とが

わ か る。

1928年 の 民 衆 運 動 者 懇 親 会(大 邸 青年 同 盟 が 主 催)で は衡 平 運 動 と と もに 女性 運 動 、少

年 運 動 も支 援 す る こ とが決 議 され た175。

そ の 次 は安 東 支 社 で あ る。安 東 支 社 は慶 尚 南 道 第2支 社 で1923年10月 に組 織 され た176。

同年10,月28日 に安 東 青 年 会 館 で安 東 支 社 創 立祝 賀 式 が 開 催 され て い る。 創 立祝 賀 式 には

晋州 本 社 か ら中央 執 行 委 員 の 張志 弼 と、慶 北 支 社 長 の金 慶 三 が 参 席 した。 ま た 、10数 団 体

か ら祝 辞 や 祝 電 が 送 られ た。そ して1925年7.月1日 に は安 東 青 年 会 館 で衡 平社 慶 北 大会 が

開催 され た 。 こ の大 会 で は 「差 別 問題 」、 「教 育 問題 」、 「青 年 会 組 織 」、 「乾 皮 場 問題 」、 「生

産 物 の 問題 」 な どが 決 議 され た177。

そ れ か ら、1925年11月5日 に は 安 東 分社 創 立2周 年 記 念 式 が 開 かれ 、各 団体 の代 表 か

ら感 想 が 述 べ られ た178。 こ の創 立2周 年 記 念 式 は 安 東 青 年 会館 で 開 催 され た が 、安 東 青 年

会館 で 記 念 式 を 開 くこ とが で き た こ とは安 東 で は 衡 平 社 と平 民 の衝 突 が な か っ た もの と考

え られ る。 ま た 、 大 会 で他 の 団体 か らの感 想 ・祝 辞 ・祝 電 が 多 か っ た た め 、他 の 団 体 との

交 流 も活発 に行 わ れ た こ とが推 測 で き る。

次 の 表13は 、慶 尚 南 北道(晋 州 、固城 、居 昌 、金海 、馬 山 、大 邸 、安 洞 、金 泉)に お け

る 中央 執 行 委 員 の経 歴 と活 動 状 況 を示 した もの で あ る。

表13慶 尚南北道の中央執行委員

地域 中央執 行委 員(経 歴 お よび 活動 状況)

慶尚南道 晋州 姜相 鏑(初 代 東亜 日報晋 州支 局長)、 申鉱 壽(晋 州 支局 長)、 趙佑 済(普 天教 信

者、 新 聞記者)

慶尚南道 固城 千斗 上(慶 南 青年 幹 部)、 全 甲奉(固 城支 局記 者)

慶尚南道 居昌 黄泰 成(講 演 会)、 周 南 宰(居 昌青年 会員 、講 演 会)

174『 朝 鮮 日 報 』1925年3月1日 付
。

175『 東 亜 日 報 』1928年2
.月11日 付 。

176『 東 亜 日 報 』1923年10
.月12日 付 。

177『 東 亜 日 報 』1925年7
.月6日 付 。

178『 東 亜 日 報 』1923年11月10日 付
。
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慶尚南道 金海 金鐘 範(東 亜 日報支 局長 、北風 会、飢饒 対策 講 究準備 委 員)、 鄭 又影(北 風 会)、

印東 哲(金 海 青年 会、中央青 年連 合会 委 員長、講演 会 、思想 団体 の 同人会 発起)

慶尚南道 馬 山 呂海(夜 学 ・講演 会 の活 動 、東亜 日報記者 、青年 運動 ・労農運 動 に参加)

慶尚北道 大邸 鄭雲 海(大 邸 青年 会)、 李常 薫(慶 北 青年 連盟)

慶尚北道 安洞 金南 株(安 洞 支 局総 務 、社会 運動 家)、 李 準 泰(労 働 総 同盟幹 部)

慶尚北道 金泉 洪甫 容(記 者 、講 演 会)

出 典:「 京 城 衡 平 社 革 新 総 本 部 の 張 志 弼 晋 州 衡 平 社 幹 部 」『朝 鮮 学 報 』 第60号 、1924年7月23日 。 『東

亜 日報 』1921年6.月23日 付 。『東 亜 日報 』1922年1.月19日 付 。 『東 亜 日報 』1923年3月19日

付 。 『東 亜 日報 』1923年7月25日 付 。 『東 亜 日報 』1923年8.月18日 付 。 『東 亜 日報 』1925年8

月19日 付 。『東 亜 日報 』1926年10月21日 付 。『東 亜 日報 』1927年3月18日 付 。『東 亜 日報 』1927

年3月19日 付 。『朝 鮮 之 光 』 第79号 、1928年7月 。『中外 日報 』1927年8月27日 付 。 総 督 府 警

務 局 『外 国 に お け る 容 疑 朝 鮮 人 名 簿 』1931年 、76頁 。 『大 韓 民 国 人 事 録 』 民 国 人 事 、1950年138

頁 。

表13を 見 る と、東 亜 日報 の支 局 長 や 新 聞記 者 な ど言論 人 が 中央 執 行 委 員 の 多 くを 占め て

い る こ とが 分 か る。 ま た 、 中央 委 員 の な か に は 北 風 会 、 同人 会 な どの 団体 に も参 加 した者

も 多 か っ た こ とが わ か る 。

2)忠 清南北道の運動展 開過程

次に忠清南道の衡平支 ・分社の状況を通 して衡平運動の運動展開過程について述べてみ

よ う 。

表10の 年 別 ・道 別 衡 平 社 の 支 ・分 社 の 設 立 状 況 を み る と 、1923年 か ら1932年 ま で の 反

衡 平 運 動 事 件 数 は忠 清 南 道23件 、忠 清 北 道7件 で あ る179。 忠清 南道(14郡)で は35の 分

社 が 、 忠 清 北 道(10郡)に15の 衡 平社 の 支 ・分 社 が設 立 され た 。 しか し、 当時 の 新 聞 記

事 には 、 忠 清 南 北 道 の衡 平 支 ・分 社 に よ る衡 平 運 動 記 事 は少 ない18°。

大 田分 社 と礼 泉 分 社 の衡 平 運 動 の展 開過 程 を 見 て み よ う。

マ マ

1923年5.月21日 に 開 催 され た 「衡 平 社 南 鮮 大 会 」 で は 、 「大 田 で 分 社 設 置 に 関 す る件 」

に つ い て 論 議 され た181。1925年8.月8日 に は 大 田 で 全 朝 鮮 衡 平 学 友 大 会 が 開 催 され て い る。

179『 中 外 日報 』1930年4
.月20日 付 の 記 事 に は 、1929年 か ら1930年 ま で の 反 衡 平 運 動 事 件 数 が 確 認 で

き る 。 忠 清 南 北 道 以 外 の 地 域 の 事 件 数 は 、 慶 尚 南 道2件 、 慶 尚 北 道2件 、 全 羅 南 道2件 、 全 羅 北 道2

件 、 江 原 道3件 、 黄 海 道1件 、 京 畿 道4件 で あ る 。
18° しか し

、 報 道 され た 反 衡 平 運 動 の 字 件 数 は 、1923年 か ら1925年 ま で 忠 清 南 道 で9件 、1929年 か ら

1930年 ま で 忠 清 南 道 で23件 、 忠 清 北 道 で7件 で あ る 。

忠 清 北 道 は1925年 に 反 衡 平 運 動 事 件 が な か っ た 。 「白丁 の 由来 と衡 平 運 動 の 概 況 」 『新 民 』 第5号 、

1925年 、56頁 。
181『 東 亜 日報 』1923年5月28日 付

。
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この 大 会 には 衡 平 社 員50余 名 と中央 総 本 部 の 張 志 弼 、 李 而 な ど、各 道 の代 表 が参 加 した 。

そ して 、 大 田青 年 会 か ら祝 辞 が あ り各 道 の衡 平 支 ・分社 か らの祝 電 も朗 読 され た182。

1925年11月13日 に は衡 平 青 年 創 立総 会 が 開 か れ た 。 この 総 会 で 「青 年 総 同盟 の入 会 の

件 」 「教 育機 関の 設 置 に 関す る件 」 が 可 決 され た183。

1927年10.月8日 に は青 年 会 館 で 大 田青 年 同 盟創 立 大 会 が 開催 され た。 この大 会 で既 成

青年 団 体 、 青 年 運 動 、 労 農 運 動 、農 民運 動 、 女性 運 動 、衡 平 運 動 、 少 年 運 動 な どの 運 動 に

関 す る項 目が 議 決 され た184。 こ の青 年 同盟 創 立 大 会 か ら推 測 で き るの は、 大 田 内 で衡 平 運

動 が 青 年 運 動 ・労 農 運 動 ・農 民運 動 ・女 性 運 動 か らも支 援 され てい た こ とで あ る。

次 に 礼 山分 社 につ い て み よ う。1923年8月 に設 立 され た礼 山分社 は 、運 動 に 関す る活 動

は 見 られ な い が 、1928年7.月29日 に京 城 衡 平社 の 巡 講 隊 が 礼 山 で講 演 会 を 開 く こ と を計

画 した 。 しか し、礼 山警 察 署 は京 城 衡 平 社 巡 講 隊 の 李 鍾 律 と金 正 沫 が 、「不 穏 な文 書 」 を持

っ て い た こ と を理 由 に この講 演 会 を 「不許 」 に した185。 結 局 、 礼 山 で の講 演 会 は 中止 され

た。

1928年8.月12日 に衡 平 社 忠 南 大 会 が礼 山で 開催 され た 。 この 大 会 で は 、「総 本 部 維 持 問

題 」 「社 員 の 教 養 問 題 」 「衡 平 学 友 会 の後 援 に 関す る件 」 「社 員 の親 睦 に 関す る件 」 「早婚 の

撤廃 に 関 す る件 」「道 ・支 部 の連 合 問題 」「衡 平機 関 紙 の発 行 に 関す る件 」「屠 場 に 関す る件 」

「食 肉 販 売 に関 す る件 」「屠 夫 に 関す る件 」「地 方 の 紛 糾 の 対 策 に 関す る件 」「差 別 撤 廃 に関

す る件 」 「産 業 の 奨 励 問題 」 「一般 社 会 問題 」 な どが討 議 され た186。

これ らの 討 議 項 目の 中 で も 、「屠 場 に 関す る件 」「食 肉販 売 に 関す る件 」「屠 夫 に 関 す る件 」

か ら礼 山分 社 で は反 衡 平 運 動 、 さ らに は社 員 の 生 活 問題 に ま で範 囲 を広 げ て い た こ とが 分

か る。

と こ ろが 、1930年9月11日 に 礼 山分社 で 第1回 臨 時 総 会 を 開催 し よ うと した が 、社 員

182『 東 亜 日 報 』1925年8月15日 付
。

183『 東 亜 日 報 』1925年11
.月6日 付 。

184『 東 亜 日 報 』1927年10
.月15日 付 。

185『 東 亜 日 報 』1928年8月3日 付
。

186『 東 亜 日 報 』1928年8
.月16日 付 。 『中 外 日 報 』1928年8月19日 付 。
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が集 ま らな か った た め 、 臨 時総 会 は 開催 され な か っ た。 社 員 が集 ま らな か っ た理 由は 、 礼

山分社 内 で 金 光 を 中心 とす る派 と、支 部 長 申喜安 を 中心 とす る派 に分 か れ てい た た め で あ

っ た187。 そ の 後 、1931年4月10日 に 開催 され た 定 期 総 会 で 支 部 長 に金 興 男 、 書 記 長 に金

光 が 選 ば れ 、 幹 部 らにお け る対 立 ・葛 藤 は 消 えた188。

他 の 地 域 の 衡 平 支 ・分 社 に は 「顧 問」 が あ っ た が 、 忠 清 南 北 道 の衡 平 支 ・分 社 組 織 で は

「顧 問 」 が な か った 。 ま た 、衡 平 運 動 と他 の 団 体 との 活 動 も確 認 で き な か っ た。 そ して 、

他 の 社 会 運 動 団 体 は忠 清 南 北 道 の衡 平支 ・分 社 の創 立 式 に参加 が見 られ な か っ た。 これ ら

の こ と を考 え併 わせ る と、忠清 南 北道 に お け る衡 平 運 動 も不 振 な方 で あ っ た と推 測 で き る。

な お 、 忠 清 南 道 の天 安 分 社 中央 執 行 委 員 で あ る李 イ ギ ュ は 『朝 鮮 日報 』 の天 安 支 局長 で あ

っ た 。

3)全 羅 南 北 道 の 運 動 展 開 過 程

次 は 全 羅 南 北 道 の 衡 平 運 動 に つ い て 検 討 す る 。

1925年 に 全 羅 北 道 に あ っ た 団 体 数 は 、 労 働 団 体 が19、 小 作 団 体 が1、 衡 平 社 団 体 が5、

青 年 団 体 が13、 其 他 の 団 体 が21で あ り、 合 計59の 団 体 が あ っ た 。

1925年6.月6日 に 全 羅 北 道 で 最 も早 く衡 平 青 年 会 が 組 織 さ れ た189。 衡 平 青 年 は 主 に 教 育

運 動 を お こ な っ た 。 ま た 、教 育 活 動 以 外 に も 経 済 的 侵 奪 に 対 応 す る た め 、「衡 平 産 業 株 式 会

社 」 と 「温 泉 産 業 株 式 会 社 」 の 設 立 に カ を 注 い で い た19°。 しか し、 全 羅 南 北 道 の 衡 平 運 動

は 運 動 に 関 す る 記 事 が 少 な い た め 、 そ れ ほ ど 活 発 で は な か っ た と考 え られ る。

1928年4.月 の 全 羅 北 道 の 衡 平 社 定 期 大 会 で は 初 め て 女 性 問 題 を 扱 っ て い る191。 全 州 支 社

創 立 総 会 で は 全 州 警 察 署 長 で あ る 柳 井 が 来 賓 と して 出 席 して 祝 辞 を 述 べ た 。 こ こ か ら 、 警

察 と衡 平 社 幹 部 た ち と の 付 き 合 い が あ っ た と言 え よ う。

187『東 亜 日報 』1930年9 .月17日 付 。
188『東 亜 日報 』1931年4月14日 付 。
189『東 亜 日報 』1925年6 .月9日 付。『朝 鮮 日報』1925年6.月10日 付。
19°全 羅 北道 裡里 ・全 州 ・群 山で 下位 団体 で あ る 「衡 平青年 会 」 が組 織 され た

。 全羅 南道 では光 州 ・順

川 地域 で は比較 的 活発 で あっ た。
191『朝鮮 日報 』1928年4月28日 付 。
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次 の 表14は 、全 羅 南 北 道 に お け る中央 執 行 委 員 の 経 歴 と活 動 状 況 を ま とめ た もの で あ る。

表14全 羅南 北道 の 中央 執行 委員

地域 中央執 行委 員(経 歴 お よび 活動 状況)

全羅北道 裡里 金 柄株(病 院 の経 営、3・1運 動 の 当時宣 言文 の伝 達 、社会 運動 家)

全羅北道 井 邑 崔 重珍(全 羅道 の最 初 の牧 師、 朝鮮 日報 支 局長 、労働 共 済会 長)

全羅北道 南原 李 斗用(南 原 支 局長 ・記 者 、独 立運 動家)

全羅南道 光州 徐 廷禧(全 羅道 労農 連盟 委員 長歴 任 、新 韓会 組 織部 長歴任)

出 典:『 大 韓 民 国 人 事 録 』 民 国 人 事 、1950年 。 『朝 鮮 年 鑑 』1947年 版365頁 、1948年 版466頁 。 総 督

府 警 務 局 『国外 に お け る容 疑 朝 鮮 人 名 簿 』 京 城 、1934年302頁 。

全 羅 南 北 道 の 中央 執 行 委 員 は 、社 会 主義 者 と して 労働 運 動 や 農 民 運 動 を 主導 した 人物 が

お り、キ リス ト教 信 者 で あ りっっ 社 会 主 義 思想 を受 容 した 人 物 もい た。そ して 、『朝鮮 日報 』

や 『東 亜 日報 』 の記 者 で言 論 活 動 家 、知 識 人 た ち もお り、 そ れ らの人 々 が衡 平運 動 を展 開

した こ とが わ か る。こ の表14か ら全 羅 南 北道 の衡 平 社 は衡 平 青 年 会 の ほ か 、労働 団 体 、農

民 団 体 と緊 密 な 協 調 関係 に あ っ た と考 え られ る。

4)江 原 道 の 衡 平 運 動

衡 平 運 動 は 慶 尚南 北 道 、全 羅 南 北 道 、忠 清 南 北道 で活 発 で あ っ た が 、江 原 道 や 成 鏡 南 北

道 、 平 安 南 北 道 で は衡 平 運 動 は それ ほ ど活 発 で は な か った 。

論 文 末 尾 の 付 表 「新 聞記 事 、総 督 府 資料 に よ る衡 平 運 動 に 関す る一 覧 表 」 をみ る と、 江

原 道 に 関 す る記 事 は4件 、総 督 府 資 料 は1つ しか な い 。

表10の 年 別 道 別 衡 平 社 の支 ・分 社 の設 立 状 況 をみ る と、1923年 だ け で 忠清 南道13、 忠

清 北 道7、 慶 尚南 道18、 慶 尚 北道11の 支 ・分 社 が 設 立 され た の に対 し、江 原 道 は1923年

に横 成 、源 州 の2社 だ け で 、1932年 ま で 全支 ・分社 の数 は13社 に過 ぎ な い こ とが わ か る。

しか し、 牛 の 分 布(1933年)に 関 して は 、 江原 道 が 最 も高 い 比 率 を示 して い る。

この 項 で は 、 新 聞 記 事 と江 原 道 の治 安 当 局 資 料 で あ る高 等 警 察 部 『治 安 状 況 』(江 原 道 、

1938年12月)を 分 析 しな が ら、江 原 道 の衡 平 運 動 につ い て 考 察 す る。
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この 『治 安 状 況 』は 、衡 平 社 の創 立 か ら1938年 ま で の江 原 道 にお け る衡 平運 動 に 関 す る

報 告 書 で あ る。 「六 、衡 平 運 動 」 の報 告 に は 、 次 の よ うに記 され て い る。

白丁 ハ 李 朝 末 期 以 降 四民 ト差 別 ナ キ平 等 ノ権 利 ヲ認 メ ラ レタル モ 歴 史 的 ニ ー 種 ノ賎 民

階 級 トシテ 取 扱 ハ レタル 因襲 久 シ ク併 合 後 二 於 テ モ 依 然 トシテ ー 般 民 衆 ヨ リ差 別 待 遇

ヲ受 ケ 忍 従 ノ経 過 ヲ辿 リタル カ社 会 主義 思想 ノ流入 並 二 内 地 二 於 ケ ル 水 平 運 動 二刺 戟

セ ラ レ大 正 十 二 年 四.月慶 尚南 道 晋 州 二 於 テ 張 志 弼 衡 平 社 ヲ組 織 以 来 運 動 漸 次 鮮 内 二展

開 ヲ見 ル ニ 至 レ リ

この 記 術 か ら、 江 原 道 の治 安 当局 は衡 平 運 動 につ い て 次 の よ うに認 識 して い た こ とが わ

か る。 旧 「白丁 」 た ち は朝 鮮 時代 か ら併 合 後 に お い て も 「差 別 待 遇 」 を受 け続 け て きた。

そ して 衡 平 社 は 「社 会 主 義 運 動 」 と 「水 平 運 動 」 の 影 響 を受 け て組 織 され た とい う認 識 で

あ る。 さ らに次 の よ うな記 述 も あ る。

亜 テ 翌 十 三 年 一 月 ニハ 春 川 、楊 口、華 川 二支 社 横 城 二 分社 設 置 サ レタル カ ー 方本 部 ハ

全 年 大 正 十 四年 四月 京 城 二移 転 シ全 鮮 的組 織 二着 手 シ タル 全 年 十 四年 六 月 迄 ニハ 通 川 、

鐵 原 、 寧 越 、 江 陵 、三 防 二分 社 十 五年 六 月 ニ ハ 裏 陽 分 社 設 置 サ レ昭 和 三 年 四月 ニハ 支

分 社 十 六 ノ設 置 ヲ見 タ リ

こ こ か らは 、江 原 道 で は1924年1.月 か ら か ら春 川 、楊 口、華 川 に 支 社 が 、横 城 に は 分 社

が 設 立 され た こ と が わ か る 。 さ ら に1925年6Aに は 通 川 、鐵 原 、寧 越 、 江 陵 、三 防 に 分 社

が 設 立 され 、1926年6月 に は 裏 陽 に も 分 社 が 設 置 され た 。 そ し て 、1924年 か ら1928年 ま

で の 問 に 江 原 道 に は16の 支 ・分 社 が 設 置 さ れ た こ とが 分 か る 。こ の 団 体 数 は 朝 鮮 総 督 府 警

務 局 『朝 鮮 の 治 安 状 況 』(1930年 、219頁)で1929年 の 衡 平 支 ・分 社 数 が16社 と 一 致 して
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い る192。 さ ら に 次 の よ う な 記 述 に 続 い て い る 。

其 ノ問 本 部 方 面 二 於 テ ハ 漸 ク基 礎 ヲ ロ 固 ナ ラシ メ 昭 和 三年 四月 全 鮮 大 会 ヲ 開催 組 織 二

改 革 ヲ加 へ 地 方 各 支 分 社 ハ 支 部 二改 ムル コ ト並 二 内 地 ノ水 平 社 ト連 絡 提 携 スル コ トヲ

可 決 陳 容 ヲ新 ニ シ タル ヲ以 テ 解 放 運 動 ハ 漸 次 白熱 化 シ昭 和 五 年 六 月 ニ ハ 江 陵 二江 原 道

支 部 連 合 会 ヲ組 織 シ全 年 末 道 内支 部 会 員 ハ 六 八 六名 トナ レ リ

マ マ

この 記 述 か ら1928年4.月 に 「全 鮮 大 会 」 が 開催 され 、 「水 平 社 と連 絡 提 携 」す る こ とが

が 可 決 され た こ とが わ か る。ま た 、1930年6月 に は 江 陵 で 江 原 道 支 部 連 合 会 が組 織 され た。

ま た 、 江原 道 内で の衡 平 社 員 も686名 で あ る こ とが 分 か る193。 資 料 の続 き を見 よ う。

上 述 ノ如 ク運 動 組 織 化 スル ニ伴 ヒ 白丁 等 ハ 背 後 勢カ ヲ侍 ミテ 従 前 見 タル カ 如 キ屈 従 的

態 度 ヨ リ脱 シテ 永 年 ノ 因襲 二対 スル 反 発 ヨ リシ テ動 モ ス レハ 挑 戦 的 言 動 二 出デ テ ー 般

民 衆 ト確 執 ス ル ニ 至 リ両者 間 ノ紛 争 ハ 累年 増 加 スル ノ傾 向 ヲ示 シ タ リ

江原 道 にお い て 、 衡 平 運 動 の組 織 化 に伴 い 、 「背 後 勢 力 」 の後 ろ盾 は 見 られ な い が 、 「永

年 ノ因 襲 二 対 ス ル 反 発 」 に よる 平 民 対衡 平社 員 の 「紛 争 」 つ ま り、 反 衡 平 運 動 が 次 第 に増

加 して い た こ とが わか る。 資 料 は次 の よ うに続 く。

一 方鮮 内二 於 ケル 社 会 主 義 運 動 逐 年 反 発 ヲ加 フル ニ 及 フヤ 之 等 主 義 者 輩 ハ 自己 ノ運 動

二 衡 平 社 員 ヲ利 用 セ ン トシテ 滑 カ ニ 之 力懐 柔 ヲ試 ミ衡 平社 員 亦 解 放 運 動 ノ 目的達 成 上

之 等 主 義 者 等 ト提 携 スル ヲ有 利 ナ リ トスル ノ情 勢 ヲ醗 醸 シ タル ヲ以 テ衡 平社 員 ノ会 合

ニ ハ左 傾 分 子 ノ介 在 ヲ 見 ザル コ トナ キ 状 態 トナ リ大 正 十 五 年 ニ ハ 原 州 二衡 平 青 年 会 ノ

192支 ・分 社 数 が 全 羅 南 道30
、 慶 尚 南 道29、 慶 尚 北 道28、 忠 清 南 道23、 江 原 道16と 報 告 され て い る。

193一 方 で 、 朝 鮮 総 督 府 警 務 局 『治 安 状 況 』(1930年 、219頁)で の 社 員 数 は626名 と あ る。
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結 成 ア リタル カ 全 年 鮮 内各 地 ノ衡 平 青 年 会 の 尖鋭 分 子 ハ ソ ウル 、 北 風 両 派 ノ社 会 主 義

運 動 二 策 応 シ衡 平 青 年 会 ヲ打 テ ー 丸 トス ル衡 平 青 年 連 盟 ヲ組 織 シ宛 然 思 想 団体 二 見ル

カ 如 キ綱 領 ヲ ロ ケ亜 デ 全 年 十 二 月 ニハ 本 部 重 要 幹 部 数名 高m.n革 命 堂 事 件 二連 座 シテ 検

挙 サ ル ル カ 如 キ事 案 ヲ醸 シ タ リ。

この 記 述 か ら、 江 原 道 治 安 当局 は社 会 主 義 者 と衡 平社 員 の接 近 を把 握 して い る こ とが わ

か る。衡 平 社 本 部 の 「重 要 幹 部 数 名 」 が1926年12月 に 「高麗 革命 党 事 件 」(1926年12月

～1928年4月)で 連 座 して検 挙 され た 。 中 央 執行 委員 で あ る李 東 求(別 名:而 笑 事)も そ

の 一 人 で あ る。 李 東 求 は江 原 道 出身 の指 導者 で あ っ た。 引 き続 き資 料 を見 て い く。

斯 ク シテ 解 放 運 動 ハ 当初 ノ 目的 ヨ リ逸 脱 シ テ 社 会 運 動 ノ方 向二 転 化 シ 而モ 第 一 線 二進

出ス ル ノ形 勢 ヲ示 シ タル カ結 果 昭和 三年 以 降 中央総 本 部 二 於 テ ハ 衡 平 運 動 二 関 シ思 想

団 体 ヲ利 用 シ又 ハ 偲 偏 トナ ル ヲ排 撃 セ ン トス ル穏 健 派 ト主 義 的 色 彩 ヲ ロ フル 少 壮 急 進

派 トノ確 執 ヲ生 シ暗 闘 内訂 ヲ続 ケ タル カ 昭和 五 、 六 年 共 産 主 義 運 動 尖 鋭 □行 化 シ全 六

年 五 月 新 幹 会 ノ解 消 ヲ始 メ トシ既 成 思 想 団体 解 消 ノ議 旺盛 トナ ル ヤ 衡 平 社 中 ノ急 進 分

子 中ニ モ 衡 平 社 ヲ解 消 シー 般 労農 大 衆 ト共 二 階級 闘 争 戦線 二 立 ツヘ シ トノ主 張 ヲ持 ス

ル モ ノ 出デ 本 道 裏 陽支 部 等 モ 之 ヲ支 持 シ全 年 十.月ノ臨 時 大 会 ニ ハ 解 消 問題 提 出 ノ機 運

濃 厚 ナ リシ トコ ロ警 察 当局 ノ指 導 二依 リ非解 消 派 タル 執行 委 員 長 ノ ロ策 功 ヲ奏 シ遂 二

同問題 ノ上 程 ヲ見 ル ニ至 ラ ス且 急 進 分 子 ハ 昭 和 八年 四月 秘 密 結 社 衡 平 青 年 前 衛 同盟 ヲ

組 織 シ京 畿 其 ノ他 ノ各 道(本 道 ヲモ 含 ム)二 下 部組 織 ヲ置 キ衡 平 運 動 ヲ極 左 化 セ シ ム

ヘ ク狂 奔 中全 南 二 於 テ 検 挙 サ レタル ヲ以 テ急 進 派全 ク没 落 シ穏 健 派 ニ ヨ リ統 制 サ レタ

リ

この 記 述 か らは、1928年 以 降 、 中央 総 本 部 に お い て 「穏 健 派 」(晋 州 派)の 幹 部 らは 衡

平 運 動 に関 して 「思 想 団体 」 を利 用 し よ うとす る 「急 進 派 」 を 「排 撃 」 し よ うと した。 ま
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た 、1930年 ～31年 に 「急 進 派 」(ソ ウル 派)の 主 張 と して 「解 消 論 」 が登 場 す る こ と もわ

か る。1933年4月 に は急 進 派 に よ り秘 密 結 社 で あ る 「衡 平 青 年 前 衛 同盟 」が組 織 され た が 、

全 羅 南 道 で 検 挙 され 、 急 進 派 は没 落 し、穏 健 派 に よ り衡 平 運 動 が 「統 制 」 され て い る。 資

料 の 引 き続 き を見 よ う。

斯 ク如 キ経 緯 ヲ経 テ 内部 的 二統 制 スル ヲ得 タ リ ト錐 モ 打続 ク財 界 不 況 ト中央 幹 部 二対

ス ル 不 信 任 ヨ リ本 部 ハ 財 政 難 二行 詰 マ リヲ陥 リ全 ク な らず 全 □種 々局 面 ノ打 開 ヲ策 シ

タル モ 成 ラス 遂 二 全 年 十 月 解 散 ヲ決 定 シ タ リ。

この 内 容 か ら1933年 の 「衡 平 青 年 前 衛 同盟 事件 」 後 の 衡 平 社 は 、 中央 本 部 が 「財 政難 」

に 陥 り、衡 平 社 の 「解 散 」 を 「決 定 」 した こ とが わ か る。 江 原 道 で の状 況 は次 の 通 りで あ

る。

本 道 ハ 上 述 ノ如 ク各 地 二支 部 ヲ設 置 シ 且 其 ノ運 動 ハ 中央 二 □ □社 会 運 動 ト合 流 シ ー 時

相 当活 気 ヲ呈 シ タル モ 本 来 白丁 階級 ハ 人 格 的 ニ ハ侮 蔑 セ ラ レタル ト錐 モ 経 済 的 ニハ 搾

取 ヲ ロル コ トナ キ為 極 左 運 動 二必 要 トスル 闘 志 ヲロ 除 シ タル ヲ以 テ 自主 的 運 動 乏 ロ ク

漸 次 思 想 団 体 ト離 反 セ ン トスル ノ傾 向 ヲ生 シ 又本 部 ノ派争 及 経 営 難 ハ 道 内 ニモ 影 響 ス

ル 所 多 ク昭 和 六 年 以 降漸 次 衰 退 スル ニ 至 レ リ

こ こか らは 、 江 原 道 にお け る衡 平 運 動 が 、社 会 主義(「 思想 団 体 」)と 「離 反 」 してい く傾

向 が 生 じた こ とが わか る。 ま本 部 の 「派 争 」 と 「経 営難 」 が 道 内 に も影 響 して衡 平 運 動 が

「漸 次 衰 退 」 して い る と記 述 して い る。 そ の状 況 は続 きに 述 べ られ る。

本 部 二 於 テ ハ 昭 和 七 年 九 月 翌 八年 一 月 本 部委 員 会 道 内各 支 部 ヲ巡 回セ シ メ支 部 復 興 分

担 金 ノ納 入 等 懲 悪 シ タル モ誠 意 ヲ以 テ 之 二応 ゼ ザ リシ為 昭 和 八 年 二 月 ノ臨 時 大会 二於
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テ 原 州 、 華 川 、 大 和 、 杵 城 、 裏 陽 、 洪 川 、 □ 珍 、 吻 溜 、 寧 越 、 施 善 ノ各 支 部 ハ 除 名 処

分 二 附 セ ラ レ タ ル(後 略)

江 原道 で は 、1932年9月 と1933年1月 に本 部 委 員 が 江原 道 内 の 各 支 部 を巡 回 し、「支 部

復 興 分 担 金 」 の納 入 を懲 悪 した が 、各 支 部 は これ に応 じな か っ た 。 しか し、1933年2月 の

臨 時 大 会 で 原 州 、華 川 、大 和 、杵城 、裏 陽 、洪 川 、□珍 、吻 溜 、寧 越 、施 善 の各 支 部 が 「除

名 処 分 」 に付 され てい る。 そ の結 果 この 除名 処 分 に江 原 道 に残 され た衡 平 支 部 は 、春 川 、

江 陵 、 三 防 、 横 城 、 □原 とな る。 しか し、 これ らの 支 部 で も運 動 は衰 退 して行 っ た と考 え

られ る。

1935年4.月 に大 同社 へ 改 組 され た後 は 、 日本 の戦 争 に協 力 的 な活 動 をお こ な っ た。江原

道 の 治 安 当局 資 料 は、 次 の よ うに記 して 、衡 平運 動 の報 告 を締 め く くって い る。

運 動 ノ方 針 転 換 ノ大 同運 動 ハ 時局 二対 ス ル 大 同社 の 活 動 等 二 鑑 ミル トキ新 ナル 体 勢 ヲ産

出 ス ヘ キモ ノ ト認 メ ラル ル ガ社 員 ノー般 ノ素 質 及 従 来 ノ運 動 経 過 上 注 意 スヘ キモ ノアル

ヲ以 テ 時 局 以 来 特 別 ナ ル 指 導 ヲ行 ヒ且 内 面 的視 察 二努 メ ツ ツア リ

こ こか ら衡 平 社 は、 大 同社 に 改組 後 に お い て 日中戦 争 後 の 時 局 で 協 力 的 で あ っ た に もか

か わ らず 、 治 安 当局 に よ り 「特 別 ナ ル 指 導 」 が な され 、 「内面 的 視 察 」 も され て い た。

2.下 位 団体 の 出現

1920年 代 後 半 に な る と、衡 平 社 に 下位 団 体 が 出現 す る よ うに な る。 この項 で は 、下位 団

体 で あ る正 衛 団 、 衡 平 青 年 会 、衡 平 学 友 会 、衡 平 女性 会 に つ い て み て み よ う。

1)正 衛 団

正衛 団 は、1925年 に総 本 部 で指 導 幹 部 らの 分 派 争 い に不 満 を持 っ て い た若 い社 員 た ち が

中心 とな り結 成 した 団体 で あ る。1925年1月1日 に ソウル 総 本 部 で約50人 の会 員 が 参 加

58



し発 起 会 が 開 催 され た194。 同年1月10日 に は 同 じ場 所 で公 式 的 に創 立 総 会 が 開 かれ て い

る195。創 立総 会 は 李 景 春(ソ ウル 出身)が 開会 を宣 言 し、議 長 に選 ばれ た鄭 ヒチ ャ ン(晋

州 出 身)が 進 行 役 を務 め た。 そ して 、徐 光 勲(ソ ウル 出身)が 経 過 報 告 を して い る。 参 席

者 は 綱領 を採 択 し、い くつ か の重 要 問題 を討 議 した 。1925年1.月11日 付 の 『朝鮮 日報 』

記 事 に は 正 衛 団 綱 領 が報 じ られ て い るが 、 綱領 は 次 の 通 りで あ る。

一 我 々 は我 々 の安 全 を 図 る こ と

一 我 々 は我 々 の職 業 を侵 害 す る者 を積 極 的 に 防禁 す る こ と

一 我 々 は相 互 間 の親 愛
、扶 助 を 図 る こ と

この 内 容 を見 る と正 衛 団 の 目的 は社 員 の 生活 安 定 と職 業 を保 護 し、「社 員 の相 互 協力 を 図

る」 こ とで あ った こ とが わ か る。 ま た 、 正衛 団 は社 員 た ちの 産 業 活 動 保 護 と相 互 扶 助 の た

め に、経 済 的 に 困 って い る社 員 を手 伝 うこ と、「非 社 員 」か ら委 員 た ち の職 業 を保 護 す る こ

と に努 め よ う と した こ とが わ か る。

上 記 の 新 聞 記 事 で は 、外 部 の圧 力 に対 し全 団員 が 対 応 す る こ と と、反 衡 平運 動 と衡 平社

分 裂 に 反 対 す る立 場 を 明確 に示 して い る こ とが わ か る。 しか しな が ら、1925年1.月14日

に 開催 され た 臨 時 会 議 後 にお い て 、 正衛 団 の 反衡 平 運 動 と衡 平 社 分 裂 に反 対 す る活 動 は 見

られ な か った 。

そ の 後 、1925年5月 の 臨 時総 会 と1926年1月 の1周 年 記 念 式 で 選 任 され た正 衛 団 の指

導 部 をみ る と、 常 任 委 員 が 中心 とな る集 団指 導体 制 で あ り、 常 務 委 員 と して選 ば れ た 人 は

各 地 域 の若 い 社 員 た ち で あ っ た。 団長 、 副 団 長 、 総 務 お よび 常 任 委 員 の大 半 は ソ ウル に居

住 す る衡 平 運 動 の 中核 活 動 家 た ち で あ る196。

しか し、正衛 団 は長 く続 か な か っ た。1926年9月 の 中央 執 行 委 員 会 の討 議 事 項 で 、正衛

194『朝鮮 日報』1925年1月3日 付
。

195『朝鮮 日報』1925年1 .月11日 付。『毎 日申報』1925年1.月12日 付。
196『朝鮮 日報』1925年5月17日 付。
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団 の 復 興促 進 問題 が 上 程 され て い る こ とか ら、 この 時 期 に は正 衛 団 はす で に活 動 を 中止 し

て い た と考 え られ る197。

2)衡 平 青 年 会

先 に 述 べ た が 、 最 初 の衡 平 青 年 会 は1924年3月31日 に晋 州 派 の本 部 が あ る晋 州 で結 成

され た 。衡 平 青 年 会 は晋 州 本 社 の委 員 た ち に よ り結 成 され た 。衡 平 青 年 会 は 、「衡 平運 動 の

振 作 」 と 「進 歩 的 社 会 運 動 と協 力 」 を重 要 ス ロー ガ ン と して 掲 げて い た198。

1925年 か ら1926年 ま で衡 平 青 年 運 動 は急 激 に発 展 して い た 。1925年 に新 聞 で 報道 され

た 地 域 は 全 北 の 全 州 、 群 山 、淳 昌 、慶 北 の金 天 、 慶 山、 慶 南 の釜 山 、高 城 、 高城 、 忠 南 の

大 田、 京 畿 道 の 開城 な どの 中部 以 南 地域 の全 域 で あ っ た。1926年 に は全 北 の金 山、 裡 里 、

金提 、 全 南 の 光 州 、 慶 尚道 地 域 、忠 南 地 域 、 江原 道 の原 州 な ど全 国 的 で あ った 。

1925年12月16日 に は ソ ウル で 、衡 平 青 年 運 動 を全 国 的 に展 開す るた め に衡 平 青年 連

盟 が発 起 され た199。 こ の組 織 は ソ ウル 総 本 部 の活 動 家 に よ り組 織 され 各 地 域 の衡 平 青 年 団

体 も参加 した2°°。

衡 平 青 年 会 の 活 動 は社 員 た ち の啓 蒙 活 動 の た め、 各 地 域 で 夜 学 ・講 座 の 開設 や 社 員 の た

め の 図 書 室 を運 営 した201。

1929年 に衡 平 青 年 総 連 盟 の解 体 が決 定 され 、衡 平 社 下位 団 体 にお い て ほ とん どの 青年 団

体 が な くな った2°2。しか し、そ の代 わ りに支 社 と分 社 に 青年 部 が 設 置 され る よ うに な る2°3。

3)衡 平 学 友 会2°4

197『 朝 鮮 日報 』1927年9月5日
、9月9日 付 。

198『 朝 鮮 日報 』1924年4月4日 付
。

199『 朝 鮮 日報 』1925年12月9日 付
。

200『 朝 鮮 日報 』1925年12月18日 付
。

2°1『東 亜 日報 』1926年7月4日 付
。

2°2『東 亜 日報 』1929年5
.月5日 付 。

2°3『東 亜 日報 』1928年5月9日 付
。

2°4朝 鮮 思 想 通 信 社 『朝 鮮 及 朝 鮮 民 族 第1集 』 「朝 鮮 衡 平 運 動 の 梗 概 」 朝 鮮 衡 平 社 総 本 部1927年
、166

～169頁 。
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衡 平 学 友 会 は1925年6月13日 ソ ウル で組 織化 され た 。 衡 平 学 友 会 の綱 領 は次 の通 りで

あ る。

一
、 我 らは教 育 に努 力 し実 生 活 の基 本 的精 神 を養 うこ と

一
、 我 らは相 互 親 睦 を 図 り衡 平社 の 目的 を実行 す る こ と を期 す2°5。

この 綱領 か ら衡 平 学 友 会 は 、教 育 を通 して社 員 の 実 生 活 を立 て 直 し社 員 の親 睦 を は か り、

衡 平 社 の 「目的 を実 行 す る」 団体 で あ る こ とが わ か る。 なお 、 地 方 にお い て は原 横 衡 平 学

友 会 が 存在 した の を確 認 で き る2°6。

衡 平社 は教 育 活 動 を非 常 に重 要 視 して い た。創 立 当 時 か ら1930年 代 初 期 ま で本 部 をは じ

め 各 地 域 の 支 ・分 社 で 教 育 活 動 が続 け られ た 。 例 えば 、 勧 学 団 の派 遣 、衡 平 夜 学 の設 置 な

どが あ げ られ る。特 に夜 学 は1925年 以 降 か ら各 地 に積 極 的 に設 け られ 、社 員 子 女 の み な ら

ず 、 益 山、 江 景 、 青 陽 で は衡 平 社 員 以 外 の 児 童 も対 象 と した207。 夜 学 は教 育 が実 施 され る

場 で あ っ た 。

1926年8.月11日 の第1周 年 記 念 式2°8と、1927年8月9日 の 第2周 年 記 念 式 で は夜 学 活

動 に関 す る委 員 の選 出や 教 育 問題 に 関す る討 議 が あ った209。1928年8月23日 の京 城 地 方

法 院 検 事 正 宛 の 鍾 路 警 察 署 長 に よ る通 報 「衡 平 社 総 本 部 印刷 文 発 送 の 件 」(京 鐘 警 高 秘 第

9862号)に よ る と、8月22日 に積 極 的 に衡 平 学 友 会 を支 援 しよ う と中央 本 部 は決 議 して い

る こ とが わ か る。 しか し、1928年 以 降 に お い て 衡 平 学 友 会 の活 動 は確 認 で き な い。

4)衡 平 女 性 会

1920年 代 後 期 の 衡 平 運 動 に お い て は 女 性 問 題 が 重 要 な 論 点 に の ぼ っ た 。最 初 に 女 性 の 代

表 者 が 参 加 した の は1928年4月 の 定 期 総 会 で あ る。こ の 定 期 総 会 で 女 性 問 題 が 正 式 に議 題

205『朝鮮 日報 』1925年8
.月10日 付 。

2°6『東 亜 日報 』1927年1月25日 付 。
2°7池 川英 勝 「朝鮮衡 平 運動 の展 開過 程 とそ の歴 史 的性 格 」『世界 市 民へ の道:ア ジア ・人権 ・ニ ッポ ン』

明石書 店 、1989年 、38頁 。
2°8『朝鮮 日報 』1926年8 .月21日 付 。
209『朝鮮 日報 』1927年8月14日 付 。
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と して 採 択 され た21°。1929年 の全 国大 会 で も忠 南 と全 北 か らきた20余 名 の女 性 代 表 者 が

参加 し、 大 会 案 件 で論 議 され るな ど、女 性 社 員 の 問題 は 全 国 大 会 や 各 地 域 の衡 平 分 社 で も

取 り上 げ られ て い た211。 一 部 地 域 の衡 平 女 性 会 で は 、 女性 社 員 だ けの 特 別 活 動 計 画 が推 進

され た 。 ま た 、 衡 平 女 性 同友 会 の よ うな衡 平 女性 会 が 組 織 され た212。

た だ し、 この よ うな女 性 団体 が前 述 した 団体 の よ うに全 国 的 に広 が っ た か ど うか は資 料

不 足 の た め確 認 で き な い。 しか し、衡 平運 動 史 の な か で 女 性 問 題 や 女 性 団 体 な どが登 場 し

た こ とは衡 平 運 動 に とっ て飛 躍 的発 展 だ と考 え られ る。

以 上 、 下位 団 体 で あ る① 正 衛 団 、② 衡 平 青年 会 、③ 衡 平 学 友 会 、 ④ 衡 平 女 性 会 に つ い て

検討 した。 これ ら下 位 団体 は衡 平 運 動 に お い て 、 運 動 の支 持 や 支 援 を通 して を拡 大 させ る

団 体 で あ る こ とが 分 か っ た。

第2章 衡 平社 内の分 裂 と妥 協

第1節 衡 平 社 内 の 分 裂

1.二 派 の葛 藤 の 出現 と分裂

衡 平社 で は1年 も経 た ない うち に指 導者 た ち の 問 で 、 意 見 の対 立 ガ表 面 化 して き た。 そ

の きっ か けは 衡 平 社 創 立 の2ヶ 月 後 に 起 きた 衡 平 社 本 部 の 移 転 の 問題 で あ っ た。 本 部 を晋

州 か ら ソ ウル へ と移 転 させ よ うとの 主 張 が あ った 。 主 張 した の は 「革 新 会 」 を作 っ た 一 派

で あ り、 晋 州 の 地 理 的 な条 件 を理 由 と して 、衡 平運 動 の持 続 問題 や 交 通 問題 な どの運 動 上

の 不 便 さ を指 摘 した213。

本 部移 転 の 問 題 は、1923年11.月 に 大 田大 会 で 初 め て 公 式 的 に論 議 され た。 そ の結 果 、

210『 朝 鮮 日 報 』1928年4
.月25日 付 。

211『 朝 鮮 日 報 』1929年4月25日 付
。

212『 朝 鮮 日 報 』 で は
、 忠 南 の 江 景(1926年3.月9日 付)、 全 北 の 益 山(1926年11.月26日 付)、 全 州(1926

年11月26日 付)、 井 邑(1929年5.月21日 付)で 報 道 さ れ た 。

213『 開 壁 』 第46号 、1924年4月1日 、90頁 。
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大 田へ の移 転 が 決 定 され た214。

1924年2月10日 、12日 に は釜 山 で委 員300余 名 が 参加 し、全 国 臨 時総 会 が 開催 され た 。

この 総 会 で は 、 「児 童 の入 学 問題 」 「社 員 の 教 育 問 題 」 「差 別 糾 弾 に 関す る件 」 「総 督 府 へ の

要 望 に 関 す る件 」 「本 社 お よ び支 社 の維 持 問題 に 関 す る件 」 な どが決 議 され た。 ま た 、 「水

平社 視 察 の 件 」 「組 織 の変 更 」 「本 社 の移 転 に関 す る件 」 な どは保 留 とな っ た。 こ こか ら本

社 移 転 を め ぐ る対 立 が 続 い て い た こ とが わ か る215。

『朝鮮 日報 』1924年4月23日 付 の記 事 をみ る と、「釜 山大 会 の時 に一 部 社 員 が 晋州 本 社

の 委 員 に不 満 を も ち、 衡 平 社 を総 脱 退 し、 天 安 で 革 新 総 会 が 生 まれ た」 こ とが わ か る。

この 記 事 か ら、 釜 山大 会 を き っ か け に衡 平社 の 内 部 対 立 が 表 面 化 した と考 え られ る。 す

な わ ち、 指 導 者 の運 動 の方 針 に よ り晋州 派 と ソ ウル 派 に分 か れ 、二 派 の葛 藤 が始 ま っ た の

で あ る。

晋 州 派 は保 守 派 とも い われ て お り、 姜相 鍋 ・申鉱 寿 らの 指 導 者 が 中心 とな っ て 、慶 尚南

北道 を 中心 に活 動 した 。 ソ ウル 派 は革 新 派 と もい わ れ て お り、張 志 弼 ・呉 成 換 らの指 導者

が 中心 で 全 羅 南 北 道 ・忠清 南 北道 ・京 畿道 、 江原 道 を 中心 に活 動 した216。

革 新 派 は釜 山大 会 直 後 の1924年2.月13日 に、 大 田で 衡 平 社 革 新 準 備 会 を組 織 した217。

同年3.月12日 ・13日 に天 安 で革 新 同盟 創 立 総 会 が 開 か れ 、「ソ ウル へ の本 社 移 転 」、「衡 平

雑 誌 発 刊 」、 「皮 革 工 場 設 置 」 な どが決 議 され た218。 革 新 派 は 「誰 が 衡 平 大 衆 の真 の友 で あ

り、利 益 の た め に闘 っ てい る の か」 と晋 州 本 社 幹 部 を批 判 した 。 ま た 、次 の5項 目を あげ

な が ら攻 撃 も して い る。

一
、 衡 平 社 を 売 却 し よ う と し た こ と

一
、 幹 部 の 独 裁 お よ び 権 利 の 争 奪

214『 東 亜 日報 』1923年11月12日 付
。

215『 東 亜 日報 』1924年2
.月13日 付 。 朝 鮮 衡 平 社 総 本 部 「朝 鮮 衡 平 運 動 の 梗 概 」『朝 鮮 及 朝 鮮 民 族 』 第1

集 、166～169頁 。
216『 東 亜 日報 』1924年2月13日 付

。
217平 野 小 剣 「朝 鮮 衡 平 運 動 の 概 観 」 『人 類 愛 』 第2輯

、1927年5月 、216頁 。
218『 東 亜 日報 』1924年3月17日

、4月27日 付 。

63



一 公 印 隠 匿
、 信 任 状 偽 造

一 背信 ・詐 欺 行 為

一 社 員 に差 別 的 発 言 を した こ と

上 記 の 項 目を指 摘 され た晋 州 派 は 、「革 新 同 盟 な る もの は 、本 部 移 転 を 目標 とす る こ と以

外 に何 らか の 革 新 的 意 義 がみ られ な い妄 動 で あ る。 す なわ ち張 志 弼 の 陰謀 的行 為 の表 現 で

あ るに 過 ぎな い 」 と反 撃 した219。

革 新 同 盟 側 は 晋 州 に本 社 を置 い た に もか か わ らず 、1924年4月15日 ソ ウル に本 部 を設

置 し、新 しい 活 動 を 開始 した220。 そ して革 新 同盟 側 は 、衡 平 社1周 年 祝 賀 記 念 式 を4.月25

日に ソ ウル で 挙 行 す る と告 示 した。 晋州 本 社 で は 、4月 初 め頃 に祝 賀 記 念 式 を行 うと全 国

に 通 知 した221。

晋 州本 社 に対 して 革 新 同盟 側 は 、4月25日 に祝 賀 記 念 式 を ソ ウル で 開 く こ とを告 知 した。

晋州 派 は 改 めて 「衡 平 社 総 会 」 とい う広 告 文 を新 聞 に掲 載 した 。 そ して 、 晋州 本 社 は4.月

23日 に 申鉱 寿 を ソ ウル に行 かせ 、移 転 問題 を解 決 し よ うと した が 、革 新 派 は 妥協 しな か っ

た。 申鉱 寿 の 出張 の件 は 、「今 回 の 定期 総 会 は 晋 州 で 開 き、移 転 問題 を討 議 して正 式 に決 め

よ う」 とい うも ので あ っ た222。

革 新 同 盟 側(ソ ウル 派)は1924年4.月25日 ・26日 に衡 平 社 一 週 年 記 念 式 と衡 平社 革 新

同盟 大 会 を 同時 に ソ ウル で 開 い た。 この 大 会 で衡 平 社 革 新 同盟 総 会 本 部 は 正式 に発 足 した

223
0

晋 州 本 社 も4.月25日 に 「第 二 回 定 期 総 会 」 を 開 催 し 、 衡 平 社 連 盟 本 部 と 改 称 し た224。

こ の よ う に 衡 平 社 は 創 立 後1年 も た た な い う ち に 、 衡 平 社 連 盟 本 部 で あ る 晋 州 派 と 革 新 同

盟 派 で あ る ソ ウ ル 派 と い う分 裂 状 態 に 陥 っ た 。

219『 東 亜 日報 』1924年5
.月21日 付 。

22° 『朝 鮮 日報 』1924年4月16日 付
。

221『 朝 鮮 日報 』1924年4
.月19日 付 。

222『 朝 鮮 日報 』1924年4月23日 付
。

223『 東 亜 日報 』1924年4
.月26日 付 、4.月27日 、5月21日 付 。

224『 朝 鮮 日報 』1924年4月21日
、4月22日 、4月23日 、5月23日 付 。
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2.二 派 の特 徴

晋 州 派 とソ ウル 派 は運 動 の活 動 地 域 や 活 動 の 内 容 、 運 動 の 性 向 にっ い て 共 通 点 と相 違 点

をみ せ て い る。 晋 州 派 と ソ ウル 派 の 特徴 を整 理 した もの が 表15で あ る。

表15晋 州 派 とソ ウル派 の特 徴

区 刀Cl 穏健 派(晋 州派) 急進 派(ソ ウル 派)

創 立 当時 の指 導者: 創 立 当 時の指 導者:
・衡 平社創 立 主導 勢力 ・革 新会 の 中心人 物

中央委員の特徴 ・旧 「白 丁 」 出 身 で は な い 知 識 人 ・旧 「白丁 」 出身 の 知 識 人

・社 会運 動家 ・各 地域 の 旧 「白丁」 出身 者 に影 響

・旧 「白丁」出身者 に大 きな影響 力 を持 力 を持 っ てい る

っ て い る

活動地域 慶尚南北道 慶 尚南 北道 以外 の地域:江 原 道 、京

畿道 、全 羅南 北道 、 忠清 南北道 な ど
・衡 平運 動 を全 国的 に拡 大

共通点 ・差別 撤廃 す るた めの人権 運 動 、教育 問題 に関す る対 策

活動 衡 平 運動 の課題:旧 「白丁 」の社 会 的不 衡 平 運動 の 課題:社 員 の経 済 的 地位
内容 平等 を撤 廃 す るた め の 人権 運 動 を強 調 を 向上 させ るた め、伝 統産 業(屠 畜

相違点 して い る 業 ・食 肉販 売業)の 保護 と外 部 か ら

の皮 革業 の確 保 を強調 してい る

運動 の性 向 穏健 急進

出 典:趙 美 恩 「ソ ウ ル で の 朝 鮮 衡 平 社 活 動 」『郷 土 ソ ウル 』(第55号 、1995年 、199～205頁)を 参 考 に

した 。

上 記 の 表15か ら二 派 の相 違 点 をみ て み る と、一 っ 目に 、穏健 派 は 晋 州 を含 め慶 尚南 北 道

で衡 平 運 動 をお こ な っ た こ とが わ か る。一 方 、ソ ウル 派 は慶 尚南 北 道 以 外 の 地域 の 江原 道 、

京 畿 道 、 全 羅 南 北 道 、 忠 清 南 北 道 を 中 心 に衡 平 運 動 をお こな った 。

二 つ 目に、 二 派 の 指 導 者(中 央 委 員)の 社 会 的 背 景 が 異 な って い る。 晋 州 派 の指 導者 は

旧 「白丁 」 出身 者 に大 き な影 響 力 を もっ て い る知識 人 で あ り、 旧 「白丁 」 出身 で は な か っ

た。指 導者 は 穏 健 的 な社 会 運 動 家 で あ っ た。 ソ ウル 派 は 旧 「白丁 」出身 者 で 、同様 に 旧 「白

丁 」出 身 者 に も影 響 力 を も っ て い る知 識 人 で あっ た。運 動 に関 して は急 進 的 な性 向 で あ る。

三 っ 目に、二派 は活 動 内容 が 異 な っ て い た 。 晋 州 派 は 「白丁 」の 社 会 的 不 平 等 を撤 廃 す

るた め の 人 権 運 動 が衡 平 運 動 の課 題 で あ る と強調 した 。 そ れ に対 し ソ ウル 派 は社 員 の 経 済

的 地位 向 上 の た め、 伝 統 産 業(屠 畜 業 ・食 肉販 売 業)の 保 護 や 皮 革 業 を外 部 か ら確 保 す る

こ と を強調 した 。 革 新 派 は創 立総 会 で皮 革 工 場 の 設 立 を計 画 した が 、設 立 事 実 は確 認 で き
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て い な い225。

しか し二 派(晋 州 派 と ソ ウル 派)は 共通 点 と して 、 社 員 とそ の子 女 の教 育 活 動 や 啓 蒙 活

動 に重 点 をお い て い た 。 社 員 の教 育 や 啓 蒙 の た め の 依 学 校 ・講 習 所 の設 立 、雑 誌 発 刊 な ど

を計 画 した の は 晋 州 派 も ソ ウル 派 も同様 で あ っ た226。

第2節 衡 平 社 二 派 の 妥 協

二 派 が 分 裂 した 後 、1924年5.月 に ソ ウル 派(革 新 同 盟 側)は 晋 州 で 晋 州 派 と 交 渉 す る た

め 委 員 を 派 遣 し、 晋 州 の 本 部 連 盟 と 問 で 会 見 を 開 い た227。1924年5月30日 に は 大 田 で 二

派 の 主 催 に よ り全 衡 平 大 会 が 開 催 され た 。 し か し 、 ソ ウ ル 派(革 新 同 盟)は 晋 州 派 の 意 見

に 反 対 した た め 、 全 国 大 会 は 中 止 され た228。

1924年5.月30日 に 開 か れ た 大 会 以 降 も 二 派 は 交 渉 を 続 け た 。同 年5,月21日 に は 晋 州 派

で あ る 姜 相 鍋 と ソ ウル 派 の 委 員 が 京 城 で 今 後 の 運 動 方 針 の た め 意 見 交 換 を お こ な っ た 。 晋

州 派 の 提 案 は ソ ウ ル 派 の 運 動 と は 関 係 な く 、 本 社 の 位 置 を 大 田 や ソ ウル の 方 へ 移 そ う と す

る こ と の み を 問 題 に し て い た 。 『朝 鮮 日報 』1924年5.月31日 付 の 記 事 に よ る と 、 ソ ウ ル 派

は 「本 社 移 転 の 問 題 は 別 問 題 で あ り、 衡 平 精 神 に 背 く行 動 を と っ て い る晋 州 派 は 信 任 で き

な い 」 とい う理 由 で 革 新 運 動 を 起 こ し た こ と が わ か る 。 言 い 換 え れ ば 、 ソ ウル 派 か ら 目指

して い た の は 「衡 平 運 動 の 革 新 」 で あ り、彼 らの 運 動 は 旧 「白丁 」 の 手 に よ っ て 絶 対 に 「旧

身 分 解 放 」 を 勝 ち 取 る とい う こ と で あ っ た229。

大 田 大 会 後 に 晋 州 派 か ら 「分 裂 の 責 任 は 革 新 同 盟 総 本 部 に あ る 」 と い う声 明 書 が 出 さ れ

た 。 そ の 声 明 書 は 全 国 の 衡 平 社 員 や 朝 鮮 の 各 社 会 団 体 、 日本 の 団 体 に も 配 布 され た 。 一 方

の 革 新 派 で も す ぐ に 反 論 す る 内 容 の 文 書 が 出 さ れ た23°。 『東 亜 日報 』1924年6月5日 付 の

記 事 で は 、 二 派 の:激 し い 行 動 に 対 し 「賢 明 な 諸 君 よ 、 団 結 は 君 た ち の 武 器 で あ り、 分 裂 は

225『朝鮮 日報 』1924年11月23日 付
。

226『朝鮮 日報 』1925年2月7日 付。
227『東 亜 日報 』1924年5 .月11日 付 。
228『朝鮮 日報 』1924年5月22日 付

。
229『朝鮮 日報 』1924年5 .月31日 付 。
230『東 亜 日報 』1924年6月5日 付。
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死薬 で あ る」 とい う厳 しい 内容 が報 じ られ た 。

晋 州 の 連 盟 本 部 側 は李 学 賛 を 中心 と して 、社 員 た ち に 「衡 平 社 統 一 促 進 会 」 を7月3日

に っ く らせ 、二派 を 一 っ に しよ うと した 。「衡 平社 統 一促 進 会 」が きっ か けで 、二派 の幹 部

に よ る 「京 晋 州 両 社 委 員 懇 親 会 」が 大 田で 開 か れ 、衡 平 社 を一 つ にす る こ とが討 議 され た 。

そ の 結 果 、8月15日 に 大 田で 「衡 平 社 統 一 大会 」 が 開催 され た。 同時 に 、一般 社 員 は この

大 会 に お い て 晋 州 派 の姜 相 鍋 と ソ ウル 派 の 張 志 弼 を衡 平 運 動 か ら引退 させ る こ と も表 明 し

た231。

と こ ろが 、 張 志 弼 は 旧 「白丁 」 出身 で あ るた め衡 平 社 に在 籍 し続 け る こ とに した。 衡 平

社 は 二 派 の名 称 を廃 し、朝 鮮 衡 平 社 中央 総 本 部 と改 称 し、 本 部 を ソ ウル に設 置 す る こ とに

した 。1924年8.月16日 の 臨 時大 会 で各 地 方 は社 長 制 と し、 ソ ウル 本 部 は委 員 制 と した 。

そ して 新 中央 執 行 委 員 会 で40名 が選 出 され 、衡 平 社 の 組 織 を新 し く整 え た の で あ る。 「衡

平社 統 一 大 会 」 の執 行 委 員 会 で は 、 間 島 と威 鏡 北 道 の 代 表 以 外 は全 員 が 旧 「白丁 」 出 身者

で あっ た232。

この よ うに二 派 の 葛 藤 が も た ら した 分裂 は解 決 され た か に見 えた が 、張 志 弼 が在 籍 し続

けた た め、 晋 州 派 は強 硬 な態 度 をみ せ 再 び 分 裂 状 態 に陥 って しま っ た233。 朝 鮮 衡 平社 中 央

総本 部 で は第1回 中央 執 行 委 員 会 の決 議 に よ り、 張 志 弼 を衡 平 運 動 か ら引退 す る こ とが命

じられ た 。 更 に第2回 の 中央 執 行 委 員 会 で は 、 晋 州側 に よ り総 本 部 に従 わ な い場 合 は衡 平

運 動 か ら追 放 させ る こ とが決 定 され た234。

1925年1月14日 の衡 平 社 正 衛 団 臨 時大 会 で は 、「全 国 大 会 を無 視 す る晋 州 の姜 相 鍋 と張

志 弼 の 二 人 を懲 戒 させ る こ と」 が決 議 され た 。 しか し、 張 志 弼 は本 部 常務 委 員 と して 姜 相

鍋 は 晋 州 の 常 務 委 員 と して依 然 と活 動 して い た235。

1925年3月 に馬 山 で 「南 鮮 委 員 会 」 が 開 かれ た 。 この 委 員 会 で は 二派 に よ り分 裂 して い

231『 朝 鮮 日 報 』1924年10
.月1日 付 。

232遠 島 哲 男 「朝 鮮 の 社 会 運 動 衡 平 社 視 察 記 」 『殖 民 』1924年10
.月、130頁 。

233『 朝 鮮 日 報 』1924年10
.月1日 付 。

234『 東 亜 日 報 』1924年9月9日 付
。

235『 朝 鮮 日 報 』1925年1月17日 付
。
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た衡 平 運 動 を一 つ にす る た め 、「晋 州 連 盟 本 部 を ソ ウル に移 転 させ る こ と」を 中央 総本 部(ソ

ウル)で 協 議 す る委 員(5名)を 特 派 す る こ とが 決 定 され た236。1925年4月24日 ・25日

の 第3回 全 国 大 会 で よ うや く運 動 が 一っ に な る。 そ う して 、 中央 執 行 委 員 の な か に 姜相 鍋

も選 ば れ 、 晋 州 連 盟 本 部 は晋 州 衡 平 社 と改称 した237。 この よ うに衡 平 運 動 は1年 間 以 上 の

葛藤 を経 た 後 に一 つ に な っ た。

前 述 した1925年4月24日 ・25日 の衡 平 社 第3回 大会 で は 、地 方 の代 表130余 名 が参 加

し、様 々 な項 目を決 定 した。 差 別 ・生活 ・団 結 ・教 育 に関 す る件 が 討 議 され 、 この 大 会 か

ら初 め て 社 員 の 生 活 問題 が取 り上 げ られ た こ とが わ か る。 生 活 問題 で は屠 場 ・屠 夫料 金 、

食 肉販 売 、 牛 皮 乾 燥 所 な どに 関す る件 が決 議 され た238。

1925年4.月 以 降 は衡 平 社 の組 織 が拡 大 した。 先 に述 べ た が 、下位 団体 の衡 平 青 年 会 ・衡

平 学 友 会 が 組 織 され た た め で あ る。 衡 平 青年 会 ・衡 平 学 友 会 が 組 織 され た こ とで 、 各 地 域

に勧 学 団 が 派 遣 され て い る。

最 後 に 晋 州 か らソ ウル へ 本 部 が移 転 した 後 の 変 化 をま とめて み た 。

① 指 導 勢 力 の 変 化:南 部 地 域 か ら中部 地 域 の指 導者 へ 主 導 権 が 移 動

② 中央 委 員:晋 州 以 外 の地 域 で 「白丁 」 出 身 で は な い 中央 委 員 が登 場

③ 活 動 方 向:社 員 の人 権 と団体 の経 済 利 益 を 強調

④ 他 団 体 との 交 流:社 会 運 動 団体 と全 国 的 に交 流

第3節 衡 平 運 動 の受 難:反 衡 平 運 動 の 類 型

この節 で は 、 衡 平 運 動 を展 開す る過 程 で起 き た衝 突や 襲 撃 事 件 、 そ れ に とも な う平 民 た

ちの 動 向 につ い て 考 察 してみ よ う。 当 時 の新 聞記 事 を み る と、 衡 平 運 動 に反 対 す る衝 突 や

襲 撃 事 件 を 「反 衡 平 運 動 」 と名 づ け て い る239。 こ こで は 、衡 平 運 動 の受 難 、す な わ ち反 衡

平 運 動 につ い て 衝 突 の 類 型 を分 析 し、反 衡 平運 動 が 起 きた原 因 、 事 件 の 衝 突 類 型 、解 決 方

236『 東 亜 日報 』1925年3
.月16日 付 。

237『 東 亜 日報 』1925年3月20日 付
。

238『 東 亜 日報 』1925年4月14日
、4月24日 付 。

239筆 者 は
、 衡 平 運 動 に反 対 す る動 き や 衝 突 、 襲 撃 件 を 反 衡 平 運 動 と して 考 察 す る 。 最 初 の 農 民 と衡 平

社 員 の 衝 突 事 件 は1923年5.月13日 の 「晋 州 衡 平 社 の 創 立 反 対 」(『 東 亜 日報 』1923年5.月30日 付)

事 件 で あ る 。 「反 衡 平 運 動 」 と い う用 語 が 最 初 に 出 る 記 事 は 、『東 亜 日報 』1923年8月23日 付 「金 海

郡 で 労 働 者 と農 民 が 反 衡 平 運 動 」 の 記 事 で あ る 。筆 者 も衡 平 運 動 に反 対 す る動 きや 衝 突 、襲 撃 件 を 反

衡 平 運 動 と して 考 察 す る。
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法 に関 して 分 析 しなが ら、朝 鮮 社 会 と衡 平 運 動 の 関係 につ い て 考 察 してみ よ う。

1920年8月28日 に慶 尚南 道 山清 郡 で 、 平 民 が 旧 「白丁 」 身 分 に対 す る不 満 が原 因 で検

挙 され る事 件 が 起 き る24°。 そ の事 件 で 、慶 尚 南道 山清 郡 舟城 面城 内 里 に住 む 許 定 ら3名 が

「騒 擾 」 を起 した 罪 で 検 挙 され た。 彼 らが 検 挙 され た 理 由 は、 城 内里 居 住 の 旧 「白丁 」 出

身者(趙 介 伊 ら20名)に 対 し、許 定 ら3名 は 「旧韓 国時 代 と比 べ 白丁 は 生意 気 に な り、 さ

らに横 暴 で あ る」 とい い 、「牛 肉非 買 宣 伝 文 書 」 の 印刷 物 を配布 し、100余 名 を集 め て 示 威

した こ とで あ った 。

上 記 の 事 件 で は次 の こ とが推 測 で き る。

一 つ 目に
、慶 尚南 道 山清 郡 舟 城 面 城 内里 に住 む 旧 「白丁 」 出身 者(趙 介 伊 ら20名)の 職

業 は 、城 内 里 で 食 肉店 を営 ん で い た こ とが わ か る。

二 つ 目に、 平 民 た ち は 、 旧 「白丁 」 出身 者 に対 し 「旧韓 国 時 代 と比 べ て生 意 気 に 」 な っ

た とい う 「賎 視 」 意 識 か ら、 旧 「白丁 」 に 対 す る不 満 を個 人 的 で は な く、住 民 を集 めて集

団 で 行 動 して い た こ とが わ か る。

三 つ 目に、 平 民 た ち は食 肉店 を経 営 して い る 旧 「白丁 」 に 対 し 「牛 肉非 買 宣伝 文 」 を配

布 し、 旧 「白丁 」 の生 業 を脅 か した こ とが わ か る。 こ の よ うな平 民 が 旧 「白丁 」 の 生 業 を

脅 か す 動 きは 、1923年 以 降 の平 民 た ち に よ る反 衡 平 運 動 で よ く見 られ る こ とで あ る。

次 の 表 は1923年 か ら1935年 ま で に お い て 、 総 督 府 警 務 局 の資 料 か らわ か る衡 平運 動 の

衝 突 事 件 数 を表 した 表 で あ る。

表16年 度別反衡平運動の衝突事件数

年 度

事件数

1923

17

1924

13

1925

14

1926

14

1927

44

1928

60

1929

68

1930

67

1931

52

1932

31

1933

26

1934

27

1935

27

出 典:朝 鮮 総 督 府 警 務 局 『最 近 に 於 け る 朝 鮮 治 安 状 況 』(1936年 、137頁)に よ り作 成 。 し か し 、 朝 鮮

総 督 府 警 務 局 『治 安 状 況 』(1924年12月 、54頁)で は1924年 の 事 件 数 を10で 記 録 して い る。

事 件 数 は1923年 に17で あ っ た の が 、1924年 に は13に 減 少 して い る が 、1925年 か ら1929

年 ま で 増 加 して い る こ と が わ か る 。1925年 か ら1929年 ま で の 衡 平 運 動 は 全 国 で 支 ・分 社

24°「慶 南 高等 警 察 関係 摘録 」1920年8月28日 。
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が設 立 され 、 支 ・分 社 数 が増 加 した 時期 で あ る。 ま た 、 衡 平 社 は運 動 に対 す る新 計 画 や 差

別 待 遇 を撤 廃 させ るた め 、 さま ざま な動 き を と った 時 期 で も あ る241。 反 衡 平 運 動 の事 件 数

が 最 も多 か った の は、1929年 の68件 で あ る。

次 の反 衡 平 運 動 事 件 表 は、 論 文 末 尾 の 「新 聞 記 事 、 総 督府 資 料 に よ る衡 平 運 動 に 関す る

一 覧 表 」 を も とに筆 者 が作 成 した もの で あ る(『 東 亜 日報 』 は 『東 亜 』
、『朝鮮 日報 』 は 『朝

鮮 』 と表 記)。

1923年 か ら1934年 ま で の反 衡 平 運 動 の衝 突 ・襲 撃 事 件 の 内容 、 そ の事 件 の結 果 お よび

解 決 方 法 を整 理 してみ た。 これ らの反 衡 平運 動 の 類 型 を分 類 し、 そ の原 因 につ い て考 察 し

て み よ う。

表17反 衡 平 運 動 事 件(1923年 ～1934年)

事件発生 日付 衝 突 ・事件 の 内容 事件の結果および解決方法 出典

1923年5.月13日 慶南晋州で衡平社の創立反対 労働共済会の仲裁 『東 亜 』

1923年5月30日 付

1923年5.月25日 慶南晋州の居酒屋 で衡平支社長が 警察の鎮圧 『朝 鮮 』

殴打 され る 1923年6月14日 付

1923年5月 居 酒屋 で20名 に衡 平社長 が殴打 『東 亜 』

1923年5月25日 付

1923年6月 慶北蔚山で警察の牛 肉検印で是非 事 件 の 内容 を調 査 し、総督 府 当 『朝 鮮 』

が問 われ た 局で販売禁止を交渉 1923年6月30日 付

1923年6月20日 全北群山で衡平社 の寄付金 が拒絶 『朝 鮮 』

され た 1923年6月28日 付

1923年7月4日 全 北 群 山 の飲 食店 で、 牛 肉 を飲食 『東 亜 』

店組合が直接販売 1923年7月8日 付

1923年7.月13日 全 南 木 浦 で平 民 が経 営 す る旅 館 ・ 『東 亜 』

酒類製造 ・飲食店 の各組合 で衡平 1923年8月23日 付

運動に反対 し食 肉組合が発起

1923年7.月24日 慶 南 三 嘉 の居 酒屋 で 「白丁」 が 飲 三 嘉青 年 と、 労働 同友 会 が平 民 『東 亜 』

酒 を説得 1923年8月4日 付

1923年8.月14日 慶南金海 の歓迎式 で平民が衡平社 『東 亜 』

員の同席を拒否 1923年8月20日 付

1923年8.月16日 慶 北漆 谷 で平 民 が 「白丁 」 を殴打 『毎 日申報 』

1923年8月24日 付

1923年8月16日 慶 南金 海 で平 民 と 「白丁 」が 結婚 農 民1千 余名 が 「白丁 」 と結婚 『新 韓 民報 』

し た 平 民 チ ェ ・ ト ン ミ ョ ン 1923年9月20日 付

(司OO)の 家 を破 壊

1923年8月19日 慶南河東で衡平社分社の創立 を弾 『朝 鮮 』

圧 1923年8月25日 付

1923年9.月4日 忠北堤川 で堤川衡平分社の創立を 調 査委 員 を選 出 し、堤川 に派 遣。 『朝 鮮 』

弾 圧。衡 平社員 に平涼 子(朝 碧 ゜D 1923年9月9日 付

をか ぶ らせ よ う 『東 亜 』

1923年9.月11日 付

1923年9.月7日 慶南統栄で警察 と衡平社員が喧嘩 『朝 鮮 』

1923年9.月24日 付

1923年10.月 慶南陳川 で面長の税金の誤用で衡 『朝 鮮 』

241『 東 亜 日 報 』1925年2月9日
、2月16日 、2月27日 付 。
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平社員 と衝突 1923年10.月22日 付

1923年11.月 慶南三嘉で警察が衡平社員 に対 し 『朝 鮮 』

て侮辱的行動で衝突 1923年12.月3日 付

1924年5.月 慶南で平民と衡平社員が喧嘩 『朝 鮮 』

1924年5.月12日 付

1924年5.月8日 慶南固城 で平民が衡平社員 に対 し 衡平社側で告訴 『朝 鮮 』

て侮辱的言辞 1924年5.月14日 付

1924年6.月4日 忠南 扶 余 で食 肉 の販 売 中 に 「不遜 『朝 鮮 』

な態度 」 が原 因 で平 民 と衝 突 1924年7.月14日 付

1924年6.月12日 忠南洪 城 で衡 平社 員 が 「不遜 」 だ 警 察 に社員 の保 護 を要 請。 在京 『朝 鮮 』

と平 民 と衝 突 の衡平社員 を派遣 1924年6.月21日 付

1924年7.月 慶北大邸 で土地貸借の問題 で平民 本部で衡平社員 を特派 『毎 日申報 』

と衝突 1924年7.月7日 付

1924年7.月9日 忠南笠場の学習講習会で社員の子 『東 亜 』

女 と平民 が共 学 にな り衝 突 1924年7月18日 付

1924年12.月25日 忠南江景の官公署で官公吏の差別 『朝 鮮 』

1925年1月2日 付

1925年3.月18日 忠南洪 城 で平 民 に 「不 遜 な態 度 」 『朝 鮮 』

を とった と衡 平社 員 を殴 打 1925年4月14日 付

1925年4.月6日 全 北 沃溝 で衡 平社 員 が 「一 般 人 」 『朝 鮮 』

に 「不 遜 な行 動 」 を して衡 平 社 員 1925年4月15日 付

が殴打
1925年4.月10日 慶北達城 で衡平社員の子女 の学校 「一般 人 」の牛 肉不 買同盟 『東 亜 』

の入学不許問題 1925年5.月21日 付

1925年4.月11日 忠北忠州で警察が衡平社員 に侮辱 『朝 鮮 』

的な態度 1925年4.月15日 付

1925年4.月18日 慶北の英陽で英陽普通公立学校の 学校費の不納同盟 『朝 鮮 』

入学不許問題 1925年4月24日 付

1925年5.月7日 忠北鎮川で平民 と喧嘩 張志弼 を派遣 し事件 の真相 を調 『東 亜 』

査 1925年5月18日 付

1925年5.月25日 慶 南 晋 州 で 「白丁」 の 独 占であ る 食 肉価 格 を2割 安 く して屠 夫 た 『東 亜 』

牛 肉販 売権 を 「一 般 人 」 の購 買組 ちがデ モ を断行 1925年5月28日 付

合で牛肉を提供 し衝突
1925年6.月9日 全 北益 山で平 民 に 「不遜 な言 辞」 『朝 鮮 』

1925年6.月14日 付

1925年7.月24日 慶南三嘉で 日本人 が衡平社員 を侮 各 地 の衡 平社員 に応 援 を要 請 、 『東 亜 』

辱 衡平社緊急総会 1925年7.月30日 付

1925年8.月9日 慶北礼泉での衡平社祝賀式 で礼泉 『朝 鮮 』

青年会長の祝辞問題 1925年8.月16日 付

1925年8.月 慶北礼泉で数千人 の農民が礼泉衡 襲撃 した関係者が検挙 『東 亜 』

平分社 を襲撃 1925年8.月16日 付

1925年8.月13日 慶北弦風の衡平少年雄弁大会で演 『朝 鮮 』

説内容が原因にな り衝突 1925年8月16日 付

1925年8.月20日 慶北の倭館衡平分社で総会 を反対 『東 亜 』

し衝突 1925年8月18日 付

1925年9.月 慶北大邸 の農民数十人が衡平社員 暴行者5人 を検挙 『東 亜 』

を暴行 1925年9月4日 付

1925年9.月1日 忠南論山で屠夫の食 肉分配 で平民 被害者の衡平社員が警察署 に診 『朝 鮮 』

と衝突 断 書 を添付 して告訴 を準備。 1925年9月6日 付

1925年9.月5日 慶北金泉で面の議員候補で選ばれ 『東 亜 』

た衡平社員 を拒否 1925年9月8日 付

1925年10月8日 全 北黄 登 で戸籍 に 「白丁 」の表 示 『東 亜 』

1925年10月3日 付

1925年10月9日 忠南 論 山 の食 堂 で 「白丁 」 に食 事 警 察 は食 堂の 店主 に 同調。 常務 『毎 日新 報 』

販売を拒否 委員の李東換を派遣 1925年10月13日 付

1925年10月16日 慶北栄州の春秋祭享(村 の祭祀) 警 察 は加 害者 だ けを かば った 『朝 鮮 』

で 「白丁」 が もっ て きた 肉 を両 班 1925年10月22日 付

が拒否
1925年11.月6日 忠南海 美 で 「白丁」 が 酒 を飲 ん だ 特 派員 を派遣。 『朝 鮮 』

と 「一般 人」 が暴 行 1925年11月12日 付

1925年11.月6日 忠北舟陽の牛市場で仲介人と衝突 『朝 鮮 』

1925年11月11日 付

1925年11.月15日 平壌大同郡で食肉販売業者 であ る 原因は不明 『東 亜 』

金 ダル へ(7R曾 司)が 殺 害 1925年11月15日 付

1925年12月3日 平壌大同郡で食肉販売業者 の金ダ 自殺で推定 『東 亜 』

ル へ の殺 害事件 1925年12月3日 付

71



1925年12月4日 忠南保 寧で衡平社員である苧布組 『東 亜 』

合の書記が平民に侮辱 1925年12月20日 付

1926年1月5日 全 北 成 悦 で 「白丁」 に強姦 未 遂 、 『朝 鮮 』

暴行 1926年3.月26日 付

1926年1月7日 全 北 群 山 で妓 生 に 「白丁 」 の娘 だ 『東 亜 』

と暴行 1926年1.月11日 付

1926年1月17日 忠南洪城 で衡平社員が暴行 、金銭 『朝 鮮 』

も強奪 1926年3.月26日 付

1926年1月30日 忠南論山で牛肉の値段を安 く売 る 『東 亜 』

こ と を要求 した が 、断 っ て平 民 が 1926年2.月4日 付

暴行
1926年2月5日 全北益山で突然平民が衡平社員を 京城本部の徐光勲を急派 『東 亜 』

殴打 1926年2月8日 付

1926年2月23日 全北益 山で不当な税金徴収 京城本部の張志弼の告訴を提起 『朝 鮮 』

1926年2月26日 付

1926年3月 全北益山の面事務所(村 役所)で 『朝 鮮 』

屠場の使用量を不正徴収 1926年3月29日 付

1926年3月7日 慶南密陽で衡平社員を暴行 調 査 団 を派遣 、「一 般 民」が食 肉 『朝 鮮 』

非買同盟を決議 1926年3.月29日 付

1926年3月7日 忠南論山の居酒屋 で平民が衡平社 『朝 鮮 』

員 を暴行 1926年3.月11日 付

1926年3月7日 忠南海 美で衡平社 の看板に落書 き 「一般 人 」が食 肉非 買同盟 を結 『朝 鮮 』

と衡平社員に暴行 成 。 忠南 の笠 場衡 平社 で 同情金 1926年3.月28日 付

を募金
1926年3月21日 慶南徳 山で衡平社員を襲撃 『朝 鮮 』

1926年3月21日 付

1926年3月 慶 南 成 安 で 「普通 民 」 が遊 戯 す る 『朝 鮮 』

場 所 で 「白丁 」 が遊 戯 した と差別 1926年3月29日 付

した

1926年3.月 忠北 栄 洞 で 肉を安 く売 らない と営 正衛団で調査団を派遣 『朝 鮮 』

業権を取消 し 1926年3月29日 付

1926年4月11日 慶南金泉で衡平社員の販売組合が 平民の牛肉非買同盟 『朝 鮮 』

不 親 切 で暴 利 行為 す る とい い、 平 1926年4月15日 付

民と衡平社員が衝突
1926年4月28日 忠南鴻山で衡平社員 と中国人の衝 本社から委員を派遣 し調査 『朝 鮮 』

突 に 「一般 人 」 が衡平 社員 を乱打 1926年5月5日 付

『朝 鮮 』

1926年6.月10日 付

『朝 鮮 』

1926年7月6日 付

1926年6月4日 慶 南 固城 の契(刈:相 互扶 助組 織) 『朝 鮮 』

で衡平社員の入会を拒絶 1926年6月19日 付

1926年6月28日 全北裡里で衡平社員が平民に対 し 「一般 人 」の食 肉不 買 ・食 肉販 『朝 鮮 』
「不遜 な言辞 」 売 所 の組合 の設 立 を決 議。 衡 平 1926年8.月20日 付

社は謝罪文を発表 『朝 鮮 』

1926年8月28日 付

1926年8.月11日 忠南大田で衡平社員が襲われた 『東 亜 』

1926年10月27日 付

1926年8.月26日 忠北鳥致院で少年 団員 と平民が衝 『東 亜 』

突 1926年10月27日 付

1926年10月17日 全北参礼で衡平社員が賭博 平 民 の食 肉非 買 同盟。 衡平 社委 『東 亜 』

員に金銭流通を不許 1926年10月27日 付

1926年11.月 忠南論山で食肉販売店の移転問題 『朝 鮮 』

で警察と衝突 1926年12月12日 付

1926年12.月 全北参礼で駐在所 の巡査が衡平社 委員を選定し全州署長に抗議 『東 亜 』

員に対 し侮辱的言辞 1926年12月12日 付

1926年12.月 全北参礼で衡平社員がタバ コを吸 総連盟の規模の事件 の調査団を 『東 亜 』

った と巡 査が刀 で脅す 派 遣 。 1926年12月8日 付

1927年1月10日 忠南全義で一人が食 肉の臨時販売 すべての食 肉店が休業 『朝 鮮 』

所 を立て牛肉販売を強要 1927年1月13日 付

1927年1月10日 全北全州で衡平社員が妓生 を呼ん 積極的な対応を決議 『東 亜 』

だが 、「白丁」だ と来 な い。衡 平 社 1927年1月22日 付

員が憤慨
1927年6月 平民が衡平社員を殴打 告訴を準備 『東 亜 』

1927年7月3日 付

1927年6月6日 全北益山で差別的言辞に抗議す る 診断書 を添付 し告訴 『東 亜 』
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と平民が衡平社員を殴打 1927年6.月9日 付

1927年8.月9日 全北益山の市場で平民 と衡平社員
が喧嘩

告訴を準備 『東 亜 』

1927年8.月13日 付

1927年8.月10日 忠南洪城で洞民 と衡平社員 と衝突 『東 亜 』

1927年8.月15日 付

1927年12.月 忠南洪 城 で 「白丁」 の 喫煙 をみ て

面 長 が侮辱 的 言動

面長が衡平社に謝罪 『中 外 日 報 』

1928年1.月15日 付

1928年2.月3日 忠北鬼山で両班たちが 自衛 団を結
成

衡平社が 自衛団に解体の勧告文
を発送

『東 亜 』

1928年2.月3日 付

1928年2.月9日 忠南合徳 の食肉屋 で代金の後払い
を要求 した平民が断 られ衡平社員

を乱打。衡平社員は重症

傷 害罪 で 告訴。 事件 を調査 す る

ため 、李東 喚 を派遣

『東 亜 』

1928年2.月22日 付

1928年2月11日 忠南屯浦の普通学校で学生 の問に
差別問題発生

牛 肉非 買 同盟 、本 部 で調査 委員

を派遣

『東 亜 』

1928年2.月29日 付

1928年4.月15日 慶北栄川 で牛皮の問題で農民 と紛

争

慶 北 の支社 長 な ど、衡 平社 代表

を集合 し、李 東喚 ・朴 平 山 を派

遣 。

『東 亜 』

1928年4.月17日 付

1928年6月22日 全北任 実で平民が衡平社の組織 に

反対
平民が牛肉非買組合 の組織 『東 亜 』

1928年7.月2日 付

1928年7月9日 忠北鳥致院で警察署長が衡平社員
を侮辱的態度

警告状 を発送 し対策 を講究 『東 亜 』

1928年8.月23日 付

1928年7月9日 忠南論 山で衡平社員 と農民が衝突 警告状 を発送 し対策 を講究 『東 亜 』

1928年8.月23日 付

1928年7月15日 全 北 新 泰仁 邑で衡 平 社 員 と農 民 と

の衝 突。「白丁 」た ちの会 合 だ と承

諾 した会 堂 を開催 当 日に取消 し

『東 亜 』

1928年8.月23日 付

1928年8月12日 忠南の衡平社礼山分社の6周 年祝

賀式で衡平社員 と農民は同 じ社会
的立場であると発言 した ら農民が
反感

牛肉非買同盟総本部が業務妨害
で告訴 を準備

『東 亜 』

1928年8月22日 付

1928年8.月13日 忠南餅川 で衡平社員 に侮辱的言動
で衝突

警告状 を発送 して対策を講究 『東 亜 』

1928年8月23日 付

1928年 夏 忠南公州で差別的な発言で衡平社

員対市民紛糾
『東 亜 』

1928年9月24日 付

1928年11月4日 忠南 西 亭里 で 平 民 と衡 平社 員 が 喧

嘩 。 「白丁 」 とい う言葉 に憤慨

衡平社員が傷害暴行罪で告訴 『東 亜 』

1928年11月9日 付

1928年11月24日 忠南洪 城 で 「白丁」 が タバ コ を吸

った と平 民が 暴行

診断書 を添付 して平民を告訴 『東 亜 』

1928年12月5日 付

1929年1月16日 全北井 邑で衡平社員が平民に殴打 診断書 を添付 して平民を告訴 『朝 鮮 』

1929年1月23日 付

1929年2月4日 全北裡里で些細なことで平民 と衝

突

事件の真相の報告 と講演会 を開

催

『東 亜 』

1929年3月17日 付

1929年3月28日 慶 南 馬 山 で 衡 平 社 員 の 金 イ ル ド

(7A望 三)と 農 村 青 年 の金 パ ンシ

ゥェ(7R豊 到)の 問で 衝突 。 衡 平

社 員 が金 パ ンシ ゥェ を刺す

衡平社員に懲役九年 を求刑 『東 亜 』

1929年3月28日 付

『東 亜 』

1929年7月10日 付

『東 亜 』

1929年7.月11日 付

1929年4月19日 全 北 群 山 で衡 平社 員 の 母親 の墓 を

「一 般 人」 の墓 の 隣 に葬 っ た と平

民 と社 員 が衝 突

『中 外 日 報 』

1929年5.月3日

1929年4月20日 全 南 求 礼 で土 木組 合 員 が 「白丁 」

と仲 が 良 い と平 民 が土 木組 合 員 を

暴 行

暴 行罪 で告 訴 の準備 。 「一 般 人」

に よる食 肉販 売組合 が発起

『朝 鮮 』

1929年5月21日 付

1929年5月1日 忠南青陽で衡平社員 に平民が 「白

丁」 と呼んで衡 平社員が憤慨
衡平社員8名 を拘束 して調査 『東 亜 』

1929年5月10日 付

1929年5月2日 忠南 牙 山 で 「白丁」 だ と侮 辱 した

平 民 を殺 人

偶発的殺人罪が適用 『朝 鮮 』

1929年7月11日 付

1929年5月5日 忠南公州の居酒屋 で喧嘩。通 り過
ぎた村の両班が衡平社員を靴で殴

打

周辺の衡平社員数十人が包丁 と

棒で居酒屋の店主を威嚇。暴力
行為違反で拘束

『東 亜 』

1929年5月15日 付

1929年6.月 慶 南 温 泉 で買 掛金 の督促 で平 民 が

「白丁」 に侮辱 的態度

『朝 鮮 』

1929年7月1日 付

1929年6月 旅館業者の平民が衡平社員 に侮辱 『朝 鮮 』

1929年7月1日 付

1929年6月 忠南洪城の屠場で使用禁止の命令 衡平社総本部が道庁に陳情 『朝 鮮 』

73



1929年8.月31日 付

1929年6.月17日 忠南天安で食肉販売の女性 に差別
的待遇

差 別待 遇 を した任 時鉱 を衡 平社

員4人 が 殴打。 任 氏 は入院 、衡

平 社員4人 は拘 束

『東 亜 』

1929年6.月23日 付

1929年6月19日 忠北清州で衡平社員が計画 し村 を
襲撃

襲撃 した衡平社員が起訴 され、
有罪判決

『朝 鮮 』

1929年8.月31日 付

1929年8月22日 忠南保 寧 で 「白丁」 の 「言 葉 遣 い

が無礼 」 だ と平 民が暴 行

平民を傷害罪で告訴 『朝 鮮 』

1929年8.月31日 付

1930年6月25日 忠南青陽で平民が衡平社員 に対 し

侮辱的言動。平民に対 し反抗 した
といい衡平社員 を不法監禁

・平 民側 は衡 平社 員 を批判 す る

演説 会 を開催 し、衡 平社 員 が

売 る物 の非 売買 同盟 を計 画。

ま た、 普通 学校 で衡 平社 員 の

子女 を追い 出す。
・衡平 社側 は傷 害罪 で平民4人

を告訴

『朝 鮮 』

1930年7.月6日 付

『朝 鮮 』

1930年7月8日 付

1930年9.月15日 平民 と紛争 警 察 の主 宰で 「白丁」 と平 民 が

和 解

『東 亜 』

1930年9.月28日 付

『中 外 日 報 』

1930年9月29日 付

1930年10.月 慶南居 昌で衡平社員の婦人が殺害 『朝 鮮 』

1930年11月1日 付

1932年5月 全北群山で屠場の臨検警官 が衡平

社員を殴打
群 山衡平支部で厳重に抗議。被
害者が診断書を添付 し告訴の準

備

『東 亜 』

1932年5.月8日 付

1932年7月7日 忠南 江 景 で 「一般 人 」 が喧 嘩 中に

「白丁 」 の よ うな者 だ と悪 口 を聞

いた 衡 平社 員 が そ の 「一般 人 」 の

家 を襲 撃

「一般 人 」の 家 を襲撃 した衡 平

社 員8～9人 を検 束 し調査

『東 亜 』

1932年7月27日 付

1933年1.月14日 忠南 論 山 で平 民 に 「白丁 」 だ と言

われ憤 慨。 包 丁 で刺 した

平 民 が全 治6週 間の診 断書 を持

って告 訴

『東 亜 』

1933年1月26日 付

1933年8.月 全南光州松汀里で白丁 とい う言葉

に憤慨 して平民を刺 し殺す
人を殺 した犯人超柞元は光州署
に送検、光州地方法院で公判

『東 亜 』

1933年8月30日 付

1933年9.月9日 慶 北 聞慶 で 「一般 民」 と衝 突

1934年10月 金 泉 の 玉 山洞 で洞 民 を募集 し、 衡

平 社員 を殴打

洞 民6名 を検 挙 し、取 調べ 『東 亜 』

1934年10月28日 付

この 反衡 平 運 動 事 件 表 に よ り次 の よ うな8つ の 類 型 に分 類 で き る。

① 衡 平 社 の創 立 式 の妨 害

② 「不 遜 な 態 度 」 「不 遜 な言 葉 遣 い」

③ 飲 酒 や 喫煙 に よ る暴 行

④ 村 の 共 同 事 業 へ の参 加 拒 否 ・共 同場 所 へ の使 用拒 否

⑤ 旧 「白丁 」 子 女 の教 育

⑥ 結 婚

⑦ 衡 平 社 員 ・旧 「白丁 」 出身 者 に対 す る暴行

⑧ そ の 他

これ ら8つ の 類 型 に基 づ き 、反 衡 平 運 動 の 内容 と解 決 方 法 につ い て分 析 し、反 衡 平運 動

の発 生 原 因 につ い て 考 え てみ よ う。
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ま ず 、 ① 衡 平 社 の 創 立 式 の妨 害 につ い て み て み よ う。

最 初 の 反 衡 平 運 動 事 件 は、1923年5.月13日 に慶 尚南 道 晋 州 で 起 き た。 衡 平 社 創 立祝 賀

式 が 終 わ った 後 、晋 州 の農 民 お よそ2千5百 人 が衡 平 社 の 解 散 を も とめ 、集 会 を 開 い た242。

そ の集 会 で 、 農 民 た ち は 、次 の よ うな項 目を決 議 して い る243。

一 衡 平 社 に 関係 の あ る者 は 白丁 と等 し く待 遇 す る こ と

一 牛 肉 は必 ず 非 買 同盟 す る こ と

一 晋 州 青 年 会 は衡 平 社 と関 わ らな い よ うに す る こ と

一 労 働 共 済 会 で は衡 平 社 に対 して 絶 対 に 関 わ らな い よ うにす る こ と

一 衡 平 社 を排 斥 す る こ と

上 記 の 決 議 内 容 か ら 、晋 州 に 住 む 農 民 は 衡 平 社 が 他 の 団 体(「 晋 州 青 年 会 」 「労 働 共 済 会 」

な ど)と 交 流 や 連 帯 を 恐 れ て 、 創 立 式 を 妨 害 した こ とが わ か る 。

同 様 の 理 由 で 、1923年8月19日 に 慶 尚 南 道 河 東 で 労 農 組 合70名 が 衡 平 社 分 社 の 創 立 を

弾 圧 す る 事 件 が 起 き た244。

1925年8.月9日 に 慶 尚 北 道 礼 泉 に お け る 礼 泉 衡 平 分 社 の 祝 賀 式 で 、礼 泉 青 年 会 長 の 祝 辞

問 題 が 原 因 で 衝 突 事 件 が あ っ た 。 こ の 反 衡 平 運 動 事 件 は 、1925年8月9日 か ら事 件 が 終 結

す る1926年5月13日 ま で 、9ヶ 月 間 も続 い た245。

礼 泉 反 衡 平 運 動 に 関 す る 記 事 数 は 、 『朝 鮮 日報 』 が64件 、 『東 亜 日報 』 は12件 で あ る 。

こ の 礼 泉 反 衡 平 運 動 は 反 衡 平 運 動 の な か で も 最 も 大 き な 事 件 で あ っ た 。 問 題 に な っ た 礼 泉

青 年 会 長 の 祝 辞 は 「衡 平 運 動 の 不 要 」 に 関 す る 内 容 で あ る 。 こ の 礼 泉 分 社 の 祝 賀 式 が 終 わ

っ た 後 、 平 民 た ち は 衡 平 社 員 の 態 度 に 対 し て 不 満 を も ち 、 祝 賀 式 が 終 わ っ た 夜8時 ご ろ に

500余 名 の 農 民 が 集 結 し て 衡 平 分 社 を 襲 撃 し た 。

242『東 亜 日報 』1923年5 .月14日 付 。
243『東 亜 日報 』1923年5月20日

、5.月30日 付。
244『朝鮮 日報 』1923年8 .月25日 付 。
245『朝鮮 日報 』1925年8月16日 付 。『東 亜 日報 』1925年8月16日 付 。
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衡 平社 員 は こ の反 衡 平 運 動 につ い て 、参 加 した の が 農 民 で あ る こ とか ら 「労農 会 」 に そ

の 責任 が あ る と判 断 した。そ の 結 果 、礼 泉 衡 平分 社 は 「労農 会 」に警 告 文 を発 送 して い る246。

翌10日 に農 民 数 千 人 が集 ま り、本 部 中央 執行 委 員 で あ る張 志 弼 と李 笑 に 暴行 した。ま た 、

衡 平 社 員 の 家 を襲 撃 し、男 女 間 わず 衡 平 社 員 に 暴 行 を加 えた 。 そ れ か ら、農 民 た ち は衡 平

社 に関 わ った 人 に対 し 「新 白丁 」 と呼び 、 関 わ った 人 々 を排 斥 した247。

礼 泉衡 平 分 社 の反 衡 平 運 動 事 件 を受 け て衡 平社 中央 執 行 委 員 会 は慶 尚南 道 の安 東 衡 平 支

社(慶 尚北 道 の 第2支 社)で 緊急 総 会 を 開 い た248。

この 安 東 で の 緊 急 総 会 で、 衡 平 社 は 「最 後 の社 員1人 が 残 る まで 、礼 泉 農 民 に対 抗 す る

こ と」 を決 議 した 。 ま た 、礼 泉 青 年 会 と大邸 青年 同 盟 で は 、 こ の礼 泉 反 衡 平 運 動 事 件 へ の

対策 が 討議 され た 。そ の討 議 の 内容 を み る と、「衡 平 運 動 の根 本 精 神 を一 般 民衆 に理 解 させ

る こ と」 の 項 が あ る249。 こ の討 議 の 内容 で 、 平 民 た ち には 衡 平 運 動 に対 す る理 解 が足 りな

い と判 断 して い た こ とが わ か る。 そ の解 決 方 法 と して 衡 平 社 は民 衆 を啓 蒙 し、社 会 団 体 と

の 結 束 を維 持 しよ う と した。

一 方
、1925年8月20日 に慶 尚 南道 統 営衡 平 分社 で 緊 急 総 会 が 開 かれ 、総 会 で 「応 援 隊 」

が組 織 され た 。 また 、 礼 泉 反 衡 平 運 動 事 件 の 時 に 暴 行 の被 害 に あ っ た社 員 の た め 、募 金 を

して そ れ を送 る こ とに した250。

各 地 域 の 衡 平 支 ・分 社(慶 尚南 道 で は成 安251・ 馬 山252、 慶 尚北 道 で は大 邸253・ 安 東 分 社

254)で は 総 会 が 開 催 され
、 礼 泉 分 社 を援 助 す る こ とが討 議 され た 。

ま た 、衡 平 社 本 部 は各 支 ・分 社 に対 し、 「礼 泉 衝 撃 事 件 の 顛 末 と対 策 の報 告 」 「事件 の 調

査 委 員 派 遣 」「激 励 文 の発 送 」「衡 平社 員 の た め の 講 演 会 」「平 民 た ち を対 象 に した衡 平運 動

246『 東 亜 日 報 』1925年8
.月15日 付 。

247『 時 代 日 報 』1925年8
.月20日 付 。

248『 時 代 日 報 』1925年8月27日 付
。 『東 亜 日 報 』1925年8月27日 付 。

249『 時 代 日 報 』1925年8月27日 付
。 『東 亜 日 報 』1925年8月27日 付 。

25° 『東 亜 日 報 』1925年8月25日 付
。

251『 東 亜 日 報 』1925年9
.月8日 付 。

252『 朝 鮮 日 報 』1925年8月25日 付
。

253『 東 亜 日 報 』1925年8
.月19日 付 。

254『 朝 鮮 日 報 』1925年8月25日 付
。
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の 啓 蒙 活 動 」 な どの対 策 を通 じて 、礼 泉 反 衡 平 運 動 に対 応 した255。

1925年8月20日 に は 、慶 尚北 道 の倭 館 衡 平分 社 で 総 会 開 催 が反 対 され 、 平 民 と衡 平社

員 が衝 突 した 事 件 が あ っ た256。

衡 平社 員 で あ る朴 平 山 は 、この反 衡 平運 動 事件 の 発 生 原 因 につ い て 「農 民や 地 主 の扇 動 」

に よ り、旧 「白丁 」の 衡 平 運 動 に よ っ て 「農 民 や 地 主 の社 会 的 地 位 が 下 が る」と分 析 した。

要 す る に、 平 民 は衡 平 運 動 が 旧 「白丁 」 の社 会 的 地位 を上 げ る 「両 班 運 動 」 と して み て い

た た め 、 反 衡 平 運 動 が 起 きた とい うこ とで あ る257。

この よ うな ① 衡 平 社創 立 式 を妨 害 す る反 衡 平 運 動 事件 か らわ か る こ とは 、 平 民 は 旧 「白

丁 」 の 社 会 的 地位 を 向上 させ る衡 平 運 動 を組 織化 させ ない よ うに、 創 立式 を妨 害 した こ と

で あ る。 平 民 に は まだ 、 旧 「白丁 」 に対 す る根 強 い 身分 意識 が残 っ て い る こ とが わ か る。

ま た 、 衡 平 社 の 指 導 者 で あ る 中央 執 行 委 員 や他 の 衡 平 社 員 、 衡 平 社 を支 持 す る人 に ま で 暴

行 を加 えた の は 、 衡 平 運 動 が 拡 大 され る こ とを恐 れ た た め で あ る と考 え られ る。

この よ うな 衡 平 社 創 立 式 の妨 害 事 件 は 、1928年6.月22日 まで み られ る。 全 羅 北道 任 実

で衡 平 分 社 が 組 織 され 、 平 民 が反 対 して 衝 突 が起 き た258。 平 民 は 任 実 衡 平 分 社 を妨 害す る

た め 「牛 肉非 買 組 合 」 を組 織 して い た。

引 き続 き、 ② 「不 遜 な態 度 」 「不 遜 な言 葉 遣 い 」 に関 す る反 衡 平 運 動 をみ て み よ う。

1924年5月8日 に慶 尚南 道 固城 で 平 民 と衡 平社 員 が 衝 突 した事 件 が あ っ た。平 民 が衡 平 社

員 に対 し侮 辱 的 な言 葉 遣 い を した の が理 由で あ った 。1924年6月4日 には 、忠清 南 道扶 余

で衡 平 社 員 が 食 肉 の販 売 中 に平 民 に対 して 「不遜 な 態度 」 を とっ た と して 、 平 民 か ら暴 行

を加 え られ る事 件 が あ っ た259。 ま た 、同年6.月12日 に も忠清 南道 洪 城 で 、衡 平社 員 の 「態

度 が 不 遜 」 だ と して、 平 民 が衡 平 社 員 に対 して 暴 行 を加 え る事 件 が あ っ た26°。

255『 東 亜 日 報 』1925年8
.月18日 、8.月27日 付 。 『東 亜 日 報 』1926年1月10日 、4.月30日 付 。 『朝 鮮 日

報 』1925年8月19日 、8月24日 付 。
256『 東 亜 日 報 』1925年8月18日 付

。

257朴 平 山 「衡 平 運 動 の 意 義 と 歴 史 的 考 察 」 『正 進 』 第1号
、1929年 、12頁 。

258『 東 亜 日 報 』1928年7月2日 付
。

259『 朝 鮮 日 報 』1924年7
.月14日 付 。

260『 朝 鮮 日 報 』1924年6月21日 付
。
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ま た 、1年 後 の1925年3月18日 に は 、 忠 清 南 道洪 城 で 衡 平 社 員 が平 民 に対 し 「不 遜 な

態度 」 の た め平 民 に殴 打 され た事 件 が起 き て い る261。 同年 の4.月6日 も全 羅 北 道 沃 溝 で 、

衡 平 社 員 が 「一 般 人 」に 「不 遜 な行 動 」が原 因 で 殴 打 され る事 件 が あ っ た262。 さ らに 、1925

年4,月11日 に は忠 清 北 道 忠 州 で 、警 察 が 「侮 辱 的 な態 度 」だ と して衡 平 社 員 と警 察 が 衝 突

した 事 件 が あ った263。 ま た 、同年6,月9日 に は全 羅 北道 益 山で 、衡 平社 員 が 「不 遜 な言 辞 」

が原 因 で 平 民 に殴 打 され る事 件 が起 き た264。1925年7月24日 に は慶 尚南 道 三 嘉 で 日本 人

が衡 平 社 員 を侮 辱 し、 衡 平 社 員 と衝 突 した事 件 が あ っ た。 こ の事 件 で三 嘉 衡 平分 社 は 、 各

地 の衡 平 社 員 に応 援 を要 請 し、衡 平 社 緊 急 総 会 が 開 か れ る こ とに した265。

そ れ か ら、1926年6月28日 に は全 羅 北道 裡 里 で 、衡 平 社 員 が 平 民 に対 し 「不 遜 な言 辞 」

が原 因 で 、 衡 平 社 員 が 殴 打 され た事 件 が あ っ た。 事 件 後 に平 民 は 「食 肉不 買 同盟 」 と 「食

肉販 売 所 の 組 合 の設 立 」 を決 議 して い る。 そ れ に対 し衡 平 社 は 、平 民 に対 す る謝 罪 文 を発

表 した266。

1927年6.月6日 に は全 羅 北 道 益 山 で 、 衡 平社 員 が 平 民 に殴 打 され る事 件 が あ っ た。 平

民 が衡 平 社 員 に対 し差 別 的 こ とば を言 っ た の が原 因 で あ っ た。 被 害 に あ っ た衡 平 社 員 は 、

診 断 書 を添 付 して 平 民 を 障害 罪 で告 訴 した267。

1928年8.月13日 に は忠 清 南 道 舎予川 で 、 平 民 が 衡 平 社 員 に侮 辱 的 な言 葉 遣 い を し、 平 民

と衝 突 す る事 件 が あ っ た。 含予川 衡 平 分 社 で は 平 民 に 警 告 状 を発 送 した268。1928年 夏 に は 、

忠 清 南 道公 州 で 差 別 的 な発 言 で衡 平 社 員 対 市 民 の 紛 糾 が あ っ た269。 そ して 、1929年6月 に

は慶 尚南 道 温 泉 で 買 掛 金 を督 促 す る と、 平 民 が衡 平 社 員 を侮 辱 し、 衝 突 す る事 件 が あ っ た

27°
。1929年8月22日 に は 忠清 南 道保 寧 で 、平 民 が衡 平社 員 に 暴 行 を加 えた 事 件 が あ っ た。

261『 朝 鮮 日 報 』1925年4月14日 付
。

262『 朝 鮮 日 報 』1925年4月15日 付
。

263『 朝 鮮 日 報 』1925年4月15日 付
。

264『 朝 鮮 日 報 』1925年6月14日 付
。

265『 東 亜 日 報 』1925年7月30日 付
。

266『 朝 鮮 日 報 』1926年8月20日
、8.月28日 付 。

267『 東 亜 日 報 』1927年6
.月9日 付 。

268『 東 亜 日 報 』1928年8月23日 付
。

269『 東 亜 日 報 』1928年9
.月24日 付 。

270『 朝 鮮 日 報 』1929年7月1日 付
。
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原 因 は 「白丁 」 の言 葉 遣 い が 無 礼 だ とい うこ とで あ った 。 そ の事 件 で平 民 は傷 害 罪 で告 訴

され た271。

1930年6.月25日 に忠 清 南 道 青 陽 で 、 平 民 の衡 平 社 員 に対 す る侮 辱 的言 動 が原 因 で衝 突

した 事 件 が あ った 。 こ の事 件 で衡 平 社 員 は 平 民 に反 抗 した とい うこ とで 、衡 平 社 員 を不 法

監禁 した。 事 件 後 、 平 民 側 で は衡 平 社 員 を批 判 す る演説 会 を 開催 し、衡 平 社 員 に は 物 を売

らな い 、衡 平 社 員 が生 産 した物 は 買 わ な い とい う 「非 売 買 同盟 」が計 画 され た。そ れ か ら、

普 通 学 校 で 衡 平 社 員 の 子 女 を追 い 出す こ とに した。 一方 、衡 平 社 側 は平 民4人 を 傷 害 罪 で

告 訴 した272。

こ こで 、上記 の ② 「不 遜 な 態 度 」「不 遜 な 言 葉 遣 い 」 に 関 して 、反 衡 平 運 動 と反 衡 平 運 動

に 対 す る衡 平 社 側 の対 応 につ い て ま とめ て み よ う。

② 「不 遜 な態 度 」 「不 遜 な言 葉 遣 い」 に関 す る反 衡 平 運 動 は 、主 に平 民 の暴 言 や 暴行 に よ

る こ とが 多 か った こ とが わ か る。 ま た 、 平 民側 は1926年6.月28日 の全 羅 北道 裡 里 で の 反

衡 平 事 件 と、1930年6.月25日 の 忠 清 南 道 青 陽 で の反 衡 平 事 件 後 に 、「食 肉不 買 同盟 」と 「食

肉販 売 所 の 組 合 設 立 」を決 議 した 。「食 肉不 買 同盟 」と 「食 肉販 売 所 の 組 合 設 立 」を通 じて 、

平 民 は 衡 平 社 員 に対 し経 済 的 に打 撃 を 与 え よ うと した こ とが わ か る。 ま た 、衡 平 運 動 の 中

心 で も あ る衡 平 社 員 の教 育 問題 に 関 して も、打 撃 を あ た え よ うと した とい え る。1920年 代

に よ り1930年 代 の 平 民 の反 衡 平 運 動 の 方 が よ り組 織 的 に動 い て い た こ とが分 か る。

一 方
、衡 平 社 側 は② 「不 遜 な態 度 」 「不 遜 な言 葉 遣 い」 に関 す る反 衡 平 事 件 に対 して どの

よ うに 対応 した のか につ い て み てみ よ う。

1924年5.月8日 の慶 尚南 道 固城 で の衝 突 事件 で は 、衡 平 社 員 は侮 辱 的 な言 葉 遣 い の た め、

平 民 を告 訴 した が 、 そ の結 果 は確 認 で き な い。1924年6月12日 の 忠清 南 道 洪 城 で の反 衡

平 運 動 事件 は 、 被 害 に あ った 衡 平 社 員 が警 察 と衡 平社 に保 護 を要 請 した た め解 決 され た 。

1925年7月24日 の慶 尚南 道 三嘉 で の反 衡 平 運 動 で は 、 衡 平 社 で緊 急 総 会 が 開 か れ 、 各 地

271『 朝 鮮 日 報 』1929年8
.月31日 付 。

272『 朝 鮮 日 報 』1930年7月6日
、7月8日 付 。
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の衡 平 社 員 に応 援 を要 請 した 。

残 念 な が ら、そ れ 以 外 の3件 の反 衡 平運 動 事件(1925年3月18日 の忠 清 南道 洪 城 、1925

年4月6日 の 全 羅 北 道 沃 溝 、1925年4.月11日 の 忠 清 南 道 忠 州 、1925年6月9日 の 全 羅 北

道 益 山)の 解 決 方 法 は確 認 で き て い。 傷 害 事 件 で 終 わ った とい うこ とは確 認 で き る。

しか し、1927年6月6日 の全 羅 北 道 益 山 と1929年8月22日 の忠 清 南 道 保 寧 で の反 衡 平

運 動 事 件 で は 、 衡 平 社 側 で は暴 行 を加 え た 平 民 に警 告 状 を発 送 され 、平 民 を傷 害罪 で 告 訴

す るな ど法 的 に対 応 して い る こ とが確 認 で き る。

これ らの 「不 遜 な態 度 」「不 遜 な言 葉 遣 い 」に 関 わ る平 民 との衝 突 事 件 、つ ま り反 衡 平 運

動 事 件 が発 生 した 原 因 は 、前 述 した① 衡 平 社 創 立 式 の妨 害 に もみ られ る よ うに 、 平 民 た ち

の 旧 「白丁 」 出身 者 に対 す る 「身 分 意 識 」 に よ り衡 平 社 員 に不 満 を も っ た こ とに あ る と考

え られ る。

次 に ③飲 酒 や 喫 煙 に よ る暴 行 につ い て み て み よ う。

1923年7.月24日 に慶 尚南 道 三 嘉 の居 酒 屋 で 、 「白丁 」 が 飲酒 した と平 民 が 暴行 を加 え、

衡 平 社 員 と衝 突 した 事 件 が起 き た。 この 事件 に 対 し三 嘉 衡 平 分 社 で は 、三 嘉 青 年 会 と労働

同 友 会 に連 絡 し、 平 民 が暴 行 しな い よ うに と説 得 す る こ とを依 頼 した。 結 果 、 三 嘉 青年 会

と労働 同 友 会 は農 民 を説 得 し、 この 事件 は解 決 した273。

ま た 、1927年12.月 に は 忠清 南 道 洪 城 で 、「白丁 」が 喫煙 して い る の を見 た 面長 が侮 辱 的

な 言 葉 を放 ち、 衡 平 社 員 と面 長 が衝 突 した 事件 が あ っ た274。 そ の 事 件 後 、 洪 城 衡 平分 社 は

面長 に 対 し謝 罪 を要 求 す る。面 長 は洪 城 衡 平 分社 の 要 求 通 り衡 平 社 員 に謝 罪 し、解 決 した 。

上 記 の飲 酒 や 喫 煙 に よ る衝 突 事 件 は 、前 述 した② 「不遜 な 態 度 」「不遜 な 言 葉 遣 い 」 と同

様 、 平 民 に残 って い る 「身 分 意 識 」 が原 因 だ と考 え られ る。

次 に ④ 村 の 共 同事 業 へ の参 加 拒 否 ・村 の 共 同場 所 の使 用拒 否 につ い て み て み よ う。

1923年6.月20日 に全 羅 北 道 群 山 で 、衡 平社 の 寄 付 金 を平 民 た ち が 断 っ た事 件 が 起 っ た 。

273『 東 亜 日 報 』1923年8月4日 付
。

274『 中 外 日 報 』1928年1
.月15日 付 。
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理 由は 「寄 付 金 で あ っ て も 白丁 の お金 は も ら えな い 」 とい うもの で あ っ た275。1923年8月

14日 に は慶 尚南 道 金 海 で 、農 民 ・労働 者 対衡 平社 員 とい う反 衡 平 運 動 事 件 が あ っ た。金 海

衡 平 分 社 の歓 迎 式 を合 成 学 校(普 通 学 校)の 教 室 を借 りて 開催 した の が原 因 で あ っ た276。

1925年10.月16日 に は慶 北 栄 州 の春 秋 祭 享(村 の 祭 祀)で 、 「白丁 」 が持 っ て 来 た 肉 を

「両 班 」 が 拒 否 して 「両班 」 と旧 「白丁 」 が衝 突 した 事 件 が 起 っ た。 衝 突 が起 き て警 察 が

きた が 、 警 察 は加 害 者(「 両班 」)だ け を か ば っ た277。

1926年3.月 に は慶 尚南 道 成 安 で 、 「普 通 民 」 が 遊戯 す る場 所 に 「白丁 」 が遊 戯 した と し

て衡 平 社 員 に対 す る差 別 事 件 が起 っ た278。1926年6月4日 に は慶 尚 南 道 固城 で 、契(刈:

相 互 扶 助組 織)に 入 会 しよ う と した衡 平 社 員 を拒 否 す る事 件 が あ っ た279。

1928年7.月15日 に は全 羅 北 道 新 泰 仁 邑で 、衡 平 社 員 と農 民 が衝 突 す る事 件 が あ った 。7

月15日 に新 泰 仁 邑 内 で衡 平 社 員 の集 会 が 予 定 され て い た。集 会 の 場 所 は 邑の会 堂 で あ った

が 、 当 日に取 り消 され て しま っ た の で あ る。 原 因 は 「白丁 の 集 会 」 とい っ て新 泰 仁 邑 に在

住 の 平 民 た ちが 反 対 した た め で あ っ た28°。

これ ら④ の 類 型 にお け る反 衡 平 運 動 も衡 平社 員 た ち に対 す る不 当 な差 別 事 件 で あ る こ と

は い うま で もな い 。

次 は ⑤ 「白丁 」 子 女 の教 育 につ い て み て み よ う。

第1章 で 前 述 した よ うに 、衡 平 社 の創 立 の背 景 の 一 っ と して 「白丁 」 子 女 の教 育 問題 が

あ げ られ る。 「白丁 」 子 女 の教 育 に 関す る問題 と して は、1924年7月9日 に 忠清 南 道 笠 場

の 学 習 講 習 会 で 平 民 と衡 平 社 員 が衝 突 した 事件 を あ げ られ る。 そ の事 件 で は 、学 習講 習 会

が衡 平 社 員 子 女 と平 民 子 女 が共 学 に な っ た た め 平 民 が 反 感 を抱 き 、衡 平 社 員 を攻 撃 した281。

1925年4.月10日 に は慶 尚北 道 達 城 で衡 平社 員 の 子 女 が 学 校 の入 学 を拒 否 され 、衡 平 社

275『 朝 鮮 日 報 』1923年6月28日 付
。

276『 東 亜 日 報 』1923年8
.月20日 付 。

277『 朝 鮮 日 報 』1925年10月22日 付
。

278『 朝 鮮 日 報 』1926年3
.月29日 付 。

279『 朝 鮮 日 報 』1926年6月19日 付
。

28° 『東 亜 日 報 』1928年8
.月23日 付 。

281『 東 亜 日 報 』1924年7月18日 付
。
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員 と平 民 が 衝 突 した。 そ の事 件 後 、 平 民 は 牛 肉 不 買 同盟 を計 画 して い る282。

1925年4月18日 に は慶 尚北 道 英 陽 で 、衡 平社 員 の 子 女 が 英 陽 普 通 公 立 学 校 に入 学 で き

な か っ た 事 件 が あ った 。 衡 平 社 員 の子 女 が入 学 で き な か っ た 理 由は 、 衡 平 社 員 の子 女 が入

学 す る と、 平 民 は 「学 校 費 の不 納 同盟 」 を始 め る とい った た めで あ っ た283。

この よ うな 衡 平 社 員 の子 女 の入 学 拒 否 問題 が続 い て 起 きた た め、 衡 平 社 員 た ち は 自 ら衡

平 学 校 を設 立 しよ う と動 き始 め た。 衡 平 学校 は 、 京 城 の 中央 総 本 部 の な か に設 立 し、衡 平

社 員 の 子 女 を募 集 して 教 育 を させ よ うと した もの で あ る284。

1928年2月11日 に は忠 清 南 道 屯浦 に あ る普 通 学校 で 、衡 平 社 員 の児 童 と平 民 の児 童 の

間 に差 別 事 件 が 起 きた 。 平 民 は事 件 後 す ぐに 「牛 肉非 買 同盟 」 を始 め た。 一方 、衡 平社 側

も本 部 で調 査 委 員 が 派 遣 され 差 別 事 件 を調 査 した285。

この よ うな 衡 平 社 員 の子 女 の教 育 拒 否 に 関す る問題 で は、 特 に屠 夫 の子 女 が厳 しい差 別

を受 けて い た 。『東 亜 日報 』1932年7月22日 付 の 記 事 に は、京 城 府 の社 会 課 に京 城 に住 む

李 七龍 を含 む20名 の屠 夫 らが来 て 「新 しい 屠 獣解 体 場 の 設 立 」を も とめ る嘆願 書 を 出 した

と報 じ られ て い る。そ の嘆 願 書 の 内容 は 、「屠 夫 とい う職 業 に よ っ て 階級 的 因習 の虐 待 と賎

視 が 今 日にま で 残 って い る こ とは い うま で もな い が 、 屠 夫 で あ るた め、 罪 の ない 子 供 ま で

差別 を受 け、 子 供 に教 育 も させ る こ とが 出 来 な か っ た 」 とあ る。

この 記 事 か ら屠 夫 に対 す る職 業 意 識 が原 因 で 、衡 平社 員 の 子 女 の 入 学 拒 否 が生 じ、平 民

た ちに よ る 「牛 肉不 買 同盟 」「学 費 不 納 同盟 」の よ うな 反 衡 平 運 動 ま で も起 き た と考 え られ

る。

そ の 次 には ⑥ 結 婚 に よ る反 衡 平 運 動 につ い て み て み よ う。

1923年8月16日 に慶 尚南 道 金 海 で 平 民 と 「白丁 」 が 結 婚 した こ とで 、農 民1千 余名 が

「白丁 」と結 婚 した 平 民(チ ェ ・トン ミ ョン)の 家 に行 って 家 を破 壊 した事 件 が あ っ た286。

282『 東 亜 日 報 』1925年5月21日 付
。

283『 朝 鮮 日 報 』1925年4
.月24日 付 。

284『 東 亜 日 報 』1926年5月17日 付
。

285『 東 亜 日 報 』1928年2
.月29日 付

286『 新 韓 民 報 』1923年9月20日 付
。
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この 事 件 は チ ェ ・トン ミ ョン が 「白丁 」 との 結婚 に反 対 す る農 民 の意 見 を無 視 し、 「白丁 」

と結 婚 した た め、 農 民 がチ ェ ・トン ミ ョ ンの 家 と結 婚 相 手 の 「白丁 」 の 家 を襲 撃 した とい

う内 容 で あ る。「白丁 」と結 婚 が原 因 で起 き た 反衡 平 運 動 に 関す る記 事 は 、わか る範 囲 で 『新

韓 民 法 』1923年8月16日 付 の記 事1件 の み で あ る。 しか し、金 海 で1923年8月 中に 起 き

た反 衡 平 運 動 全 般 に 関す る事 件 数 は5件 もあ っ た287。

な ぜ 、1923年8.月 中 に反 衡 平 運 動 が5件 もあ っ た の か。 この 背 景 に は、1923年8月11

日に金海 で 衡 平 分 社 が 設 立 した こ とが あ る と考 え られ る。 金 海 で衡 平 分 社 設 立 に不 満 を も

っ た 平 民 た ちが 、 前 記 の記 事 の よ うに結 婚 を理 由に 、 衡 平 社 員 とか か わ っ た人 を も攻 撃 し

た と考 え られ る。

上 記 の 結 婚 に 関す る事 件 以 外 に も、衡 平社 員 とか か わ っ た 人 を暴 行 す る事 件 が あ る。1929

年4,月20日 に全 羅 南 道 求 礼 で 、土 木 組 合 員 が 「白丁 」 と親 し くす る こ とが 原 因 で 、平 民 に

殴 打 され た 事 件 が あ っ た288。 こ の事 件 で 土木 組 合 員 は 平 民 を 暴 行 罪 で 告 訴 した が 、 暴 行 を

加 えた 平 民 側 も 「食 肉販 売 組 合 」 を組 織 して い る。

次 は ⑦衡 平 社 員 ・旧 「白丁 」 出身 者 に対 す る暴 行 につ い て み て み よ う。 この類 型 で は 、

⑥ ま で とは 異 な り、 記 載 が な い た め原 因や 内容 に よ る分 類 が で きな い が 、 暴 行 に ま で及 ん

だ 事 件 と して 一 つ にま とめて み た。

事 件数 は40件 で 、 主 に平 民 や 農 民 が 単 に 「衡 平社 員 」 「白丁 だ か ら」 とい う理 由 が 記 載

され て い る。 こ の よ うな暴 行 事 件 が発 生 した 後 に衡 平 社 側 で は本 部 か ら調 査 委 員 を派 遣 さ

れ 、 事 件 の 真 相 を調 査 す る こ とに した。

最 後 に ⑧ そ の 他 の 事 件 につ い てみ て み よ う。 ま ず 、 衝 突 す る こ とな く 自 ら起 こ した 平 民

の反 衡 平 運 動 につ い て み てみ よ う。

1923年7月13日 に全 羅 南 道 木 浦 に お い て 平 民 が 経 営 す る旅 館 ・酒 類 製 造 ・飲 食 店 の 各

組 合 で 、衡 平 運 動 に反 対 して 、平 民 の 「食 肉組 合 」 が 発 起 され た289。 そ の理 由 は 、 肉 の価

287『東亜 日報』1923年8月20日(反 衡平運動2件)
、8月21日 、8月22日 、8月23日 付。

288『朝鮮 日報』1929年5 .月21日 付。
289『東亜 日報』1923年8月23日 付。
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格 が 高 い し、 「不 親 切 だ か ら」 とい うもの で あ った 。

ま た 、1934年10月 に は黄 海 道 玉 山洞 で 、 平 民 た ちが 洞 民 を集 め て 、衡 平社 員 を 殴 打 す

る事 件 が 起 った 。 こ の事 件 で 、暴 行 を加 え た洞 民6名 が 検 挙 され た29°。

次 は 「妓 生 」 が 衡 平 社 員 と同席 す る こ と を拒 否 した 事 件 で あ る。1927年1,月10日 に 全

羅 北 道 全 州 で 衡 平 社 員 が宴 会 を 開 い た。 この 宴 会 で 「妓 生 」 を 呼 ん だ が 、 「妓 生 」側 で は 、

「白丁 だ か ら と来 ない 」 とい い い 同席 す る こ とを拒 否 した 。 これ を 聞 い た衡 平 社 員 は憤 慨

し、衡 平社 側 で は積 極 的 な対 応 が決 議 され た291。

以 上 み て きた 反 衡 平 運 動 事 件 の記 事 か らは 、 反 衡 平 運 動 の 発 生 原 因 が① 身 分 意 識 、② 職

業 意識 で あ る こ とが 明 らか で あ る。 ま た 、 平 民 は 反 衡 平 運 動 、つ ま り衡 平 社 員 へ の 暴行 ・

襲 撃 、 牛 肉不 買 同盟 な どを通 じて衡 平社 員 の 生命 と生 計 に脅 威 を与 え て い た。

ま た 、反 衡 平 運 動 は衡 平 社 員 のみ な らず 、衡 平社 員 とか か わ った 人 々 に も被 害 が及 ん だ 。

そ の 理 由は 、 平 民 た ち は他 の 団体 や 人 々 との 交 流 を妨 害 して 衡 平 運 動 を拡 大 させ な い よ う

に した た めで あ る。

これ らの 反 衡 平 運 動 に対 し、総 督 府 の治 安 当局 は どの よ うに認 識 して い た の か。 『朝鮮

の 治 安 状 況 』(朝 鮮 総 督府 警 務 局 、1930年)の 「衡 平 社 運 動 」 をみ る と、 「白丁身 分 が衡 平

社 員 に な る とす ぐに階 級 打 破 に な り差別 待 遇 か ら解 放 され る と思 っ てい た た め 、 白丁 の 態

度 が 不 遜 にな った 。 そ れ が原 因 で平 民 が反 衡 平 運 動 を起 こす 」 と分 析 して い る292。 具体 的

に は 、 衡 平 社 の 幹 部 た ち は 旧 「白丁 」 た ちに衡 平 社 員 にな った らす ぐに平 民 に な れ る と言

っ て 、 衡 平社 へ の入 社 を勧 め た た め、 旧 「白丁 」 た ち は 態 度 が急 変 し野 犬撲 殺293や 屠 夫 、

食 肉販 売 を拒 否 す る こ とが多 くあ っ た とい う294。

29° 『東 亜 日報 』1934年10月28日 付
。

291『 東 亜 日報 』1927年1
.月22日 付 。

292朝 鮮 総 督 府 警 務 局 「衡 平 社 運 動 」 『朝 鮮 の 治 安 状 況 』1930年
、134～135頁 。

293総 督 府 との 衝 突 は 野 犬 撲 殺 で み られ る
。 総 督 府 は 野 犬 撲 殺 を 「白 丁 」 に させ た 。 当 時 は 狂 犬 に 噛 ま

れ て 死 亡 した 事 件 が 時 々 あ っ た た め 、 野 犬 に 対 す る 対 策 が 必 要 で あ っ た 。 『東 亜 日報 』1923年2月3

日 付 。
294朝 鮮 総 督 府 警 務 局 「衡 平 社 運 動 」 『朝 鮮 の 治 安 状 況 』1930年

、122～123頁 。
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第3章 水 平 社 との 交 流

衡 平社 と水 平 社 との交 流 は 、 どの よ うに 展 開 され て きた の か 。

衡 平社 の創 立 に 関 して は 日本 の新 聞 に大 き く報 道 され た 。『大 阪 毎 日』1923年5.月1日

付 の 記 事 に、 水 平 社 と衡 平 社 の交 流 を 「朝鮮 人 の 内 部 の 衡 平 運 動 が 始 ま る 、水 平 社 と同様

マ マ

の 主 張 で 全 鮮 に激 を飛 ばす 」 と報 じ られ て い る。 この 記 事 は水 平 社 との提 携 の 可 能性 を示

唆 して い る とい え る。

マ マ

ま た 、『大 阪 時 事 新 報 』1923年5月2日 付 の記 事 に は 、「朝 鮮 に生 まれ た公 平社 、内 地 の

水 平 運 動 に刺 激 され 、 四十 万 の 白丁 が起 つ 」 と報 じ られ て い る。

水 平社 は1923年3月3日 に京 都 に お け る第2回 大 会 にお い て 「水 平 運 動 の 国 際化 」を決

議 した 。 「被 抑 圧 者 間 の 国 際 的提 携 」 を 求 め よ う とす る も の で あ っ た295。 この こ とか ら、

水 平 社 にお い て 衡 平 社 の創 立 は注 目す べ き 対 象 で あ った と考 え られ る。

水 平社 は1924年3月3日 の第3回 大会 で群 馬 水 平 社 の 提 案 で あ る 「朝 鮮 衡 平 運 動 と連 絡

を図 る件 」を多 数 で決 議 し、明確 に衡 平社 との連 帯 を表 明 した 。ま た 、こ の大 会 の記 録 に 、

「朝鮮 衡 平 社 か ら東 京 労 働 同盟 の金 氏 を 通 して 水 平 社 に厚 意 を寄 せ た」 とい う平 野 の 報 告

が み られ る。

衡 平社 は1924年2.月 の釜 山 臨 時大 会 で 、 「日本 視 察 の 件 」 を第2回 定 期 大会 ま で保 留 す

る こ と に した296。 こ こで も衡 平 社 も水 平 社 との 交 流 に つ い て 期 待 を も っ て い た こ とが推 測

で き る。

一 方
、 水 平 社 は第3回 大 会 の決 議 に よ り、1924年4.月25日 に晋 州 で 開催 され た 朝鮮 衡

平社 連 盟 本 部 の 「第2回 大 会 」 に祝 辞 を送 り、 これ に対 して 謝 辞 の返 送 が あ っ た297。 祝 詞

と謝 辞 は 次 の 通 りで あ る。

祝 詞

295池 川 前 掲 論 文
、1989年 、63頁 。 秋 定 義 和 、 西 田秀 秋 編 『水 平 運 動1920年 代 』1970年 、54頁 。

296『 東 亜 日報 』1924年2
.月13日 付 。

297『 水 平 新 聞 』1924年6
.月20日 付 。
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「衡 平 社 同人 諸 君 、吾 等 水 平 社 同人 と諸 君 との 問 に あ る もの は只 一 つ の狭 い海 峡 だ

けで あ る。 吾 等 は こ の僅 か に 百 二十 二浬 の海 峡 が 如 何 に吾 等 の 固い 、 そ して暖 か い

握 手 を阻 げ る に無 力 で あ る か を 、無 自覚 な る人 間 の 諸 読者 の 眼 前 に見 せ っ けね ば な

らな い 。 そ して 我 等 は所 謂 精 神 的奴 隷 性 の領 域 を突破 せ ん とす る人 類 の旗 持 と して

選 ばれ た る民 で あ る こ との悦 び を共 に して進 軍 しよ う。

衡 平 社 同人 諸 君 、 人 間礼 讃 の佳 き 日の為 に 、水 平社 同 人 は 衷 心 よ り諸 君 の清 栄 を祈

り第 二 回 大 会 の 開催 を祝 す 。1924年4.月25日 全 国水 平社 。衡 平 社 第 二 回大 会 御 中」

謝 辞

「水 平 社 同人 諸 君 、我 々衡 平 社 同人 は諸 君 と共 に 手 を握 り、事 務 の連 絡 を取 り、我 々

が 期 待 す る新 社 会 建 設 に 向 か っ て突 進 し よ うと思 っ た。 併 し乍 ら我 々 は諸 君 と握 手

す る機 会 を得 な か った こ とを遺 憾 とす る。 今 般 弊社 第 二 回 大 会 の時 、 熱 誠 を尽 く し

た る祝 詞 と祝 電 を下 さっ た こ とを感 謝 す る。 又今 年 三 月 京都 に於 て 開 かれ た貴 社 の

大 会 の 時 、 我 々 の た め に感 激 な る決 議 を して 下 さ った こ とに付 て 、我 々 は 万腔 の熱

誠 を於 て感 謝 す る。 今 回弊 社 第 二 回 大会 に於 て左 の 如 き決 議 が あ っ た。 決 議 。 我 が

衡 平 運 動 とそ の 目的 が 同一 に な る水 平社 と握 手 し、 運 動 の 連 絡 を図 る こ と。 水 平 社

同 人 諸 君 、 我 々 は 国境 を超 越 し、世 界 同胞 主 義 に 立脚 して 、 我 々 の 理 想 社 会 を建 設

しよ うで は ない か。諸 君 の熱 の あ る御 援 助 を祈 る。1924年 「メ ィデ ィ」衡 平社 聯 盟

総 本 部 。 全 国 水 平 社 連 盟 本 部 御 中」

この 祝 辞 と謝 辞 か ら衡 平 社 と水 平 社 の 交 流 が 始 ま る時 で あ る。

前 述 した よ うに、1924年 は衡 平社 内 で は 晋 州 派(晋 州 の衡 平社 本 部)と ソ ウル 派(革 新

同盟)に 分 裂 して い た 時期 で あ る。 ソ ウル 派(革 新 同盟)は1924年4月25日 の衡 平社 第

1周 年 記 念 式 の 講 演 を水 平 社 に依 頼 し、水 平社 代 表 が ソ ウル に来 る予 定 で あ る と伝 え られ
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た298。 晋州 で も第1周 年 記 念 式 が終 わ っ た 後 に 各 地 へ 巡 回 講 演 を実 施 す る た め 、平 野 小 剣

の ほか4人 が 弁 士 と して晋 州 に到 着 す る予 定 が伝 え られ た299。

1924年8.月 に 「衡 平社 統 一 大 会 」が 開催 され て い る。『水 平新 聞 』1924年9月20日 付 の

記 事 で 「水 平 社 は二 派 の合 併 を願 っ て い る」 と報 じ られ た 。

一 方
、 この 統 一 大 会 に警 視 庁 の スパ イ で あ る遠 島哲 男 が 水 平 社 の 代 表 と して参 加 して 、

演説 を した300。 遠 島 は水 平 社 の名 義 を詐 称 して水 平運 動 に接 近 し、 そ の 幹 部 ら と親 し く交

流 して い た301。

遠 島 は1924年8月8日 か ら18日 ま で の10問 、朝鮮 に旅 行 して い る 間 に 張志 弼 ら と会 談

しな が ら衡 平 社 の買 収 を工 作 画 策 して い た302。 そ の 工 作 内 容 は、 遠 島 が水 平 社 と衡 平社 を

合 併 させ る こ とを条 件 に 、金 慶 三(大 邸 の皮 革 商)に1万 年 を渡 す とい う秘 密 契 約 を結 ん

だ とい うこ とで あ った3°3。遠 島 に狙 われ て い た金 慶 三 の 報 告 に よ り、 事 実 無 根 の事 件 で あ

る こ とが 明 らか に な っ た。 衡 平 社 本 部 は この 事件 で 京城 に来 てい る水 平 社 員 た ち に も遠 島

に 対 す る責任 を 問 うこ とを決 議 した。

結 果 的 に、 遠 島 の事 件 は水 平 運 動 と衡 平 運 動 に悪 い影 響 を与 えて しま っ た。 この一 件 か

ら衡 平 社 と水 平 社 の交 流 は始 め か ら順 調 に進 む こ とが で き な か っ た とい え よ う。

しか しなが ら、 そ の事 件 以 後 に衡 平社 と水 平社 の 交 流 は な くな っ た わ け で は な い。 そ の

交 流 の 経 緯 を水 平 社 側 と衡 平 社 側 に分 け て 見 て み よ う。

ま ず 、 水 平 社 側 の 動 向 をみ る と、1924年11,月 の 東海 水 平 連 合 大 会 で 「朝 鮮 衡 平 社 運 動

視 察 の 件 」が 提 案 され た が 、保 留 とな っ た304。1925年4月 に は衡 平 社 第3回 大 会 に水 平社

が 「最 後 ま で 闘お う」 とい う祝 電 を送 っ てい る3°5。そ して 、10.月 の 京 都 にお け る全 国水 平

298『 朝 鮮 日報 』1924年4月24日 付
。

299『 朝 鮮 日報 』1924年4
.月21日 付 。

300『 東 亜 日報 』1924年8月19日 付
。

3°1水 平 社 は1924年10月 に 遠 島 ス パ イ 事 件 後
、12.月 の 全 国 府 県 委 員 長 会 議 に お い て 遠 島 と関 係 が 深 か

っ た 幹 部 の 平 野 小 剣 は 除 名 し、南 梅 吉 は 委 員 長 罷 免 、米 田 富 は 陳 謝 と い う処 分 を 下 した とい う。 池 川

前 掲 論 文(1989年)65頁 。
302『 愛 国 新 聞 』1924年10月28日 付

。
3°3『東 亜 日報 』1924年10月23日 付

、11月25日 付 。
3°4『選 民 』 第2号

、1924年12月15日 付 。
305『 朝 鮮 日報 』1925年4月25日 付

。
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社 青 年 連 盟(ア ナ 系)協 議 会 で は 「衡 平 社 と 連 絡 を 図 る 件 」 が 提 案 され 、3名 の 視 察 委 員

を 派 遣 す る こ とが 決 定 され た3°6。 ま た 、8月 に は 社 会 主 義 者 で あ る 中 西 伊 之 助 に よ り水 平

社 ・衡 平 社 の 共 同 戦 線 が 提 唱 され た3°7。 そ し て 、1926年5月 に は 福 岡 で 第5回 大 会 が 開 催

さ れ 、 「朝 鮮 衡 平 社 と連 絡 促 進 の 件 」 が 提 案 さ れ た3°8。

一 方
、衡 平 社 側 で も1926年2,月 の 中 央 執 行 委 員 会 で 水 平 社 に 特 派 員 を 派 遣 す る こ と が 決

め ら れ 、 委 員 と して は 張 志 弼 ・呉 成 換 が 選 任 さ れ た 。 同 年2月 に は 慶 尚 北 道 金 泉 衡 平 分 社

で 「水 平 社 訪 問 の 件 」 が 決 議 され 、4月 の 第4回 大 会 で 「日本 内 地 水 平 社 と の 完 全 な る提

携 促 進 を す る こ と」 が 決 議 され て い る3°9。1926年11月 の 中 央 執 行 委 員 会 で は 、 考 慮 中 で

あ っ た 水 平 社 視 察 委 員 を 派 遣 す る こ と が 決 定 され 、 張 志 弼 ・金 慶 三 を 視 察 委 員 と し て 選 出

した 。1926年12.月 中 旬 に 出 発 す る予 定 で あ っ た が 、 「高 麗 革 命 党 事 件 」(1926年12.月 ～28

年4月)に よ り張 志 弼 が 逮 捕 され た た め 、 実 現 に は 至 ら な か っ た 。

1927年1月8日 に は 水 平 社 中 央 執 行 委 員 で あ る 高 丸 義 勇(四 国 水 平 社)が 、 張 志 弼 ら を

訪 問 して 連 携 に 関 して 会 談 と意 見 の 交 換 を行 っ た 。 高 丸 は 「水 平 社 員 と衡 平 社 員 と は 同 じ

階 級 で あ る と い ふ よ り一 家 族 で あ る 」 と述 べ た31°。 ま た 彼 は 、1927年1∫131日 に も ソ ウ

ル に 行 き衡 平 社 本 部 を 訪 問 し て い る311。

衡 平 社 で は1927年3月 に 執 行 委 員 で あ る李 東 換 が 京 都 、大 阪 、香 川 な ど の 水 平 社 を 視 察

し、 こ の 時 期 の 水 平 運 動 の 無 産 運 動 へ の 参 加 状 態 を み て 、 衡 平 運 動 と の 内 容 の 相 違 点 を 取

り上 げ な が ら時 期 尚 早 論 で あ る と主 張 し て い る312。 松 本 清(九 州 水 平 社)も1927年4月

の 「衡 平 社 創 立5周 年 記 念 式 」 に 出 席 し、 「徳 川 家 の 横 暴 」 に っ い て 演 説 し た と こ ろ 、 中 止

命 令 を う け た 。 こ の 第5回 大 会 で 、 李 東 換 は 帰 国 報 告 で 水 平 社 と の 提 携 が 一 時 保 留 とな っ

た こ と が 決 議 され た313。

306池 川前 掲論 文(1989年)67頁
。

3°7中 西伊 之助 「朝鮮解 放 運動 概観 」『社会 問題 講座 』 第6巻 、1926年 。
308秋 定義 和 ・西 田秀 秋編 『水 平運 動1920年 代』1970年

、280頁 。
3°9『東 亜 日報 』1926年2月15日 付 。
31°『朝鮮 思想 通信 』1927年2 .月19日 付 。
311『朝鮮 日報 』1927年2月1日 付

。
312朝 鮮衡 平社 総 本部

、前 掲 書。
313『朝鮮 日報 』1927年4月25日 、4月27日 、4月29日 付。
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そ の 後 、1928年4月 の 第6回 大 会 に も徳 永 参 二(全 水 中央 委 員 ・愛 媛 水 平 社)が 参 加 し、

祝 辞 と 「意 味深 長 な所 感 」 を述 べ た。1927年 とは 異 な る水 平 社 交 流 の決 議 が決 定 され た と

の こ とで あ る314。

李 東 換 も 「第7回 水 平 社 大 会 」 に衡 平社 の 代 表 と して 出席 され 、祝 辞 を述 べ た。 この 大

会 で は 衡 平 社 との具 体 的 な交 流 の方 針 と して 、 次 の よ うな 議 案 が提 案 され た。

一 衡 平 社 代 表 者 派 遣 の件

一 衡 平 社 との緊 密 な る共 同 闘争 を 図 るた め 代 表者 会議 を開 催 す る件

一 大 会 の名 を も っ て メ ッセ ー ジ を発 表 す る件

しか し、 水 平 社 解 放 連 盟 の梅 谷 新 之助 が 大会 不 承認 を叫 ん だ た め、 混 乱 に 陥 っ て解 散 を

命 ぜ られ た 。「遂 に幾 多 の重 要 議 案 を未 了 と して 、第7回 大 会 はそ の 開催 の使 命 を も遂 げ る

こ とあ た はず して 、 無 意 味 の 中 に 閉 ざ され た 」 と報 じ られ た 。

1931年12月10日 に奈 良県 磯 城 郡 桜 井 町繁 栄座 で 開催 され た 「全 国水 平 社 第10回 大 会 」

に 、 朝 鮮衡 平 社 総 本 部 が祝 電 を送 る が 、 この 大 会 を最 後 に水 平 社 と衡 平 社 の交 流 は 姿 を消

して しま う。

以 上 を踏 ま え、交流 関係 に 関 す る参 考 資 料 と して 、1923年3.月 か ら1931年12月 ま で の

全 体 的 な 水 平 社 と衡 平 社 の動 き を表18に ま と めて み た 。

表18水 平 社 と衡平 社 の比 較年 表一 覧表

区 分.月 日 水平社の活動 衡平社の活動

1923年

3.月2日 直前 の第2回 全 国水 平社代 表 協議 会 で、
～3日 「各 府 県提 出議案 」 「五 七水 平 運動 の国

際化 に関す る件 」(柏 原 ・伊 賀 水 平社)

可 決 、同時 に 「朝 鮮 の解 放運 動 に対 して

内務省 に異議 を申 し込 む べ し」との動 議

保 留 。1

全 国水平社第2回 大会京都市岡崎公会堂

314『 朝 鮮 日 報 』1928年4月25日
、4月28日 付 。
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で 開催 「二五 、水 平 運動 の 国際化 に 関す

る件 」保 留 事項 に 「五 、水平社 と朝鮮 人

の提 携 に関す る件 」 が記録 され てい る。

5.月20日 G 『東 亜 日報 』 に 「人 間 ら しい 待遇 を願 うのみ

で ある とい う涙 なが らの感 想 」な る記 事掲 載。

張志 弼 の 「一番 心苦 しい こ とは 、 当局 が我 々

の運 動 が 日本 の水 平 社 と握 手 す る ので は ない

か と 注 目 し て い る こ と 」 と の 言 葉 。A

1924年 衡 平社 全 朝鮮 臨時 総会 釜 山太 平館 で 開催 。「日

2.月10日 本 視 察の 件、第2回 定期 総会 ま で これ を保 留 」
～11日 A

3.月3日 全 国水平社第3回 大会京都市岡崎公会堂

で 開 催 。ACGFJ

ま た、 「内地 にお け る鶏 林 同胞 の差 別 撤

廃 運 動 を声援 す るの件 」が提案 され 、「白

丁」を差 別 しな い との条件 付 で可 決 され

た 。CJ

『選 民』第3号 の 「予告 」 に 「研 究 ・民

族 問題 」 と して 「朝鮮 問題 と衡 平 運動 」

な どの記 事 を連載 して行 く予 定 と掲載 。

朝 鮮 衡平 社 と連絡 を決 定 した。

4月15日 衡平社晋州本部第2回 大会に水平社から祝辞。
「共 に進 軍 しや う」 と提携 を示 唆 。DG

4月25日 衡 平 社創 立1周 年 記念 祝 賀式 で猪 原久 重 が所感 を言 う。水 平 社 との提 携 問題 の論議L一 ①

5.月1日 水 平 社 か ら送 れ た祝辞 に対 して1924年 「メ イデ

イ」 付 けて衡 平 社連 盟 本部(晋 州 派)が 謝辞 を

返 す 。 これ ま で握手 す る機 会 を得 な か った こ と

を遺 憾 と し、運 動 の連 絡 を図 る事 を決 めた決 議

も 送 る 。DG

6月4日 衡 平 社 の分 裂 問 題 につ い て ソ ウル 滞

在 中の 「大分 県水平社 の幹部 猪原久
重 」 の通 信。 「旧衡 平社 は 白丁 お よび

普 通 民 の混 合 団体 」、革 新 同 盟支 持 を

示 唆 。H

7月20日 『水 平新 聞』 第2号 に、 「旧衡 平 社 と

革 新 同盟 」 な る記 事。 先 に祝辞 を送 っ

た晋 州 本 部 が 、 「朝 鮮 普 通 民 との混 合

団体 」 で あ り、 「吾 が水 平社 は今 後 革

新 同盟 との 間に連 絡 を執 る筈 で ある」

と述 べて い る。 また 、衡 平社連 盟本 部

の 「白丁」以外 の社員 の 、汚職 を批判 。

D

8月15日 衡 平 社統 一 大会 慶 尚北道 太 田郡 で 開催 。遠 島哲男(警 視 庁 のスパ イ)が 「水 平 社代 表 」

と称 して 出席 、演 説AH

9月19日 衡 平 社代 表金 慶 三 が 「弟 金 相 光」 と共 に、水 平

運 動 との連絡 お よび 、「日本 中央政 府 の諒解 」を

得 るた めに東 京 に到着 す る。 「同和 事業研 究 所」

を訪 れ る と ともに 「関東 水 平社 同人及 大 会等 」

を 訪 れ た 。BH

9月20日 『水 平新 聞』 第4号 に 「衡 平社 大会/

全 朝 鮮 の 統 一成 る」 とす る記 事 を掲

載 。 「我 水 平 社 と して は1日 も早 くそ

の合 併 を望 んで いた 」、「完 全 な る連 絡

を 取 って 共 同 の 目的 に 向 か っ て 突 進

し た い 」

9月24日 東 京 を訪 れ て いた金 慶 三 が、 関東 大 地震 の とき

虐 殺 された朝鮮 人の卒塔婆の移転 問題 につい
て 、遠 島哲男 他 と話 し合 う。H

10.月5日 全群馬水平社大会が開催 され、大会 中 「朝鮮衡平社執行委員金慶三氏が熱烈な融和に関

す る演説 」 を行 った。H

10.月7日 下 関水平 社執 行委 員長 下 田新 一、 同社

機 関紙 『関門水平新聞』発行人金重誠
治 、 同記者 清 水夫 らが 衡 平社視 察 のた

め ソ ウ ル 入 り す る 。A
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10月23日 『東 亜 日報』 に 「衡平 社 の1万 円事 件解 決/厳 密 に調 査 した結 果 、某 所 の 中傷策 」記事 掲

載 。

12.月29日 『東 亜 日報 』 に 「衡 平 、水 平 、連合 大 会/ソ ウル で開催 」 な る記事 掲 載 され る。 「朝鮮 水

平社 」 と衡平 社 の提携 を伝 える。

1925年 『選 民』 第12号 の 「水 平問答 」 な る

1.月15日 コー ナ ー に 、 「朝鮮 水 平 社 」 に 関す る

質 問が あ り、前述 の朝 鮮水 平社 代表 の

人 物 が信 用 でき ない人 物 だ と述 べ 、 ま

た、衡 平社 分 裂 問題 につ いて も触 れて

お り、革新 同盟 につい て総 督府 か ら金

を貰 い、 妥協 的 にな った との 記述

4月24日 第3全 国衡平 社 大会 が ソ ウル で 開催。 水 平社 か ら祝 電。

また 大会 の 中で は、金 慶 三の1万 円事件 につい て の意見 が 出 るが、 張志弼 の報告 に よ っ

て結 局無 事 閉会。B

5月7日 全 国水平社第4回 が大阪市中央公会堂
にお いて 開催 。衡 平社 か ら祝辞 あるい

は祝 電送 られ る。E

8月22日 在 日朝鮮 人 で組織 され る 「朝鮮 水 害罹

災 同胞救 済大 会 」主催 の 「罹 災 同胞 救

済経 済演 説会 」 が大 阪で 開催。 水 平社

員 の緊急動議 に よ り酷泉衡 平社襲撃
事 件 に 関わ り、抗 議文 と衡 平社 に激 励

電 報 を打 っ こ とを決 定。 大阪府 水 平社

も名 を連 ね る。B

10.月18日 水 平 社青 年連 盟全 国協 議会 で 「一 、朝

鮮 衡 平社 と連 絡 」協議 。G

1926年

2月17日 衡 平 社 中央執 行委 開催。水 平社 に特 派 員 と して、

張志 弼 、呉成 喚 を派遣 す る こ とを決議 。A

4.月25日 山山荊冠(浜 松市福地町静岡県水 平社
本 部)の 祝 詞 、 全 国水 平 社 青 年連 盟 ・

大阪西浜全国水平社 ・静岡水平社本部
の 祝 電 を 送 る 。L一 ②

5月2日 全 国水平社第5回 大会の府県水平社提
～3日 出議 案 に 「一 、京 都(一)朝 鮮 衡 平社

ト連 絡促 進 ノ件 」が挙 げ られ る。C

11.月27日 衡 平 社 中央執 行委 開催 。「一、水 平運 動 と衡 平 運

動 の提携 方針 に関す る件 」 決議 。 同 時 に、視 察

員2名 、張志 弼 、金 三奉選 出。A

1927年 (張志弼逮捕で現実せず)
1月8日 水 平社常務執行 委員高丸義雄 が衡平

社 総 連盟 代表 張志 弼 を訪 問。BK

1.月31日 ソウル訪 問中の水平社 の高丸 が衡平

社 の本部 で李俊 福他数名衡水 連携 に
つい て協 議。B 衡平社総連盟総本部 においては水平社運動 の状

3月 下 旬 況 の視察のために執行委員である李東喚を派遣
(日 不 詳) す 。K

4.月24日 全 国衡平社第5回 大会で水平社 との提携問題が
「時 期 尚早」 と して保 留 され た。ABK

4.月25日 衡平社創立5周 年記念祝賀会で九州水平社中央執行委員松本清が祝辞 を行 うが官憲によ

り 途 中 中 止 。A

5.月28日 衡 平 社常 務執 行委 員会 で 、「一 、全 国水平 社定 期

大会 出席 に 関す る件 」で 決議 され る。AK

5月30日 衡平社常務執行委員会全国水平社定期大会出席
の件 で代 表者 が李 東喚 で 決 め られ る。L一 ③

11.月15日 全 江 原道 衡平 社 大会 が開催 。「一 、水 平社 との提

携 お よび そ の促進 に関す る件 」決 議。A
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11.月20日 衡 平 社 中央執 行委 員会 開催 、「一 、水 平社 大会 出

席 の件」 が 「決議 案 」 と して 上 げ られ た。

ABL一 ④

11.月24日 衡平社常務執行委員会で 「全国水平社大会出席
者 二 関 ス ル 件 」 で 来 月 の12月2日 、3日 に 広 島

で開催す る全 国水平社大会 に関 し朝鮮衡平社 よ

り1名(金 三 奉、当時26歳)を 代表 と して参 席

す る ことを決 議。

L一 ⑤

12.月3日 全 国水平 社第6回 大会 で 、衡 平社 代表 金 三奉 が祝 辞。D

1928年

4.月24日 全 国衡平 社第6回 大会 で 水平社 の徳永 参 三の祝 辞 が官 憲 に よ り途 中で 中止。B、L一 ⑥

4.月25日 全 国衡平 社第6回 大会 第2日 目が開催

され る。 水平 社 との提 携 問題 が長 時 間

討 論 の結 果 、多数 決 で決議 され る。B

1929年

4.月25日 全 国水平社第7回 大会 において朝鮮衡 全 国水平社第7回 大会で衡平社提携問題が議案
～26日 平社代表 として李東換 が祝辞 を述べ に上 が るが 、大 会官 憲 に よ り途 中解散 、決 議 に

てい る。D《 『最近 の社 会運 動 』協 調会 至 ら ず 。

1929年 》 《『第7回 全 国水 平社 大会議 案 綴』》 大坂 市天 王

寺公会堂で開催 され た全 国水平社 第7回 大会
に 、祝電 を送 る(東 京 水 平社 ・広 島水 平社)。DL一

o,●

1931年

4.月25日 第九回衡平社全鮮大会で全国水平社総本部か ら
祝 文 が送 られ る。L一⑨

6.月10日 『水 平 新 聞 』 第13号(1931年)に 「全

水 名 古屋 支部/衡 平 社 の同志 に/応 援 」

な る記事 が載 せ られ る。

「6月10日 朝 鮮全 羅南 道岩 郡始 路 面錦

池 里徐大吉 は朝鮮衡平社 の同志黄平
正 君 を差別 したので全水名 古屋支部

は黄 君 を応援 した。一 、水 平社 と衡 平

12.月10日 社 の提携 万歳 」 と紹介 され て い る。D 奈 良県磯城郡桜井町繁栄座で行われた全国水平

社第10回 大会に朝鮮衡平社総本部が祝電を送
る 。D

出典:こ の表 が依 拠 してい る資料 は次 の とお りであ る。
A『 東 亜 日 報 』B『 朝 鮮 日報 』C『 旧 協 調 会 資 料 』(『 水 平 社 運 動 史 の 研 究 』)

D『 水 平新 聞 』E『 水 平新 聞奈 良県付 録』F『 選 民』G『 融 和 事業年 鑑 』H『 同和 通信 』

1『 国体』(『水 平社 運 動史 の研 究』)J『 水 平月 報』

K朝 鮮 総督 府 警務 局 『高等 警 察年表 』1930年

Lそ の他:① 京城 地方 法 院検 事正 宛 の京城 鍾 路警 察署 長 に よる記録 「衡 平社創 立1周 年 記念 祝賀

式 の件 」(京 鍾 警 高秘第4555号 ノ4、1924年4月25日)

② 京城 地 方法 院検 正 、警務 局長 、京 畿道警 察 部長 、京 城鍾 路警 察 署長 、関係各 警 察署

長 宛 の京城 鍾 路警 察署 長 に よ る記 録 「衡平 社創 立3周 年 記念 式 に 関す る件」(京 鍾路

高秘第4047号 ノ1、1926年4月25日)

③ 京城 地方 法 院検 事正 宛 の京城 鍾 路警 察署 長 に よる通 報 「朝 鮮衡 平社 常務 執行 委 員会

に 関す る件 」(京 鍾 路 高秘 第6038号 、1927年5月30日)

④ 京 城 地方 法 院検 事 正 宛 の京 城 鍾 路警 察 署長 に よ る通 報 「衡 平社 中央 執行 委 員 会 の

件 」(京 鍾 路 高秘 第13339号 、1927年11月21日)

⑤ 京城 地 方法 院検 事正 宛 の京城 鍾 路警 察署 長 に よ る通 報 「衡 平社 常務 執行 委員 会 に 関

す る件 」(京 鍾 路 高秘 第13347号 、1927年11月25日)

⑥ 京城 地 方法 院検 事正 宛 の京城 鍾 路警 察署 長 に よる通 報 「朝 鮮衡 平社 第6回 全鮮 大会

状 況報 告通 報 」(京 鍾 警高 秘第4697号 ノ6、1928年4月30日)

⑦ 京城 地方 法 院検 事 正宛 の京城 鍾 路警 察署 長 に よる通報 「衡 平社 中 央執行 委員 召集 文

に 関す る件 」(京 鍾 警 高秘 第1930年5.月30日)

⑧ 京城 地方 法 院検 事 正宛 の京城 鍾 路警 察署 長 に よる通報 「衡 平 ニ ュース発 行 の件 」(京

鍾 警 高秘 第7985号 、1930年5月30日)

⑨ 京城 地方 法 院検 事 正宛 の京 城鍾 路 警 察署 長 に よる通 報 「「朝 鮮衡 平社 総 本部 」集 会

92



取 締 状 況 報 告 」(京 城 鍾 警 高 秘 第5271号 、1931年4.月27日)

M『 開 壁 』 第46号 、1924年4月1日 付 。

最 後 に 、 衡 平 社 と水 平 社 の交 流 に対 す る朝鮮 軍315(日 本 軍)の 認 識 につ い て考 察 して 見

よ う。朝 鮮 軍参 謀 部 は 「朝 鮮 衡 平運 動 二 関 ス ル 考 察316」(朝 鮮 軍 参 謀 部 、朝 特 報96号 、1924

年9月19日)に お い て、 衡 平 社 と水 平社 の 関係 に つ い て 次 の よ うに分 析 して い る。

「第 一 、緒 論 」に は、「朝 鮮 二於 ケル 衡 平 運 動 ハ 内 地 二 於 ケ ル 水 平 運 動 ト略 ホ 同一 ノ 出発

点 ト経 路 トヲ有 シ 自己所 属 民 族 二対 スル 待 遇 上 ノ不 平 ヲ直接 行 動 二 依 リテ 除 去 セ ン コ トヲ

目的 トス 」 と記 され て い る。 ここ か ら朝鮮 軍 は衡 平 運 動 と水 平 運 動 の 両運 動 が不 平 等 な 待

遇 か ら始 ま った た め、 両運 動 の 目的 もそ の 「不 平 」 を 「除 去 」 す る 点 で 同様 で あ る と認 識

して い た 。

引 き続 きみ て み る と、「水 平 運 動 力 日本 民族 ノ団 結 ヲ破 壊 ス ル傾 向 ヲ有 スル 如 ク衡 平運 動

力 朝鮮 民族 自体 ノ団 結 特 二近 代 的傾 向 タル 独 立運 動 二 多 少 暗騎 ヲ投 ス ル ー 原 因ナ ル ヲ以 テ

朝鮮 独 立 ヲ憂 慮 ス ル 吾 人 ノ感 情 ト理 性 トヨ リセハ 喜 憂 或 ハ 意 味 二於 テ水 平 運 動 ト方 向 ヲ異

ニ ス ル モ ノア リ」 と記 され て い る。 こ こか ら衡 平 運 動 は 「朝 鮮 独 立 ヲ優 先 」 して お り、 水

平 運 動 と衡 平 運 動 は 「方 向 ヲ異 ニ スル 」運 動 で あ る と認 識 した 。

続 きに は、「… …若 シ其 彼 等 ニ シテ 民族 主義 ヲ通過 セ ス シ テ ー 足 飛 ビニ 世 界 主 義 二転 シ得

ル トセ ハ 可 ナ ル モ 民 族 間 二特 種 部 落 タル 意 識 強烈 ナル コ トハ 是 レ臆 テ 民 族 主 義 認 容 ノ顕 著

マ マ

ナル タ リ実 証 タ リ果 タ シテ 然 ラバ 将 来 衡 平社 同 人 ハ 鮮 人 トシテ 水 平 社 同人 ハ 日本 人 トシ テ

ノ明確 ナ ル 民 族 意 識 ヲ有 シ来 ル ハ 必 然 ノ道 程 ト謂 ハ サ ル ヘ カ ラス 、 以 是 観 之 民 族 主義 撞 頭

ト共 二 水 平 、 衡 平 二 運 動 ノ相 離 反 スル コ ト蓋 シ 自然 ノ現 象 ナル ヲ以 テ 吾 人 ハ 現 在 水 平 運 動

二 対 ス ル 憂 慮 ト同一 ノ憂 慮 ヲ以 テ ニ 運 動 連 盟 ノ傾 向 ヲ見 ル ノ要 断 シテ 之 レアル コ トナ シ 」

315朝 鮮 軍 は1918年3月 に 設 立 され た
。 「大 日本 帝 国 陸 軍 」 の 一 つ で 朝 鮮 を 管 轄 した 。 日露 戦 争 を機 に

大 韓 帝 国 に 駐 在 し た韓 国 駐 剤 軍 を 前 身 と し 、1910年 の 韓 国 併 合 に 伴 い 朝 鮮 駐 剤 軍 に 名 称 を 変 更 、1918

年 に 朝 鮮 軍 と な っ た。 司 令 部 は 当 初 漢 城 の 城 内 に 置 か れ た が 、 後 に郊 外 の 京 城 府 龍 山 に 移 転 した 。
316朝 鮮 軍 参 謀 部 の 「朝 鮮 衡 平 運 動 二 関 ス ル 考 察 」(朝 特 報96号

、1924年9.月19日)の 内 容 は 次 の よ

うで あ る。 「第 一 、 緒 論 」、 「第 二 、 衡 平 運 動 ト過 去 ト現 在 」、 「第 三 、 衡 平 運 動 ト 日本 水 平 運 動 トノ 関

係 」、 「第 四 、衡 平 運 動 トー 般 職 業(労 農)運 動 トノ 関 係 」、 「第 五 、衡 平 運 動 ト朝 鮮 独 立 運 動 トノ 関 係

(日 本 ノ 立 場 ヨ リ見 タ ル 朝 鮮 衡 平 運 動 ノ将 来)」
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と記 され て い る。 こ こ か らは水 平 ・衡 平運 動 は 、 そ れ ぞ れ 「明確 ナ ル 民 族 意 識 ヲ有 シ 」 て

い るた め、両運 動 が 「相 離 反 」す る こ とは 「自然 ノ現 象 」で あ る。それ ゆ え 、両 運 動 の 「連

盟 」 を 「憂 慮 」(水 平 運 動 に対 す る 「憂 慮 」 と 「同 一 ノ憂 慮 」)を も って い る必 要 が な い と

断 言 して い る。

ま た 、「第 五 、衡 平 運 動 ト朝 鮮 独 立 運 動 トノ関係(日 本 ノ立 場 ヨ リ見 タル 朝 鮮 衡 平 運 動 ノ

将 来)」 をみ る と、 次 の よ うな三 つ の結 論 を 出 して い る こ とが わ か る。

1、 衡 平 運 動 ハ 水 平 運 動 ト永 久 二提 携 スヘ キ運 命 ヲ有 セ ン

2、衡 平 運 動 ハ 純 正 赤 色 労 農(職 業)運 動 ト根 本 的 二 於 テ 性 質 及 目的 ヲ異 ニ スル ヲ以 テ

ー 致 ス ヘ キ可 能 性 ナ シ

3、衡 平 運 動 ハ 朝 鮮 独 立運 動(表 面 的 労農 運 動 ヲ含 ム)ト 結 局 二 於 イ テ 提 携 握 手 スヘ キ

可 能 性 ヲ有 ス

随 テ 吾 人 ハ 衡 平 運 動 対 水 平 運 動 ノ 関係 ハ 彼 等 間 二於 テ ー 種 ノ遊 戯 ナ リ ト楽 観 スル ヲ得

ヘ ク衡 平 運 動 対 純 正 赤 色 労農 ハ 同様 彼 等 無産 者 ノ狂 騒 ト観 察 シ得 ヘ キモ 独 リ最 後 二於

ケ ル 独 立 運 動 トノ提 携 ハ 必 然 性 ヲ有 スル モ ノ トシ テ 大 二警 戒 ス ル ノ要 ア リ ト信 ス之 ヲ

マ マ

要 ス ル ニ 現 在 二於 ケル 之 等 衡 平 社 員 同 人 ノ運 動 ハ 尚未 タ鮮 人 間 二於 ケル 相 互 争 闘 ノ域

ヨ リ脱 セ サ ル ヲ以 テ 日本 及 日本 人 ノ朝 鮮 人 二 対 スル 立 場 ヨ リ見 テ 寧 ロ喜 フヘ ク(中 略)

其 ノ将 来 二 於 ケ ル 傾 向ハ 内地 水 平 社 ノ運 動 傾 向 ノ吾 人 ニ トリ楽観 シ得 ラル ル(中 略)

警 心 ヲ要 ス ル モ ノ ア リ(中 略)蓋 シ 民族 主 義 ノ高 潮 ト共 二 衡 平 運 動 ハ 融 合 サル ヘ キ運

命 ヲ有 ス レハ ナ リ

上 記 の 内容 か らは、 朝 鮮 軍 は衡 平 運 動 と水 平 運 動 や 「純 正 赤 色 労 農 」 との 関係 よ りも独

立 運 動 との 「提 携 」 を警 戒 して い る こ とが わ か る。 む しろ衡 平 運 動 と水 平 運 動 の 関係 に関

して は 「一 種 ノ遊 戯 」 と して 「楽 観 」 して い る。 そ して 、朝 鮮 軍 は 、 「独 立 運 動 」 に 関 して

は そ れ に 「融 合 」 され る可 能 性 を示 して い た こ とが わ か る。
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第4章 運 動 の 方 針 転 換 と展 開過 程

第1節 衡 平 社 解 消 論 登 場

衡 平社 の 解 消 論 は、1930年 代 の初 め に社 会 主 義 団 体 の 影 響 を受 け た若 い 指 導 者 た ち に よ

り提 起 され た 。 彼 らは衡 平 社 員 の身 分 解 放 だ けで は な く、 朝 鮮 社 会 全 体 の社 会 変 革 に 関 心

を もっ て お り、 衡二平 運 動 の活 動 に も変化 を必 要 と して い た 。 次 は衡二平社 の解 消論 に つ い て

考 察 す る。

前 述 した 晋 州 派 と ソ ウル 派 の分 裂 は1925年 の 第3回 大 会 で 終 結 され 、二派 が 一 っ に な っ

た が 、 この 大 会 で 注 目 され る こ とは 張志 弼 の行 動 で あ る。 本 部 の交 渉 委 員 で は な か っ た 張

志 弼 は 、 晋 州 派 ・ソ ウル 派 を 一つ にす るた め積 極 的 に調 停 役 と して 動 い て い た317。

と こ ろが 、衡 平 社 内 にお け る晋 洲 派 ・ソ ウル 派 の 対 立 は 、1926年9月 の 臨 時 大 会 で 再 び

み られ 、1928年 に衡 平 青 年 総 連 盟 が解 体 す る時 に顕 著 に現 れ て き た。

ソ ウル 派 の 中心 人 物 で あ る朴 平 山 は 、1929年 の会 談 で 次 の よ うな意 見 を述 べ て い る318。

朝鮮 の 衡 平 運 動 は純 粋 に人 権 運 動 か ら出発 しま した。しか し、特 殊 朝 鮮 人 で あ る た め 、

支 配 階 級 の 圧 迫 が 非 常 に甚 だ し く、数 多 くの 犠 牲者 も 出 しま した。 そ の反 面 、運 動 の

効 果 も少 し得 られ た こ とは事 実 です 。 だ が 、 徹 底 した 白丁 階 級 の解 放 は この よ うな 手

緩 い 人 権 運 動 だ け で は達 成 で き な い だ ろ うとい うのが 、過 去 の経 験 か ら得 た もの です 。

そ れ 故 、 支 配 階 級 の手 先 ども を 除 い た分 子 の 、別 団 体 を構 成 す る こ とに あ る と考 え 、

新 年 よ りそ れ を実 現 す るつ も りです

この 内 容 か ら朴 平 山 は 、衡 平 運 動 が従 来 の 人 権 運 動 か ら経 済 的 お よ び政 治 的 な 方 向 に 転

換 す べ きで あ り、 そ の方 法 と して 「有 産 白丁 」 を除 い た 別 の 団体 を組 織 す る こ と を考 えて

い た こ とが か わ る。

317『 東 亜 日 報 』1925年4
.月24日 付 。

318『 東 亜 日 報 』1930年1月1日 付
。
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朴 平 山 らソ ウル 派 は1929年4月20日 に ソ ウル で 秘密 結 社 を組 織 す る が 、 そ の名 は 「衡

平 青 年 前衛 同 盟 」 で、 綱 領 は次 の通 りで あ る。

一 吾 等 は私 有 財 産 制 度 を否 認 し共 産 主義 社 会 の建 設 を期 す
。

一 吾 等 は封 建 層 と徹 底 的 に 闘争 す319
。

「衡 平 青 年 前衛 同盟 」に結 集 した ソ ウル 派 は 各 道 で 責 任 者 を決 め 、労働 夜 学 を 通 して 「無

産衡 平 青 年 」 を訴 えた 。 そ れ を き っ か け に 各 地 で 「牛 肉販 売 組 合 」 を め ぐっ て 「有 産 ・無

産社 員 」 間 の 紛 糾 が絶 え 間 な く発 生 す る よ うに な っ た320。

晋 州 派 とソ ウル 派 の対 立 が表 面 化 した の は 、1930年4.月24・25日 の 第8回 全 国 大会 で

あ る。 大 会 の2日 目に 張志 弼 は 中央 執 行 委 員 会長 に就 任 され た が、 ソ ウル 派 が猛 烈 に反 対

した た め、 議 場 は一 時 混 乱 の状 態 に な っ た。 結 局 、 中央 執 行 委 員 に は趙 貴 用 が え らば れ 、

張 志 弼 は検 査 委 員 長 に選 ばれ て混 乱 は お さま っ た 。 こ の紛 糾 に よ り議 案 は討 議 され な い ま

ま 、 中央 執 行 委 員 会 に一 任 され る こ とに な っ た321。 この 大 会 後 、 運 動 路 線 を め ぐっ て晋 州

派 と ソ ウル 派 の 対 立 は激 し くな っ て い く。

1930年 後 半 に入 っ て新 幹 会 の解 消 論 が提 案 され るが 、ソ ウル 派 は そ れ に対 し衡 平 社 解 消

論 を提 唱 す る こ とに な っ た。1931年3.月 の水 原 衡 平社 臨 時 大 会 で は 、4.月 に開 かれ る第9

回 全 国 大 会 に 「衡 平 社 解 消 論 」を提 案 され る こ とが決 議 され た。解 消 の具 体 的 な 内容 とは、

衡 平社 が 「小 ブ ル ジ ョア集 団 」 で あ るゆ え、 す ぐ に衡 平 社 を解 消 し 「全 国屠 夫 労働 組 合 」

を組 織 し、 一 般 産 業 労 働 組 合 と積 極 的 に提 携 して い く とい うもの で あ った322。

水 原 ・裏 陽 ・笠 場 の 各衡 平 支 ・分 社 は解 消 を決 議 した が 、礼 山 ・原 州 ・屯浦 の 各 衡 平 支 ・

分社 で は衡 平 社 の解 消 が反 対 され た。 衡 平社 の解 消 問題 を め ぐって 各 地 域 の支 ・分社 内 で

319前 掲 『最 近 に 於 け る 朝 鮮 治 安 状 況 』1933年 版
、135頁 。

32° 『東 亜 日 報 』1934年12月30日 付
。

321『 朝 鮮 日 報 』1930年4月25日
、4月26日 、4月27日 付 。

322『 朝 鮮 日 報 』1931年3月28日 付
、4月2日 付 。
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は 騒 然 とな った323。

ソ ウル 派 の な か で も解 消 派 と解 消 に反 対 す る派(以 下 、反 解 消 派)に 分 かれ て葛 藤 が 生 じ

た。 解 消 派 は 朴 平 山、 吉 漢 東 らで あ り、反 解 消 派 は 李 東 換 、 徐 光 勲 らで 、 二派 は 一 時 的 に

対 立 した324。 この よ うな解 消 論 を き っ か け に指 導 者 間 の 衡 平 運 動 に 関す る方 針 も明確 に 現

れ る よ うにな る。

こ こで 朴 平 山が 主 張 してい る解 消 の具 体 的 な 方 針 に つ い て 検 討 してみ よ う(日 本 語 訳 は

筆者 に よ る)。

(一)屠 獣 労 働 者 が一 つ の独 自的産 業 別 組 合 を持 ち うる都 市 にお い て は、 屠 獣 労 働 組

合 を組 織 す る。 しか し この組 合 に は従 来 の衡 平 社 員 だ けで は な く、屠 獣 に従 事す る全

労働 者 で 組 織 す る。 そ して地 方 別 単位 は 再 び 全 国 的 、 あ るい は 他 の 全 労 働 陣営 的 統 一

機 関 を持 た な けれ ば な らな い。 ま た屠 獣 労働 組 合 で 無 産 白丁 の み に存 在 す る身 分 差 別

反 対 闘 争 を も 自己 の任 務 と して果 た して い か ね ば な らな い 。

(二)農 村 に は 白丁 が い る が 、屠 獣 労働 者 は存 在 しな い。 農 村 に あ る在 来 の衡 平社 組 織

には 小 作 農 、 半 小 作 農 と柳 器 製 造 販 売 す る無 産 白丁 が い る。彼 らは 当該 地 方 の農 民 組

合 に組 織 され な けれ ば な らな い。

(三)半 農 村 小 都 市 一少 な く と も屠 所 が 一 ヶ所 あ る と こ ろ にお い て は、 屠 獣 労 働 者 が少

数 の た め独 立 的 産 業 別 組 合 を組 織 で き な い。 この よ うな 場 合 に は、 彼 らは一 般 労 働 組

合 に参 加 を しな けれ ば な らな い。

(四)最 後 に、 これ は労 働 、農 民 組 合 で 自己事 業 の 一 っ と して 、 封 建 的 因襲 的 白丁 差 別

に対 す る反 対 闘 争 を行 わ ね ば な らな い。325

方 針 の 内 容 は 「屠 獣 労 働 組 合 」 を 組 織 し 、 こ れ を 通 じ て 屠 獣 労 働 者 が 「一 般 労 働 組 合 に

323『 朝 鮮 日報 』1931年4月11日 付
、4月16日 付 、4月23日 付 。

324『 朝 鮮 日報 』1933年8月12日 付
。

325朴 平 山 「衡 平 運 動 潮 今 後 」(「 衡 平 運 動 の 今 後 」)『 批 判 』1931年
、6月 号 、54～55頁 。
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参加 」 しな けれ ば な らない とい うもの で あ る。 ま た 、農 村 で 「小 作 農 」 「半小 作農 」 「柳 器

製 造販 売 」 をす る 旧 「白丁 」 は 、 「農 民組 合 」 に 「組 織 」 され るべ き だ とい う。 旧 「白丁 」

に 対 す る身 分 差 別 は、 「労 農 組 合 」 「農 民組 合 」 に よ る 「反 対 闘 争 」 に よ っ て解 決 され る と

い う立 場 で あ った 。

一 方
、 反 解 消 派 らの考 え方 は全 く異 な る。 彼 らは 究 極 的 に衡 平 社 が解 消 す べ き で あ る と

認 めな が らも、 衡 平 運 動 が最 初 に指 向 した 目的 が ま だ 達 成 され な か っ た た め 、衡 平社 は 存

続 され るべ きだ とい う立 場 で あ っ た。 っ ま り、衡 平 社 の解 消 は平 等 社 会 が成 立 した と きの

問題 で あ り、 今 の社 会 状 況 を み る とま だ 不 平 等 で あ るた め、 衡 平 社 は残 存 す べ き だ と主 張

した 。 ま た 、 衡 平 社 の 役 割 につ い て も反 解 消 派 は 解 消 派 と異 な る意 見 で あ っ た。 反 解 消 派

に とっ て衡 平 社 は社 員 た ち の集 団利 益 を は か る機 構 で あ り、 そ の任 務 を遂 行 す る こ とを願

っ て い た 。

1931年4月 の 「第9回 全 国大 会 」は 開催 前 か ら緊 張 した 雰 囲 気 で あ っ た。警 察 当局 は 大

会 の進 行 意 見 書 と記 念 式 招 集 会 公 文 お よび ビ ラな どを押 収 した。 ま た 、水 原 支 社 で は解 消

案 が 大 会 に上 程 され る こ とに な っ た。 第9回 全 国 大 会 は1931年4A24日 ・25日 に 「解 消

案 の 決 定 的 討 議 を持 と う」 とい うス ロー ガ ン を掲 げ、 ソ ウル で 開催 され た326。4月24日 の

大 会 開 始 か ら検 査 委 員 長 で あ る 張志 弼 の責 任 問題 に っ い て 論 議 され た。翌25日 は解 消 派 と

反解 消 派 の 主 導 権 争 い が本 格 化 した。25日 には 新任 幹 部 と進 行 委 員 を含 む11人 と、 お よ

び検 査 委 員5人 が 選 考 委 員 に選 出 され た が 、 張 志 弼 は 検 査 委 員 に選 ばれ た。 そ の 結果 に反

対 した 社 員 た ち は再 び 選 考 委 員 を選 定 し、 新役 員 が 選 定 され る こ とに な っ た。 再 び 投 票 し

た が 、 選 考 委 員 の結 果 は 同様 で あ り、 張 志 弼 が 中央 執行 委 員 長 に選 任 され て い る327。 この

結果 は 張 志 弼 の 支 持 勢 力 が大 き か っ た こ とを 意 味 して い よ う。

この 結 果 を受 けて 、 朴 平 山 、 吉秋 光 、金 正 元 らの解 消 派20余 名 は 、 「この 大会 は 不 法 で

あ り、 同 時 に反 動 と認 め、 我 々 は退 場 す る」 と宣言 した 。 大 会 で は反 解 消 派 の 臨 時執 行 部

326『朝鮮 日報』1931年4月22日 付
。

327京 城 地方院検事正宛の京城鍾路警察署長による通報 「集会取締 り状況報告通報」京鍾警高第5348号
、

1931年4月27日 。
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で解 消 案 を討 議 した。 水 原 支 社 の解 消案 を読 み 上 げ た 後 に、 中央 本 部 委 員 た ち は 「時期 尚

早 」 と判 断 し、 水 原 支 社 の解 消 案 は否 決 され るの で あ った328。

1931年10.月8日 に ソ ウル 総 本 部 で 開 かれ た 中央 執行 委員 会 で は 、衡 平 社 の解 消 を主 張

す る会 員 もい た が 、 ほ とん どの 中央 執 行 委 員 らは 沈 滞 して い る衡 平 運 動 を復 興 させ る こ と

が急 務 で あ る と主 張 した329。 衡 平 社 の解 消 案 を支 持 して い た 勢 力 は 少 数 で あ る こ とが わ か

る。

1931年10月30日 に衡 平 社 本 部 で 開 か れ た 臨 時 全 国 大 会 で は 、解 消 問題 が公 式 的 な議 題

と して 上程 され て い な い33°。1932年4月 の第10回 大 会 で は、 「支 部 整 理 」 「財 政 問題 」 な

どが 重 要 問題 と して 討 議 され た。 この 大会 で 張 志 弼 は 晋 州 派 で あ る李 聖 順 を 中央 執 行 委 員

長 に据 えた 。 張 志 弼 は 自 ら進 ん で検 査 委 員 長 に 格 下 げ とな った 。 こ うして衡 平社 内 の解 消

主 張 は な くな った ので あ る。

そ の 後 、1933年2月 の 臨 時大 会 で 張志 弼 は解 消 派 で あ る水 原 支 社 を は じめ 、110の 支 ・

分社 を除 籍 す る とい う 「強 行 手段 」 に で た331。 そ して1933年4月 の第14回 大 会 で 張志 弼

は 再 び 執行 委 員 長 とな り、 除籍 した 支 ・分社 を復 帰 させ た 。 また 、 社 員 の 商 コニ業 へ の進 出

と、 経 済 更 生 の 団 体 と して 「同人 共 済社 」 を組 織 しよ う と した332。

1933年 に は解 消 派 が組 織 され た衡 平 前衛 同盟 に大 き な影 響 を及 ぼす 「衡 平 青 年 前 衛 同

盟 事 件 」 が起 っ た。 この 事 件 で解 消 派 の活 動 は全 く姿 を 消す こ と に な る。

表191931年 か ら1934年 の 中 央 執 行 委 員 会333名 簿

年度

職位

1931年 1932年 1933年 1934年

区分 名前 区分 名前 区分 名前 区分 名前

委員長 旧派 張志 弼 旧派 李聖順 旧派 張志弼 旧派 張志弼

書記長 旧派 金鍾澤 新派 徐光勅 旧派 金鍾澤 旧派 金鍾澤

書記 新派 金 光

328『 朝 鮮 日報 』1931年4月27日 付
。

329『 東 亜 日報 』1931年10月14日 付
。

33° 前 掲 『最 近 に 於 け る朝 鮮 治 安 状 況 』1933年
、135頁 。

331『 朝 鮮 日報 』1933年2月18日 付
、2月22日 付 。

332『 朝 鮮 日報 』1933年4月27日 付
。

333中 央 執 行 委 員 の な か で 旧派 は1920年 代 に 選 ば れ た 委 員 で
、 新 派 は1930年 代 以 降 か ら選 ば れ た 委 員

で あ る 。
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委員 新派 金正元 新派 崔 錫 新派 趙順用 新派 趙順用

新派 白漢雄 旧派 吉萬学 新派 千基徳 新派 千基徳

新派 李鍾淳 新派 金萬奉 旧派 吉奉 西 旧派 吉奉西

新派 李東換 新派 金士瑛 旧派 吉淳吾 旧派 吉淳吾

中立 呉成換 新派 金水同 旧派 金在徳 旧派 金在徳

新派 吉漢 同 旧派 呉成換 金奇雲 金奇雲

新派 李漢容 新派 朴周完 新派 金士瑛 旧派 金束錫

新派 朴好君 新派 李鍾爽 旧派 金束錫 旧派 朴有善

中立 吉萬學 新派 李明福 新派 羅秀完 新派 李宗男

旧派 吉基 同 新派 李嘉安 旧派 朴有善 旧派 李学述

新派 李東順 新派 李宗男 新派 李東喚

新派 李 烈 旧派 李学述

新派 李東喚

検事長 新派 沈相呈 旧派 張 志弼 旧派 吉萬学 旧派 吉萬学

検事
委員

旧派 李順 同

新派 店貴男
旧派 金士瑛

新派 李大吉 旧派 金 棒 旧派 金 棒

旧派 吉仲君 新派 李次福 新派 申喜安 新派 申喜安

出 典:1931年:李 東 換 「衡 平 社 第 九 回 全 国 大 会 評 」 『批 判 』1巻2号(1931年6.月)42頁 。

京 畿 道 警 察 部 『治 安 状 況 』 其 ノー 、1931年7月 、187頁 。

1932年:『 東 亜 日報 』1932年4月29日 付

1933年:『 朝 鮮 日報 』1933年4.月27日 付 、『朝 鮮 中 央 日報 』1933年4.月28日 付 。

1934年:「5.重 ナ ル 団 体 表 」『昭 和9年3.月 治 安 状 況 』 附 表 。

第2節 衡 平 社 か ら 「大 同社 」 へ の移 行

1.「 衡 平 青 年 前 衛 同 盟 事 件 」

1929年 か ら1932年 ま で の衡 平 運 動 は全 般 的 に沈 滞 して い た 。 先 に述 べ た が 、 この 時期

に は衡 平社 の 解 消 問題 、そ れ に と もな う指 導者 の 対 立 な どの 問題 が あ っ た た め で あ る。 そ

して 、 衡 平 社 の 解 消 問 題 で活 動 しな い社 員 た ちが 次 第 に増 え、 一 部 の支 ・分 社 で は 「階 級

解 放 」 を通 じた 「身 分 解 放 」 が 主 張 され 、「社 会 主 義 運 動 的 な運 動 路 線 」 が志 向 され た。 こ

の よ うな 時 期 の 衡 平 運 動 は他 の社 会 運 動 団 体 の影 響 や 日本 支 配 の 統 制 も受 け てい た。

1927年 以 後 、社 会 主 義運 動 の 勢 力(新 幹 会 ・橦 友 会 ・朝 鮮 青年 総 同 盟)は 民族 主 義左 派

勢 力 と協 同戦 線 を成 立 され た。 しか し、新 幹 会 ・僅 友 会 は1929年 に解 体 が 決 定 され 、朝鮮

青年 同 盟 は1925年11.月 新 義 州 で の 共産 青年 団 体 で あ る新 湾 青 年 会 事 件 を き っ か け に幹 部

らが 逮 捕 され 、1929年 に解 体 が決 定 され た。1931年 以 後 に は社 会 主 義 運 動 の勢 力 は 分化 し

始 めた 。衡 平 社 も例 外 で は な か っ た。 この よ うな 時代 の流 れ の 中 で1933年 に 「衡 平 青年 前
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衛 同 盟 」 事 件 が 起 きた334。

次 は 「衡 平 青 年 前 衛 同盟 事 件 」 を分 析 しな が ら、 衡 平 社 に対 す る治 安 当局 の認 識 に つ い

て 考 察 し、 衡 平 社 解 消 問題 を解 明 して い く。

1931年2.月 に光 州 に住 ん で い る衡 平 社 員 ・趙 弘 豊 の外20余 名(「 有 産 層 」)は 「食 肉販

売組 合 」を創 設 しよ う と した 。同年2,月 に衡 平 社 の 全 北 責 任 者 で あ る李 東 換 が 、「食 肉販 売

組 合 」 設 立 の 件 で 全 南 責 任 者 で あ る 申善文 に会 うた め 光 州 を訪 問 した。 李 東 換 と 申善 文 は

提携 して 「食 肉販 売 組 合 」 の設 立 に反 対 した た め、 こ の組 合 の設 立 は実 現 で き な か っ た 。

1931年12,月 に再 び 光 州 で 「食 肉販 売組 合 」 の設 立 問題 が 論 議 され た。 しか し、 申善 文

は 「有 産 家 」に もか か わ らず 、 「食 肉販 売 組 合 運 動 」 に反 対 し、そ れ が原 因 で光 州 衡 平社 に

内紛 が 起 きた 。 光 州 警 察 署 高 等 係 は そ の組 合設 立 問 題 にっ い て 紛 糾 問題 を 内査 して い る 中

で 、 共 産 主 義 的 秘 密 結 社 で あ る 「衡 平 青年 前衛 同 盟 」 が 実 存 してい る こ とを発 見 し、警 察

が捜 査 に着 手 す る こ とに な っ た335。

警 察 の 調 査 で 衡 平 社 員100余 名 が尋 問 され 、7ヶ.月 に取 り調 べ られ た。1933年7.月31

日の 取 り調 べ の 結 果 、100余 名 中 で徐 光 勲 らの14名 は拘 束 、49名 は不 拘 束 に な っ た。拘 束

され た14名 は起 訴 され 裁 判 に 回付 され た が 、 残 りの37余 名 は 出監 した336。

徐 光 勲 を含 む 拘 束 され た14名 は ソ ウル 派 で あ り、綱 領 を唱 え な が ら朝 鮮 衡 平運 動 に関 す

るヘ ゲ モ ニ ー を勝 ち取 る た め 、各 地 に 同志 を集 め よ うと して い た 。 ま た 、衡 平社 代 表 で あ

る張 志 弼 を排 撃 した 。 徐 光 勲 を含 む 拘 束 され た14名 中11名 は 、衡 平社 全 国大 会 で 中央 執

行委 員(27名)に 選 ばれ た人 た ち で あ っ た 。 そ して 、彼 らの 中 で 、李 東 換 ・李 漢 容 ・李 俊

鍋 の3名 が 中央 常 務 執 行 委 員(5名 定員)に 選 ば れ た 。 ま た 、 彼 らは 「左 派 の傾 向 」 を も

つ 各 道 の 連 盟 組 織 をつ くろ う と した が 、反 対 派 に敗 れ た 。そ して 、彼 らは各 地方 の衡 平 支 ・

分社 で 有 力 な 人 を撰 抜 す る と同 時 に 『同志 』 とい う秘密 出版 物 を刊 行 して い る。 そ の 出版

物 は 各 地 域 の 衡 平 社 員 、社 会 運 動 家 に配 付 され 、 さ らに夜 学 で も文 字 を教 え な が ら彼 らの

334高 淑和 「衡平青年前衛 同盟事件 について」『国史館論叢』国史編纂委員会
、1995年 、138頁 。

335『東亜 日報』1933年8 .月2日 、1934年12.月30日 付。『朝鮮 日報』1933年8.月12日 付。
336『朝鮮 日報』1933年8月12日 、1935年11月28日 付。『東亜 日報』1933年10月7日 、12月30日 付。
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連盟 組 織 を宣 伝 した とい う337。

そ れ だ けで な く、彼 らは食 肉販 売 組 合 お よび 会 社 を組 織 し、「無 産 者 側 」で あ る屠 夫 な ど

を扇 動 し、約10回 の 同盟 ス トライ キ をお こ な っ た。そ の 結 果 、衡 平社 員 た ち は 「有 産者 と

無 産者 」 に分 か れ てい くこ と とな る338。

「衡 平 青 年 前 衛 同盟 事 件 」 に連 座 され 、 治 安維 持 法 違 反 で 拘 束 起 訴 され た 「被 告 人 の 身

分 と職 業 」 は 次 の通 りで あ る。

表20衡 平青年前衛同盟事件で拘束起訴 された 「被告人」

姓 名(年 齢) 本籍および現在所 身分 職業 異名

李東 換(33) 本籍 京 畿道 水原 郡城 湖 面鳥 山里67番 地 白丁 無職 東鎮

現在所 京城 府 崇仁 洞144番 地 一1号

徐 光 勅(34) 本籍 京 畿道 高 陽郡崇 仁 面城 北里53番 地 平民 雑誌社記者 命福

現住所 京城 府 臥龍 洞56番 地

朴 好 君(26) 本籍 忠 南天 安郡 笠場 面 下場 里44番 地 白丁 自動車経営 平 山

現住所 同上

吉漢 東(26) 本籍 忠 南天 安郡 笠場 面 下場 里44番 地 白丁 布木商 秋光

漢周現住所 同上

沈 相 呈(29) 本籍 全 北益 山群 成 羅面成 悦 里441番 地 白丁 農業 織夫

現住所 全 北益 山群 成 羅面 金城 里169番 地

李 鍾 律(30) 本籍 慶 北盈徳 郡 南 亭面 南亭 里126番 地 平民 出版業 南鉄

現住所 京城 府 嘉会 町170番 地 の19号

金 水 同(30) 本籍 忠 南牙 山郡 温 陽面 邑内里92番 地 白丁 新聞記者

現住所 忠 南牙 山郡 温 陽面 温泉 里75番 地

崔 錫(32) 本籍 全 北井 邑郡 井 邑面 市基 里405番 地 白丁 無職

現住所 同上

羅東鳳(29) 本籍 全 北全 州郡 全州 邑完 山町104番 地 白丁 食 肉販売業 秀完

現住所 同上

李 漢 容(30) 本籍

現住所

忠 南牙 山郡 温 陽面 邑内里92番 地 白丁 雑誌社記者
忠 南牙 山郡 温 陽面 温泉 里75番 地

金 正 元(26) 本籍 京 畿道 水原 郡水 原 邑南 水里231番 地 白丁 鉱山業

現住所 忠南天安郡天安 邑安棲里番地未詳

朴敬植(25) 本籍 慶 南馬 山府 後東 洞87番 地 白丁 無職

現住所 慶 南馬 山府 俵 町33番 地

李 明録(28) 本籍 慶 南馬 山府 幸 町62番 地 白丁 食 肉販売業

現住所 慶 南馬 山府 富 町55番 地

申点 石(26) 本籍 全 南光 州郡 光州 邑須 奇屋 町70番 地 白丁 無職 善文

現住所 全 南光 州郡 光州 邑須 奇屋 町72番 地

出 典:表 は 高 淑 和 「日帝 下 衡 平 社 研 究 」(1996年 、206～207頁)か ら引 用 。 こ の 表 が 依 拠 して い る 資 料

は 次 の とお りで あ る。 『東 亜 日報 』1933年8.月2日 付 、1934年12月30日 付 。 『朝 鮮 日報 』1933

年8月12日 付 、1935年10月8日 付 。 『朝 鮮 中央 日報 』1933年8月13日 付 。『李 東 喚 外13名 に

関 す る 治 安 維 持 法 違 反 』 裁 判 記 録 、2-4001～4015頁 、2-5090～5107頁 。

上 記 の 表20を 見 る と 、「被 告 人 」た ち は 衡 平 運 動 が 活 発 に 展 開 し た 地 域 の 代 表 者 で あ り 、

337高 前 掲 論 文(1995年)165頁
。

338『 東 亜 日報 』1933年8月2日
、1934年12月30日 付 。 『朝 鮮 日報 』1933年8月12日 付 。
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20～30年 代 の 若 い 指 導 者 で あ る こ とが わ か る。14人 中2名(徐 光 勲 ・李 鍾 律)は 「平 民 」

で あ り、他 の12名 が 旧 「白丁」 出 身者 で あ る。 職 業 の分 類 をみ る と 「雑 誌 社 記 者 」 が2

名 、 「新 聞 記 者 」 が1名 、 「出版 業 」 の従 事 者 が1名 、 「食 肉販 売 業 」 が2名 、 「農 業 」 が1

名 、 「無 職 」 が4名 、 「鉱 山業 」、 「布 木 商」、 「自動 車 経 営 」 が 各1名 で あ る こ とが わ か る。

朴好 君 は 短 期 間 で あ っ た が 、平 澤 の 朝 鮮 日報 支 局 記 者 と して活 躍 した 人 物 で あ る。14名 の

な か で 言 論 ・出版 に従 事 して い た知 識 人 が 多 い こ とが わ か る。 補 足 す る な ら、彼 らの ほ と

ん どが 衡 平 青 年 会 ・衡 平 学 友 会 ・正 衛 団 で活 動 しな が ら 中央 総 本 部 の指 導 者 と して活 躍 し

た 人 物 で 、 他 の 社 会 運 動 団体 と密 接 な 関係 を も って い た ソ ウル 派 の核 心 勢 力 で あ っ た。

李 東 換 は郡 山青 年 会 の執 行 委 員 、新 幹 会 京 城 支 会 執 行 委員 と して 活 動 す る な ど、 青年 団

体 に加 入 して 活 躍 して き た。 徐 光 勲 は思 想 団 体 で あ る城 北 倶 楽 部 の 中心 人 物 で あ り、李 漢

容 は 新 幹 会 洪 城 支 会 会 員 と して活 動 した人 物 で あ る。朴敬 植 は 高 等 普 通 学 校 の在 学 中 に 「盟

休 事 件(学 生 た ち の 同盟 休 校)」 に連 座 され 懲 役8ヶ 月 、執 行 猶 豫4年 の判 決 を受 け た人 物

で あ る。 そ して 李 鍾 律 は 、新 幹 会 東 京 支 会 結成 に参 与 して 青 年 部 長 と して 活 動 しな が ら多

様 な 社 会 団 体 に参 加 した人 物 で あ る339。

衡 平 青 年 前衛 同盟 の 「被 告 人 」 た ち は 、1931年12月 中旬 か ら1933年2月 中旬 ま で集 会

を開 き、 次 の5項 目を協 議 した。

一
、1933年4月 全 国大 会 に解 消案 を提 出 す る こ と

一
、解 消 案 が 否 決 され る場 合 に は 中央 執行 権 を掌握 す る こ と

一
、 張 志 弼 な どが 企 画 して い る同人 共 済会(牛 皮 貿 易株 式 会 社)に 加 入 す る こ と

一
、衡 平 青 年 前 衛 同盟 を解 体 し共 産 主義 同 盟 と名 称 を変 更 して 一 般 主 義 者 と提 携 す る

こ と(た だ し、1933年4月 全 国 大 会 前 に結 社 会 合 で 決 定 す る こ と)

一
、1930年4月 末 に決 定 した 責任 者 を 次 の よ うに変 更 す る こ と

(京 畿 道 一李 東 換 、 忠 清 南 道 一朴好 君 、 忠 清 北 道 一吉 漢 東 、全 羅 北 道 一崔錫 、 全 羅 南 道

339『朝鮮 中央 日報』1933年8月13日 付。
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一金 水 同、 慶 尚南 道 一李 漢 容)

そ して 、 衡 平 社 員 の啓 蒙 運 動 お よび 共産 主 義 運 動 宣伝 の た めの 機 関紙 を発 刊 す る準備 を

した が 、「内容 の不 穏 」を理 由 に 削 除 され た部 分 が 多 く、ま た 資金 難 で 結 局 、発 行 され な か

っ た340。

衡 平 青 年 前衛 同盟 「被 告 人 」 らは衡 平 社 の重 要 幹部 と して 、約10年 間 か け て衡 平社 を通

じて 各 地 を巡 回 しなが ら朝 鮮 の独 立や 私 有 財 産 制 度 を否認 す る 「無 産 者 共 産 主義 社 会 」 を

実 現 させ る よ う と した 。1931年 に衡 平青 年 前衛 同 盟 が組 織 され 、ま た衡 平 社 を解 体 させ 「共

産 主 義 者 同盟 」 を組 織 し 「一 般 主 義 者 」 と提携 しよ う と した341。 ま た 、1931年4.月 の全 国

大 会 で は衡 平 社 の解 消 論 を主 張 した が成 功 しな か っ た 。 そ こで 彼 らは 「有 産 白丁 」 を排 除

して 「無 産 白丁 」だ け で 「屠 夫 労働 組 合 」 とい う団 体 を組 織 し、 「無 産 白丁 」 の利 益 を勝 ち

取 ろ う とた 。こ の際 に衡 平 青 年 前 衛 同盟 を解 消 させ 、「共 産 主 義 協 議 会 」を組 織 し始 めた 時

に 、 警 察 当局 に発 覚 され 、逮 捕 され た との で あ る342。

裁 判 の 結 果 、彼 らは14名 中、李 鍾 律 だ け が懲 役2年6ヶ 月 で未 決拘 留900日 を通 告 され 、

他 の 李 東 換 ら13名 は無 罪 が言 い渡 され た343。

日本 の 警 察 当局 は、「衡 平 青 年 前 衛 同盟 事 件 」で 各 地 域 の 急 進 的 活 動 家 らを短 くて数 ヶ 月 、

長 くて4年 も拘 束 して お き、衡 平 運 動 や 他 の 活 動 を抑圧 した。「衡 平 青 年 前 衛 同盟 事 件 」以

後 、衡 平 社 で は警 察 当局 の監 視 下 で運 動 続 け る こ とが 難 しい 状 況 を迎 え た。 ま た 、 この 事

件 が衡 平 運 動 に与 えた 影 響 や 、 この 事件 が 起 きた1933年 以 後 の衡 平 運 動 の過 程 を み る と、

治 安 当局 が 衡 平 社 内 の急 進 勢 力 を 除去 し よ うと した の が わ か る。 こ の事 件 で衡 平 社 内 の急

進 勢 力 は 姿 を消 し、 以 降 の衡 平社 の方 向転 換 に 大 きな影 響 を与 え る の で あ っ た。

2.運 動 の 転 換 と 展 開 過 程

34° 高 前 掲 論 文(1995年)219～220頁
。

341『 東 亜 日 報 』1933年8月2日
、1934年12月30日 付 。

342『 東 亜 日 報 』1934年12
.月30日 付 。 『朝 鮮 日 報 』1935年11.月28日 付 。

343『 東 亜 日 報 』1936年3月21日 付
。 『朝 鮮 日 報 』1936年3月19日 付 。
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次 の 表 は大 同 社 に改 組 した1935年 に お け る組 織 数 と社 員 数 で あ る。

表21衡 平社数 と社員数(1935年)

道別 団体数 社員数

京畿道 9 444

忠清南道 8 237

忠清北道 26 2425

全羅北道 12 967

全羅南道 5 253

慶尚南道 18 1230

慶尚北道 17 ・ ・

黄海道 1 7

江原道 2 39

合計 98 6540

出典:朝 鮮 総督 府 警務 局保 安課 『最 近 に於 け る朝鮮 治安 状況 』1936年 、135頁 に よ り作 成。

次 の 表 は 、1932年 と1933年 、1935年 の 衡 平 社 道 別 分 社 数 と社 員 数 で あ る 。

表221932年1933年1935年 度 道 別 支 ・分 社 と社 員 の 数

区分

道別
分社数 社員数

1932 1933 1935 1932 1933 1935

京畿道 14 12 9 397 470 444

忠清北道 14 13 8 468 451 237

忠清南道 30 28 26 2,687 2,609 2,425

全羅北道 27 26 12 1,582 1,540 967

全羅南道 7 6 5 391 :・ 253

慶尚北道 24 20 17 ・ 710 ・ ・

慶尚南道 26 26 18 1,564 1,596 1,230

江原道 15 13 2 326 283 39

黄海道 1 1 1 6 7 7

平安北道 0 0 0 0 0 0

平安南道 0 0 0 0 0 0

成鏡南道 0 0 0 0 0 0

成鏡北道 1 1 0 16 16 0

計 161 146 98 8,293 :.: 6,540

出典:朝 鮮総 督府 警 務局 『最 近 に於 け る朝鮮 治安 状況 』1933年 、168～169頁 。

朝 鮮総 督府 警務 局 『最 近 に於 け る朝鮮 治安 状 況』1935年 、135頁 に よ り作 成。

こ の 表 を み る と、 北 部 地 域(黄 海 道 、 平 安 南 北 道 、 成 鏡 南 北 道)は 、 衡 平 社 が 衰 退 し て

い て 、 そ の 社 員 数 も ほ ぼ ゼ ロ か 、 ゼ ロ に 近 い 状 態 で あ る と も い え る 。 し か し 、 そ れ に 比 べ

て 南 部 地 域 の 中 で 、 慶 尚 南 道 、 慶 尚 北 道 、 忠 清 南 道 は 、 比 較 的 に 多 く の 分 社 数 と社 員 数 を

維 持 して い る 。
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と こ ろ が 、1932年 前 半 期 か ら衡 平 社 内 に お い て 沈 滞 支 部 の 除 籍 問 題 が 浮 上 し て く る344。

そ して1933年2.月 の 臨 時 大 会 に お い て 、 衡 平 社 総 本 部 は つ い に 支 ・分 社 の 整 理 を 行 っ た 。

194の 衡 平 支 ・分 社 の うち 、 除 籍 さ れ た 数 は110と な り、 わ ず か84の 支 ・分 社 だ け が 残 っ

た の で あ る345。

4月 に 開 か れ た 衡 平 社 第11回 全 国 大 会 に は 、 「40余 カ 所 の 支 ・分 社 か ら110余 名 の 代 表

者 」 が 参 加 した346。 こ の 数 は 、2月 に 残 っ た 支 ・分 社 の 約 半 数 に あ た る 。 総 督 府 警 務 局 は

こ れ を 次 の よ う に 報 告 し て い る 。

(前 略)打 続 く財 界 不 況 と中央 幹 部 に対 す る不信 任 とに依 り地 方 支 部 に して維 持 費

を納 む る の も十 指 を屈 す る に 足 らず 、為 に 本 部 は 極 度 の 財 政 難 に陥 り、遂 に本 年 四

月 開 館 を売 却 して 旧債 を整 理 した る等 、彼 是衡 平社 も全 く行 詰 ま りを来 し(後 略)

とみ て い た347。

1934年4月 に 開 か れ た 衡 平 社 第12回 全 国 大 会 には 、24支 部 の50余 名 だ け が参 加 した348。

ま た 、9月 に忠 南 洪 城 で 開 かれ た総 本 部 常務 委 員 会349を み て も、 衡 平 運 動 は い きづ ま りの

状 態 で あ った と考 え られ る。

以 上 の よ うに、1935年 の 大 同社 へ の改 組 前 の状 況 は 、不 振 状 態 に陥 っ て い た こ とが わ か

る。

第3節 大 同社 へ の 移 行

この節 で は 、1930年 代 後 半 の衡 平 運 動 、そ して衡 平 社 か ら大 同社 へ の移 行 過 程 を通 して 、

344『 朝 鮮 日 報 』1932年3月1日 付
、 『東 亜 日 報 』1932年3.月5日 付 、 『中 外 日 報 』1932年3月5日 、4

月25日 付 。
345『 朝 鮮 日 報 』1933年2月18日

、2月19日 、2月22日 付 。

346『 朝 鮮 日 報 』1933年4
.月27日 付 。

347朝 鮮 総 督 府 警 務 局 『最 近 に 於 け る 朝 鮮 治 安 状 況 』1933年
、136頁 。

348『 朝 鮮 日 報 』1934年4月25日

349『 朝 鮮 中 央 日 報 』1934年9月18日 付
。
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大 同 社 の 運 動 を含 む 衡 平 運 動 を究 明す る。 これ は衡 平運 動 の 全 体 像 の解 明 につ な が る重 要

な 意 味 を もっ と考 え られ る350。 しか しな が ら、 大 同社 や そ の 運 動 に 関す る史 料 は わず か の

新 聞 、 官 憲 お よび 軍 関係 の記 録 の ほ か に は な い の が 現 状 で あ る。 新 聞記 事 や 朝 鮮 軍 が調 査

した 資 料 を含 めて 全 部 で30件 で あ るが 、 これ らの 史 料 を に も とつ い て大 同社 と衡 平 運 動

に つ い て 究 明 した い 。

1.大 同社 へ の移 行

衡 平社 は1933年 に 「衡 平 青 年 前 衛 同盟 」事 件 で 、衡 平 社 内 の ソ ウル 派 の 活 動 家 た ち が徹

底 的 に 弾圧 を受 けた 結 果 、 衡 平 社 は崩 壊 した。

そ して衡 平 社 の指 導 権 は、 晋 州 派 の 張志 弼 らが握 るが 、運 動 で は 行 きづ ま りを 見せ て く

る。

衡 平 運 動 は 不 振 な 状 況 か ら脱 せ られ な い ま ま続 い て 、1935年4月24日 に衡 平社 第13回

全 国 大 会 を迎 えて 、大 同社 が 成 立 す る こ とに な る。 この13回 全 国大 会 に 、慶 尚南 北 道 、全

羅 南 北 道 、 忠 清 南 北 道 、京 畿 道 、黄 海 道 、 江原 道 、 平安 南 北道 、 成 鏡 南 道 の代 表 委 員140

余名 が 参加 した 。 大 会 の 司会 は張 志 弼 が 中心 とな り、 衡 平 運 動 の存 続 問題 や 衡 平 社 名 称 問

題 、 本 社位 置 問題 な どの5つ の議 案 を討 議 した。 さ らに衡 平 社 の名 称 を大 同社 に変 更 し、

衡 平 運 動 の 存 続 を決 め る こ とを決 定 した351。1935年4月26日 付 の 『朝 鮮 日報 』の記 事 で 、

張 志 弼 は 次 の よ うな発 言 を して い る。

衡 平 運 動 を 起 こ す 当 初 に 約10年 間 を 予 想 し、 こ れ を 宣 伝 、事 業 、実 行 の3期 に 分 け て

着 々 と遂 行 して き た 。 今 日 ま で に ほ ぼ3期 の 過 程 を す べ て 実 践 し終 え た の で 、 衡 平 運

動 は 完 了 した とい え よ う。 そ こ で 今 よ りは 大 衆 と 同 一 の レベ ル で 、 彼 等 と歩 調 を あ わ

35°金 仲kxは 『衡 平運 動研 究一 日帝侵 略期 白丁の社 会 史』(1994年)の 「大 同社 へ の転換 」(286～295頁)

で、大 同社 運動 につ いて次 よ うに記 述 した。
「大 同社 は少 数 の富裕 な社員 が 中心 とな り、実 質的 に は彼 らの経 済 的利 益 だけ を維持 す るのに注 力 し、

しか も 日帝 に協 力 した反 逆 団体 で あ る。」「大 同社 と衡 平社 は 明確 に 区別 す べ きで あ り、大 同社 の活動

を通 ず て、衡 平社 活動 を評 価 す る こ とは誤 りで あ る。」 とい う。
351『東 亜 日報 』1935年4月25日 付 、『朝鮮 日報 』1935年4月25日 、26日 付 。
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せ て 運 動 を展 開す る意 味 か ら名 称 を新 し く改 め た 。

この発 言 の な か に、創 立 当時 か ら大 同社 に 改称 され るま で の10年 間 に お い て 、衡 平運 動

の3期 の過 程 を 「実 践 し終 え た」 とあ る。 しか しな が ら、 内容 で は衡 平 運 動 の 目的 が 「完

了 」 した とは 考 え に くい。 む しろ ま た衡 平社 内 で の 対 立 が 終 わ り、 これ か らの大 同社 活 動

に つ い て 運 動 の 連 続 性 や 新 た な運 動 の展 開 な どを示 唆 して い る と筆 者 は考 え る。

2.大 同社 の組 織 化 の状 況 お よび 活 動

マ マ

大 同社 の 成 立 後 、幹 部 らは1935年12,月 下 旬 頃 に 、「沈 滞 状 態 に陥 っ て い る運 動 を復 活(筆

者:活 性 化)さ せ よ う と各 地 を巡 回 」 した。 そ の 結 果 、 大 同社 で は 「過 去 の運 動 の誤 った

点 を清 算 し、新 しい 陣営 ヲ展 開す る た め 」に 、1936年1,月 に全 国 臨 時大 会 の 開催 を決 定 し

た352。 こ の 臨 時 大 会 は 、衡 平 社 内 の 二 派 の対 立 が 運 動 を沈 滞 させ る原 因 で も あ っ た た め、

二 派 の 妥 協 を通 して 大 同社 運 動 を活 性 化 させ よ う と した の で あ る353。

この 項 で は 、「大 同社 運 動 を復 活 」させ るた め の 張 志 弼 らの 努 力 、大 同社 の組 織 化 の状 況

や活 動 につ い て 述 べ る。

次 の 表 は1930年 か ら1940年 ま で の衡 平社 ・大 同 社 の 組 織 状 況 を示 した も の で あ る。

表23衡 平社 ・大同社 の支 ・分社数 ・社員数

年度 支 ・分社数 社員数
1930 194 1万 余 名

1931 166 一

1932 161 8,293名

1933 146 7,868名

1934 113 6,957名

1935 98 6,540名

1936(前 半 期) 91 約1万 名

1938(後 半 期) 86 約6千 名

1939354(前 半 期) 70 約8093名

352『 東 亜 日報 』1935年12月27日 付
。

353『 東 亜 日報 』1936年1月9日 付
。 こ こ で復 活 の 意 味 は 大 同 社 の 活 性 化 で あ る と筆 者 は 考 え て い る。

354朝 鮮 憲 兵 隊 司 令 部 「昭 和14年 朝 鮮 治 安 関 係 一 覧 表 」(『 日本 外 務 省 特 殊 調 査 文 書 』62
、1990年 、184

頁)で の 「衡 平 団 体 」 は 、 次 の通 りで あ る。

表24道 別 衡 平 団 体 ・社 員 数(1939年)

団 体 数 社 員 数

京 畿 道6354

1:



1940(前 半 期) 67 5858名

出 典:1930年 は 京 城 地 方 法 院 検 事 正 宛 の京 城 鍾 路 警 察 署 に よ る通 報 「[衡 平 社 総 本 部]集 会 取 締 状 況 報

告 」(京 鍾 警 高 秘 第7982号 、1930年5.月)に よ る 。

1931年 か ら1935年 ま で は 、『最 近 に 於 け る 朝 鮮 治 安 状 況 』(朝 鮮 総 督 府 警 務 局 、1933年 ・1936

年 版)に よ り作 成 した も の で あ る。

1936年 か ら1940年 ま で は 、『朝 鮮 思 想 運 動 概 況 』(十 五 年 戦 争 極 秘 資 料 集28、1991年)に よ り

作 成 した も の で あ る。 参 照 した 史 料 は 、 次 の 通 りで あ る。

朝 鮮 軍 参 謀 部 「昭 和11年 前 半 期 朝 鮮 思 想 運 動 概 観 」 「三 、其 他 ノ 思 想 運 動 三 、衡 平 運 動 」1936

年7.月31日 、598～599頁 。

朝 鮮 軍 参 謀 部 「昭 和13年 前 後 半 期 朝 鮮 思 想 運 動 概 況 」 「三 、其 他 ノ 思 想 運 動 ノ 状 況(三)衡 平 運

動 並 衡 平 団 体 ノ状 況 」1939年1.月31日 、568～569頁 。

朝 鮮 軍 参 謀 部 「昭 和14年 前 半 期 朝 鮮 思 想 運 動 概 況 」 「三 、 其 他 ノ思 想 運 動 ノ状 況(二)衡 平 運 動

並 衡 平 団 体 状 況 」1939年8月31日 、727頁 。

朝 鮮 軍 参 謀 部 「昭 和14年 後 半 期 朝 鮮 思 想 運 動 概 況 」 「三 、 其 他 思 想 運 動 ノ 状 況(二)衡 平 運 動

並 衡 平 団 体 ノ 状 況 」1940年2.月28日 、481頁 。

表23を み る と 、1930年 か ら1935年 ま で の 衡 平 社 数 は 、1930年 に194で 最 も 多 か っ た が 、

1933年 か ら1935年 に か けて 少 しず つ減 少 して い くの が分 か る。衡 平社 員 数 にお い て は1930

年 に1万 余名 で 最 も多 い が、 支 ・分 社 数 と同 じ く1933年 か ら1935年 に か け て少 しず つ減

少 して い る 。

しか し、 大 同 社 に 改 組 し た1936年 に は 支 ・分 社 数 は91で 、1935年 よ り7団 体 が 減 少 し

た が 、 社 員 数 を み る と約1万 余 名 で 、1935年 よ り3460余 名 増 え て い る 。 支 ・分 社 数 に 対

して 社 員数 が 増 えた の は 、衡 平 社 員 た ち が再 び 大 同社 に 参加 し、 沈 滞 して い る運 動 を 活 性

化 させ る よ う と した と推 測 で き る。

資 料 の 制 約 の た め、1937年 は確 認 で き な い が 、1936年 以 降 にお け る大 同社 の組 織 状 況 は 、

1936年 度 よ り引 き続 き減 少 して い く傾 向 に あ る こ とが わ か る。

総 督府 警 務 局保 安 課 『高 等 警 察 報 』 第6号(1936年 、329頁)に 、大 同社 の綱 領 が記 載

さ れ て い る 。

、我 々 は 正 義 の 旗 印 の下 に協 力 して 国 民精 神 を発 揮 す

忠清南道 21 1950

忠清北道 9 310

慶 尚南道 20 1160

慶 尚北道 10 1

全羅南道 7 3313

全羅北道 3 510

合計 76 8449(実 数8447)

各 道別 の 団体数 と社員 数 であ る。 上記 の表23の 団員 数 を比 べ る と大 きな差 は ない。
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一 我 々 は 産 業 的 に相 互 扶 助 し 自力 を以 て 生活 を 改 善 す

一 我 々 は 子 女 の教 育 を為 す に 階級 の 強調 を 図 る

第1章 で 述 べ た 衡 平 社 の 綱 領 と 、 こ の 大 同 社 の 綱 領 を 比 較 して み る と 、 衡 平 社 の 「人 権

解 放 を 根 本 的 使 命 とす る 」 か ら大 同 社 の 「国 民 精 神 を 発 揮 す 」 へ と変 更 され て い る。 衡 平

社 か ら 大 同 社 へ の 改 祖 は 大 き な 方 向 転 換 で あ り、 確 か に 日本 に 妥 協 す る 「融 和 的 団 体 」 と

見 る こ とが で き る 。

ま た 、大 同 社 に お け る組 織 化 の 状 況 に つ い て 、朝 鮮 軍 参 謀 部 『朝 鮮 思 想 運 動 概 況355』 「昭

和11年 前 半 期 思 想 運 動 概 況 」 の 「三 、 其 他 思 想 運 動 の 状 況3.衡 平 運 動 」(十 五 年 戦 争 極

密 資 料 集28、1991年)で 、 衡 平 運 動 に 関 す る 報 告 を み て み よ う。 そ こ に は 、 「昭 和 十 年 四

月 名 称 ヲ 改 称 以 来 面 目 ヲ ー 新 シ 相 当 活 動 ヲ 予 想 サ レ タ ル カ 依 然 内 部 ノ 派 別 闘 争 絶 工 ヘ ス ー

派 二 対 立 各 自 派 ノ 勢 力 扶 植 二 奔 走 ア リタ ル 」 と あ る356。

衡 平 社 の 支 ・分 社 の 減 少 や 、 社 員 数 の 減 少 に と も な う衡 平 社 の 財 政 難 や 葛 藤(幹 部 ら の

間 の 理 念 の 差)に よ り 、 朝 鮮 軍 は 大 同 社 に つ い て 、 「面 目 ヲ ー 新 シ 相 当 活 動 ヲ 予 想 」 した 。

しか し、 「依 然 内 部 ノ 派 別 闘 争 絶 工 へ 」 と 、大 同 社 の 内 部 で の 問 題 を指 摘 して い る 。 こ の こ

と か ら 、 沈 滞 して い る 衡 平 社 を 活 性 化 させ る た め に 、 旧 派(張 志 弼 を 含 む 指 導 者 ら)は 、

社 員 の 団 結 と 経 済 上 の 地 位 を 向 上 し よ う と し た 。

経 済 的 地 位 を 向 上 させ る こ と で 、 初 期 衡 平 運 動 の よ うに 各 支 部 を 活 性 化 させ 、 再 び 衡 平

運 動 を 全 朝 鮮 に 広 げ よ う と し た と考 え られ る。 日本 の 弾 圧 の 中 で も衡 平 社 運 動 を 合 理 的 に

活 性 化 さ せ る た め に は 、 融 和 団 体 へ の 変 容 は 避 け られ な い 道 で あ っ た と考 え られ る。

こ の こ と を 裏 付 け る た め 、1936年 か ら1940年 ま で に お け る 大 同 社 の 活 動 の 分 析 を 通 し

355『朝鮮 思想 運 動概 況 』(十 五 年戦 争 極秘 資料 集28 、1991年)は 宮 田節 子 編 ・解説 であ る。そ の解説 に

よ る と、 「本書 は朝 鮮軍 参謀 部 が、 陸軍省 か らの依 頼 に よって 、半 年毎 に朝鮮 軍 参謀 長 の名 で、 陸軍

次 官 あて に送付 した報 告書 を収 録 した もの」 であ る。 現在 残 って い る もの は、 次 の通 りで あ る。
「昭和11年 前 半期 朝鮮 思想 運動 概観 」1936年7月 、「昭 和13年 前後 半期 朝鮮 思想 運動 概況 」1939年

1.月、「昭和14年 前 半期 朝鮮 思想 運動 概況 」1939年8.月 、「昭和14年 後 半期朝 鮮 思想 運動 概況 」1940

年2.月 、 「昭和15年 前 半期 朝鮮 思想 運動 概 況」1941年8月 で ある。
356前 掲書

、 朝鮮 軍参謀 部 『朝鮮 思想 運 動概 況 』18頁 。 張志弼 は ソウル 派(急 進 派 、北 派)の 代 表人 物
であ り、姜 相鍋 と李聖 順 は晋州 派(穏 健 派 、南 派)を 代 表 す る人物 で あ る。
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て 実 証 して い く。 また 、張 志 弼 を含 む指 導 者 た ち の 運動 活 性 化 へ の努 力 や 、朝 鮮 総督 府 ・

朝鮮 軍 参 謀 部 ・中央 政 府 の 関係 につ い て も言 及 す る。

最 初 の 動 きは 、1936年2.月11日 に京 城 の 総本 部 で の 臨 時 大 会 で あ った 。 臨時 大 会 は 、

非 「白丁 」 で 京城 出身 の柳 公 三 の 司会 の 下 で 、12支 部 か ら19名 の代 議 員 が参 加 し、 次 の

討 議 案 を可 決 した 。

人権差別撤廃に関する件

営業権保障に関する件

食 肉競争販売に関する件

制度変更に関する件

規約修整に関する件

機 関紙発行の件

大会場所に関する件

道大会に関する件

本部維持に関する件

本部責務整理の件

中央執行部総改選の件

予算追加更正の件

その他

この 臨 時 大 会 で 、「本 部 維 持 問題 」 と 「本 部位 置 問 題 」 につ い て議 論 され た が 、結 局京 城

に あっ た 本 部 会館 を売 りに 出 して負 債 を整 理 し、 「本 部 を大 田 に置 く」 こ とに な っ た。

ま た 、2月1日 か ら3日 間釜 山支 部 で 、 中央 幹 部 と委 員 長 な ど重 要 幹 部 が会 合 して協 議

を重 ね た。 協 議 の結 果 、晋 州 派 と ソ ウル 派 の 幹 部 らは握 手 し、 今 後 の運 動 方 針 な どを協 議
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した357。

これ らの 討 議 案 を衡 平 社 の大 会 時 の討 議 内容 と比較 す る と、「人 権 差 別 撤 廃 」に 関す る件

を含 め、 「営 業 権 保 障 」 「食 肉競 争 販 売 」 な どの 経 済 的 な部 分 や 、 「制 度 変 更 」 「予 算 追 加 」

「規 約整 理 」 な ど、 大 同社 組 織 の維 持 に 関す る制 度 的 問題 も新 た に 取 り込 ん で い る。

こ こか ら、 わ か る こ とは 、大 同社 へ の改 組 後 の 幹 部 らは、 本 部 の移 転 か ら規 約 の整 理 ま

で 、 大 同社 の 組 織 の再 編 成 を通 して 、沈 滞 して い た 運動 を新 た に活 性 化 させ よ うと した こ

とで あ る。

引 き続 き、同 年2月22日 に 、大 田に お い て 再 び 中央 執 行 委 員 会 を招 集 す る こ とを決 定 し

た358。

大 田で 開 か れ た 中央 執 行 委 員 会 にお い て は 、9つ の 項 目を討 議 した。 そ の 中 で重 視 され

た討 議 問題 は 、中央 委 員 の増 員 と産 業 問題 で あ っ た。産 業 問題 に お い て は 「牛 皮 販 売 統 制 」

と 「食 肉販 売 」 に 関す る件 で あ っ た359。 牛 皮 販 売 統制 とは 、 これ ま で に社 員 が産 出す る牛

皮 販 売 を 中間 搾 取 され て きた の を 、大 同社 の経 営 で数 十 万 円の 会 社 を組 織 す る こ とを前 提

に 、同 じ価 格 で あれ ば他 人 に販 売 しな い で 、同 じ会 社 に販 売 しよ う とい う制 度 で あ っ た36°。

同 年4月2日 に は釜 山草 梁 で 、牛 肉販 売 業者 に 対す る差別 、 牛 肉価 格 の 強 制 指 定 に よ る

営 業 上 の 脅威 にっ い て 協 議 を した。 ま た 、総 督府 をは じめ、 各 要 路 に陳 情 す る こ とを決 議

した361。 陳 情 す る代 表 者 は、 執 行 委 員 長 で あ る李 聖 順 を 中 心 と して 姜 相 錆 、趙 貴 容 、金 在

徳 、 李 学 術 、 白楽 英 、 吉 相 株 、 申東 一 、李 学柞 、金 束 錫 、 金鍾 沢 らの幹 部 で あ っ た362。

陳 情 団 は4.月7日 に天 安 で 会 議 を 開 き、8日 に天 安 を 出発 した。 翌9日 に京 城 に入 り総

督府 警 務 局 長 を訪 れ 陳 情 す る こ と と、 ま た 、各 新 聞社 を訪 問 して 支 援 を受 け る こ とに した

363
0

357『 朝 鮮 中 央 日 報 』1936年2月8日 付
。

358『 東 亜 日 報 』1936年2
.月7日 付 、 『朝 鮮 中 央 日 報 』1936年2月8日 付 。

359『 朝 鮮 中 央 日 報 』1936年3月5日 付
。

36° 『東 亜 日 報 』1936年2
.月26日 付 。

361『 東 亜 日 報 』1936年4月9日 付
。

362『 東 亜 日 報 』1936年4月9日
、4月11日 付 。

363『 東 亜 日 報 』1936年4月9日
、4月10日 付 。
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4月10日 に陳 情 団 は総 督 府 を訪 問 し、 池 田清 警 務 局 長 に次 の3項 目を 陳情 した364。

一 官 吏 の 大 同社 員 に対 す る差 別 を撤 廃 す る こ と

一 食 肉価 格 を警 察 が勝 手 に決 めず に
、 大 同社 と相 談 して 決 定 す る こ と

一 食 肉販 売 人 の許 可 お よび 取 り消 しに 関 して は
、 大 同 社 の意 見 を尊 重 して処 理 す る こ

と

しか し、池 田警務 局 長 は、「差別 は な い と信 じる が 、も し、あ る とす る な らば 、今 後 は注

意 を させ る」「食 肉価 格 の協 定 は 、同業 者 間 です べ き もの で あ るが 、地 方 に よ って は暴 利 を

む さぼ る事 実 が あ るた め、 これ を統 制 しな けれ ば な らな い 」 と語 っ た365。

陳 情 団 は池 田警 務 局 長 の態 度 に満 足 し、4月11日 か ら忠 清 南 北 道 、全 羅 南 北道 、慶 尚 南

北道 、 江原 道 の7道 の警 務 部 長 を訪 問 し、 同様 の 内 容 で 陳 情 した366。

大 同 社 第1回 全 体 大 会 が1936年4.月24日 に 大 田の劇 場 警 心 館 で 開催 され た。 姜相 錆 の

司 会 の 下 で 、 南 朝 鮮 の各 地 域 の支 部 か ら123名 の 代 議 員 が 参 席 し、 大 同社 第1回 全 体 大 会

は盛 況 で あ った367。

次 は 大 会 で 可 決 した 討 議 案 の 内容 で あ る。

一
、 支 部 組 織 に 関 す る 件368

-
、 本 部 維 持 に 関 す る 件369

-
、 本 部 会 館 に 関 す る 件

一
、 産 業 問 題(牛 皮 統 制 販 売 、 食 肉 販 売 組 合 組 織)

一
、 教 養 に 関 す る 件

364『 東 亜 日報 』1936年4
.月11日 、 『朝 鮮 日報 』1936年4.月11日 付 。

365『 東 亜 日報 』1936年4月11日
、 『朝 鮮 日報 』1936年4月11日 付 。

366『 東 亜 日報 』1936年6
.月11日 、 『朝 鮮 日報 』1936年4.月11日 付 。

367『 東 亜 日報 』1936年4月26日 付
。

368本 件 は
、 幹 部 に 一 任 す る こ とに した 。

369本 部 の 維 持 に 関 し て は
、 寄 付 お よび 月 損 金(募 金)に 関す る 問 題 で あ る。
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一 正 義 部 組 織 の 件

一 道 大 会 に 関す る件370

一 本 年 定 期 大 会 会 場 の件371

一 中央 執 行 部 選 挙 に 関す る件

一 予 算 案 に 関す る件372

この 内 容 をみ る と、産 業 問題 と して 「牛 皮 統 制 販 売 」「食 肉組 合 組 織 」を正 式 に決 定 して

い るの で 、 社 員 の経 済 利 益 を得 る た め の活 動 で あ る こ とが わ か る。

一 方
、 同年6月 に は忠 清 南 道 の鳥 致 院 で 、警 察 部 が 牛 肉価 格 引 き上 げ を許 可 しな い た め 、

大 同 社 員 が 罷 業 に突 入 した。 ま た 、公 州 で も同様 の 理 由で 、 大 同社 員 が 一 斉 に 同盟 休 業 に

入 った こ とが 確認 で き る373。

さ らに 、 朝 鮮 軍 参 謀 部 『朝 鮮 思 想 運 動 概 況 』 「昭 和11年 前 半 期 思 想 運 動 概 況 」(十 五年 戦

争極 密 資 料集28、1991年)に も、次 の よ うな 記 述 が あ る。

本 年1月 大 田支 部 二 於 ケル 全 鮮 臨 時 大会 ノ結 果 四月 総 本 部 ヲ大 田二移 シ爾 後 四 回 二 亘

リ委 員 会 全 体 大 会 等 ヲ 開催 シ タル 結 果 、 牛皮 販 売 ノ統 制食 肉業 者 ノ統 一 等 ヲ強 調 シ社

員 ノ団 結 ト経 済 上 二努 メ アル 外 他 二 見 ル ヘ キモ ノナ キモ 今 後 ノ活 動 二就 テ ハ 注視 ノ要

ア リ ト認 メ ラル

大 同 社 本 部 は1935年4.月 の 改 祖 以 来 、1936年4月 に 委 員 会 と全 体 大 会 な ど を 開 催 し 、

結 果 、 「牛 皮 販 売 の 統 制 」 や 「食 肉 業 者 の 統 一 」 な ど を 強 調 した と報 告 して い る 。 こ こ で 、

大 同 社 の 活 動 に つ い て 経 済 闘 争 に 取 り向 く 姿 勢 を 明 確 に した と考 え られ る 。

次 の 表 は1936年1.月 と4.月 、1939年 の 大 同 社 総 本 部 委 員 の 名 簿 で あ る 。

37°本 件 に関 しては幹 部会 に一任 す る こ とを決 定 した。
371来 年 の定期 大 会会 場 は大邸 に決 定 した

。
372『東 亜 日報 』1936年4 .月26日 付 。『朝鮮 中央 日報 』1936年4月28日 付 。
373『東 亜 日報 』1936年6月21日 付 。
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表251936年 と1939年 の 大 同社 総 本 部 委 員 名 簿

1936年1月 1936年4月 1939年4月

区分 名前 出身地 区分 名前 出身地 区分 名前 出身地

委員長 旧派 李聖順 慶南 旧派 李聖順 慶南 旧派 張志弼 慶南

副委員長 旧派 姜相錆 慶南 旧派 姜相錆 慶南 旧派 金束錫 忠南

常務執行 旧派 柳公三 京城 新派 朴在煕 京畿
委 員374

旧派 金束錫 忠南 新派 崔成福 忠南

新派 徐泳錫 京城 新派 金弘九 忠北

執行委員 新派 趙長玉 全南 旧派 趙貴用 忠南 新派 張甲成 京畿
旧派 趙鳳植 忠北 旧派 吉相株 忠北 旧派 金鍾澤 忠南

旧派 千君弼 江原 旧派 金在徳 忠南 新派 沈坤伊 慶北

旧派 吉奇同 全北 旧派 白樂英 忠北 旧派 李思賢 慶北
旧派 吉奉西 忠南 新 派 申東一 全北 新派 李連俊 慶南
旧派 金在徳 忠南 新 派 李 学r乍 慶南

新派 金弘九 忠北 旧派 李学述 全南
旧派 呉成換 忠南

旧派 朴有善 慶南

新派 沈在南
旧派 申喜安 忠南
旧派 李学述 全南

旧派 李京伊 全北

新派 李文 日
新派 李泌成 忠南

不 明 李 □ □

旧 派:1920年 代 中央 執 行 委 員 会 に所 属 した 人 々

新 派:1930年 代 以 降 に 中央 執 行 委 員 会 に 所 属 した 人 々

出 典:『 朝 鮮 中 央 日報 』1936年1.月17日 付 、『東 亜 日報 』1936年2.月8日 付 、『東 亜 日報 』1936年

4月9日 付 、『東 亜 日報 』1936年4月11日 付 、『東 亜 日報 』1936年6月12日 付 、『朝 鮮 中央

日報 』1936年6.月18日 付 、 朝 鮮 総 督 府 警 務 局 「高 等 警 察 報 」6巻(1937年)329頁 、 『東

亜 日報 』1939年4.月27日 付 。 朝 鮮 総 督 府 高 等 法 院 検 事 局 思 想 部 編 「鮮 内 要 注 意 団 体 に 関 す

る 調 査 」 『思 想 彙 報 』 第15号 、1938年6.月 、15～38頁 。 な お 、 出 身 地 を書 い て な い の は 不

明 で あ る。

表25を み る と、1936年 の幹 部 に は 、 中央 執行 委 員 長 の 李 聖 順 、 副 委 員 長 の姜 相 鏑 が 選

ば れ 、 衡 平 社創 立 時 の 体 制 に戻 っ た こ と を確 認 で き る。 ま た 、 大 同社 に転 換 後 の総 本 部 の

指導権は、委員長である慶南出身の李聖順 と同じく慶南出身の副委員長の姜相鏑 らが指導

権 を握 っ た こ とが わか る。

1930年 代 初 期 に急 進 勢 力 の攻 撃 を受 け て も、妥 協 して 指 導 権 を維 持 して い た 張志 弼 らの

勢 力 は 退 い た 。代 わ って 「白丁 」出 身 で あ り、釜 山 の皮 革 商 で も あ っ た李 聖順 と非 「白丁 」

374常 務 執 行 委 員 の 各 部 の 内 容 と委 員 名 は
、 次 の 通 りで あ る 。

・庶 務 ・教 化 ・宣 伝 部 長:朴 在 煕 ・経 理 部 長:崔 成 福
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出 身 の 衡 平 社 の創 立 指 導 者 姜 相 鏑 が 、大 同社 の指 導者 と して 登 場 した 。

衡 平社 創 立 初 期 の 穏 健 的 な晋 州 派 と、革 新 を 主 張 した ソ ウル 派 との 葛 藤 の 中で 、 張 志 弼

らの 主 導 権 は 弱 くな っ た が 、慶 尚南 道 地 域 で は相 変 わ らず 影 響 力 を維 持 して い た 。1920年

代 後 半 か ら1930年 代 に至 る ま で急 進 的 な若 い指 導者 た ちが 活 発 に運 動 す る 中で も張 志 弼

は穏 健 ・保 守 勢 力 を代 表 して い た の で あ る。

この よ うな 大 同社 の指 導 勢 力 の変 化 に は 全般 的 に次 の よ うな特 徴 が見 られ る。

ま ず 、「衡 平 青 年 前 衛 同盟 事 件 」 の影 響 で 、衡 平社 内 の急 進 勢 力 た ち(ソ ウル 派)は 、総

本 部 で の 指 導 力 が 弱 くな った 。 そ の代 わ りに衡 平社 初 期 の 晋 州 派 と、 ソ ウル 派 の指 導 者 た

ちが 一 緒 に登 場 した こ とで あ る。 李 聖 順 、 姜相 鏑 お よび 朴 有 善 、 李 思 賢 な どの慶 尚道 地 域

の 晋 州 派 指 導 者 た ちが 総 本 部 の委 員 と して復 帰 し、 張 志 弼 、 呉 成 換 、 趙 貴 用 、 金 鍾 澤 、千

君 弼 、 趙鳳 植 、 白樂 英 、金 束 錫 、 申喜 安 な どの 中部 地域 の ソ ウル 派 の指 導 者 た ち と共 に大

同社 を導 い た の で あ る。

二 つ 目に、1930年 代 後 半 に新 た に登 場 した 委員 もみ られ る。 衡 平 運 動 が急 激 に沈 滞 し、

萎縮 して い る組 織 状 況 の 中で 、少 数 で は あ るが 、各 地域 の 活 動 家 た ち を本 部 委 員 と して 引

き入 れ よ うとす る意 図 が あ っ た。

引 き続 き、 同年 の5月4日 に は光 州 で 、 大 同社 光 州 支 部創 立 総 会 が 開か れ た。 光 州 支 部

の創 立 総 会 には100余 名 の社 員 が参 加 し、 大盛 況 で あ った 。 大 同社 光 州 支 部 で決 議 され た

内容 は 次 の 通 りで あ る。

一 食 肉販 売 組 合 の件

一 大 同社 全 南 大 会 を6月10日 に光 州 で 開催 す る件

一 正 義 部 設 置 に 関す る件375

大 同 社 光 州 支 部 の 決 議 内 容 の 通 り 、6,月10日 に 大 同 社 全 南 大 会 が 光 州 劇 場 で 開 催 され た 。

375『東 亜 日報 』1936年5月18日 付 。
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大 会 に は14の 支 部 と、社 員102名 が参 加 した376。 衡 平社 の 光 州 支 部 は1929年6月 の 定期

大 会 ま で で 、 そ れ 以 降 の動 き は確 認 で き て な い377。

衡 平 光 州 支 部 が1936年 に大 同社 光 州 支 部 へ 変 更 して 開 い た 総 会 は、衡 平 社 光 州 支 部 と異

な る新 た な 大 同社 光 州 支 部 を作 ろ うした動 き だ と推 測 で き る。

大 会 を具 体 的 にみ る と、姜 相 鏑 の 司会 で 、 宣 言 と綱領 の 朗 読 、 衡 平 社 以 来 の状 況 報 告 と

全 南 の 情 勢 報 告 、 警 務 局 長 お よび 各 道 の警 察 部 へ の 陳情 報 告 な どを行 った 。 また 、大 同社

支 部 全 羅 南 道 連 合 会 創 立 を満 場 一 致 で決 議 した。そ して 、規 約 制 定 お よび 役 員 選 挙 を行 い 、

次 の 項 目を決 議 した 。

、 支 部 整 理 の件378

、 正 義 部 組 織 の 件

、食 肉組 合 組 織 の件

、 牛 皮 統 制 お よび 産 業 株 式 会 社 の件

、 支 部 義 務 金 の 件

、道 常 務 設 置 の 件

上 記 の 決 議 内 容 で 、「食 肉 組 合 組 織 」や 「牛 皮 統 制 」、「産 業 株 式 会 社 」な ど の 件 を 決 議 し 、

経 済 的 活 動 を 積 極 的 に 行 お う し た こ と が わ か る。

1936年2月 の 大 同 社 の 臨 時 大 会 か ら 、 大 同 社 の 全 南 大 会 が 開 催 さ れ た 同 年6月 ま で の4

ヶ.月 間 、 姜 相 鏑 を 中 心 と した 旧衡 平 社 の 幹 部 らは 、 経 済 的 な 面 を 重 視 して 新 し く組 織 し よ

う と した と 推 測 され る 。

次 の 史 料 は 、 大 同 社 員 の 経 済 的 な 状 況 を 示 して い る 。

1935年 か ら1936年4月 ま で に か け て 忠 清 南 道 の 論 山 、 扶 余 、 礼 山 、 唐 津 な ど に 、 官 民

376『朝鮮 中央 日報 』1936年6 .月18日 付 。
377『東 亜 日報 』1929年6月5日 付

。
378支 部整 理 の件 で は

、具 体 的な 内容 は不 明で あ る。『東 亜 日報 』1936年6.月12日 付 、『朝鮮 中央 日報』
1936年6月18日 付。
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共 同 に よ り 「思 想 善 導 」機 関 で あ る 「思 想 善 導委 員 会 」が設 置 され る。 こ の機 関 は 、「朝 鮮

思想 犯保 護 観 察 令 」(制 令 第16号 、1936年12月21日 施 行)が 制 定 され るま で の 思想 犯 に

対 す る 「保 護 」機 関で あ る。

「思想 善 導 委 員 会 」 は 、対 象 者 で あ る思 想 転 向者 、 準 転 向者 、 非 転 向者 を 「教 化 善 導 」

し、 思 想 運 動 を 根 絶 させ る た め の 機 関 で あ っ た 。1936年11月 に 、 こ の 機 関 の 「被 善 導 者 」

は24名 で 、全 員 が 朝鮮 人 男性 で あ った 。そ の な か で 、大 同社2名 が含 ま れ て い る。礼 山 郡

の 金 成 俊379と 唐 津 郡 の 金 三 奉38°で あ る381。

この 二 人 の 記 録 だ けで あ る が 、1936年 に お け る大 同 社 員 の 生 活 状 態 の 困難 さが推 測 で き

る。 当時 の 二 人 とも生 計 維 持 を しな が ら、運 動 を続 け るた め に高利 資金 を借 入 れ る しか な

か っ た と筆 者 は 考 え る。

さ て 、1937年7.月 、 日 中 戦 争 勃 発 以 降 、 朝 鮮 に お い て 「内 鮮 一 体 」 が 叫 ば れ 、 総 動 員 政

策 お よび 皇 民 化 政 策 が 強 力 に展 開 され て い く中 で 、 大 同社 本 部 は幹 部 会 を 開い て 、軍 用 機

の 大 同 号 の 献 納 を 決 定 し た382。

1937年8.月27日 に 大 田 で 「全 国 大 議 会 」 を 招 集 した が 、 そ の 会 議 の 委 員 長 に は 、 張 志

弼 が 就任 し、 「大 同号 飛 行 機 献納 期 成 会 」 を結 成 した。 そ の期 成 会 は 予 算 と して 、純 利 益6

万 円の うち5万3500円 を醸 出す る こ とに した。ま た 、各 支 部 にお い て は配 当制 と し、分 担

379金 成 俊 は1923年6月 創 立 の 衡 平 社 礼 山 分 社 員 で あ り
、1929年3月 の 臨 時 総 会 で は 、4月 の 衡 平 社 第

7回 全 国 大 会 に 参 加 す る代 議 員 の 一 人 と して 選 ば れ て い る。 ま た 、 彼 は1933年 の 「衡 平 青 年 前 衛 同

盟 」 事 件 の 関係 者 と して 光 州 署 に 検 挙 され 、 留 置 、 取 調 べ を 受 け た 経 験 も も っ て い た 。 そ の 後 、 一 般

社 会 か ら思 想 容 疑 者 と して 敬 遠 され 、 生 活 困 窮 者 とな っ た 。 そ の 結 果 、 「主 義 」 運 動 な ど に 妄 動 した

過 去 の 軽 挙 を反 省 し て 転 向 の 意 を表 明 し た 。 そ の た め に 「5月 礼 山 邑 に 於 い て 食 肉 販 売 営 業 の 許 可 を

与 え 、 生 活 の 安 定 を計 ら しめ 更 に 又 去 る8月 善 導 資 金 中 か ら金150円 を 貸 与 」 され た とい う。

前 掲 書 『思 想 彙 報 』 第9号 、1936年 、45頁 。 増 永 法 務 局 長 談 「朝 鮮 に於 け る思 想 犯 保 護 観 察 制 度 の

実 態 」 朝 鮮 総 督 府 『朝 鮮 』 第260号 、1937年 、150～154頁 。 『東 亜 日報 』1929年1月13日 、3月15

日付 。

380金 三 奉 は1926年 の 衡 平 社 第4回 全 国 大 会 で 中 央 執 行 委 員 に 選 ば れ
、同年11月 の 中 央 執 行 委 員 会 で

水 平 社 視 察 員 と し て 、 張 志 弼 と と も に 選 出 され た 人 物 で あ る。1927年 衡 平 社 第5回 全 国 大 会 は 、 金

三 奉 の 司 会 に よ っ て 始 め られ た 。1926年 か ら1927年 に か け て 、衡 平 社 総 本 部 に 在 籍 し た 活 動 家 で あ

っ た 。 そ の 後 の経 歴 は 不 詳 で あ る が 、1936年 当 時 の 彼 は 「肉 食 販 売 を為 し来 っ た も の で あ るが 、 屠

牛 購 入 資 金 の 融 通 に悩 ま され 高 利 資 金 の借 入 さへ も窮 した る 現 状 で あ っ た の で 、本 年7月 善 導 資 金 か

ら金200円 を 其 の 営 業 資 金 と し て 貸 与 」 され た とい う。

『東 亜 日報 』1926年4月26日 、12月1日 、12.月2日 付 。 『朝 鮮 日報 』1926年4月27日 、4.月28日

付 、12.月2日 付 。 『毎 日申 報 』1927年4月26日 付 。 前 掲 書 『思 想 彙 報 』 第9号 、1936年 、46頁 。
381「 忠 清 南 道 下 の 思 想 概 況 並 同 道 論 山

、 扶 余 、 青 陽 、 礼 山 及 唐 津 郡 各 思 想 善 導 機 関 の活 動 状 況 」 『思 想

彙 報 』 第9号 、1936年 、13～50頁 。
382朝 鮮 総 督 府 警 務 局 『朝 鮮 総 督 府 帝 国議 会 説 明 資 料 』第1巻(1994年

、368頁)に よ る 「昭 和12年 第

7回 帝 国 議 会 説 明 資 料 」 の 中 に 、 「(5)大 同 社 ノ軍 用 機 献 納 運 動(大 田)」 が あ る。
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納 付 す る こ と を 決 め 、 そ の 期 限 も9月 末 ま で と した383。

大 同 社 幹 部 の こ の よ う な 献 金 募 集 活 動 の 後 、1938年1月26日 付 『毎 日 申 報 』 記 事 に よ

る と 、 張 志 弼 は 次 の よ うに 話 し て い る。

当初 、 期 成 会 を組 織 す る とき は 、貧 弱 な我 々 と して い く ら燃 えた ぎ る赤 誠 が あ る と し

て も、所 期 の 目的 を完 全 に達 成 す る こ とが で き るか を内 心 で 、非 常 に心 配 して い た が 、

今 日に な っ て3万 円 とい う巨額 が集 め られ 、 愛 国機1機 の献 納 をす る こ とに な っ た の

が 、 相 当な も ので あ る こ とを知 る こ とが で き る と同 時 に 、 大 同 社 員 と して は 、空 前 絶

後 の 壮 気 だ と 自 ら満 足 せ ざる を得 な い

張 志 弼 を 中心 と して 、国策 に協 力 す る姿 勢 よ りは 、大 同社 員 と して 、「空 前 絶 後 の壮 気 だ

と 自 ら満 足 せ ざ る を得 ない 」 とい う運 動 に対 す る 自負 心 を強調 して い る と思 われ る。

1938年4.月25日 釜 山 で 「大 同社 記 念 式 」が 開 か れ た 。大 同 社 の 委 員 長 李 聖 順 の 司会 で 、

慶 尚南 北 道 の 各 支 社 の 社 員200余 名 が 出席 し、創 立15周 年 記 念 式 を盛 大 に催 した384。 記

念 式 の 決議 内 容 や 参 加 した委 員 な ど、具 体 的 な 内容 に っ い て は 確認 で きな い 。 しか し、大

同社 の 委 員 長 が 李 聖 順 で あ る こ とか ら判 断す る と、 大 同社 の 中央 執 行 委 員 長 は、1936年1

月 か ら1938年4.月 ま で 、 引 き続 き李 聖 順 で あ っ た と推 測 され る。

次 の 表 は、 朝 鮮 総 督 府 高 等 法 院 検 事 局 思 想 部 に よ る大 同社 に 関す る調 査 を ま とめ た もの

で あ る。

表26大 同社 に 関す る調査(1938年6月)

訳 大同社慶北大邸支社 大 同 社 永 川 支 部385 大同社四郡為親喫

383『 東 亜 日報 』1937年9月8日 付
。

384『 東 亜 日報 』1938年4月28日 付
。

385朝 鮮 総 督 府 高 等 法 院 検 事 局 思 想 部 「鮮 内 要 注 意 団 体 に 関 す る調 査 」(『思 想
.月報 』第15号 、1938年6

月30日)で は 、 大 同 社 永 川 支 部 の 設 立 日が 大 正11(1922)年8.月3日 に な っ て い る が 、 衡 平 社 創 立

前 の 時 期 な の で 誤 りで あ る 。 衡 平 社 永 川 支 部 が 設 立 され た の は1928年8月3日 で あ る。 『東 亜 日報 』

1928年9月2日 付 の 記 事 に よ る。
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設 立 日 1923年5.月24日 1928年8月3日 1926年2月11日

所在地 大郎 府 明治 町2丁 目196

(本 部)忠 南大 田府

慶北永川郡永川邑倉郎洞 全北錦 山郡錦 山面 中島里

思想系統 所謂衡平運動 所謂衡平運動 所謂衡平運動

組織

内容

道 内西部 、各郡 及 大邸府 ヲ

其 ノ範 囲 トシ テ 支 社 長 ヲ

統括 シ 、其 ノ下 二庶 務 、経

理 、教育 、調 査 、社 交 ノ各

部 ヲ置 キ 夫 々 部 長 ヲ任 命

シ 、事務 ノロ現 ヲ為 シツ ツ

ア リテ 入 会 金 一 圓及 各 人

ヨ リロ ロ スル 月 損 金 二 十

ロ ヲ維持 費 二充 當 ス

永 川 郡 内 邑 ヲ其 ノ努 力 範 囲

ト為 シ居 リテ 支 部 長 之 ヲ総

轄 シ其 ノ下 二 財 務 、 教 育 、

出版 、社 員 全 員 ノ生 活保 護

ノ各 部 ヲ置 キ夫 々部 長 ヲ任

命 シ事 務 ハ ロ記 之 二 當 リ維

持 費 ハ 必 要 二 ロ シ社 員 二 於

テ ロ出 シツ ツア リ

衡 平 社 員 ヲ 以 テ 組 織 シ下 記

ノ役員 ヲ置 ク

会 長 、副会 長、財 務、 書記各

1名 、地 方 幹事4名

団員数 57名 25名 19名

綱領
規約

人 格 的 差 別 観 念 ヲ セ シ メ

普 通 人 同 様 二 自 由 平 等 ヲ

獲 得 セ ム トス ル 所 謂 衡 平

運動 ヲ其 ノ綱領 ト為 ス

人 格 的差 別 観 念 ヲ欠 セ シ メ

普 通 人 同様 二 自由平 等 ヲ獲

得 セ ム トスル 所 謂 衡 平 運 動

ヲ其 ノ綱領 ト為 ス

護 喪 、為親 及愛 敬相 助 ヲ 目的

トス

組織者又

は会長の
氏名

支社 長 金慶 雲

何 等 学歴 ナ ク 永 年 牛 肉 商

ヲ営 ミ資 産 約 二 万 円 ヲ有

シ 府 内 大 同社 員 間 二 相 当

勢力 ヲ有 シ居 レリ

支 部長 沈坤 伊

何 等 学 歴 ナ ク永 年 食 肉 販 売

業 ヲ為 シ今 日二及 フ

組 織 者 吉 奇 同(1906年1

月5日 生)普 通 学校 卒 業後食

肉販 売 業 ヲ 営 ミ居 ル 者 ニ シ

テ1928年2.月 錦 山青年 同盟

執 行委 員 同年5月 衡 平社 錦 山

支 部 執 行 委 員 長 トナ リタル
コ トア リ

活動
状況

愛 国機 大 同號 ノ募 金 トシ
テ金 六 百 円献 金 セル 外 特

異 ノ活動 ナ シ

愛 国機 大 同 號 ノ 募 金 トシ
テ 三 百 円 ヲ提 出 セ ル 外 社

員 ノ 妻 女 等 ハ ロ 米 二 ロ リ

得 タ ル 金 額 二 十 六 円 四十

銭 ヲ 愛 国機 大 同 號 二 献 金

シ 祝 祭 日其 ノ他 国 家 的 行

事ニ ハ 「一般 民」 同様 二参

加 シ 相 当 □ ロ ノ 赤 誠 ヲ ロ

シ ツツ ア リ

出典:朝 鮮 総督 府 高等 法 院検 事局 思想 部 「鮮 内要 注意 団体 に関す る調 査」『思 想 彙報 』(第15号 、1938

年6月30日)を も とに筆者 が作成 した。

総 督府 の 「鮮 内要 注 意 団体 に 関す る調 査 」 『思想 彙 報 』 第15号(1938年6月30日)を

み る と、 「鮮 内要 注 意 団体 」 は総 計48団 体 で あ った 。 思 想 系 統 別 に見 る と、民 族 主義 の も

の が 最 も多 く23団 体 を算 し、社 会 主義 系 の もの お よび 元 社 会 主 義 系 に属 して い る もの が 合

計10、 「水 平 運 動 を 目的 とす る も」 が3団 体 、 元 共 産 主 義 系 の も の と民 族 共 産 主 義 の もの

が 各1団 体 、 不 明 な も の が11団 体 とな っ て い る。

ま た 、 この 団 体 の うち、24団 体 は 、 「事 変 に 対 し極 めて 無 関心 の 態 度 を持 し、何 等 の活

動 も して い な い 」。 しか し、 「残 りの 半数 は 或 は 国 防 献金 、 出征 将 兵 の送 迎 に、 或 は東 方 遥

拝 、 国旗 掲 揚 、神 社 参 拝 に、 ま た は 、 時局 講 演 会 、 戦勝 祈願 祭 に何 れ も積 極 的 に活 動 を為
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し、 以 て銃 後 の 赤 誠 を 吐露 して い る現 状 」 で あ っ た386。

ま た 、 大 同 社 の本 部 で あ る大 田(忠 清 南 道)、 永川 支 部(慶 尚北 道)、 四郡 為 親 喫(全 羅

北道 錦 山)に っ い て も紹 介 され て い る。

と こ ろで 、大 同社 は1938年7,月8日 と9日 、各 支 部 の 社 員400余 名 が集 ま り、大 同 号 献

納 の た め に大 田で 臨 時 総 会 を 開 い た387。

臨 時 総 会 で は 、「皮 革 の 中 間 商人 を排 除 して 生 産者 か ら直 接 軍 に納 め よ う」とい う議 論 に

賛成 し、 「40万 の 生 産 者 を 中心 に資 本 金100万 円の 会 社 」 を作 る こ とを決 議 した。

この 決議 内 容 を総 督 府 や 軍 当局 に伝 え る と、絶 賛 を は く した とい うが 、 そ の後 、 総 督 府

の 態 度 が 一 変 し、京 城 に従 来 の皮 革 業 者(12名)を 含 めた 原 皮 統 制 会 社 を作 る こ とに決 定

した388。

次 に 朝鮮 軍 参 謀 部 の 『昭和13年 後 半期 朝 鮮 思想 運 動概 観 』 「其 一 、思 想 及 民 族 運 動 ノ状

況(三)衡 平 運 動 並 衡 平 団体 ノ状 況 」(1939年1月 、145～146頁)を 見 て み よ う。

大 同 社 ハ 昭 和 十 年 大 田 二移 転 シ 、支 社 九 一 、会員 約 六 千 余名 ヲ擁 シ事 変 後 、愛 国機 「大

同号 」献 納 シ本 期 更 二1千 余 円 ノ国 防 献金 ヲナ ス 等 、(中 略)偶 々 九月 一 日ヨ リ皮 革 ノ

統 制 実 施 セ ラ レル ヲ以 テ 大 同社 総 本 部 に於 テ ハ従 来 ノ慣 例 タ リシ 中 間商 人 ノ搾 取 ヲ排

除 シ社 員 ヨ リ直 接 軍 部 二納 入 スヘ ク代 表 者 ヲシ テ屡 々 軍 部 及 総 督 府 二 陳 情 中ナ リシ カ 、

京城 二 原 皮 統 制 販 売 会 社 ノ設 立計 画 発 表 セ ラルル ヤ 反 対 行 動 ヲ繰 返 シ 或ハ 該 社 ノ社 株

半 数 以 上 ヲ獲 得 ス ヘ ク運 動 スル ロ ロ相 当 ノ紛 糾 ヲロ想 セ ラ レ其 動 向 引続 き視 察 中ナ リ

こ こ か ら、 大 同 社 の 代 表 者 が 朝 鮮 軍 司 令 部 と 総 督 府 を 訪 れ 、 大 同 社 の 社 員 に よ り生 産 さ

れ る 牛 皮 を 直 接 軍 部 に 納 入 す る こ と を 陳 情 し た こ と が 分 か る。 一 方 で は 、 京 城 憲 兵 分 隊 を

訪 問 し、原 皮 統 制 販 売 会 社 を 作 り、「其 ノ会 社 ヲ 大 同 社 ニ テ 設 立 ス ル カ 又 ハ 原 皮 販 売 会 社 設

386当 時(1938年)総 督 府 に 国防献 金 を 出 して い る団体 は大 同社 を含 め48団 体 中19団 体 が国 防献 金 を

出 してい る。
387『東 亜 日報 』1938年7月7日 付

。
388『東 亜 日報 』1938年11月23日 付 。
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立 ノ発 起 二 大 同社 側 ヨ リ半 数 加 ヘ ラ レ度 シ 」 と陳 情 した 。

この 陳 情 につ い て 朝 鮮 軍 参 謀 部 は 、「其 ノ裏 面 二所 謂 迷 信 的 差 別 問題 ヲ云 為 セ ル 深 刻 ナ ル

思想 問題 ヲ包 蔵 シ然 モ 今 尚両 者 円満 ナル 解 決 ヲ見ル ニ 至 ラズ 」「治 安 上 相 当注 意 ヲ要 ス」と

認 識 して い た 。

大 同 社 は原 皮 販 売 会 社 問題 を解 決 す る た め 、1938年11月23日 に全 国総 会 を 開催 し よ う

と した が 、禁 止 され て しま っ た。大 同社 の幹 部 らは 、「最 終 的 に総 督府 当局 と折 衝 しよ う と

した が 、 当初 の 目的 を果 たせ な い時 は 、 中央 政 府 と直接 交 渉 す る」 こ とに決 めた 。 大 同社

の 委 員 長 で あ る張 志 弼 は 、次 の よ うな決 意 を述 べ て い る。

皮 革 が 生 産 者 の我 々 か ら中 間商 人 の手 を 通 して 、 軍 に納入 され る こ とは、 非 国策 的 な

こ とで あ る。 我 々 が会 社 を設 立す る の は 、 中間 商 人 の 手 に落 ち る利 益 を 国家 に さ さげ

よ う と した も ので あ る。 我 々 の志 は 中央 政 府 に ま で 披渥 す るつ も りで あ る389。

大 同 社 で 再 び 運 動 を 活 性 化 させ る た め 、 ま ず 指 導 者 た ち が 行 っ た の は 、 「牛 皮 販 売 統 制 」

や 「食 肉販 売 」 に 関 す る 件 な ど 、 社 員 の 経 済 的 な 闘 争 で あ っ た 。 し か し、 警 察 部 の 食 肉 価

格 引 き 上 げ 不 許 と、 牛 皮 販 売 統 制 が 強 化 さ れ る な ど成 果 は 得 られ な か っ た の で あ る。

張 志 弼 らは 、 日 中 戦 争 勃 発 後 の1937年7.月 か ら、 「牛 皮 問 題 」 で 国 策 優 先 を 決 め る こ と

に な り、 国 防 献 金 や 愛 国 機 の 献 納 、 募 金 活 動 な ど の 活 動 を行 っ た39°。 と こ ろ が 、 結 果 的 に

大 同 社 は 、 産 業 問 題 に 関 す る 原 皮 販 売 会 社 の 問 題 に 関 す る 「中 央 政 府 と直 接 交 渉 」 な ど の

成 果 は え られ な か っ た の で あ る391。

次 に 、 朝 鮮 軍 参 謀 部 「三 、 其 他 思 想 運 動 ノ状 況 、(二)衡 平 運 動 並 衡 平 団 体 状 況 」 『昭 和

14年 前 半 期 朝 鮮 思 想 運 動 概 況 』(727頁)で 、大 同 社 に 関 す る記 述 を み て み よ う(下 線 は 引

用 者 に よ る)。

389『東 亜 日報 』1939年11月23日 付 。
39°『東 亜 日報 』1938年7月11日 付 で は

、 大 同号 の献納 式 が1938年7月9日 に忠南 号 ととも に、大 田

の木尺 広場 で盛 大 に挙 行 され た と報 じられ て い る。
391『東 亜 日報 』1938年11月28日 付 。
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大 同社 ハ … 現 在 鮮 内 二支 部 八 六 、会 員 約 八 六 〇 〇名 ヲ擁 シ事 変 以 来 、 国防 献 金 、愛 国

機 、 高 射 砲 ノ献 納 ヲ為 ス等 統 制 ノ活 動 二 見ル ヘ キ モ ノア リシカ 前 記 物 資統 制 ノ強化 二

伴 フ牛 皮 販 売 会 社 ノ設 立 ヲ ロ リ社 員 間 二反 対 不満 ノ気 、 ロ リー 時 動 揺 ノ傾 向 ヲ示 シ タ

ル モ ー 部 特 殊 ノ獲 得 二成 功 シ小 康 ヲ 見 タ ル カ ー 般 社 員 中ニ ハ 最 近 衡 平 運 動 二対 スル 熱

意 著 シ ク低 下 シ大 同社 解 体 論 拾 頭 シ本 年 四 月 ノ大 同社 全 体 会 議 モ形 式 的始 終 シ運 動 漸

次 衰 退 シ ツ ツ ア リ

朝鮮 軍 参 謀 部 は 「一 部 特 殊 ノ獲 得 二成 功 シ小 康 ヲ見 タ」 と してい る が 、具 体 的 に は確 認

で きな い。 ま た 、 大 同社 の 国 防献 金 、愛 国機 の献 納 に よ る社 員 の 反 対 や 不 満 が 社 員 全 体 の

熱 意 を次 第 に衰 退 させ て い くよ うに な っ た と考 え られ る。

こ こで 、 「本 年 四月 ノ大 同社 全 体 会 議 」 の大 同社 第4回 全 体 大 会 をみ てみ よ う。

1939年4月24日 、 大 田で 大 同社 第4回 全 体 大 会 が 開催 され た。 参 席 した 社員 は170余

名 で 、支 社 か ら代 議 員50余 名 が選 出 され た。この 大 会 は 定 員 の 不 足 の た め交 流 や 開会 を め

ぐ って 議 論 とな った 。議 論 で は 、「人 権 闘争 」の 清 算 と財 政 問 題 で あ る 「大 同社 の維 持 問題 」

っ ま り、 大 同 社 解 体 論 が提 案 され た392。 そ の解 体論 は 誰 に よ る提 案 な のか は把 握 で き て い

な い 。 次 は 、 全 体 大 会 の討 議 案 で あ る。

一 大同社解体論

一 教化に関する件

一 国民精神総動員に関する件

一 任務実行に関する件

一 会維持に関する件

392『 東 亜 日 報 』1939年4月27日 付
。
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結 局 、 この 大 会 で は 、「どん な 困 難 が あ って も会(大 同社 一引用 者)だ け は 、従 前 の如 く

維 持 す べ きだ 」 と可 決 した。

要 す る に、 大 同社 にお け る経 済 向上 の失 敗 、 そ れ に と もな う社 員 の 運 動 に対 す る熱 意 の

低 下 、大 同社 内 の指 導 者 間 の 葛藤 な どの 問題 に よ り、1939年 に解 体 論 が提 案 され る よ うに

な った の で あ る。

前 述 した よ うに衡 平 社 か ら大 同社 へ の 改組 後 、 大 同 社 運 動 の活 性 化 の た め に幹 部 た ち は

次 の よ うな 活 動 を行 っ た。 す な わ ち 、① 本 部 の移 転 、 ② 旧派 と新 派 の指 導 者 間 の妥 協 、③

新 しい 綱領 ・宣 言 の発 表 、④ 「牛 肉価 格 」「差別 撤 廃 」に 関 して 、各 道 の警 察部 へ 陳 情活 動

を行 っ た。

しか し、4年 後 に大 同社 の解 体 論 が登 場 す る。 大 同社 を維 持 す る こ とが で き な い ほ ど深

刻 な財 政難 が あ った か らで あ る。

この 大 会 で 決 定 され た 委 員 は 、表25で 確 認 で き る。委 員 長 の張 志 弼(慶 南)が 中 心 とな

り、 副 委 員 長 金 束 錫(忠 南)、 庶 務 ・教 化 ・宣伝 部 朴 在 煕(京 畿)、 経 理 部 崔 成 福(忠 南)、

産 業 部 金 弘 九(忠 北)、 中央 委 員 張 甲成(京 畿)、 金 鍾 澤(忠 南)、 沈 坤 伊(慶 北)李 思 賢(慶

北)、 李連 俊(慶 南)と あ る。委 員 長 張志 弼 と副委 員 長 金 束 錫 、 中央 委 員 金 鍾 澤 、李 思 賢 は

初期 衡 平社 か らの指 導 者 で、 そ の他 の委 員 は1935年 以 降 登 場 した人 物 で あ る。 こ こか ら、

張 志 弼 を 中心 と した 指 導 体 制 に な っ て お り、衡 平社 に続 き大 同社 で も、 指 導 者 間 の葛 藤 が

依 然 と存在 す る こ とが 推 測 され る。

朝鮮 軍 参 謀 部 『昭和14年 後 半 期 朝 鮮 思 想 運 動 状 況 』「二 、其 思想 及 民族 運 動 の状 況 」(1940

年2月28日 、213頁)の 大 同社 に 関す る記 述 は 、 「現在 幹 部 ノ寄 付 等 二 依 リ辛 シテ 社 名 ヲ

維 持 シ ア ル 程 度 ニ シテ 活 動 見 ル ヘ キモ ノ ナ シ 」 とい うもの で あ る。

そ の 後 、 大 同 社 は ど うな っ て い た の か。

1940年3.月5日 に 、 「大 同社 釜 山支 部 発 起 の 下 に 釜 山府 草 梁 町 蓬 莱 閣 に於 て有 志 会 を 開

催 し、 大 同社 本 部(忠 南 大 田 に設 置 し在 りた る もの)を 釜 山 に移 転 す べ き こ とを決 議 す 」

と釜 山 に移 転 す る こ とを決 め た。そ して 、3月31日 には 、「3月5日 釜 山 に お い て 開催 せ る
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大 同 社 有 志 会 の 決 定 に基 づ き大 同社 本 部 事 務 所 を釜 山府 草 梁 町 に移 転 し全 鮮 各 支 部 に 対 し、

この 旨声 明 書 を発 送 」 す る こ とが決 め られ た393。

しか し、3月22日 に は 、大 同社 の 中央 委 員 金 束 錫 、 姜相 鍋 らが 総 督 府 を訪 れ 、 「全 国 的

に 一 定 な価 格 で 、 現 在 よ りも牛 肉価 格 引 き上 げ を許 可 して ほ しい 」 とい う陳情 を行 っ た。

そ の 陳 情 に対 して 総 督 府 は 「物 価 調 整 課 で 実情 を調 査 して 、 各 道 に善 処 させ る」 こ とに し

た394。

朝鮮 軍 参 謀 部 「昭 和15年 前 半期 朝 鮮 思想 運動 概 況(二)衡 平 運 動 並 衡 平 団 体 ノ状 況 」(1940

年7月31日 、698～699頁)の 、大 同社 に つ い て の 記 述 をみ て み よ う。

鮮 内 二 於 ケ ル 衡 平 団体 ハ 衡 平 社 一 ア リテ 支社 六 七 、 会 員 五 八 五 八 名 ヲ擁 シ モ 、社 員 ノ

本 運 動 二 対 ス ル 低 調 熱 意 極 メテ ニ シ テ会 勢 衰 退 ノー 途 辿 リツ ツ ア リ本 期 総 本 部 ヲ大 田

ヨ リ釜 山二 移 転 シ 旧名 大 同社 ヲ衡 平 社 二 改 メ 且 綱領 ノ改 正 ヲ断 行 シ会 勢 ノ挽 回 二奔 走

シ シモ 更 生 ノ域 二 達 シ ア ラサ ル 現況 ニ シ テ 何 等 見 ル ヘ キ活 動 ナ シ

こ の 記 述 で は 、1940年 現 在 、 「旧名 大 同 社 ヲ 衡 平 社 」 に 再 び 改 名 し、 「総 本 部 ヲ 大 田 ヨ リ

釜 山 二 移 転 」 し、 そ の 「綱 領 ノ 改 正 」 も 改 め て い た と い う。

1940年8月 の 総 督 府 「警 務 局 保 安 課 事 務 分 担 表 」(昭 和15年9.月19日 現 在)を み る と 、

衡 平 運 動 に 関 す る 記 録 が あ る 。 「高 等 第2係 」 の 「五 、 衡 平 運 動 に 関 す る 事 項 」 に お い て 、

「1衡 平 運 動 の 指 導 取 締 」 「2衡 平 社 員 対 非 社 員 の 紛 争 取 締 り」 と あ る 。

衡 平 社 は1935年 か ら大 同 社 へ 改 名 後 、組 織 は 「融 和 的 団 体 」 へ 変 容 し た 。 警 察 は 、保 安

法 第1条 に 則 り大 同 社 を 結 社 と し て 認 め 、 取 り締 ま りの 対 象 か ら外 し た 。

しか し、1940年 再 び 衡 平 社 に 改 名 す る こ と に よ っ て 、 総 督 府 は 衡 平 社 を 「取 締 り」 の 対

象 に して い た こ と が わ か る 。ま た 、「衡 平 社 員 対 非 社 員 の 紛 争 」に と も な う差 別 事 件 が 、1940

393総 督府 警務 局保 安 課 「高等 外事 月報 」 第8号
、「雑録 」1940年 、宮 田節 子編 ・解 説 『高等 外 事.月報』

十 五年 戦争 極 秘資 料集(6)(不 二 出版 、1988年)163頁 。
394『朝鮮 日報 』1940年3月23日 付 。『毎 日新 報 』1940年3月23日 付 。
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年 に も依 然 と して 起 き てい る こ とが わ か る。 これ は 、 朝 鮮 社 会 で 根 強 い身 分 意 識 が 見 られ

る証 拠 で も あ る。

1940年11.月30日 大 邸 の在 郷 軍 人 会 館 で 、衡 平 社 中央 執 行 委 員 会 が 開催 され た395。 衡 平

社 中央 執行 委 員 会 は、「社 長 李 聖 順 の 司 会 下 」で行 われ た 。ま た も、張 志 弼 か ら李 聖 順 へ と

指 導 権 が移 動 した こ とに な る。

衡 平社 か ら大 同社 へ の改 称 後 、1936年1月 か ら選 挙 で 選 ば れ た 中央 執 行 委 員 長 を順 に 整

理 して み よ う。 李 聖 順 が委 員 長 に選 ばれ た 時期 は 、1936年 か ら1938年4月 ま で で 、1939

年4月 か ら1940年3月 に再 び衡 平 社 へ の 改名 に な る前 ま で に は、張 志 弼 が委 員 長 に選 ばれ

て い た 。1940年3.月 に 大 同 社 の本 部 で あ る大 田 か ら釜 山へ の移 転 後 、衡 平 社 と再 び 改名 な

るが 、 そ の 時 の 委 員 長 は誰 だ か不 明 で あ る。

しか し、『毎 日新 報 』1940年12月3日 付 に よ る と、李 聖 順 が 「社 長 」 に選 ばれ た こ とに

な る。 衡 平 社 が 社 長 制 に な っ た こ と、 ま た 、社 内 で の指 導 勢 力 の 葛 藤 が 続 い て き た こ とが

推 測 で き る。

次 に1940年11.月 の衡 平 社 中央 委 員 会 の 内容 をみ て み よ う。 本 部 の 「原 皮 仲 買 人 組 合 」

に反 対 し、今 後 の 対 策 と して 「生 産 者 牛 肉組 合 を組 織 」す る こ とを決 議 した。っ ま り、「生

産者 が 牛皮 を仲 買 人 か ら離 れ て直 接 関係 会 社 に販 売 す る こ と」 で あ った 。

要 す る に、原 皮 生 産 者 代 表 で あ る李 聖 順 の 見解 は 、「衡 平 社 員 す な わ ち生 産 者 が 、原 皮 仲

買 人 に 反 対 す る の は、直 接 利 害 関係 が あ るた め 」で あ り、「現在 の 販 売 制 度 が一 元 的 に な っ

て い るた め、二 重 三 重 に 中 間搾 取 機 関 とな る仲 買 人組 合 に反 対 す る」とい う こ とで あ っ た。

1940年9月 頃 に、衡 平社 は 総 督 府 の取 締 りの対 象 とな り、この 中央 執 行 委 員 会 で も運 動

に 関 す る積 極 的 活 動 は で き な か っ た の で あ ろ う。 そ れ ゆ え、衡 平 社 員 の 「生 産 者 牛 肉組 合

を組 織 」 の 成 果 も結 局 は得 られ な か っ た。

大 同社 運 動 は 、 戦 時 下 に 「産 業 問題 」 な どの 「経 済 闘争 」 に重 点 をお い て も、社 員 た ち

の 「人 権 闘 争 」 に とも な う運 動 で あ っ た。1936年 か ら1940年 に か け て戦 時 下 で 、 大 同 社

395『毎 日新報』1940年12月3日 付。
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を維 持 し、 社 員 た ち を生 活 か ら守 る た め に 、警 察 当局 に よ る 「牛 肉価 格 指 定 と差 別 待 遇 」

に 対 して 陳 情396、 大 同 社 経 営 で 「牛 皮 統 制 販 売 」 の 要 求397な ど を 行 っ た 。 そ れ ゆ え 、 日本

へ の 協 力 と して 「教 化 」 「国民 精 神 総 動 員 」 「国 防 献 金 の 活 動 」 な どの戦 争 協力 を 余儀 な く

され た と考 え られ る。

ま た 、衡 平 社 か ら続 い た李 聖 順 ・姜 相 鍋 と張志 弼 の指 導者 間 の 対 立 は、 大 同社 内 で も絶

えな か った 。 さ らに朝 鮮 社 会 で 同 じ民族 で あ りな が ら も、〈衡 平 社 員 対 非 社 員 の紛 争 〉が 絶

えな か っ た の は 、 根 強 い身 分 意 識 が ま だ存 在 して い た 左 証 で あ る。

1942以 降 の 衡 平 社 に 関 す る 記 事 は 、 『自 由 新 聞 』(1945年10月 ～1953年12月)の1947

年4月19日 付 の み で あ る。 そ の記 事 内容 は 次 の 通 りで あ る。

南 朝鮮 各 道 の食 肉商 人 代 表 五 十 名 は 、先 月 三 日ソ ウル 筆洞 一 街 武 虎 亭 で集 合 し、朝 鮮

食肉商人組合総本部準備委員会を結成 した。趣 旨は同業者間の経営保障 と社会的地位

向上 を図 る こ とで あ る。 今 月 二十 五 日午 前十 時 に は 、 市 内 小 公 □研 武 館 で 総 本 部 結 成

大会を挙行する予定である。彼 らは衡平社運動で社会的待遇改善を主唱したことがあ

るが 、 今 回 は 同業 組 合 組 織 と して 団結 を 固 め る とい う。

1940年11.月 の衡 平 社 中央 委 員 会 以 降 、衡 平社 の 動 向は み られ ない 。 ま た 、 いっ か ら衡

平社 が 消滅 した のか も正 確 に は わ か らな い398。上記 の 記 事 内 容 は、「食 肉商 人 代 表 五 十 名 」、

す な わ ち、 衡 平 社 員 らが 「経 営 保 障 と社 会 的 地位 向 上 を図 る」 た め、 ソウル で 「朝 鮮 食 肉

396『 朝 鮮 日報 』1936年4月3日
、4月9日 、4月10日 、4.月11日 付 。

397『 東 亜 日報 』1936年2
.月28日 付 。

398衡 平 社 の 解 消 問 題 は
、 具 体 的 な 資 料 が な い た め 、 正 確 に は 判 断 で き な い 。 現 在 ま で の 研 究 で は 、 池

川 英 勝 「大 同 社 ・衡 平 社 に つ い て 一1935年 か ら40年 ま で 」『朝 鮮 学 報 』 第176輯 二(2000年10.月 、39

頁)し か な い 。 池 川 は 、 衡 平 社 の解 消 に つ い て 次 の よ う に 分 析 し て い る 。

1941年12.月26日 に 、 戦 時 下 の 安 寧 秩 序 を保 持 す る た め 、 言 論 、 出 版 、 集 会 、 結 社 な どを 取 り締

ま る 「朝 鮮 臨 時 保 安 令 」(制 令 第34号)お よ び 「同 法 執 行 規 則 」(総 督 府 令 第339号)が 公 布 、 即 実

施 され た 。(『朝 鮮 総 督 府 官 報 』第4477号 、1941年12.月26日 、203～204頁)。 「朝 鮮 臨 時 保 安 令 」は 、

結 社 ・存 続 に 関 して 「日本 」 「内 地 」 と 同様 に許 可 制 と し た 。 存 続 の 許 可 願 の 申 請 は1942年2.月13

日 ま で と な っ て い た 。 い ま の と こ ろ 、衡 平 社 が 存 続 許 可 願 を 申請 した か 否 か は 不 明 で あ る。 し か しな

が ら 、衡 平 社 は 全 国 水 平 社 と 同 じ く思 想 結 社 と認 定 され 、存 続 は 不 許 可 と な っ た と推 察 され る 。 した

が っ て 、1942年2月 の 視 点 で 、 や は り法 的 に 消 滅 した 可 能 性 は 高 い と考 え る。
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商 人組 合 総 本 部 準 備 委 員 会 を結 成 」 した こ と を伝 えて い る。 ま た 、1947年4月25日 には

総本 部 結 成 大 会 を 開催 す る とい うこ とで あ っ た。4月25日 は衡 平社 ・大 同社 の全 体 大会 や

定期 大 会 の 日付 と同 じで あ る。

この 記 事 で 、1947年 ま で も食 肉商 人 で あ る衡 平 社 員 に対 す る 「経 営 保 障 と社 会 的地 位 向

上 」 は 、 改 善 で き なか っ た こ とが推 測 で き る。 しか し、 朝鮮 食 肉商 人 組 合 総 本 部 のそ の後

の 動 向 は確 認 で き ない 。

終 章 衡 平 運 動 と水 平 運 動 の 共 通 点 と相 違 点

終 章 で は、 本 論 で 分 析 した衡 平 社 ・大 同社 に お け る衡 平 運 動 につ い て ま とめ 、 日本 の水

平 運 動 との 共 通 点 と相 違 点 を考 察 して み る。

第1章 で は 、1900年 か ら1927年 ま で初 期 衡 平 運 動 につ い て 分 析 を行 っ た。 衡 平社 創 立

の 背 景 と して 、 旧 「白丁 」 の経 済 的 状 況 に つ い て 分析 を した。

旧 「白丁 」 の職 業 は、 主 に屠 畜業 と食 肉販 売 業 、皮 革 業 で あ っ た 。1909年 に公 布 され た

「屠 場 規則 」「食 肉販 売 規 則 」に よ り屠 畜 の 作 業 は 衛 生 的 に行 われ る よ うに な っ た が 、屠 場

の設 立 条件 が 厳 し くな っ たた め 、屠 夫 の賃 金 や 雇 用 問題 で 失 業 した 屠 夫 も多 か っ た。

皮 革 業 につ い て は、 手 工 業 か ら機 械 化 へ の発 展 に よ り、経 済 的 分 化 が 促 進 され た。 そ の

結果 に よ って 旧 「白丁 」 の社 会 で も、「有 産 白丁 」 とそ うで は ない 「白丁 」 の二 分 化 が促 進

され た こ とが わ か った 。 また 、衡 平 社 創 立 に 関 わ る 日本 の 水 平 社 の影 響 に つ い て も検 討 し

た。

そ して 、 衡 平 社 と水 平 社 にお い て 両社 の 宣 言 や 綱領 、 決 議 、 運 動 の ポ ス ター な どを比 較

しな が ら、 衡 平 社 ・水 平 社 の 目標 、理 念 、課 題 、 運 動 方針 につ い て検 討 した。 衡 平社 の 宣

伝 ・社 則 と水 平 社 の宣 言 ・綱 領 か ら次 の よ うな衡 平 運動 と水 平 運 動 の相 違 点 が み え た。

衡 平 運 動 は 、 旧 「白丁 」 が 「奴 隷 の 逆境 に 処 して 我 々 は失 った 人 権 」 を取 り戻 す た め の

自 由 と平 等 社 会 を も とめ る 「旧身 分 解 放 運 動 」 で あ った 。 日本 の水 平 運 動 は 、被 差別 部 落

民 が 奪 わ れ て きた 「生 活 の権 利 」 を取 り戻 す た め の 「経 済 の 自 由 と職 業 の 自由」 を社 会 に
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要 求 す る運 動 で あ った 。

ま た 、「衡 平社 社 則 」か ら衡 平社 は 、 旧 「白丁 」出 身 者 とは 関係 な く誰 もが衡 平 社 員 に入

社 で き る条 件 に く らべ 、一 方 、水 平 社 は 「部 落 民 自身 の 行 動 」 に よ る 「被 差別 部 落 民 の 出

身者 に よ る運 動 」 で あ っ た。

衡 平 運 動 ・水 平 運 動 の 目標 は 、人 と して の 「自由 と平 等 の権 利 」 を奪 わ れ た 旧 「白丁 」

と被 差 別 部 落 出身 者 が 、「生 活 の 自由」 の た め 「経 済 の 自由」 の た め に 闘 っ た 「人 権 解 放 運

動 」 で あ った 。 朝 鮮 総 督 府 の治 安 当 局 も衡 平 運 動 に つ い て 、 日本 の 「水 平 運 動 を模 倣 して

起 きた 運 動 で あ る」 と認 識 して い た。

そ して 、1923年 か ら1940年 ま で の衡 平 運 動 にお い て 、 〈平 民 対 衡 平 社 員 〉 間 で 起 きた 衡

平 運 動 に反 対 す る反 衡 平 運 動 につ い て分 析 した。 反 衡 平 運 動 の 類 型 は、 ① 衡 平 社 創 立式 の

妨 害 、 ② 「不 遜 な態 度 」 「不 遜 な言 葉 遣 い 」、 ③飲 酒 や 喫煙 に よ る暴 行 、④ 村 の共 同 事 業 へ

の 参加 拒 否 ・共 同場 所 へ の 同席 拒 否 、⑤ 旧 「白丁 」 子 女 の 教 育 、⑥ 結 婚 、⑦ 衡 平社 員 ・旧

「白丁 」 出身 者 に対 す る暴 行 、⑧ そ の他 とい う8項 目に分 類 され る。

これ らの 反 衡 平 運 動 の分 析 の結 果 、ま だ朝 鮮 社 会 に残 って い る根 強 い 「身 分 意 識 」「職 業 意

識 」が原 因 で 反 衡 平 運 動 が起 き た こ とが 分 か った 。ま た 、平 民 た ち は衡 平 運 動 が拡 大 に っ れ 、

旧 「白丁 」 の 社 会 的 地 位 が 向上 す る こ と を恐 れ 、衡 平 社 創 立 式 の妨 害 だ け で は な く、各 地

域 の 青 年 会 や 他 の団 体 との交 流 を妨 害 した と推 測 で き る。

ま た 、 平 民 た ち は衝 突 ・襲 撃 事 件 を起 こ した後 、 さ らに 「牛 肉非 買 同盟 」 を結 成 す るな

どの 反 衡 平 運 動 も行 っ た。

一 方
、衡 平 社側 は反 衡 平 運 動 が起 き る と、本 社 か ら事件 の 調 査 委 員 の派 遣 、告 訴 の準 備 、

応 援 団 派 遣 、 警 告 文 の 発 送 な ど、各 道 の支 ・分 社 で は積 極 的 に対 応 した。

第2章 で は 、 衡 平 社 は創 立 後 す ぐに衡 平社 内 で の 理 念 の 対 立 や 本 社 移 転 の 問題 な どで 二

社 に分 か れ た が 、1924年 に 二社 は 妥 協 す る。 しか し、妥 協 した 後 も幹 部 た ち の 間 で は 、水

面 下 で 大 同社 へ と改 称 す る1935年 ま で 対 立 が 続 い て い た こ とが分 か っ た。

第3章 で は 、衡 平 社 と水 平 社 の 交流 に つ い て 考 察 した 。水 平 社 は 衡 平 社 との交 流 問題 を 、
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1923年3月3日 に京 都 で 開催 され た第2回 大 会 にお い て 決 議 した 。衡 平 社 と水 平 社 は 両 社

の提 携 を通 して 、 「共 に進 軍 し よ う」 とい う 「国 際 的 提携 」 を求 め よ う と した 。

衡 平社 は水 平 社 の 全 国大 会 に 、水 平 社 に祝 辞 や 祝 電 を送 っ た り、 水 平 社 を視 察 す るた め

委員 を派 遣 した り した 。 ま た 、衡 平 社 の 常務 執行 委 員 会 の 決 議 案 で 「水 平 社 大 会 に 出席 す

る件 」 を取 り上 げ る な ど、衡 平 社 は水 平 社 との提 携 問題 に つ い て 積 極 的 な 立場 で あ っ た。

水 平社 も同様 、 衡 平 社 の全 国大 会 の 時 に 、水 平社 員 が 出席 しそ の感 想 を語 った り、祝 辞

や祝 電 を送 った り、 視 察 員 を派 遣 した りした。

と こ ろが 、1931年12月10日 に奈 良 県磯 城 郡 桜 井 町 繁 栄 座 で 行 われ た全 国水 平 社 第10

回 大 会 にお い て 、 朝 鮮 衡 平 社 総 本 部 の祝 電 が 送 られ るが 、 こ の祝 電 を最 後 に交 流 は 姿 を消

して しま った 。 そ れ は 、衡 平 社 にお け る1926年2.月 の 臨 時 大 会 や 、 「衡 平 青年 前衛 同 盟 事

件 」(1933年1月 ～1936年11月)で 、衡 平 社 の指 導 者 の逮 捕 、そ して 、解 消論 が 登場 した

た めで あ った 。 こ の よ うな衡 平 社 中 央執 行 委 員 た ちの 逮 捕 に よ る運 動 の沈 滞 、そ して解 消

論 の 登 場 が 、 水 平 社 との交 流 に大 き く影 響 した と考 え られ る。

第4章 は、1920年 代 後 半 か ら1940年 に か けて の 衡 平 運 動 の展 開過 程 と、衡 平 社 か ら大

同社 へ の移 行 、 大 同社 の組 織 化 の状 況 につ い て 考 察 した 。 前 述 した よ うに 「衡 平 青年 前衛

同盟 事 件 」に よ り、衡 平社 内 で解 消 論 が 登 場 した。衡 平社 の支 ・分 社 数 や 衡 平 社 員 数 も1933

年 か ら1935年 にか け て少 しず つ 減 少 して い た。

衡 平社 は1935年4A26日 第13回 全 国 大会 で 、衡 平 社 か ら大 同社 へ と改 組 を決 め た 。し

か し、大 同社 に改 組 した翌 年 の1936年 の 支 ・分社 数 は 、1935年 よ り7団 体 が減 少 した が 、

社 員 数 は 前 よ り3460余 名 も増 え て い た。 これ は 、衡 平 社 員 た ちが 再 び 大 同社 に参 加 し、沈

滞 して い る運 動 を活 性 化 させ よ うと した た め で あ る と推 測 で き る。

張 志 弼 らを含 む 旧派 の幹 部 た ち は 大 同社 を活 性 化 させ るた め、 次 の よ うな活 動 や 行 動 を

行 っ た 。 す な わ ち、 ① 本 部 の移 転 、② 旧派 と新 派 の 指 導 者 間 の妥 協 、③ 新 しい綱 領 ・宣 言

の発 表 、 ④ 「牛 肉価 格 」 「差 別 撤 廃 」 に 関 わ る各 道 警 察 部 へ の陳 情 活 動 で あ る。

と こ ろが 、 日中戦 争 が勃 発 す る1937年7.月 か ら、 大 同社 は 「牛 皮 問題 」 で 「国策 優 先 」
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を決 め る こ と に な り、 日本 に 協 力 す る 「教 化 」、 「国 防 献 金 」、 「愛 国 機 の 献 納 」、 「国 民 精 神

総 動 員 」 な ど の 活 動 を 行 っ た 。 こ れ ら の 活 動 は 大 同 社 員 た ち を 生 活 か ら守 り、 大 同 社 の 活

動 を 合 理 的 に 行 うた め で あ っ た こ と が 確 認 で き る の で 、 戦 争 に 協 力 す る し か な か っ た と い

わ ざ る を 得 な い 。

大 同 社 の 運 動 を 活 性 化 させ る た め 、ま ず 指 導 者 た ち が 行 っ た の は 、「牛 皮 販 売 統 制 」や 「食

肉 販 売 」 な ど 、 社 員 の 生 活 に 関 わ る経 済 的 な 闘 争 で あ っ た 。 しか し 、 警 察 部 当 局 に よ る 食

肉 価 格 引 き 上 げ の 不 許 可 と 、 牛 皮 販 売 統 制 の 強 化 な どで 成 果 は 得 られ な か っ た 。

1940年 に 大 同 社 に 解 体 論 が 登 場 す る が 、こ れ は 大 同 社 を維 持 す る こ とが で き な い ほ ど深

刻 な 財 政 難 が あ っ た た め で あ る 。

以 上 、 第1章 か ら第4章 ま で に お け る衡 平 運 動 の 分 析 を ま と め た 。 次 に 水 平 社 と の 共 通

点 を 考 察 して み る 。

全 国 水 平 社 は1930年 代 前 半 期 ま で 反 フ ァ シ ズ ム を 掲 げ な が ら闘 っ て い た が 、1937年 か

らの 日 中 戦 争 期 に は 戦 争 協 力 を 余 儀 な く され っ っ も 部 落 差 別 の 撤 廃 を 図 ろ う と し 、 融 和 運

動 も ま た 戦 時 動 員 を 目 的 と し た も の に 変 質 し て い た399。

つ ま り、 日 中 戦 争 開 始 か ら1942年1月 全 国 水 平 社 が 消 滅400す る こ の 時 期 に お い て 全 国

水 平 社 は 大 同 社 と運 動 の 方 向 性 に お い て 共 通 し て い る。

戦 争 に 協 力 す る こ と は 、戦 時 下 の 水 平 運 動 に お い て も 同 様 で あ る 。1937年7.月 か ら の 日

中 戦 争 、 ア ジ ア ・太 平 洋 戦 争 は 、 日本 の ア ジ ア 諸 地 域 な ど に 対 す る侵 略 戦 争 で あ っ た 。 こ

の 戦 争 は 、 日本 に よ り植 民 地 や 占領 地 と し て 支 配 さ れ た ア ジ ア 諸 地 域 に 大 き な 被 害 を も た

らす だ け で は な く、 日本 の 国 内 に お い て も戦 争 遂 行 の た め 多 く の 民 衆 を 動 員 して い る 。 そ

して 戦 争 遂 行 は 、 被 差 別 部 落 の 仕 事 や 生 活 を も 大 き く 変 容 させ て い っ た4°1。

399朝 治前 掲 書 、280～284頁 。
4°°全 国水 平社 は、太 平洋 戦争 が 開始 され るに と もな い、 日本 の 国 内治 安維 持 法 を期 す た め、「言論 、出

版 、集 会 、結社 等 臨 時取締 法 」(法 令第97号 、1941年12.月19日)、 「同法施行 規 則」(内 務 省 第40

号 、1941年12月20日)公 布 され 、 政治 結社 お よび 思想結 社 の組 織 ・存続 につ い て許 可制 が導 入 さ

れ る ことにな っ た。 日本 の政府 当局は 、全 国水 平社 を思 想結 社 と認 定 し、存 続 を不許 可 とす る方針 を

とっ た。全 国水 平社 は存続 の許 可願 を提 出 しない形 で、1942年1.月 法的 に消滅 した。池川 前掲 論 文、

39頁 。
4°1朝 治武 「ア ジア ・太平 洋戦 争期 の部落 問題 」『部落 史研 究 か らの発信 第2巻 近 代編 』(黒 川 み ど
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「牛皮 統 制 」 は、 大 同社 と同様 に 日本 の 「部 落 と差 別 事 件 の状 況 」 に も関連 して い た 。

戦 時 経 済 統 制 の も とで 、民 間 の需 要 を 中 心 とす る被 差 別 部 落 の零 細 な皮 革 関連 産 業 は 、 戦

争 政 策 の進 行 に とも な う軍 の需 要 の圧 迫 に よ り大 きな 打 撃 を受 けた 。 そ の 打撃 は 多 くの 失

業者 を生 み 出 す こ と とな る。 ま た 、皮 革 産 業 の 統 制機 構 の 整備 に とも ない 、部 落 の零 細 な

皮 革 業 者 は 、 国 家 と大 資 本 の支 配 下 に再 編 され て い く。 戦 時 体 制 の 日本 の 「国 民 一体 化 」

は 、職 場 や 結 婚 な ど社 会 生 活 上 の差 別 事 件 を顕 在 化 させ る こ とに な っ た4°2。

こ こか ら、 旧 「白丁 」 と 日本 の被 差 別 部 落 民衆 は 、 戦 時 下 で皮 革 産 業 の統 制 に よ る生活

へ の 打 撃 と、 同 じ民 族 内 で職 場 や 結 婚 な ど社 会 生 活 上 の 差 別 事 件 に 直面 し続 け た こ とに お

い て 、 共 通 点 を も って い る。

最 後 に 大 同 社 を含 む 衡 平 運 動 へ の評 価 に つ い て 考 え て み よ う。 従 来 の衡 平運 動 に 関す る

研 究 は 、 運 動 の は じま りは人 権 解 放 運 動 と して 出発 した が 、 大 同社 へ の 改 組 後 、 経 済 闘 争

をす る利 益 団 体 と して 評 価 して き た。 そ の た め 、 衡 平 社 と大 同社 は別 の 団体 と して分 析 す

る傾 向 に あ る。 また 、 大 同社 の 中央 執 行 委 員 で 、衡 平社 の創 立 メ ンバ ー で も あ る 張志 弼 ら

の 幹 部(旧 派)を 「親 日派 」 と して評 価 して い る。 そ して 、植 民 地 期 朝 鮮 の 旧 「白丁 」 た

ち に と って は 、 朝 鮮 の独 立 は 二次 的 な 問題 で あ る とい う評 価 が な され て い る。

しか し、本 稿 の 分 析 に よ り親 日行 為 の裏 に は 当時 の 衡 平 社 員 、大 同社 員 に お い て 、旧 「白

丁 」 に 対 す る厳 しい 「差 別 や 賎 視 」 故 に 身 分解 放 、 人 間解 放 が最 優 先 され る重 要 な 問題 で

あ っ た とい う事 実 が見 え て き た。 そ れ ゆ え、 大 同社 にお い て 沈 滞 して い る運 動 を 活性 化 さ

せ よ う と した 張 志 弼 ら幹 部 た ち(旧 派)へ の 再評 価 も必 要 だ と考 え る。

した が って 、 大 同社 を含 む 衡 平 運 動 は 、 日本 の水 平 運 動 と 同様 に融 和 主 義 に傾 き つ つ も

民族 内 で の 差 別 を経 済 活 動 に よ り撤 廃 し よ うと した い わ ば、「旧身 分 解 放 運 動 」で あ っ た と

評 価 され るべ きで あ る と考 え る。

り編 著 者 、 解 放 出版 社 、2009年)280～286頁 。
4°2朝 治 前 掲 書

、286頁 。
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附表 新 聞記 事 、総 督府 史料 に よる衡 平運 動 に 関す る一 覧表

事項 の 日付 事項の内容 資料名 面/頁

1905年9月 「屠獣 場拉 獣 肉販 売規 則」 公布

1909年6.月17日 (30)晋 州 地 方基 督教 信者 ノ身分 二 関スル 不和 問題 ノ件 統監子爵曾禰荒助宛の内部警務
・礼拝 におい て 「白丁」 と同席 を拒 否 局長松井茂による通報(高 秘収

第 三 四五 六号 ノー)

1909年8.月24日 「法律 第24号 屠 獣規 則」 公布 『官報 』 第4462号 73頁

・衛 生 と公 益 の ため 、屠場 の設 置 に地 方長 官 の管理 ・許 可
・屠場 に関す る取 締 の規程 は 内務 大 臣の認 可 が必 要

・第10条 開 国505年 法 律 第1号 庖 舜規 則 は本 法施行 日か ら

此を廃止
・100円 以 下 の 罰 金 、3ヶ.月 以 下 の 禁 獄

1909年12月15日 「忠清南道令第7号 屠獣規則施行細則」公布 『官報 』 第4558号 49^-50

・10日 以 内の拘 留 また は、拾 円以下 の罰 金 頁
「屠 室 」

1909年12月23日 「慶尚南道令第6号 屠獣規則施行細則」公布 『官報 』 第4562号 64^-65

・10日 以 内の拘 留 また は
、5円 以 下 の罰金 頁

「慶 尚南道 告 示第2号 屠 場設 立 地 を指 定す る件 」 『官報 』 第4562号 65頁

・1等 か ら3等 地 まで指 定

1909年12.月27日 「江原道令第6号 屠獣規則施行細則」公布 『官報 』 第4565号 73～74

・10日 以 内の拘 留 また は、5円 以 下 の罰金 頁

1909年12.月28日 「慶尚北道令第8号 屠獣規則施行細則」公布 『官報 』 第4571号 23^-24

「慶 尚北道 令 第9号 獣 肉販 売取 締規 則」 公布 頁

1910年1.月8日 「威鏡北道令第8号 屠獣規則施行細則」公布 『官報 』 第4571号 21^-22

・5円 以 下の罰 金 頁

1910年1月10日 「忠清北道令第4号 屠獣規則施行細則」公布 『官報 』 第4572号 25～26

・5円 以 下 の 罰 金 、5日 以 内 の 拘 留 頁

1910年1月12日 「京畿道令第3号 屠獣規則施行細則」公布 『官報 』 第4574号 35^-38

頁

1910年1月20日 京畿道で 「道令第3号 屠獣規則施行細則」公布 『官報 』 第4574号 35^-36

・10日 以 内の拘 留 また は、5円 以 下 の罰金 頁

「全羅北道令第3号 屠獣規則施行細則」公布 『官報 』 第4574号 36^-38

・10日 以 内の拘 留 また は、5円 以 下 の罰金 頁

全羅北道で屠場設立に関す る 「全羅北道告示第4号 屠場設 『官報 』 第4574号 38～39

立地 等級 地」公 布 頁
・全 羅北道 地 域で1等 地 か ら3等 地 まで指 定

1910年2.月1日 「威鏡 北道 令 第1号 地方費 賦課 金賦 課 規則 」公 布 「二 、屠 『官報 』 第4591号 115頁

場 税 屠 牛1頭 に対 して1円50銭

屠 豚1頭 に対 して10銭 」

5円 以 下の罰 金 、10日 以 内の拘 留

1910年2月28日 「慶尚北道令第9号 獣肉販売営業取締細則」公布 『官 報』 37^-39

頁

1913年9月19日 「屠獣 規則 施 行細 則 」公布 『朝鮮総督府官報』第 194^一
・屠 場経 営 者 は屠 畜 の解 体 に従事 す る物 の住 所 、氏 名 、年 齢 343号 195頁

を所 轄警 察 署 に届 出で認 可 を受 け なけれ ば な らない 。
・屠 夫 は 白色 清潔 な る衣装 や 履物 を着 用 、屠 室 に 出入 りす る

の 際 は清潔 を維 持す るこ と。
・拘 留ま た は、科 料 に処す 。

1919年11.月28日 「屠場 規則 」公 布 『朝鮮総督府官報』第 345～
・屠 場経 営 者 や屠 畜 を解 体 に従事 す る者 の 「健康 診 断 」 が必 2109号 346頁

要 と な る 。

・50円 以 下 の 罰 金 、 拘 留 ま た は 、 科 料 に 処 す 。

1920年8月28日 慶 尚南道山清郡舟城 面城内里に住む許定ら3名 が騒擾 の起 し 慶南高等警察関係摘録
た罪 で検 挙。

133



城 内 里居住 の 「白丁」 趙介伊 ら20名 が 、 旧韓 国 時代 と比 べ て

「生 意気 にな っ ただ けで は な く、横 暴 す る」 とい い牛 肉 非買

宣伝 文書 の印刷 物 を配 布 し、100余 名 を集合 し示威 した た め。

1923年2.月3日 白丁 の悪行 、木 牌 がつ いて い る犬 までむ や みに捕 まえて行 く。

野犬 取締 規 則 に よ る と木牌 のな い犬 は 連れ て い っ て もか ま わ

ない。

東亜 日報 3面

1923年3.月12日 秘 密 文書 の押 収、日本 水 平社 大会 の準 備 で革命 を叫ぶ 印刷 物6

万6千 枚 を押 収。

朝鮮 日報 3面

1923年3月22日 水平社運動 問答 東 亜 日報 2面

日本 の水 平運 動 、階級 闘争 の 一列 東 亜 日報 1面

険悪 化 した主 義戦 、 国粋 会 と水 平社 の 交戦 、砲火 を相 交 して

死 傷 者 が数 十 人 、軍 隊 と警 官 が武 力 で 鎮圧 した が 、そ の形 勢

は次 第 に険悪 化 して い る。

朝鮮 日報 3面

1923年3月24日 水平社 と国粋会が凶器 を持 って対陣 東 亜 日報 3面

水 平社 と国粋 会 がま た争 闘、2百 名 の警 官 が出張 鎭撫 、業者 の

個 人 の感情 で 各 々3百 名 の会 員 が 出動。

朝鮮 日報 3面

1923年3月25日 水平社対国粋会の争いで水平社員検挙 と警察に対 して不平。 東 亜 日報 3面

1923年3月26日 国粋会と争 って検挙 された水平社員 東 亜 日報 3面

1923年4月5日 衡平全南支社祝賀式 東 亜 日報 4面

1923年4.月21日 水 平 社 の決 議 、 日本 の 奈 良県 で解 散 を勧 誘 した が 、解 散 は し

なか った。

朝鮮 日報 3面

1923年4月25日 晋 州 で衡 平 社創 立大 会 の 開催(姜 相 鏑 、 申鉱 壽 、千 錫 九 、李

学 賛 、張 志弼)

京城 日報

朝鮮衡平社総本部 「朝鮮衡平運動の梗概」 『朝鮮 及 朝鮮 民族 』 第

1集

166^-

169頁

衡 平社 創 立大 会;晋 州 大安 洞 で会 員80名 が参加 朝鮮 日報 3面

1923年4月25日

衡 平運 動
・「白丁 」 に よ り晋 州で衡 平社 発 起

朝鮮総督府警務局
『最近に於ける治安状況』昭和
8年

1923年4.月30日 ・晋州 で衡 平 社発 起

・「階級 打破 を絶 叫す る 白丁社 会。 吾 々 も この世 の一人 で あ る

た め 、圧 迫 と蔑 視 、 階級 を打破 しよ う」 とす る運 動。 二 四

日に祝賀 式 を 開催。

朝鮮 日報 3面

1923年5.月1日 大監訪問報告演説会で水平社が騒動を起こす 東 亜 日報 2面

1923年5月3日 有吉総監が衡平社問題 について発言 東 亜 日報 2面

1923年5.月12日 白丁 等 が差 別 撤廃 を絶 叫 し、 晋州 で起 き た新 しい 団体 で あ る

衡 平社 の発 起 会 が開催 。

東 亜 日報 3面

1923年5月13日 慶南晋州で白丁解放を目的とす る衡平社連盟総本部が創 立 東 亜 日報 3面

衡平社創立祝賀式開催 東 亜 日報 3面

1923年5月14日 晋 州 地方農 民2500余 名 が衡 平社 解散 を も とめ集 議 東 亜 日報 7面

1923年5.月17日 衡 平運 動 の意 義;一 般 社会 の 自覚 を要 求 東 亜 日報 1面

水 平 社 の激 憤 、 日本 の 山 口高 等 商業 学 校 の野 球試 合 を応援 し

たの をみ て悪 口を言 い水平 社員 と観 衆 が衝 突

朝鮮 日報 3面

1923年5.月18日 白丁解 放運 動 、 同人会 組織(益 山) 東 亜 日報 8面

婦人水平社が京都で設立 東 亜 日報 3面

1923年5.月19日 組織化する衡平運動 東亜 日報 3面

1923年5月20日 衡平運動に不満 をもつ反対運動が活発 東 亜 日報 3面

・晋州 の 各団 体 が鎮川 で演 説

・人 間の待 遇 を哀願
東 亜 日報 3面

134



1923年5.月26日 白丁解放運動のため金堤で曙光会が設立 東亜 日報 8面

1923年5.月28日 大 田で 白丁 た ち に よ って組 織 され た 衡 平社 南 鮮 大会 が 開催 、

大 会 で衡 平分 社 の設置 を決 議

東 亜 日報 3面

1923年5.月29日 民族解 放運 動 の一 群 、衡 平社 南鮮 大会 東 亜 日報 1面

水平社員中に朝鮮人一人が参加 東 亜 日報 3面

1923年5月30日 ・晋 州 の 二十 四洞 里 と各農 庁 等 が団 結 し
、衡 平運 動 に反 対す

る牛 肉の非 買 同盟 を実行
・衡 平社 に 関わ る者 は 白丁 と同 じく待 遇す る

・居酒 屋 で二 十名 に衡 平社 長 が殴 打

・検 事被 告 が 互 い に公 訴;殴 っ た安 フ ンハ ン(曾}喜 妊)だ け

は服 役 、金 ハ ン(7R尋)は ま だ未決

東 亜 日報 3面

1923年5月31日 反 衡 平社運 動 、互 相協 調 の解決 を望む 東 亜 日報 1面

衡平社公州支社設立 東亜 日報 4面

1923年6.月2日 木浦衡平分社設立 東 亜 日報 4面

白丁 同人会 が 裡里 で創 立。5.月30日 に 総 会 朝鮮 日報 3面

1923年6.月4日 羅州で衡平分社設立 朝鮮 日報

1923年6.月5日 衡 平社 運動 を見 て警察 が新 た に警戒 し、 白丁 に新 た に圧 迫 東亜 日報 3面

・京 畿道 の警 察部 で 水 平運 動 中に階 級 打破 を叫 ぶ こ とで 、将

来 的 に は社会 主 義 の 思潮 が 白丁 に電 波 され るの を恐 れ 白丁

を調 査
・全 北金 堤 郡 で 白丁 た ち が水 平運 動 を 目的 で曙 光会 を創 立 し

て委 員 を選 定

朝鮮 日報 3面

1923年6月6日 金 堤 で 白丁階 級 の解 放 を 主張 し、曙光 会 が創 立 東 亜 日報 4面

衡平全州支社設立 東亜 日報 4面

1923年6月8日 各 郡 の関係 者 が集 ま り、 忠南 論 山で衡 平支 社 が設 立。 東 亜 日報 3面

衡平分社祝賀式 東 亜 日報 4面

1923年6.月10日 衡 平社 、 大邸 支社 設 立 東 亜 日報 4面

1923年6月11日 衡平公州支社創立総会 東 亜 日報 4面

1923年6月26日 普選を看板で憲派 と水平社が提携 東 亜 日報 2面

全州支社設立祝賀式 東 亜 日報 4面

1923年6.月27日 衡 平反 対 は 円満解 決 、両方 の 了解 で対 抗運 動 の 中止 東亜 日報 3面

1923年6.月30日 全州衡平支社で臨時総会が開催 東亜 日報 4面

1923年7月7日 清 州 に も衡 平 支社設 置 、三 日間屠殺 と牛 肉販売 を停 止 東 亜 日報 3面

水平社員が警官 と衝突 東 亜 日報 3面

1923年7月8日 群 山の飲食店組合で牛肉を直接 に実価で販売 東 亜 日報 3面

1923年7.月9日 衡平忠南支社創立祝賀式 東 亜 日報 4面

1923年7月10日 全北金堤の白丁階級で組織 された曙光会を衡平社に変更 東 亜 日報 4面

日本 で水 平社 員 と国粋 会員 の 闘争 事件 の47名 に有罪 判決 朝鮮 日報 3面

1923年7月20日 衡平博川支社設立(平 北) 東 亜 日報 4面

衡平洪城分社設立(忠 南) 東 亜 日報 4面

1923年8.月2日 洪城 と保寧 で衡平分社が設立 東亜 日報 4面

1923年8.月3日 木浦衡平支社祝賀式 東 亜 日報 4面

1923年8.月4日 慶 尚南道三嘉で反衡平運動 東 亜 日報 4面

1923年8月10日 高散にも衡平分社創 立総会(全 北) 東 亜 日報 4面

1923年8月12日 日本 の群馬 水 平社 で 、軍 隊 内で の水平 運動 朝鮮 日報 3面
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1923年8.月11日 光州で北星会の講演で衡平社運動者 の鄭又影 も参加 東亜 日報 4面

1923年8.月18日 衡平金海分社祝賀式(慶 南) 東 亜 日報 4面

1923年8.月20日 金海郡で労働者 と農民による反衡平運動 東亜 日報 3面

労働者数千人が成群作堂 し衡平運動 の関係者を襲撃 東 亜 日報 3面

1923年8月21日 金海で反衡平運動 朝鮮 日報

1923年8.月22日 金海騒擾詳報;特 派員李吉用
・衡平運動 に反対す る農民が青年会の教育会学校 を破壊 し衡

平社員を暴行
・新幹部の努力で無事 に青年会幹部を更迭

東 亜 日報 3面

1923年8月23日 金 海騒 擾後 報;特 派員 李 吉用
・農 民 と衡 平 社 と不 和。青 年 は警 察 を攻撃
・関係 者 は釜 山 の方 に押送

・厳罰 の 可否 は不 明

東 亜 日報 3面

衡平社 に対する反感 は高まる 東 亜 日報 3面

木浦で平民が経営す る旅館 ・酒類製造 ・飲食店での組合で衡
平運動 に反対 し獣肉組合が発起

東亜 日報 面

1923年8.月30日 千差万別 の無数の階級打破 と平等 な社会を 目的 とす る水平会
とい う団体が慶北尚州で設立

朝鮮 日報 4面

1923年8月31日 衡平社員八十名 を検挙 東 亜 日報 3面

1923年9月11日 分社創 立の祝賀式 に数百人 の労働者 に襲われ堤川衡平社員数
十人を無数乱打

東 亜 日報 3面

1923年9.月20日 慶 南 金海 で労働 者 数 千 人 が衡 平運 動 の 関係 者 の金 ドン ミ ョン

(召 暑 噌)を 攻撃

新韓民報 2面

1923年9月28日 面長の周旋で金海騒動事件 円満 に解決 東 亜 日報 3面

1923年10.月3日 衡平順天分社設立 東 亜 日報 4面

1923年10.月12日 安洞衡平支社設立 東 亜 日報 4面

1923年10.月13日 水平社第二回大会 東 亜 日報 2面

1923年10.月23日 尚州の水平会が創立総会を開催 朝鮮 日報 4面

1923年11.月1日 衡平社安洞分社創立祝賀式 東 亜 日報 4面

1923年11月6日 マ マ

「日本 の震 災 に 関す る共産 主義 鮮 人新 聞記 事 に 関す る件 」

・忠 南洪城 郡 で衡 平社 分社 が設 立

・平 北衡 平支社

伊 集 院彦 吉(外 務 大 臣)宛 の鈴

木 栗太 郎(間 島総)に よる通報 、

機 密 第三 〇九 号

1923年11.月12日 大 田で全国衡平大会が開催 東 亜 日報 4面

1923年12.月6日 大阪府堺市で水平社の講演会、社会問題講演会の中止命令 を
受 けた

朝鮮 日報 3面

1923年12.月10日 矛 盾 と合理 、 朝鮮 の衡 平運 動(投 稿 自由鐘) 東 亜 日報 1面

衡平慶北会議、教育問題など討議 東亜 日報 3面

1923年12.月27日 大邸の衡平支社内定、支社長 と市社員が傷害罪で告訴 東 亜 日報 2面

1923年12.月28日 衡 平 支社長!(投 稿 自由鐘) 東 亜 日報 1面

1924年1日1日 衡平暴動 東 亜 日報 1面

衡平社員 と普通の民間の間に大紛争が起きた笠場事件判決。
被告等は控訴

東 亜 日報 2面

「皆 自新 呼 一最近 一年 中の社会 相 」

・白丁身 分 の 差別 待 遇 と 白丁 子 女 の学 校拒 否 な どで衡 平社 が

創 立 。 日本 の 水 平運 動 とも連 結。 非 白丁 と農 民 が衡 平 運動 を

反 対す る反 衡 平運 動 が各地 で発 生

『開壁 』 第43号

1924年1月10日 横城で衡平分社が創 立 東 亜 日報 3面

1924年1.月11日 拡 大 して い く埼 玉県 の 争議 、 水 平社 の 関東 本 部 か ら電 報 で の 朝鮮 日報 3面
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応援

1924年1.月18日 水 平社 員 と警 察 が衝突 、人 心 がひ どく動揺 東 亜 日報 1面

1924年1.月19日 水平 と警察の衝突 東 亜 日報 2面

水平社 と国粋会の争奪が再び起き滋賀県で国粋会の5百 人が
銃剣を持って集会。警察官は夜通 し警戒

朝鮮 日報 3面

1924年2月11日 十 日か ら釜 山で全 国衡 平大 会。 大 会 で 日本 視察 の件 は第2回

定期総 会 まで保 留

東 亜 日報 3面

1924年2.月12日 釜 山で 開 かれ た衡 平 全 朝鮮 総 会 、 四十 九郡 で 三 百余 名 の代 表

者 が集 ま り十 日か ら開催

東 亜 日報 2面

1924年2月13日 衡 平社 総会 の重要 な決 議事 項 、十 一 日午前 中決 議 した 内容 東 亜 日報 2面

1924年2.月15日 衡 平社 で 義損(釜 山) 東 亜 日報 3面

1924年3月5日 ・衡 平運動 連 絡 が可決

・特殊 待遇 糾 弾 の決議
東 亜 日報 1面

1924年3.月12日 三月六 日に馬山で衡平社分社組織 東 亜 日報 3面

天安で衡平社革新会が開催 『開 壁 』第46号 、1924

年4月1日

90頁

1924年3月17日 衡平社革新会で重要案件進行 東 亜 日報 2面

1924年3.月18日 三月 十一 日に衡平 霊 山分社 が創 立 東 亜 日報 3面

1924年3月24日 衡平社で皮革工場設立 東 亜 日報 1面

1924年3.月25日 侮 辱待 遇 、糾 弾決議 、関東 水 平社 大会 東 亜 日報 1面

1924年4.月5日 水平社大会で東照宮打破 主張 東亜 日報 1面

1924年4.月9日 水平連合大会 東 亜 日報 1面

四.月七 日に名 古屋 で水 平社 大 会。 日本 の三 つ の県 が連合 朝鮮 日報 3面

1924年4.月10日 衡平社本部 を京城に移転。移転 した後にす ぐ総会を開催 時代 日報 1面

衡平社で大講演会開催 時代 日報 1面

1924年4月11日 大阪 で の済 州 島 大会 の 日に(大 阪 の)路 上 であ る者 が 衡 平運

動 につい て演 説

東 亜 日報 2面

1924年4月12日 衡平社本部を京城都染洞143番 地に移転 『開 壁 』第47号 、1924

年5.月1日

47頁

1924年4月13日 京城の都染洞で衡平社本部 を移転 東 亜 日報 2面

1924年4月14日 永登浦で衡平分社が設立 東 亜 日報 2面

1924年4.月21日 慶南晋州郡の衡 平本社で一周年記念行事を各地の分社 を回 り

なが ら講演。講演者 は 日本水平社幹部など四名

朝鮮 日報 4面

1924年4.月25日 ・衡 平一周 年 記念 式 で焔群 社 の 出演 もあ る

・労働 同盟 委 員会 が 堅志洞 の衡 平 一周 年記 念式 に参加
東 亜 日報 2面

「衡平社創立1周 年記念祝賀式の件」

衡平社創立1周 年記念祝賀式で猪原久重が感想 を発表。水

平社 との提携問題の論議

京城地方法院検事正宛の京城鍾
路警察署長による記録、京鍾警

高秘第四五五五号 ノ四

1924年4月26日 衡平社一周年記念式 東 亜 日報 2面

1924年4.月27日 都染洞で衡平社革新同盟会が開催 東 亜 日報 2面

1924年4月29日 水平社大会で米国の排 日問題が決議 東 亜 日報 1面

1924年5.月11日 水平社大会 時代 日報 2面

衡平社は結局分裂?8月 頃には代表者会議 を開いて曲直を決
定

時代 日報 1面

1924年5月17日 両班 だ と見 下 し衡 平 社 員 と争 闘 、行 商 人 た ち と衡 平 社 員 か ら

始 ま った 大喧 嘩

東 亜 日報 2面

1924年5月21日 衡平同盟委員会開催 東 亜 日報 2面
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1924年5.月23日 衡平社内の分裂の解決策で全朝鮮衡平大会。革新派 は賛成 し
たが、晋州本社はこれ を否認

東亜 日報 2面

1924年5.月24日 二十 一 日か ら衡 平 社 は各道 を視察 東 亜 日報 2面

1924年5月26日 水原で衡平社員が結束 東 亜 日報 2面

1924年5.月26日 衡平社員の憤慨 、水原で起 きた衡平社員と平民が喧嘩 東 亜 日報 2面

1924年5月28日 喧 嘩 を止 め るた め、京 城 の衡 平社 員 が水原 に 出張 東 亜 日報 2面

1924年5.月30日 媚 母(姑)対 子 婦 親 権 喪失 訴 。 一時 この事 件 は警 察 署 の 襲撃

説 ま で浮 上。 原被 告 が全員 衡 平社員

東 亜 日報 2面

「上海 二於 テ発 行 ノ赤 派機 関紙 ノ記 事 二 関スル 件 」

「一 、京城 電 報

全 朝鮮 人 団 体機 関 フユ ン プ ユンサ(衡 平 社)ハ 朝 鮮 人 二対

スル 差別 的待遇 打破 ノ激 ヲ飛 セ リ而 シテ既 二 衡 平社 ヨ リ招 待

ヲ受 ケ タル 日本 ノ団 体機 関水 平社 ハ 之 ト連 絡 スル ニ至 ルヘ シ

尚之 力成 立 二就 テハ 水 平社 ハ 若干 ノ代 表者 ヲ朝鮮 二派 遣 スル

ニ至ル ヘ シ」

堀 内秀 太 郎(長 崎県 知事)に よ

る水 野錬 太郎(内 務大 臣)、 男爵

松 井慶 四郎(外 務 大 臣)、 宇 垣一

成(陸 軍 大 臣)等 の宛 の通 報 、

外 高 秘第 三一 〇 四号

1924年6.月3日 井 邑衡平社総会 東亜 日報 3面

1924年6.月5日 衡平社分裂 東 亜 日報 2面

1924年6月10日 衡平支社創立(平 壌) 東 亜 日報 3面

1924年6.月13日 衡 平 一週年 記 念 、会館 建築 問題 も決 議(大 邸) 東 亜 日報 3面

1924年7月18日 天 安 で 白丁 子 女 の退 学 問題 、 衡 平社 員 の努 力 で 再 び学 校 に通

うこ とにな った。

東 亜 日報 2面

1924年7月21日 天 安 笠場 学 校 の事 件 。 笠場 普 通 学校 で 白丁 子 女 の退 学 問題 、

衡 平社 員 の主 張 と一般 人 の主 張が 互い に違 う

東 亜 日報 2面

1924年7.月23日 ・白丁子姪 が 入学 した と笠 場 普通 学校 の教 師全 員 が辞職 東 亜 日報 2面

1924年7.月27日 衡 平社 の 統一 期成 会 、両側 の 協議 後十 五 日に大 会 東亜 日報 2面

1924年7月28日 衡平運動の武器 は団結 東 亜 日報 2面

1924年8.月1日 白丁子女 の退学問題である天安笠場事件を根本的に解決する
ため、衡平社員二人を出張活動

東 亜 日報 2面

1924年8.月7日 衡 平 統一 大会 召集 、 八月十 五 日に大 田で 開催 東 亜 日報 2面

1924年8月11日 衡平大会の状況、大邸衡平支社長の金慶三氏も京城で活動 東 亜 日報 2面

1924年8.月12日 水平社幹部5名 が仁川署で活動 朝鮮 日報 3面

1924年8月19日 ・大 田に 開か れ た衡 平社 統 一 大会 に遠 島哲 男(警 視 庁 の スパ

イ)が 「水 平社 代表 」 と称 して 出席 し演 説
・臨 時大 会 で六部 を置 い て委 員 四十人 を選 挙

東 亜 日報 2面

1924年8.月24日 天安警察署で衡平幹部求人 東亜 日報 2面

1924年8.月27日 ・馬 山で また 衡平 大会

・拘禁 され た衡 平 社員 、総 本 部 で交渉 中

東 亜 日報 2面

1924年9月4日 九月七 日に市内で衡平社中央委員会 東 亜 日報 2面

1924年9月8日 衡 平社 員 を検 挙 、三人 を検 事 局 に引渡 した後 、 四人 を検 挙 東 亜 日報 2面

1924年9月9日 七 日から堅志洞で衡平委員会 東 亜 日報 2面

1924年9月16日 今後の衡平運動で張志弼氏は関係を切 ることが決定 東 亜 日報 2面

1924年9月19日 「朝鮮 衡 平運 動 二関 スル考 察 」

第 一 、緒論

第 二 、衡 平運 動 ノ過 去 及現 在

第 三 、衡 平運 動 ト水 平運動 トノ 関係

第 四、衡 平運 動 ト職 業(労 農)運 動 トノ関係

第 五 、衡 平運 動 ト独 立運動 トノ 関係

第 六 、結論(日 本 ノ立場)

朝 鮮 軍参 謀部 『朝 特報 』96号

1924年9月30日 天 安 笠場 の衡 平社 員 公 判 が事 実審 問 を終 え、 明 日に公 判 が再

開

東 亜 日報 2面
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1924年9.月30日 水 平社 員 が餓 死 、委員 は 当局 に 問責 東亜 日報 2面

1924年10.月10日 水平社の執行委員 と衡平社 の執行委員が会合 時代 日報 1面

1924年10月10日 衡平社 を視察 東亜 日報 3面

1924年10.月11日 衡平社委員会の五つの決議 東 亜 日報 2面

1924年10.月12日 衡 平社 の 現状 、売名 運 動者 は反 省 しろ 東 亜 日報 2面

1924年10.月17日 衡平地方巡回、衡平社内容 を宣伝 東 亜 日報 2面

・総 監、支 社 の密議 、警視 庁 の秘密 書 類 の洩れ 問題
・密情 報酬 が 八 百、水 平社 の秘 密 を偵 察

朝鮮 日報 2面

1924年10.月23日 朝 鮮 の衡 平 、 日本 の水 平 、合 併代 金 一 万 円、 衡 平社 執 行委 員

の金慶 三 と水 平 関係 者 と密 約 した と、衡平 京城 本部 対策 講 究

東 亜 日報 2面

1924年10.月28日 スパ イ を警 戒せ よ;遠 島事 件 愛国新聞

1924年11月2日 各 所警 察 が大 警戒 、事 件 の始 ま りは大 阪 の水 平社 東 亜 日報 2面

自称第二甘粕が水平社員を脅迫、巡査は直 ちに免職 朝鮮 日報 2面

1924年11月6日 天安衡平事件 時代 日報 4面

1924年11.月9日 天安衡平事件で二人は控訴 東亜 日報 2面

1924年11.月25日 衡 平社1万 円事件解 惑 、厳 密 に調 査 した結 果某 所 の 中傷策 東 亜 日報 2面

1924年12月 二、集 会及 結 社取 締 ノ状況

(10)衡 平 社 記 念会 祝賀 式講 演 中止

朝鮮総督府警務局
『治安状況』

38頁

三、衡 平運 動

(一)衡 平運 動 ノ動 情

(二)衡 平社 ノ組織

(三)衡 平社 組 織後 ノ状 況

朝鮮総督府警務局

『治安状況』

48^-57

頁

1924年12.月5日 日本水平改革、警視庁密偵事件 で改革問題が台頭 東亜 日報 2面

1924年12.月6日 不 法 逮捕 と脅 迫 、天 安 白丁 事 件 で控 訴 公判 の判決 は昨 日言渡

し

東 亜 日報 2面

1924年12.月22日 衡平(衡 平社機 関雑誌)臨 時発行 東 亜 日報 2面

1924年12.月29日 衡平社 と水平社の連合大会 を京城で開催 東 亜 日報 2面

1925年1月12日 衡平社定期大会 東 亜 日報 1面

1925年1月13日 衡 平 一周年 記 念式(横 城) 東 亜 日報 3面

国粋会で大乱闘 東 亜 日報 2面

日本 の 山 口で 国粋 ・水 平 が乱 闘、 数十 人 が負傷 朝鮮 日報 2面

1925年1月16日 十 四日に臨時総会で衡平社正衛 団が決議 東 亜 日報 2面

露 使 と会 見 しよ う と、 日本 水 平社 で 代 表派 遣 説 の本 当の理 由

は利権 に関す る干 渉

朝鮮 日報 2面

1925年1.月18日 原州衡平総会 東 亜 日報 3面

1925年1月20日 水 平 部落 に放火 、 日本 群馬 県 に起 き た階級 戦 朝鮮 日報 2面

水 平 社 と村 人 、格 闘 の 首謀 者 を検 挙 、 重軽 傷 者 が 多 く出 た事

件

朝鮮 日報 2面

1925年1月27日 水平社問題で貴族憤慨、有馬頼寧が事件の真相 を調査中 朝鮮 日報 2面

1925年1月31日 ・水 平社憤 慨 、群 馬水 平社
・軍 人連盟 組 織

東 亜 日報 2面

1925年2.月5日 水平社員を襲撃 した犯人一八〇名検挙 朝鮮 日報 2面

1925年2月7日 水 平社 員 また 暴行 、村 民 と一代 格 闘 東 亜 日報 2面

水平社員の一人が水に落ちたため水平社員大騒動 朝鮮 日報 2面

1925年2.月9日 様々な実際の問題を実行 させると衡平社で新計画 東 亜 日報 2面

1925年2月16日 衡平交渉良好、差別待遇を撤廃 しろと署長に訓示 東 亜 日報 2面
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1925年2.月27日 衡 平社 復 興、 委員 を 改選 して新 計 画 を決議 す る(群 山) 東亜 日報 3面

1925年3.月1日 衡平社支社総会、大邸で開催 東 亜 日報 2面

1925年3.月2日 全鮮衡平委員会を連合総本部へ移転 東亜 日報 2面

1925年3.月6日 水 平社 委員 、 ロシア に渡 る こ とを決 定 朝鮮 日報 1面

1925年3月7日 水平社の運動 東 亜 日報 1面

1925年3.月16日 衡平連盟総会が南鮮委員会 に参加(晋 州) 東 亜 日報 3面

1925年3月20日 衡平社執行委員会(集 会欄) 東 亜 日報 2面

1925年3.月25日 五十二名 が群馬県襲撃事件で起訴、水平社員 も五名が起訴さ

れ る
朝鮮 日報 2面

1925年3.月30日 衡平社正行団が二十六 日に発起会 を開催 東亜 日報 3面

1925年4.月10日 水平党組織提案で国家議員 を選出 朝鮮 日報 1面

1925年4月14日 全 朝鮮 衡 平大 会 、四 月二 十五 日に開催 東 亜 日報 2面

1925年4.月17日 衡平社員だけ殴打、横暴な姜巡査 東 亜 日報 2面

1925年4月20日 臨迫 した衡 平 大会 、 民 衆運 動 者 大会 に続 いて 二 十 四 ・二 十五

日は また衡 平 大会

東 亜 日報

1925年4月24日 今 日か ら衡 平 大会 。 しか し、重 要 な 問題 は提 出で きな か った。 東 亜 日報 2面

群 山衡平社で金一沫氏の司会で労働青年会が発起 東 亜 日報 3面

1925年4月25日 全 朝 鮮衡 平 大 会 、初 日の討 議 事項 、 昨 日市 内天道 教 堂 内 で 開

催 ・開幕 され た全 朝鮮 衡平 大 会

東 亜 日報 2面

全国水平社大会 朝鮮 日報 2面

1925年4月26日

写 真

全朝鮮衡平大会 東 亜 日報 1面

最 大 の怨 恨 が 差別 、 差別 が撤 廃 され るま で は四 十 万人 の社 員

が結 束 しよ う、全 朝 鮮衡 平 大 会 終了 ・衡平 者 記念 日 宣伝 紙

を配布 す る光 景 ・記念 祝賀

東 亜 日報 2面

「衡 平社 第二 周年創 立記念 祝賀 式 ノ件 」

・場所 一京 城府 内堅志 洞 の天道 教 堂

・参加 者130余 名

・決議 内容 一教育 問題 、生 活 問題 、運 動進 行方 針
・中央 執行 委 員ニ ー名 を選 出

京城地方法院検事正宛の鍾路警

察署長 による通報 、京鍾警高
秘第四六三九号

1925年4月28日 追後決議 、委員長制 を直 して委員制で可決、衡平社 中央執行
委員会

東 亜 日報 2面

衡平二周年記念式(金 堤) 東 亜 日報 3面

1925年4.月30日 馬 山衡平記念式 東 亜 日報 3面

1925年5月2日 衡 平 二周年 記 念(昌 原) 東 亜 日報 3面

1925年5.月4日 安城衡平総会 東 亜 日報 3面

1925年5.月5日 衡平社正衛団臨時総会(集 会欄) 東 亜 日報 2面

1925年5月6日 開城 で屠 夫 が 同盟 罷 業 、 二 ・三 日続 い て罷 業 す る と飲 食店 が

混 乱

朝鮮 日報 2面

1925年5月7日 屠 夫 の料 金 が 問題 で 開城 市 内で衡 平 社 員 が罷 業 、 市民 は 獣 肉

を食 べ られ ない と不満 。

東 亜 日報 3面

1925年5.月8日 衡平社総会、決議 と委員改選 東 亜 日報 2面

水平大会第四回開催 東亜 日報 1面

水平第四回大会 朝鮮 日報 1面

1925年5月9日 両方の譲歩で衡平怠業が解決(開 城) 東 亜 日報 3面

開城 屠夫 も勝利 、「屠殺 」料金 の値 上 げ 問題 を警 察署 の調停 で

解 決

朝鮮 日報 2面

1925年5月15日 十 四 日に水平 社事 件第 一 回公判 朝鮮 日報 2面
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1925年5.月16日 開城衡平総会 東亜 日報 1面

「衡 平社 常務 委員 会 二関 スル件 」

・衡 平社 常 務 委員 会 お よび 衡 平社 全 国 大会 、支 ・分 社 総会 で

の決 議 内容

京 城 地方 法 院検 事正 宛 の鍾 路警

察 署長 に よる通報 、京鍾 警 高秘

第 五 三八 四号 ノー

1925年5.月17日 地 方 大会 開催 、衡 平 常務会 で 日も決 める こ とに 東 亜 日報 2面

1925年5月18日 サ ンノム
・両班 面長 が 「常者(な 告)」 の 行動 を して 、屠 夫解雇 事 件 と

衡 平社 の幹 旋
・「白丁 阿魔 だ ど」顔 を 殴っ た り足で蹴 った りして衡 平社 員 が

憤慨

東 亜 日報 2面

1925年5月19日 衡平社内の正衛 団緊急総会 東 亜 日報 2面

来月十 日に水平社員判決 朝鮮 日報 2面

1925年5.月20日 衡平分社員一同獣肉販売組合成立 東亜 日報 3面

1925年5.月21日 達城河濱 白丁業者である沈時国を排斥 しよ うと牛肉不買同盟 東亜 日報 3面

1925年5.月22日 衡平社正衛団で屠夫組合が新 しく成立 東 亜 日報 2面

1925年5.月28日 ・晋 州 市 に牛 肉絶 種 衡 平 社 員 が無 礼 だ と購 買組 合 発 起 天

職 を無 視 した と、 衡 平社 員 も大憤 慨 購 買組合 と衡 平社 反

目
・対 峙後 喧嘩 、大 事件 に はな らなか った

東 亜 日報 2面

忠北 陰城 郡 の衡 平 分社 で 両氏 の講演;白 丁 の 由来(張 志 弼)、

衡 平 の昔今(而 笑)

東 亜 日報 3面

1925年6.月1日 「共産主義 を実行するべきだ」獣肉販売組合を安城署が禁止 東 亜 日報 3面

1925年6.月4日 全 北衡 平 大会 を今.月十 日全 州 で開催 東亜 日報 3面

1925年6月5日 衡 平 第二 回総 会(公 州) 東 亜 日報 1面

尿 目尤甚 、牛 肉 の値 段 で衡 平 社 と購 買組 合 、 次 第 に険 悪 に な

って い く

東 亜 日報 2面

1925年6月9日 衡平社員の獣肉共同販売(安 城) 東 亜 日報 1面

六月六 日に全州衡平青年会が創立 東 亜 日報 1面

1925年6月10日 警察が教唆?社 員 の片福童 の中傷宣伝内幕、衡平本社の対策
講究(安 城)

東 亜 日報 3面

鉄鐵で屠夫の賃金問題で同盟罷業 朝鮮 日報 2面

1925年6.月11日 唐津衡平社員会(忠 南) 東 亜 日報 1面

1925年6月13日 晋 州 で屠 夫罷 業。 一般 市 民 と反 目が高 ま る 朝鮮 日報 2面

1925年6.月14日 晋州衡平社員の再次罷業、両方が損害を耐 え忍んで衡平態度
強硬

東 亜 日報 2面

全 羅 北道 衡 平 大会 、 盛 況 で提 案 を決 議 、安 城 事件 は委 員 を派

遣 す る こ とに

東 亜 日報 3面

1925年6月16日 全北衡平大会に松本氏(内 務部長)の 言明 東 亜 日報 1面

永輿郡衡平分社総会 東 亜 日報 1面

1925年6.月19日 十六 日に裡里衡平分社組織 3面

1925年6.月20日 清州で忠北衡平総会が準備 中 東 亜 日報 3面

1925年7.月6日 昨 日安洞で衡平慶北大会 東亜 日報 3面

1925年7月8日 衡平執行委員月例会 東 亜 日報 2面

1925年7.月10日 衡平分社委員会が各方面を決議(礼 泉) 東亜 日報 3面

1925年7月30日 衡 平社 員 の憤 起 、一人 の執 達 吏が社 員 を殴 打 した理 由 東 亜 日報 2面

1925年8月8日 大 田で朝鮮衡平社の全朝鮮学友会が開催 東 亜 日報 3面

1925年8月10日 益 山該分社で衡平夜学が開催(裡 里) 東 亜 日報 3面
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1925年8.月12日 忠南大田で衡平学友会が盛大に開催 東亜 日報 4面

1925年8.月14日 礼泉で礼泉青年会長の金碩煕氏の祝辞が原 因になって衡平祝
賀式紛糾、金碩煕氏が警察に検束

東 亜 日報 4面

1925年8月15日 ・衡 平社 員 の 態度 が 不公 平 だ と五 百余名 の農 民 が衡 平 社 を襲

撃 。負 傷 者 も二人 もあ った 。記 念 式 当 日の殺風 景 ・警 告文

発送
・衡 平緊急 総 会 を開催 す る予 定だ っ たが 、警察 が禁 止
・夜 中 に農 民 が再 び衡 平社 を襲撃

・衡 平社 員 は武 器 を持 っ て対 抗 したが 、負 傷 者 も四 ・五 人 が

あった。 警 官 隊 も出動 し、検束 者 は多数

東 亜 日報 4面

1925年8月16日 ・数 千人 の農 民 が大 挙 し礼 泉 衡 平分 社 を襲 撃 。 常務 委 員楊 氏

の命 に危 篤 、衡 平 社員 の家 族 まで も探 し出 して乱 打 す る か

ら皆集 まっ て 山や 野原 に逃 げ て一 晩 を過 ご した。 礼 泉 で総

動員 。 当夜 検束 者 三人
・衡 平社解 散命 令

東 亜 日報 2面

農民 と衡平社員が衝突 東 亜 日報 5面

1925年8月18日 ・倭館 で も衡 平運動 を抑圧 。総 会 を 開け ば撲 滅 させ る と威 張、

衡 平少年 雄 弁大 会 まで迫 害
・大邸 で 礼泉 事件 で十 個n体 套誌

東 亜 日報 2面

益 山衡平青年会発起(裡 里) 東 亜 日報 4面

1925年8月19日 ・衡 平事 件 と金南 沫 氏 談;農 民 の騒 動 は背 後 の 黒幕?農 民 の

騒動 は背後 の騒 動?衡 平側 で は扇動 者 と対抗
・暴行 者 は勿 論罰 を処 す る

東 亜 日報 5面

衡平社 中西氏を招待 東 亜 日報 5面

1925年8月20日 八 月十 四 日に霊 山衡 平総会 が 開催 東 亜 日報 4面

礼泉農民対衡平社員の衝突事件の余波、各団体が各地で活動 東 亜 日報 5面

1925年8.月21日 礼泉衡平事件の余波。各団体が各地で活動衡平社員抑圧 東亜 日報 5面

1925年8月22日 ・礼 泉 地方 衡 平紛 擾 事件 の 関係者 が続 々検 挙 。検 事 まで 出動

して調 査
・各 地の衡 平 者代 表等 が礼 泉 に潜 入調 査

東 亜 日報 2面

礼泉事件 関係で鍾路での三人拘引、礼泉事件に関す る激 文の
配布で衡平社書記 とソウル青年会員

東 亜 日報 2面

1925年8.月23日 礼泉事件で安東衡平分社は緊急総会 東 亜 日報 4面

江景衡平分社で礼泉事件の対策を協議 東 亜 日報 4面

1925年8.月24日 礼泉事件で馬山の各団が決議 東 亜 日報 2面

礼泉衡平事件で十四団体が決議(群 山) 東 亜 日報 4面

1925年8月25日 ・礼 泉衡 平事 件 の余波 、各 団 体が各 地 で活 動
・馬 山衡 平 も奮起 ・統 営 で も(慶 南)

・衡 平問題 講 演

東 亜 日報 5面

1925年8.月26日 ・衡 平会館 費 五 百 円募集

・馬 山衡 平総 会 ・衡 平委 目会
東亜 日報 4面

安東青年会で礼泉衡平事件 を討議 東 亜 日報 4面

衡平支社総会(安 東) 東 亜 日報 4面

1925年8月27日 ・礼 泉農 民 の衡 平者 襲 撃事 件 。 大邸 十 数余 団体 が責 任 は 労働

会 と青年 会 に あ る と決議
・京城 本 部 に一任 、礼 泉事 件 対策

東 亜 日報 5面

1925年8.月28日 礼泉衡平襲撃の激文事件の金氏無事釈放 東 亜 日報 2面

衡平事件 と礼泉青年が決議 東亜 日報 4面

1925年8.月31日 益 山衡平分社で礼泉に特派委員 東 亜 日報 4面

1925年9月1日 慶北英陽で委員を礼泉事件調査 東 亜 日報 4面

1925年9.月2日 礼 泉 事件 に 関す る 申氏 ・金 氏 両氏 が釈 放 東 亜 日報 2面

1925年9月3日 礼 泉 事件 の報 告 、各種 の報 告 が あ り、安東 団体 が 主催 東 亜 日報 4面
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「衡 平運動 と北風 会 系主義 者 の行動 に関す る件 」

・正 衛 団 、屠 夫組 合 、京 城 青 年会 、 横城 青 年 会 が慶 尚北道 礼

泉 事件 につ い て議論

京 城 地方 法 院検 事正 宛 の鍾 路警

察署長 に よる通報 、京 鍾 警高

第 八 九 四六号 ノー

1925年9.月4日 農民数十人余名 が衡平社員 にまた暴行、大邸で暴行者五名 が

検挙

東亜 日報 2面

1925年9.月5日 唐津衡平臨時会 東 亜 日報 4面

1925年9月6日 玄風面衡平事件 は個人の感情で、検挙 された農民十二人は暴
行 と家宅侵入罪で取 り調べ 中

東 亜 日報 2面

1925年9月7日 禁 止 され てい た衡 平 社 全 国大 会 、十 五 日に 開催す る こ とに な

った

東 亜 日報 2面

1925年9.月8日 成安衡平分社で礼泉に委員 を派送 東 亜 日報 4面

木 浦 思想 団体 で あ る前衛 同盟 講演;前 衛 同盟 は なぜ 生 まれ た

のか(朴 濟 民)、 解 放 線 上 の衡 平運 動(蓑 高 波)、 社 会 進化 と

宗 教 的信念(李 告 山)

東亜 日報 4面

1925年9.月9日 金泉面委員選挙に衡 平社員が問題 東 亜 日報 3面

礼泉市民対衡平社暴行事件 に対す る安東糾弾講演 東 亜 日報 3面

1925年9.月13日 社 会運 動者 懇親 で開城 自由会 ・松都 青 年 党 ・衡 平 分社 の3団

体 が集 ま っ た

東 亜 日報 4面

1925年9月14日 ・礼泉青年会

・礼泉衡平事件 に対 し朝鮮青年総 同盟か ら労働両団体に方向

転換を警告

東 亜 日報 2面

1925年9月15日 礼泉事件 で激文を発送 したことに対 して出版法違法で衡平社

員起訴

東 亜 日報 2面

衡平支社総会(大 邸) 東亜 日報 4面

晋州衡平革新会 東亜 日報 4面

1925年9月16日 論 山衡平社総会 東 亜 日報 4面

1925年9月18日 衡 平社 本部 、 張志 弼 ・李笑 の 両氏 の歓 迎会(集 会欄) 東 亜 日報 5面

1925年9月19日 礼泉で襲撃された張志弼 ・李笑両氏が衡平社総会に参席 東 亜 日報 2面

衡平私教育熱(昌 原) 東 亜 日報 4面

1925年9月20日 倭館衡平祝賀式を警察が無理や り停止 東 亜 日報 4面

1925年9月21日 ・礼泉事件で衡平社中央本部張志弼 が訪問

・安東各団体の連合で李笑両氏の送別会
東 亜 日報 4面

1925年10.月2日 開城衡平分社臨時会 東 亜 日報 4面

1925年10.月8日 衡平青年総会(馬 山) 東亜 日報 4面

衡平青年委員会(馬 山) 東 亜 日報 4面

1925年10.月12日 十月八 日に創立 した黄登衡平分社で記念祝賀式(全 北) 東 亜 日報 4面

1925年10.月13日 無 理 な税 金 徴 収 と侮 辱 的戸 籍 撤廃 、 黄 登分 社 の 二つ の 絶 叫 、

委 員 を選 定 して 当局 に交渉

東 亜 日報 4面

青陽衡平分社臨時総会 東 亜 日報 4面

江景衡平臨時総会 東 亜 日報 4面

1925年10.月16日 料 理 業者 一 致 で衡 平 社員 を侮 辱。 白丁 に はお 酒 は売 らな い と

い うの暴 言 。 所謂 警 察 も加 勢 して衡 平 社員 を侮辱 、論 山衡 平

分 社 対策 を論 議

東 亜 日報 4面

1925年10月19日 開城衡平分社臨時総会 東亜 日報 4面

1925年10.月22日 水 平社 員 の僻 爵 の強権 事件 、 第1回 公 判 開廷 朝鮮 日報 2面

1925年10.月28日 論 山衡平事件 東 亜 日報 4面

1925年11.月3日 「在露都本邦主義者 の状況 其他に関する件」

大邸衡平社、朝鮮衡 平社総本部
鈴 木 要太 郎(間 島総 領事)宛 の

幣原 喜重 郎(外 務 大 臣)に よる
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通 報 、亜 二機密 第 三五 号

1925年11.月4日 白鶴 学 院主 催 の活 動 写真 大 会 、 主催 は大邸 青 年 会 、大 邸 青年

同盟 、 大邸 真 友連 盟 、 勇進 団 、 大邸 労働 救 済 会 、衡 平 慶 北第
一 支社

、 後援 は朝 鮮 時代 の東 亜三 支局 の連 合会

東 亜 日報 4面

1925年11.月8日 群 山衡平臨時総会会 東 亜 日報 4面

1925年11月9日 開城衡平分社で創立一周年記念 東 亜 日報 4面

1925年11.月10日 安東衡平支社で二周年記念祝賀式 東 亜 日報 4面

1925年11.月12日 八 日に金泉で衡平青年創立 東 亜 日報 4面

1925年11.月12日 反衡平運動事件:忠 南海美で衡平社員がお酒を飲 んだ と平民
が暴行

朝鮮 日報 面

1925年11.月15日 平壌 大同郡 で 獣 肉販 売 業者 で あ る金 ダルへ(召 量 司)が 殺 害。

原 因 は不 明

東 亜 日報 面

1925年11.月16日 十 一 月十 三 日に大 田で衡 平青年 創 立 東 亜 日報 5面

1925年11月18日 暴行巧詐 で収監 されて、名誉殿損で告訴収監 され た衡平社襲
撃事件の扇動者 が朝鮮 日報記者 を訴 えた

東亜 日報 4面

1925年11月22日 礼 泉 衡 平社 を襲撃 した 両班 た ち 、刑 務 で の生 活 を しなが らも

記 者 に名 誉殿 損 だ といい告 訴

東亜 日報 2面

1925年11.月23日 市 内獣 肉商 人 た ち と衡 平社 員 激 闘、 一 昨 日午 後 富営 屠 獣場 で

衡 平社 員 と獣 肉商 人 が大激 闘 、衡 平社 員5名 を警 察が 引致

東 亜 日報 4面

1925年11.月24日 論 山衡平臨時総会 東 亜 日報 2面

1925年11.月25日 屠夫組合員 と獣肉商間の トラブルで正衛団奮起 東 亜 日報 2面

1925年11.月27日 獣 肉商人たちが屠夫の組合員一六名 を解雇 東 亜 日報 4面

1925年11月28日 京城府で解雇 された屠夫は十六名全員 時代 日報 2面

1925年11.月29日 黄登衡平分社で会館建築 東 亜 日報 4面

1925年12.月2日 群 山衡平青年会定期総会 東 亜 日報 4面

1925年12月3日 先 月 二九 日に開城 で衡 平青 年 会 が創 立(開 城) 東 亜 日報 4面

来月九 日に知礼衡平分社で創立総会(金 泉) 東 亜 日報 4面

1925年12.月4日 梨里衡平分社で記念祝賀式 東 亜 日報 4面

1925年12月7日 解 雇 され た屠 夫 の家 族 が再 び ホ ン ・ジ ョン フ ァ ン(_iOd)

の 家 に行 って 「ご飯 が な くて 死 にそ うだ。 ご飯 が食 べ た い」

と要 求

時代 日報 2面

1925年12月12日 金泉郡知礼で衡平分社創立 東亜 日報 4面

1925年12.月16日 保寧衡平臨時総会 東 亜 日報 4面

1925年12月17日 来.月 三 日に金 泉衡 平青 年総 会 東亜 日報 5面

1925年12.月20日 高城衡平分社で衡平青年会 を準備 東 亜 日報 2面

苧布の組合 の書記が保寧熊川で衡平社員侮辱 東 亜 日報 4面

1925年12.月21日 衡平社員地方巡回 東 亜 日報 4面

1925年12.月23日 礼 泉衡 平公 判 、被 告 の不参 席 で後 日に延 期 東 亜 日報 4面

1925年12.月24日 屠夫組合総会 時代 日報 2面

1925年12.月27日 衡平青年礼会(開 城) 東 亜 日報 4面

1925年12月28日 屠夫組合臨時総会 時代 日報 2面

1925年12.月30日 京城で屠夫が賃金の値上げを要求 し同盟罷業 東 亜 日報 2面

1926年1.月4日 金泉衡平分社で創立記念式 東 亜 日報 4面

金泉衡平幹部たちが会館設置準備 東 亜 日報 4面

1926年1月11日 全 北群 山で妓 生 に 「白丁 」の 娘だ と暴 行 東 亜 日報 面

1926年1月14日 金泉正衛団で衡平で衡平を警告 東 亜 日報 4面
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1926年1.月15日 馬 山衡平社 で臨時総会 東亜 日報 4面

1926年1.月16日 保 寧衡 平 事件 。加 害者 が告 訴 で被 害者 を拘 引。 東亜 日報 5面

1926年1.月18日 群 山で衡平臨時総会 東亜 日報 4面

1926年1.月19日 衡平夜学開始(金 泉) 東 亜 日報 4面

一 二 月二 十 四月 に安 岳衡 平分 社 で創 立総会
東 亜 日報 4面

1926年1.月23日 来月二十二 日に霊 山で衡平分社創立 東 亜 日報 4面

1926年1月28日 霊 山衡平青年発起会 東 亜 日報 4面

1926年1.月29日 瑞 山に衡平社創 立 東 亜 日報 4面

1926年1.月30日 瑞 山で衡平青年会設立 東 亜 日報 4面

1926年2.月4日 礼 泉 衡 平襲 撃 事件 、 第 一 回公 判 開廷 、 法廷 に立 っ た被 告 十二

名 に住 所 と名 前 だけ 聞い て閉 廷 した

東 亜 日報 5面

1926年2.月5日 全北淳 昌で衡平運動が復興 東 亜 日報 4面

1926年2.月8日 衡 平 社員 の殴 打 が導 火 で数 百 の群 衆 と衡 平 員 の 対峙 、 事 態 が

時間 的 に険 悪 に な って い く、 全羅 北 道 益 山郡 成悦 区 邑内 の人

心悔悔 、 多数 警察 出動 警戒 中

東亜 日報 2面

1926年2月9日 不 祥 事 を 引 き起 こ した 張本 人 等 を告 訴 、警 官 た ち の職 権濫 用

と横 暴、 幸い 大変 な こ とは無 か った 、群衆 と衡 平 対峙 事件

東 亜 日報 5面

礼泉衡平分社の襲撃事件言渡、罰金五十円ずつ 東 亜 日報 3面

1926年2月10日 礼泉青年会 を売って損害賠償を請求 東 亜 日報 2面

1926年2.月11日 衡平社員 の衝突裏面 には某輩の煽動潜在、群馬衡青の成悦事
件の真状報告

東 亜 日報 4面

1926年2.月15日 金泉で衡平臨時総会 東亜 日報 4面

1926年2月17日 金 泉衡 平社 、 青年 「部1を 「会1に 、委 員会 で改称 決議 東 亜 日報 4面

光 州衡 平 青年 、来 月 の八 日に創 立 総会 を開催 東 亜 日報 4面

1926年2.月18日 亀尾衡平青年会が創 立(金 泉) 東 亜 日報 4面

1926年2月19日 衡 平社 委員 会 、 日本 の水平 社 に特 派員 を派 遣す るこ とも決議 東 亜 日報 5面

慶 北 礼泉 の礼 泉事 件 で 「一 般 人 」 に殴 られ た衡 平社 員 金 ウォ

ン ジュ ン(招 ♀1壬)死 亡

東 亜 日報 面

1926年2.月20日 論 山衡平分社臨時総会 東 亜 日報 4面

1926年2.月21日 階級 的 自覚で あ る光州 衡平 青年 会 、十 八 日に創 立総 会 東 亜 日報 4面

1926年2.月22日 淳 昌衡平総会延期 東 亜 日報 4面

1926年2月23日 亀尾衡平大会(金 泉) 東 亜 日報 4面

1926年2月24日 光州衡平青年会委員会 東 亜 日報 4面

1926年2月27日 馬 山衡平委員会 東 亜 日報 4面

1926年3.月2日 今後の対策討議 、衡 平地方大会 東亜 日報 2面

先月二七 日に鉄原で衡平社連合懇親 東 亜 日報 4面

1926年3月5日 先月末 日に順天に衡平社創立 東 亜 日報 4面

1926年3月6日 衡 平運 動 の統 一 、乾皮 問題 を解 決(釜 山) 東 亜 日報 4面

金堤衡平委員会 東 亜 日報 4面

1926年4.月23日 金泉で発生した青年会 と衡平社 との衝突で徐黒波氏を検挙 東 亜 日報 2面

衡 平 定期 大 会。 シチ ョン(入1嗣)講 堂 で全 国衡 平社 員 の 定期

大 会 お よび第 三周 年記 念式

東 亜 日報 5面

1926年4月24日 馬 山衡平社定期総会 東 亜 日報 4面

江 景衡 平 青年 、今 月 の二十 日に創 立 東 亜 日報 4面

馬 山衡平青年会、第二回定期総会 東 亜 日報 4面

1926年4月25日 衡平社全国大会 東 亜 日報 5面
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写真 「衡 平社 三周 年記 念式 二 関スル 件 」 京 城 地方 法院 検事 正 、警務 局長 、

京 畿道 警 察部 長 、 関係各 警 察署

長 宛 の京 城鍾 路警 察 署長 に よる

通 報 、京 鍾警 高秘 第 四 〇 四七号

ノー

1926年4月26日 六大議案を可決、衡平社全国大会の速報 東 亜 日報 3面

1926年4.月27日 成安衡平社で内容革新の決議 東 亜 日報 4面

二十三 日原州で衡平青年創立 東 亜 日報 4面

衡平社執行委員会開催 東 亜 日報 5面

1926年4月29日 盛 況 だ った衡 平社 記念 祝賀(馬 山) 東 亜 日報 4面

衡平青年委員会(馬 山) 東 亜 日報 4面

1926年4.月30日 江陵衡平分社で創立祝賀準備 東 亜 日報 4面

1926年5.月2日 居月末野川で衡平青年創 立 東 亜 日報 4面

1926年5月4日 瑞 山海美 邑里 民 と衡 平社 員 と衝突 。 洗 濯 の干 し紐 を切 っ た の

が動機 とな り相方 が衝 突 した 後、 互 いに告 訴

東 亜 日報 5面

1926年5.月5日 衡平社員 と乱闘、扶余郡鴻 山面で殺風景 東亜 日報 5面

1926年5.月7日 衡平社創立記念延期(居 昌) 東 亜 日報 4面

趙鳳植氏が四百余 円を寄付 東 亜 日報 4面

1926年5月16日 会館の建築同情、園遊会即席で原州衡平社 と新進衡平青年会
で(原 州)

東 亜 日報 4面

1926年5月17日 衡 平 学校 設 立 、京 城 の 中央 総 本部 を建 設 して 志願 子 女 を募 集
3T/o

東 亜 日報 2面

1926年5.月18日 衡 平 青年 定会(馬 山) 東 亜 日報 4面

衡平青年委員会(馬 山) 東亜 日報 4面

1926年5.月19日 江景衡平臨時総会 東亜 日報 4面

晋州青年総会 東 亜 日報 4面

1926年5月21日 原州衡平支社へ会館建築の義損金 東 亜 日報 4面

1926年5月24日 日本 で朝 鮮 人(相 愛 会 員 とい う人 々)が 参 加 して演 説 した と

い う理 由で衝 撃

東 亜 日報 2面

1926年5月26日 霊光衡平分社で定期総会 東 亜 日報 4面

1926年5月29日 論 山衡平臨時総会 東 亜 日報 4面

1926年6月2日 創立記念準備、慶南の居昌邑内で衡平社を組織 東 亜 日報 4面

1926年6月4日 「野犬撲殺 は本旨を違反」開城衡平分社で□察古文を発送 東 亜 日報 4面

1926年6月9日 二十二 日に全州で全北衡青大会開催 東 亜 日報 4面

1926年6.月15日 群 山衡青で臨時総会 東亜 日報 4面

1926年6.月18日 衡 平 ・水 平提携 。 具体 的 に提携 準備 東亜 日報 2面

1926年6月24日 二十 二 日に全 州 で全州 衡 青連 盟。 臨 時大会 開催 東 亜 日報 4面

1926年6.月27日 江陵衡平分社で創立一週記念 東 亜 日報 4面

1926年6.月29日 六月十八 日に居昌衡青創立 東 亜 日報 4面

霊光衡平分社臨時総会 東 亜 日報 4面

1926年6.月30日 居 昌衡平社で創立記念祝賀式(高 璽) 東亜 日報 4面

1926年7.月1日 衡平社清川支社 で創 立祝賀式(高 霊) 東亜 日報 4面

1926年7.月3日 衡 平 ・水 平 の 提携 運 動 につ い て 重大 な使 命 を持 っ て京城 に き

た平 野小剣 氏

朝鮮 日報 2面

1926年7月4日 六月末 日に成南で衡平青年会創立 東 亜 日報 4面

1926年7.月11日

衡平社安城分社 東 亜 日報 4面

衡 平分 社 臨時 総会(舎 予川) 東 亜 日報 4面
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衡 平 社員 と裡 里 市民 が 騒動 。 一 時 は形 勢 が非 常 に危 ない。 市

民側 は大憤 慨 したが 、 円満 解 決

東 亜 日報 5面

1926年7.月12日 三会連 合委 員 会;全 青 、衡 平 青年 、女 青(全 州) 東 亜 日報 4面

1926年7月17日 金堤衡平委員会 東 亜 日報 4面

1926年7月20日 裡里衡平分社は松汀労組対親誼襖紛争について警告 東 亜 日報 4面

1926年7月21日 「労農 共 産党 と天 道教 との関係 に関す る件 」

衡 平社 、 労農 共産 党 と天道 教 の提携 論 議

拓殖局長等宛の朝鮮総督府警務
局長による通報、朝保秘第六六
一号

1926年8月2日 七月二十八 日に南原衡平分社創立総会 東 亜 日報 4面

1926年8月6日 衡平中央委員会 東 亜 日報 5面

1926年8.月14日 衡平分社創立(唐 津) 東亜 日報 4面

1926年8月14日 衡平学友定期総会(大 田) 東 亜 日報 4面

論 山衡平分社臨時総会 東亜 日報 4面

衡平青年創立準備(論 山) 東亜 日報 4面

1926年8.月15日 衡平中央委員会 東亜 日報 2面

1926年8.月15日 成平衡平委員会 東 亜 日報 4面

1926年8.月20日 衡平青年臨時総会(全 州) 東 亜 日報 4面

1926年8.月24日 衡平社の巡 回隊が各地で衡平講演 を開催 東 亜 日報 2面

1926年8.月24日 衡 平 青年 会(馬 山) 東 亜 日報 4面

1926年8月24日 馬 山衡平社 東 亜 日報 4面

1926年8月24日 衡青連盟委員決議 東 亜 日報 2面

1926年8月25日 論 山で衡平青年創立 東 亜 日報 4面

1926年8.月27日 金堤衡平分社 東亜 日報 4面

1926年8.月27日 原州衡平緊急会 東亜 日報 4面

1926年8月30日 「意 見書 」

六、衡 平運 動 問題

衡 平 問題 二対 シテ ハ次 ノ如 ク決 定 セル ナ リ。
一
、 解放 運 動 二斡 旋 セ シ ムル モ ー般 的 社会 意 識 二到 達 スル 様

努 力 スル コ ト

九、道 会 責任 分担 二 関スル 件

本 会員 ヲシテ 責任 分担 ハ其 ノ如 ク決 定 ス。
一 、農 民 思想 後援

二、 労農 青年 女性

三、衡 平

京城鍾路警察署司法警察官、朝

鮮総督府警部三輪和三郎による
京城地方法院検事局検事正、朝

鮮総督府検事長尾戒三宛の警察
被疑者訊問調査書 「朝鮮共産党
再建闘争協議事件;治 安維持法

違反被疑事件」

1926年8.月31日 衡平青年任員会(論 山) 東亜 日報 4面

1926年8.月31日 群 山衡青定期総会 東亜 日報 4面

1926年9.月10日 益 山衡平臨時総会 東 亜 日報 4面

1926年9.月11日 「差 別待 遇 を厳 戒 しろ」衡 平 中央 部 委 員会 が 全 北警 察 部長 と

会 談(全 州)

東 亜 日報 4面

衡平執行委員会 東 亜 日報 5面

1926年9月12日 反 衡 平運動 者 へ(曙 雲) 東 亜 日報 4面

1926年9.月16日 衡平社支社総会(平 壌) 東 亜 日報 4面

1926年9.月20日 今月の二十四日に天安で衡平三南大会が開催 東 亜 日報 3面

1926年9.月21日 浦項衡平臨時総会 東 亜 日報 4面

1926年9.月26日 衡平全国大会の準備で昨 日の午前に衡平執行委員 による執行
委員会が開催

東 亜 日報 5面

1926年9.月29日 淳 昌衡平総会延期 東 亜 日報 4面

1926年10.月2日 光州衡平青年会 東 亜 日報 4面
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1926年10月3日 河陽衡平創立祝賀式(新 寧) 東 亜 日報 4面

1926年10.月16日 淳 昌衡平総会延期 東 亜 日報 4面

1926年10月20日 全国水平社労働党支持(大 阪) 東亜 日報 1面

1926年10.月22日 淳 昌衡平復興総会 東 亜 日報 4面

1926年10.月23日 今 月 の十 八 日に淳 昌衡 平創 立 東 亜 日報 4面

1926年10.月24日 全国水平社政治運動参加、講願運動準備会創立 東 亜 日報 1面

1926年10.月25日 衡平分社創立(新 院) 東 亜 日報 4面

1926年10.月26日 礼泉衡平分社総会 東 亜 日報 4面

1926年10.月27日 衡平社員問題で参礼市民大会に二つを決議 東 亜 日報 5面

忠南大田で衡平社員が襲われた 東 亜 日報

少年団員 と平民が衝突 東亜 日報

全北参礼 で衡平社員の賭博。平民の獣肉非買同盟。衡平社委

員 に金銭流通を不許

東 亜 日報

1926年11.月1日 金海衡平分社総会 東亜 日報 4面

1926年11.月2日 開成衡平分社で創立記念式 東 亜 日報 4面

1926年11月3日 衡平社委員会(馬 山) 東 亜 日報 4面

1926年11.月4日 今 月 の一 日に長水 衡 平社創 立 東 亜 日報 4面

1926年11月6日 軍隊内の差別待遇が原因で九州水平社対軍隊確執 東 亜 日報 1面

1926年11.月7日 臨時総 会決 議(馬 山) 東 亜 日報 4面

1926年11月9日 洪北衡平社 臨時総会(洪 原) 東 亜 日報 4面

1926年11.月13日 鎭安衡平社 臨時総会 東 亜 日報 3面

龍潭衡平社 臨時総会 東亜 日報 3面

1926年11.月14日 会館建築問題、笠場衡平臨時総会で決議 東 亜 日報 4面

1926年11.月16日 水平社同人の斡旋で朝鮮人共済会が大阪の泉北郡に組織 朝鮮 日報 2面

1926年11.月20日 十一月十七 日に全州で全北衡平社臨時大会が開催 東 亜 日報 4面

1926年11.月26日 衡平社員待遇差別問題 を当局に訴 える(全 州) 東 亜 日報 4面

1926年11.月29日 衡平分社総会(春 川) 東 亜 日報 4面

1926年12月1日 安城衡平総会 東 亜 日報 4面

1926年12.月8日 参礼巡査抜剣件を京城衡平社総連盟が真相 を調査 東 亜 日報 5面

1926年12月13日 成 南 洪原 郡 邑内 で屠 夫 が解 体 手数 料 の 値上 げ を要求 した が 、

同郡 守か ら要 求 が受 け入れ ず。 屠 夫 が同盟 罷業

東亜 日報 2面

1926年12.月14日 衡平会社総会(河 東) 東 亜 日報 4面

1926年12.月21日 公州衡平青年の発起を準備 東 亜 日報 4面

1926年12.月28日 日本 人個 人 の 病 院 の問題 で論 山に あ る 「屠 殺 」場 が移 転。 二

百人 の屠 夫が 失業

東 亜 日報 2面

1926年 某 日 「朝鮮内発行新聞紙 其他の出版物取締状況」衡平社 「新 聞紙要 覧 」

1927年1月8日 衡平分社臨時総会(新 院) 東 亜 日報 4面

純 水 平運動 、 政府 主義 排斥 、 大阪 朝鮮 日報 1面

1927年1.月9日 日本人水平社員 朝鮮衡平社 訪 問 東亜 日報 2面

水 平 と衡 平 間 の連 帯 問題 の実 現?一 般 民 は非 常 に 注 目して い

る。水 平委 員 の高 丸 氏が京 城 に来 る

朝鮮 日報 2面

1927年1月10日 水 平 、衡 平 の 提携 を具 体 的 に決 定、 高 丸氏 の入京 を きっ か け

に、 張志 弼 氏 も二月 中に東 京 に 、水 平 分 立 は虚報 に過 ぎない

京 城 に来 た高 丸氏 談

朝鮮 日報 2面

1927年1月11日 高丸氏が京城に来たきっかけに水平提携問題を具体的に決定 朝鮮 日報 2面
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1927年1.月12日 衡平分社(義 城) 東亜 日報 4面

1927年1.月15日 十 二 日に文興 衡平 社 が創 立(原 州) 東 亜 日報 4面

1927年1.月20日 水原衡平社 東亜 日報 4面

1927年1.月22日 全州衡平社員が憤慨 東 亜 日報 4面

全州衡平社員が妓生 を呼んで も来ない ことに衡平社員が大憤

慨
東 亜 日報 4面

「相従 が 多か っ た ら来 客 がな い」;芸 技側 談 東 亜 日報 4面

1927年1月25日 原横衡平学友会総会(原 州) 東 亜 日報 4面

1927年1.月27日 参礼衡平社で会館建築計画(全 州) 東 亜 日報 4面

1927年1.月28日 宛 然 三角 同盟 、正 義 府 教 の衡 平社 員 、 昨年 三.月 頃吉 林 で組 織

した 高麗 革命 堂事 件続 報 ・金鳳 国 も関係(新 義 州)

東亜 日報 2面

1927年1.月31日 横城衡平臨時総会 東亜 日報 4面

1927年2.月1日 水 平 運動 の使者 、交 流 しよ うと衡 平 社 を訪 問、 三十 一 日に京

城 に来てす ぐに衡 平社 を訪 問

朝鮮 日報 2面

1927年2月13日 福 岡 の水 平事 件 は記録 が 多い 関係 で 、来月 中旬 に開廷 朝鮮 日報 2面

1927年2.月15日 原州衡平社総会 東 亜 日報 4面

1927年2月21日 衡平社総会(晋 州) 東 亜 日報 4面

1927年3.月1日 全州衡平社 臨時総会 東 亜 日報 4面

1927年3月16日 衡平社総会(安 東) 東 亜 日報 4面

衡平社支社総会(安 東) 東 亜 日報 4面

1927年3月17日 衡平社委員会で 日本に代表 を派遣することを決議 東 亜 日報 2面

1927年3.月25日 陳川衡平社定期総会 東亜 日報 4面

1927年4月1日 衡 平社 大会 開催 、 四月 二十 日に衡平 大会 の 開催 東 亜 日報 2面

河陽衡平社 臨時総会 東 亜 日報 4面

1927年4月2日 水 平 運動 の使者 が衡 平 社 と提 携 しよ うと衡 平 社 を訪 問 。 三十
一 日朝 に京 城 に来 た

朝鮮 日報 2面

1927年4.月17日 茂朱衡平社 臨時総会 東 亜 日報 4面

1927年4月19日 華川衡平社総会 東 亜 日報 4面

1927年4.月25日 原州衡平社例会 東 亜 日報 4面

1927年4.月26日 水平提携問題で衡平社大会で出席会員は三百名 朝鮮 日報 2面

衡平大会 で決議 、朝鮮衡平社で 日本水平社 との提携問題 につ
いて討議

朝鮮 日報 2面

1927年4月27日 衡 平社 総会 で演士 感想 が禁 止。 日本 の演 士 も禁 止。 東 亜 日報 2面

論 山衡平社 定期総会 東 亜 日報 4面

馬 山衡平社定期総会 東 亜 日報 4面

1927年5月11日 論 山衡平社 臨時総会 東 亜 日報 4面

1927年5.月17日 水平社代表 を田中首相が招待 東 亜 日報 1面

1927年6月8日 学組の強圧で獣肉販売営業 まで中止、衡平社本部 は対策を議

論 中、全義衡平社員の生活

東 亜 日報 2面

1927年6.月9日 衡平社員 被打、告訴を提起 東亜 日報 2面

1927年6月25日 衡平社 臨時総会(開 成) 東 亜 日報 4面

1927年7.月3日 衡平社 常務委員会 東亜 日報 2面

1927年7月5日 錦 山衡平社例会 東 亜 日報 4面

1927年7月11日 全州衡平社任員会 東 亜 日報 4面

1927年7月16日 井 邑衡平社 臨時総会 東 亜 日報 4面
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1927年7.月21日 春川衡平社革新総会 東亜 日報 4面

1927年8.月3日 金堤衡平社委員会 東 亜 日報 4面

1927年8.月7日 食 肉で血戦、錦山衡平社員が提訴 東亜 日報 5面

1927年8.月13日 洞 民 が合 力 して衡 平 社 員乱 打 、衡 平 社 員 らと喧嘩 にな っ て二

人 が鞭 で 打た れ て重傷 を負 う(金 堤)

東 亜 日報 2面

1927年8月15日 衡平社員また衝突、忠南洪城結城で衡平社員 と洞民らが衝突 東 亜 日報 2面

1927年8.月17日 全州衡平委員会 朝鮮 日報 4面

1927年8月19日 全州衡平社委員会 東 亜 日報 4面

1927年8.月21日 華川衡平社執行委員会 朝鮮 日報 4面

1927年8.月22日 南原衡平社第一回定期総会で七項を討議 朝鮮 日報 4面

1927年8.月23日 南原衡平社 で定期総会 東亜 日報 4面

1927年8月24日 南原衡平社で緊急委員会 朝鮮 日報 4面

1927年8.月31日 横城衡平社で第五回定期総会、各地の衝突で対策を討議 朝鮮 日報 4面

1927年9月1日 江景衡平社 臨時総会 朝鮮 日報 4面

1927年9.月2日 全北連盟衡平大会、全州の青鶴櫻 朝鮮 日報 2面

1927年9月5日 衡 平 執行 委 員 会 を九 月 十三 日に 開 くこ とに 、討議 事 項 ま で決

定

朝鮮 日報 2面

1927年9月6日 井 邑衡平臨時総会で三条が決議 朝鮮 日報 4面

1927年9.月9日 衡平社の討議九項を警察が四項を禁止 朝鮮 日報 4面

1927年9.月14日 華川衡平社 臨時総会 東亜 日報 4面

1927年9.月15日 華 川衡 平社 、 臨時 総会 朝鮮 日報 4面

1927年9.月16日 春川衡平月例会 朝鮮 日報 4面

1927年9.月17日 江景衡平総会 朝鮮 日報 4面

1927年9月19日 全州衡平社 月例会 東 亜 日報 4面

1927年9.月21日 江景衡平総会延期 朝鮮 日報 4面

1927年9月24日 開城衡平月例会 朝鮮 日報 4面

1927年9.月

(日 不 詳)

釜 山で暴力 事 件 「白丁 」 朝鮮総督府警務局 『高
等警察関係年表』
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1927年10.月6日 十.月 三 日に全 北 の臨 破衡平 社 で創 立総 会 朝鮮 日報 4面

1927年10.月9日 十一月に洪川で全江原道衡平大会 朝鮮 日報 4面

1927年10.月11日 開城衡平社三周年記念準備 朝鮮 日報 4面

1927年10月13日 開城衡平社 で記念式準備 東亜 日報 4面

1927年10.月14日 全北の南原衡平社臨時総会、 自体教養 と内部を整理 朝鮮 日報 4面

1927年10月22日 全州衡平社 臨時総会 東亜 日報 4面

九月三十 日に衡平執行委員会 朝鮮 日報 2面

朝鮮衡平委員、錦 山事件討議 朝鮮 日報 2面

1927年10.月23日 二十五 日の夜に衡平委員会 朝鮮 日報 5面

全州衡平社臨時総会 朝鮮 日報 4面

1927年10.月27日 大 田衡平社で正行団 創立総会 東 亜 日報 4面

1927年10月28日 朝鮮衡平決議 朝鮮 日報 2面

1927年11.月3日 ・朝 鮮 と満 州 を舞 台 で 民族 運 動 と共 産 宣伝 、 在満 州 正 義府 と

天 道教 連 合会 衡 平社 三 団 体連 合 の 秘密 結 社 、高 麗 革命 堂

事件 真相
・吉林 梁 起鐸 方 で十 三人 が秘密 結社 、天道 教
・衡 平社 ・正 義府 幹部 会集 、 堂則制 定 、部 署組 織

東 亜 日報 2面

150



1927年11.月6日 衡平社委員会で水平社大会 に代表を派遣 東亜 日報 2面

清安衡平社臨時総会 朝鮮 日報 4面

1927年11.月10日 水平社全国大会 東 亜 日報 2面

1927年11.月13日 堤川衡平社復興総会 朝鮮 日報 4面

1927年11.月17日 全州衡平社執行委員会 朝鮮 日報 4面

1927年11.月20日 全州衡平社委員会 東 亜 日報 4面

1927年11.月23日 衡平社本部 中央委員会 東 亜 日報 2面

金溝衡平社例会(金 堤) 東 亜 日報 4面

来月水平大会に衡平社員 も出席、朝鮮衡平執行委員会、常務
委員五人 も改選

朝鮮 日報 2面

・十 九 日古屋観 兵武 場 で水 平 出身 の兵 卒

・水 平社員 の軍 隊内 の差別 、 これ が直 訴 の原 因で あ る

朝鮮 日報 2面

1927年11.月24日 全 江原 道衡 平 大会(第1日 目)百 余名 の代議 員 の会合 で 大盛

況 に開幕

中外 日報 4面

1927年11.月25日 東 京 で直訴 犯。 北原 に全 国的 に嘆願 運 動。 広 島全 国水 平大 会 朝鮮 日報 2面

1927年11.月27日 常務委員会の決議で水平社大会に朝鮮衡平代表 を派遣 中外 日報 2面

1927年12月4日 水平社大会広島で開催 東 亜 日報 2面

華川衡平社執行委員会 朝鮮 日報 4面

1927年12月5日 ・荊 冠旗 の先頭 でデ モ行 列 、 警 官 の総 出 の警 戒 、全 日本 の水

平 大会
・討議 未 了 した まま 閉会 して記 念講 演 、広 島

朝鮮 日報 2面

1927年12月6日 華川衡平社 執行委員会 東 亜 日報 4面

1927年12.月16日 寧越衡平社臨時総会 朝鮮 日報 4面

1927年12.月18日 職業均等を盟約、原州衡平社で華川衡平社 臨時総会 東 亜 日報 4面

華川衡平社臨時総会 朝鮮 日報 4面

1927年12.月21日 ・被 告 の鄭 元 欽 、李 元桂 の二 名 が供 述 を拒 絶 、 大混 乱 の裁 判

廷 、裁 判 長 単独 で 審理 進 行 、 高麗 革命 堂 第 一 回公 判(新 義

州 で特 派員 金科 白の発言)
・駐 在所 の襲 撃事 件 と警官 殺 害事 実 を審理 、 壁頭 に正 義府 鄭

元欽 の審 理 、被 告 は事 実 を否認
・裁 判長 が一 人 で調 査 を朗 読 、前 例 の な い奇 怪 こ と、 休 廷 を

宣言
・供述 を聞か ず には断 罪 は不 可、 こ の光景 を記録 す るべ きか、

李仁 弁護 士 が抗 議
・「全無 な事 実 、革命 堂 に入 堂 した こ とはな い」 とい う衡 平社

関係 被告 が供述
・調 査 は強 作 した もの で証 拠 も虚 偽 、 な い事 実 を作 り上 げ た

と天道教 関係 被 告 が供述

東 亜 日報 2面

開城で衡平青年執行委員会の解体を決議 朝鮮 日報 4面

1927年12.月31日 不 穏語 句 が ある とい い、衡 平 年賀 状 を警察 が押 収 中外 日報 2面

1927年 「朝 鮮 内発 行新 聞紙 、 出版 物 の 取締 状 況 一朝 鮮人 の発 行新 聞

雑 誌 」衡 平社 、衡 平運 動

「新 聞紙 出版 物 要項 」

1928年1.月7日 横城衡平社 臨時総会、同社員十八号の生活均等制の決議 朝鮮 日報 4面

1928年1月12日 直訴 公判 の傍聴 に水 平社 で満 員 、天 皇 に直 訴 し よ うと した歩

兵 二 等卒 の北 原太 作 に対す る

違 反 事件 、懲役1年 を不服 して来 十三 日に判決 言動

朝鮮 日報 2面

1928年1.月26日 衡平運動の今後(朝 鮮衡平社総本部常務執行委員李東喚) 東亜 日報 4面

1928年2月3日 衡 平 社総 本 部 で 、 自衛 団(両 班 が作 った 団体)に 解 体 勧 告文

を発送

東 亜 日報 4面

1928年2月11日 衡平社総会(金 泉) 東 亜 日報 4面
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1928年2.月12日 臨波衡平社 で第二回臨時総会 朝鮮 日報 6面

江陵注文津の衡 平社員の侮辱事件、侮辱 した金演和の謝罪 で
円満な解決

朝鮮 日報 5面

長湖院衡平社二月七 日に臨時総会 朝鮮 日報 4面

忠州衡平社二月六 日に臨時総会 朝鮮 日報 4面

1928年2月14日 華川衡平社定期総会 東 亜 日報 4面

華 川衡 平社 、 二月 六 日に第三 回定 期総 会 が開催 朝鮮 日報 4面

1928年2月16日 群 山衡 平社 、 二月 十 一 日に臨 時総 会 開催 朝鮮 日報 4面

二月六 日に西井里衡 平社創立 朝鮮 日報 4面

1928年2.月17日 臨破衡平社 臨時総会(群 山) 東亜 日報 4面

1928年2.月21日 京都で模友支会の設立大会が京都 田中水平社青年会館内で開
催

朝鮮 日報 2面

1928年2月22日 獣 肉外 上 くれ な い と食刀 で乱 打重 症 、 逃 げた 犯 人 に居 所 を厳

探 中、被 害者 は衡 平社 目

東 亜 日報 2面

牙 山衡平社 臨時総会 東亜 日報 4面

1928年2.月24日 牙 山衡平社 臨時総会 朝鮮 日報 4面

1928年2月26日 横城衡平講座開催 朝鮮 日報 4面

水原衡平社臨時総会 朝鮮 日報 4面

1928年2月29日 忠南 屯浦 の普 通学 校 で 学生 の間 に差 別 問題 。 牛 肉非 買 同 盟 、

本 部 で調 査委 員 を派遣

東 亜 日報 面

1928年3.月1日 全 州衡 平社 、 二月 二十 五 日に第二 回 臨時総 会 朝鮮 日報 4面

1928年3月6日 海美衡平撒文 朝鮮 日報 2面

1928年3.月7日 開城衡 平社 三.月一 日に臨 時総 会 朝鮮 日報 4面

1928年3月8日 陰城衡平社、五周年大会開催 朝鮮 日報 4面

1928年3月10日 十二 日に馬 山で慶 尚南北道連合衡平大会が開催 朝鮮 日報 4面

1928年3月14日 陰城衡平社第五回定期大会 朝鮮 日報 5面

1928年3月17日 衡平青年慶南道連盟発起会 朝鮮 日報 4面

衡平社慶南各部代表者会議 朝鮮 日報 4面

1928年3月18日 屯浦市民 と衡平社員間で紛争 朝鮮 日報 4面

1928年3月23日 衡平社執行委員会 東 亜 日報 2面

1928年3.月25日 開城衡平社例会 東亜 日報 4面

1928年3.月26日 衡平中央委員会全国定期大会の準備 朝鮮 日報 2面

1928年3.月30日 衡平社慶南大会で衡平社本部決議;全 国大会準備委員選挙、
その他 に重要事項 も決議

朝鮮 日報 2面

1928年4.月2日 先月二十八 日に衡平定期大会準備委員会 朝鮮 日報 3面

1928年4月5日 平澤衡平社革新総会 朝鮮 日報 4面

1928年4.月9日 馬 山衡平社 の大会禁止で本部に抗議 東 亜 日報 4面

1928年4月12日 四月三 日に安城衡平社臨時総会 朝鮮 日報 4面

1928年4.月14日 四月七 日に横城衡平社第六回定期総会 朝鮮 日報 4面

1928年4月17日 永 川 に階級 戦 「白丁被 殺」、農 民 と白丁 の間 に喧嘩 、慶 北警 察

部 活動

東 亜 日報 2面

1928年4.月18日 衡平社を筆頭で各団代表が急行、形勢が険悪で警戒厳重、永
川で階級戦続報

東亜 日報 2面

衡平青年会で第五回定期総会開催 朝鮮 日報 4面

1928年4月20日 衡平社員を殴打 朝鮮 日報 5面
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1928年4.月21日 ・衡 平社 定期 大会(二 四 日 ・二十 五 日)

・衡 平青年 連 盟全鮮 大会 開催
朝鮮 日報 2面

1928年4.月22日 高霊衡 平社 、 第 六回 定期総 会 朝鮮 日報 4面

1928年4月23日 永川に衡平調査を派遣、農民 と衡平社員間に衝突 が起 きて農

民数百人が衡平社員を他殺 した事件

朝鮮 日報 2面

1928年4月24日 慶 尚南北 で衡 平会 、統 一大 会 準備 会 朝鮮 日報 4面

全 州 衡 平社 で 去 る二 十 九 日に緊急 問題 で 開催 し よ うとた が 、

衡 平社 臨 時総 会 も警 察が禁 止

朝鮮 日報 4面

1928年4月25日 衡平大会一潟千里で会議進行、数百人の代議員の会集 と水平

社代表 も出席

中外 日報 2面

(時 評)全 鮮衡 平大 会 、近 者 の衡 平 社 内紛 の対 立 にお い て衡

平社 は一 日も早 く統一 的結 成 を実 現す る こ とを願 って い る

朝鮮 日報 1面

全朝鮮的な衡平社大会二十 四日に天道教記念館で 日本の水平
社員が祝辞

朝鮮 日報 2面

1928年4月27日 区爽Jll衡 Σr五ネ十 臨 日寺総 会 :_.:.日 報 4面

二 十 五 日の衡 平 大会 で 大多 数 に よ る決 議 よ り水 平社 との提 携

を決議

中外 日報 2面

1928年4月28日 衡平社第五週年紀念式(晋 州) 東 亜 日報 4面

・二 日 目の衡 平社 大会 で水 平 社 と連帯 を決 議

・5周 年 記 念 で選 ばれ た委員 は20人
朝鮮 日報 2面

1928年4.月30日 「朝鮮 衡 平社 第六 回全 鮮大 会 状況報 告 通報 」

・期 間 一四月 二 四 日か ら二六 日の三 日間

・集会 人 一員 百十 四名 、社 員 家族 十余名 、傍聴 者若 干
・議長 一李春 福 、副議 長 一吉淳 吾

京 城 地方 法院 検事 正 、警務 局長 、

慶 畿道 警 察部 長 、 関係合 警 察署

長 宛 の京 城鍾 路警 察 署長 に よる

通 報 、京 鍾警 高 秘第 四 六九 七号

ノ六

全州衡平社六週記念式 朝鮮 日報 4面

1928年5月1日 慶 山で衡平同進青年会定期大会 朝鮮 日報 4面

1928年5月2日 慶 山衡平青年会定期総会 朝鮮 日報 4面

1928年5月3日 大邸駐在所で衡平社員が変死 した事件(大 邸 一記者) 東 亜 日報 4面

1928年5月4日 裡里衡平例会で獣肉組合が発起 朝鮮 日報 4面

1928年5月6日 乾皮場経営を衡平社 に移管(釜 山) 東 亜 日報 4面

1928年5月7日 南原衡平社 で定期総会 朝鮮 日報 4面

1928年5月20日 水 平社 大会 に代表 を派 遣 しよ うと、衡 平社 本部 協議 中 中外 日報 2面

1928年5.月25日 衡平社で水平大会に委員を特派 中外 日報 2面

1928年6.月7日 衡平社烏山支部臨時総会 東亜 日報 4面

1928年6.月8日 密陽衡平社総会 東 亜 日報 4面

1928年6.月9日 衡平社総本部で常務委員会が開催 東亜 日報 5面

1928年6.月17日 衡平社安城部で緊急総会が開催 東 亜 日報 4面

1928年6月21日 牙 山衡平社会館落成式 東 亜 日報 3面

1928年7月2日 全 北任 実 で平 民 が衡 平社 の組織 を反 対 。牛 肉非 買組 合の組 織 。 東 亜 日報 3面

1928年8月2日 朝鮮 衡平社全州支部例会 東 亜 日報 4面

1928年8.月3日 「衡平社忠南大会及礼山分社設立六周年記念式開催 ノ計画二

関スル件」

京城地方法院検事正宛の鍾路警

察署長 による通報 、京鍾警高秘

第八九〇七号

1928年8.月22日 ・数 百農 民 と衡平 社員 の衝 突。 禮 山署 で厳 重警 戒 中
・自動 車数 十 台 で衡 平応 援 隊出発 、 退 去命 令 を受 けて 仕方 な

く退 去

東 亜 日報 5面

1928年8.月23日 衡 平社 員 と農 民 との衝 突 、小 を捨 て て大 を得 よ う 東 亜 日報 1面
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衡平社員 と平民間の衝突事件増加。最近だけ従数件。衡平社

本部で対策 を協議

東亜 日報 2面

1928年8.月26日 全州衡平社支部委員会 東 亜 日報 4面

1928年9月5日 衡平社群山支部例会 東 亜 日報 4面

1928年9.月12日 衡平社総本部 も各支部に指令;九 月末までに限定 して水害救
済金を牧集す ることを決定

東 亜 日報 2面

1928年9月24日 公 州 で衡 平 社 員対 市 民 紛糾;言 葉 遣 い が原 因で 、 三百 余名 の

生 徒 が漠然

東 亜 日報 3面

1928年10月3日 1日 に 突発 した直訴 犯 、無政府 主 義者 に判 明 、水平 運動 に不 調

な出 来事 まで 警視 庁 の視察 員

朝鮮 日報 2面

1928年10月5日 鍾路署で衡平社大会禁止;当 分間集会禁止 朝鮮 日報 2面

1928年11月9日 些 少 な言 孚 の 末 に衡 平社 員 を乱 打、 人 夫 をつ れ て いて 乱 打 、

被 害者 は告 訴 の準備

東 亜 日報 5面

1928年11月13日 金海衡平社屋を起工 東亜 日報 4面

1928年12.月5日 村 民 と衡 平社 員乱 闘 、「白丁 」侮 辱 が原 因、警 官 が 出動 朝鮮 日報 5面

「普 通民 」対衡 平社 員 ノ紛 争 二 関スル 件 京 城 地方 法 院検 事正 宛 の鍾 路警

察署長 に よる通報 、京鍾 警 高秘

第 一 六一 八五 号 ノ三

1928年12.月21日 忠南衡 平総 会 、江 景 で開催 朝鮮 日報 4面

1928年11.月25日 衡 平社 員願 佃 、病席 にい る社員 の た め同情 金 を出損 朝鮮 日報 6面

1929年1月1日 政治的進出 衡平社 朴平山氏談 東 亜 日報 2面

1929年1月2日 衡平社員検束 朝鮮 日報 2面

1929年1.月4日 開城で仕事場を失 った百人余の屠夫 に警察 が屠夫同盟罷業に

対 して干渉。生路を失った百余屠夫 に衡平社は特派員 を派遣
す ることを検討

東亜 日報 2面

1929年1月9日 衡平全北大会、十 日に裡里で発起準備大会 朝鮮 日報 4面

1929年1月14日 平澤衡平社 臨時総会 朝鮮 日報 4面

1929年1月17日 衡平社委員会 東 亜 日報 2面

1929年1月21日 井 邑で階級 の問題で衡平社員を殴打 朝鮮 日報 3面

1929年1月23日 公 然 に衡 平 社員 を侮 辱 しこれ に憤 慨 した社 員 が反 抗 をす る と

いい 、農 民二 百余名 が衡平 社員 を包 囲 して殴打

朝鮮 日報 3面

1929年1.月27日 井 邑肉商条例を衡平社員が発起 朝鮮 日報 4面

1929年2.月2日 豪遊 していた青年 と衡平社員が衝突、料理屋で衝突 東亜 日報 5面

1929年2.月3日 井 邑での青年 と衡平社員の衝突事件;衡 平労働側の譲歩 朝鮮 日報 5面

1929年2月8日 井 邑衡平支部、臨時総会開催 朝鮮 日報 4面

1929年2.月12日 衡平社員を侮辱 して殴打 して衡平社員が告訴 朝鮮 日報 5面

1929年2月15日 衡 平 産業会 社 、温 陽 で創 立 朝鮮 日報 4面

1929年2.月16日 衡平全北大会で十八団体の代議員会が開催 朝鮮 日報 4面

1929年2月20日 屠 殺 牛の購 入 に対 す る二重 の 手数料 の徴収 を質 問 、衡 平社 李

東 換 氏(全 州)

東 亜 日報 4面

「出版 警 察概 況 一不許 可差 押及 削 除 の出版 物記 事要 旨」一 「衡

平社楊 平 氏部設 立 大会 宣伝 文 」

宣伝 文 の発 行 人 で あ る金鐘 澤 は 「我 々 が今 日の よ うな 窮 地 に

置 か れ た原 因 は 党派 の 争 い と階級 差 別 のせ い だ 」 と記 述 して

い る。

朝 鮮 出版 警察.月報 、第 六 号

1929年2.月22日 衡平社華川支部で第三回執行委員会が開催 朝鮮 日報 4面

1929年2.月26日 衡平社臨時総会(唐 津) 東 亜 日報 4面

1929年3月3日 衡平社の全朝鮮大会、中央委員会で集会を決議 朝鮮 日報 4面
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1929年3.月6日 衡平平澤支部第七回委員会 朝鮮 日報 4面

1929年3.月7日 衡平社員 の乱打暴行 に巡査が被訴。衡平社員が酒 を飲んでい
る途中に殴られ被害者は入院治療

東 亜 日報 5面

1929年3月6日 「衡平社開城支部紛糾 ノ件」
・開城府松都面南本町で屠夫である金義赤の暴行事件

京城地方法院検事正宛の京城京
鍾警察署長による通報、京鍾警

高秘第二八〇四号

1929年3月8日 衡平楊平支部設立大会祝賀式 朝鮮 日報 4面

衡平楊平支部会で総会開催 朝鮮 日報 4面

1929年3月19日 温陽温泉で衡平支部設置 朝鮮 日報 4面

1929年3.月17日 衡 平社 支部 設 立(牙 山) 東 亜 日報 4面

1929年3月19日 衡平群 山支部第一回臨時総会 朝鮮 日報 4面

1929年3.月22日 三嘉衡平大会 朝鮮 日報 4面

1929年3月24日 衡 平 社員 が労働 者 を刃 物 で殺 す 、些 細 な こ とで 喧嘩 にな り密

陽 にあ る居 酒屋 で惨劇

朝鮮 日報 2面

1929年3.月26日 先.月 二 四 日に密 陽殺人 事件 で衡 平 本部 に調 査員 を派遣 朝鮮 日報 2面

1929年3月27日 大和衡平月例会 朝鮮 日報 4面

1929年3月28日 「出版 警 察概 況 一不許 可差 押及 削 除 の出版 物記 事要 旨」一 『正

進 』創 刊 号

張志 弼 は 『正進 』 で 「衡 平 運 動 が人 間社 会 を平等 にす る運 動

で ある」 ことを主 張

朝 鮮 出版 警察.月報 第7号

1929年3月29日 衡平平昌支部、移転後名称が変更 朝鮮 日報 4面

1929年3月30日 衡平社進永支部創総 東 亜 日報 4面

1929年4.月6日 衡平平澤支部第一回定期総会 朝鮮 日報 4面

1929年4.月14日 衡平原州支部月例会 朝鮮 日報 4面

1929年4月15日 衡平河陽支部第二回委員会 朝鮮 日報 4面

1929年4.月18日 衡平群 山支部第七回定期総会 朝鮮 日報 4面

1929年4月23日 今 月 二 三 ・二 四 日の二 日間 は第 七 回衡 平大 会 。総 本 部 で は準

備 で 奔忙

朝鮮 日報 2面

1929年4.月25日 南北代表三百参集 衡平社全 国大会 団結のない民衆は勝利
がない等様々 な標語 を張って大会 を開催 昨 日慶雲洞 で開

催 ・議員資格審査の執行部選定 立錐の余地 も無い大会場、祝
電文も朗読

東 亜 日報 2面

朝鮮衡平社定期大会 朝鮮 日報 5面

盛 況 を成 した衡 平社 大 会 、各 地 で二 八 〇人 出席 、議 案 全 部 を

押 収

朝鮮 日報 2面

「朝鮮 衡 平社 第七 回 定期大 会 の件 」

・各支 ・分社 で233名 が 参加 、 全国 水平 社 関東連 合会 本 部 、

東 京府 水 平社 、広 島 県水 平 社 、香 川 県水 平 社本 部 か らの祝

電
・朝鮮 衡 平社 宣言 、綱 領 ・規約

京城地方法院検事正宛の京城鍾

路警察署長による通報、京鍾警
高秘第五三四六号

1929年4月26日 衡平社員の追悼式 も盛況に終えた 朝鮮 日報 2面

密陽事件 の報告 と委員を改善 して閉会、盛況に終えた衡平社
全朝鮮大会

朝鮮 日報 2面

(社 説)衡 平 運動 につ い て、衡 平社 大 会 をみ て 朝鮮 日報 1面

1929年5.月3日 全 北 群 山 で衡 平社 員 の 母親 の墓 を 「一 般人 」 の墓 の隣 に 作 っ

た こ とで衝 突

中外 日報 4面

1929年5.月10日 衡平社員 九名を青陽暑で拘検、衡平社員等が襲撃 したせいで
市民 と言い争い

東 亜 日報 5面

衡平群 山支部第一回月例会 朝鮮 日報 4面

井 邑衡平大会 朝鮮 日報 4面
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1929年5.月11日 衡平牙山支部定期大会禁止 朝鮮 日報 4面

1929年5.月14日 衡平求礼支部設立総会 朝鮮 日報 4面

1929年5.月15日 村 雨 班 と衝 突 、衡 平 社員 被 促 、居 酒 屋 で 問題 が起 きて 乱 闘 、

暴 力 取締 りで 送局

東亜 日報 5面

1929年5.月16日 衡平笠場支部臨時総会 朝鮮 日報 4面

1929年5月17日 衡平扶余支部第七回定期大会 朝鮮 日報 4面

華川衡平委員会 朝鮮 日報 4面

1929年5月19日 衡平原州支部第七回定期総会 朝鮮 日報 4面

1929年5.月21日 ・求礼 衡 平事 件 の被 害者 の再診 断 、拡 大 にな りそ う
・五 月十 五 日に鄭 澤根 を送 局

朝鮮 日報 5面

五月十五 日に鄭澤根を送局。衡平社求礼支社の紛争で提訴 朝鮮 日報 5面

井 邑衡平大会が禁止 朝鮮 日報 4面

井 邑衡 平支 部創 立七 周 年記 念 式 を行 う予定 で あ っ たが 、記 念

式 も禁 止

朝鮮 日報 4面

1929年5月24日 衡平社華川支部第六回定期総会 東 亜 日報 4面

1929年5.月27日 衡平華川支部第六回定期総会 朝鮮 日報 4面

今後の衡平運動を積極的に行お うと衡平社員が各地巡回する
ことを決定

朝鮮 日報 2面

1929年5月29日 衡平河陽支部、定期大会開催 朝鮮 日報 4面

1929年5月31日 慶北達城郡倉洞で衡平社員 と農民がまた衝突 東 亜 日報 2面

達 城 農 民 と衡 平社 員 が衝 突 し警 官 が 出動。 衝 突 の結 果 、衡 平

社 員 の一 人が 重傷。

朝鮮 日報 5面

1929年5.月 「六 、衡 平運 動 ノ概 況 」

「衡 平運動 ハ 水平 運動 二模 倣 シ… 」「支部 百 二十 八、会 員約 一

万人(彼 等 ハ ニ十 万 ト称 ス)」 「衡 平 社 を利 用 よ うとす る指導

者 が いた 」

京畿道警察部 『治安概

況』

115^-

118頁

1929年6.月2日 華川衡平社定期総会 朝鮮 日報 4面

1929年6月5日 光州衡平支部が定期大会準備 ・定州支部臨時総会 朝鮮 日報 4面

1929年6.月7日 朝鮮衡平社全州支部総会 東 亜 日報 4面

1929年6月8日 衡平忠州支部定期総会 朝鮮 日報 4面

1929年6.月10日 長 湖 院で農 民 と衡 平員 衝突 、些 細 な こ とで喧嘩 にな り乱 闘 朝鮮 日報 3面

1929年6月15日 割 肉刀 で人 を殺 した 衡 平社 員 控訴 、 言 い争 い の果 て に起 き た

惨 劇 、原審 八 年懲役 不 服

東 亜 日報 2面

1929年6.月19日 衡平社総本部で飢饅救済指令 東亜 日報 7面

1929年6.月21日 龍潭衡平社定期総会 朝鮮 日報 4面

1929年6.月23日 衡 平社 員 乱闘 、被 害者 は入 院(天 安) 東亜 日報 4面

1929年7.月1日 旅館業者の衡平社員が平民に侮辱 された事件 朝鮮 日報 3面

洪城衡平社員に営業停止命令 朝鮮 日報 3面

1929年7.月4日 進永衡平社 臨時総会 朝鮮 日報 4面

1929年7月7日 清 州衡 平社 員 十一名 を送局 、些 少 な感 情 で群 が って村 落 を襲

撃 した事件

東 亜 日報 5面

1929年7.月10日 割 肉刀で人 を殺 した衡平社員公判 先 日八 日馬山支庁で現場
臨検を宣言(馬 山)

東 亜 日報 5面

1929年7月11日 人 を殺 した衡 平社 員 に懲 役 九 年 を求 刑 、 階級 反 目が生 ん だ悲

劇 、裁 判 官 も慎重 審理

朝鮮 日報 2面

1929年7月18日 衡 平 社員 が農 民 に侮 辱 され 喧 嘩 、農 民 を殺 人 。殺 人 犯 に 八年

言 渡

朝鮮 日報 2面

1929年7月20日 昌寧衡平社 臨時総会 朝鮮 日報 4面
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1929年7.月21日 綿 山衡平社定期総会 朝鮮 日報 4面

1929年7.月24日 言葉の争いで衡平社員の団体的暴行 朝鮮 日報 4面

1929年7.月26日 農 民 を刺 し殺 したあ る衡 平社 員 の公 判 、 「白丁野 郎」 とい う言

葉 に憤 慨 して 階級 対 立が生 ん だ惨 事

朝鮮 日報 2面

1929年7.月27日 今月二十七 日に重要議案討議で衡平委員会 朝鮮 日報 2面

1929年7月29日 衡平社本部 常務委会員 東 亜 日報 2面

衡平委員会重要案決議 朝鮮 日報 2面

1929年7月31日 進永衡平社 臨時総会 朝鮮 日報 4面

1929年8.月4日 衡平社全州支部臨時総会 東 亜 日報 4面

1929年8.月6日 人 を殺 した衡 平社 員 に懲 役 三 年 求刑 、 殺人 衡 平社 員 第 二 回公

判 、検 事 は殺 人罪 で 三年求 刑 、弁護 士 は無 罪主 張(馬 山)

東亜 日報 5面

1929年8.月11日 温泉で衡平忠南大会、発起準備会 朝鮮 日報 4面

1929年8.月20日 衡平社忠南大会を延期 東 亜 日報 5面

1929年8.月21日 衡平社総本部第二回中央委員会 東亜 日報 2面

衡平忠南大会無期限延期 朝鮮 日報 4面

1929年8月23日 村 落 を襲 撃 で衡 平社 員 の公 判;二 十 二 日か ら二 日間、 最 高六

箇 月最 下罰 金

東 亜 日報 4面

1929年8.月24日 衡平松亭支部で七周年記念式 朝鮮 日報 4面

1929年8月28日 二十 六 日に清 州 で清 州 群 山北 里 を襲 撃 した衡 平社 員 の 判決 、

最 高 六 ヶ月で 三年 間猶 予

朝鮮 日報 5面

衡平進永支部臨時総会 朝鮮 日報 4面

1929年8月31日 忠清南道洪城の屠場で使用禁止命令 朝鮮 日報

1929年9.月8日 松亭衡平社創立記念式 朝鮮 日報 4面

1929年10.月7日 保寧衡平社月例会 朝鮮 日報 3面

1929年10.月11日 侮辱的言辞 に衡平社が対策 を講究 朝鮮 日報 3面

1929年10.月13日 衡平社本部 中央常務委員会 東 亜 日報 7面

1929年10.月18日 鍾路署で祝文を送った衡平社員 を引致 朝鮮 日報 2面

1929年10.月19日 保 寧 藍浦 面 玉 西 で 「無 視す るな 」 と言 っ た衡 平社 員 を農 民 が

殴打 、 三週 間 以 上治 療 す る重 症 を負 って警 察 に告 訴 し対策 を

講 究

朝鮮 日報 2面

鍾路署高等係が衡平社 員を検挙 東 亜 日報 2面

衡平社総本部で支部長会議召集;頻 繁な衝突で方向転換、南
北の暗流 も円満解決

東 亜 日報 2面

1929年10.月21日 衡平支部長大会を鍾路で突然禁止、衡平社では対策 を講究 朝鮮 日報 2面

1929年10.月22日 衡平社支部長大会突然禁止 東 亜 日報 2面

衡平支部長大会を鍾路署で突然禁止、衡平社ではその対策を
講究

朝鮮 日報 2面

1929年11月3日 分 裂 した衡 平 社 の無條 件 の団 合、南 北 で分 かれ る衡 平社 大 会、

両派 が会合 した結 果(晋 州)

東 亜 日報 3面

十一月二十 日に衡平社慶南支部で設立大会開催 朝鮮 日報 2面

1929年11.月4日 全国水平大会

1929年12.月19日 衡平社 中央委員会、常務委員改善の問題 を討議 朝鮮 日報 2面

1929年12.月25日 朝鮮衡平社総本部で 中央幹部を改善、衰退状態を解決 しなが
ら常務委員 も全部改善することに

朝鮮 日報 2面

1929年12.月28日 衡平社本部常務委員会 東 亜 日報 2面

衡平社で全朝鮮 を巡回することを衡平社本部で決定 朝鮮 日報 2面

1929年12.月31日 華 厳 寺事件 と衡 平 社求 礼支 部 事件 の鄭 澤根 、朴 燗根 、金 五 峯、 東 亜 日報 3面
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崔 三岩 の 四人 が順天 で 出獄 、検 事 は抗告 を棄 却

1930年1.月2日 科学教養,衡 平社総本部の李東喚氏談 東 亜 日報 3面

1930年1.月10日 衡平社慶南支社 東亜 日報 4面

1930年1.月11日 江景面書記が衡 平社員を侮辱、劇場の前で理 由もなく侮辱 し
て本部でその対策を講究

朝鮮 日報 7面

1930年1月17日 衡平社驕州支部が規約 を破 り訴える 朝鮮 日報 3面

1930年2.月19日 朝鮮衡平社堤川支部大会 朝鮮 日報 3面

1930年2月24日 「衡 平社集 会 取締 状況 報告 」

・京城 雲 泥洞 で衡 平社 本部 常務 執行 委 員会

・常務 委員:張 志 弼 、超貴 用 、金 士瑛 、徐 光勲

京城地方法院検事正宛の京城鍾
路警察署長による通報京鍾警高

秘第号二三一四号

1930年2.月25日 衡平社本部常務委員会 東亜 日報 7面

1930年3.月18日 黄 鎭厚 「白丁 の息 子 」(第1回 、全9回) 東 亜 日報 5面

1930年3月19日 黄 鎭厚 「白丁 の息 子 」(第2回 、全9回) 東 亜 日報 5面

1930年3.月20日 黄 鎭厚 「白丁 の息 子 」(第3回 、全9回) 東亜 日報 5面

1930年3月21日 黄 鎭厚 「白丁 の息 子 」(第4回 、全9回) 東 亜 日報 5面

1930年3.月23日 黄 鎭厚 「白丁 の息 子 」(第5回 、全9回) 東亜 日報 5面

1930年3月24日 黄 鎭厚 「白丁 の息 子 」(第6回 、全9回) 東 亜 日報 3面

1930年3月25日 來.月 什 四 日に衡平 社 大会 東 亜 日報 2面

黄 鎭厚 「白丁 の息 子 」(第7回 、全9回) 東 亜 日報 5面

1930年3月26日 黄 鎭厚 「白丁 の息 子 」(第8回 、全9回) 東 亜 日報 7面

1930年3.月28日 黄 鎭厚 「白丁 の息 子 」(第9回 、全9回) 東亜 日報 5面

1930年4月11日 衡 平社 員 と群 衆 燕 岐で ま た衝突 、四 ・五名 は検 挙取 り締 り中、

本 部 で特 派員 派遣

東 亜 日報 7面

1930年4月13日 衡平社本部執行委員会 東 亜 日報 2面

1930年4.月15日 錦南争議事件 と屠夫同盟罷業の問題 を討議 東 亜 日報 2面

1930年4月20日 衡 平 社 闘争 一年 間 に 四十 六件 、殺 人 事 件 も二 件;衡 平 運動 一

年 史

中外 日報 3面

1930年4月25日 衡平社総本部定期大会 朝鮮新聞 面

1930年4月28日 衡平社大会 諸案件決定 朝鮮新聞 面

1930年5月18日 ・(慶 尚南道)総 本 部 の参加 交 渉 を拒絶

・衡 平モ ン ロー主 義 で進 む慶 南衡 平社 支部
京城 日報 面

1930年5.月30日 「衡 平社総 本 部集 会取 締状 況報 告 」

・衡 平社 常務 執行 委員:沈 相 呈、 吉漢 同 、趙貴 用
・衡 平社慶 尚南道 支部 連合 会 、衡 平社 執行 委員 会 、錦南 事件

京城地方法院検事正宛の京城鍾
路警察署長による通報、京鍾警
高秘第七九八二号

「衡 平ニ ュー ス発 行 の件」

・参加 者:金 卜伊 、 崔福 萬、 李 萬興 、 吉根 光 、 禺石 崇 、 千一

順 、李 龍 學 、金 萬 業 、李 封 根 、 申二敷 、李 仁 玉 、 申明 均 、

申康 均 、 萬學伊 、 萬壽學 、 李漢 容 、千秋 華
・参 加支 部:忠 北城 衡 平社 支 部 、論 山支部 、鳥 致院 支 部 、江

景支 部
・内容:衡 平 ニ ュー ス、機 関紙 基金 募集 委 員、機 関紙 の発行 、

『現 階段 』、地 方募 金募 集委 員

京城地方法院検事正宛の京城鍾
路警察署長による通報、京鍾警

高秘第七九八五号

「衡 平社 中央 執行 委員 会召 集 文二 関 スル件 」

・衡 平社 常務 執行 委員:趙 貴用

・衡 平車道 支 部連 合委 員会 、衡 平社 第 三 回常務 執行 委員 会

京城地方法院検事正宛の京城鍾
路警察署長による通報、京鍾警

高秘第七九八四号

1930年7.月7日 衡平社本部で忠南大会開の公文が禁止 朝鮮 日報 2面

1930年9.月2日 五 月 三十 日に龍 山で 衡 平社 員 と住 民 衝 突。 五 月 六 日に京 畿警

察 部 が衡 平社 捜索 、幹 部 を検 挙。

東 亜 日報 3面

1930年9月6日 衡平社総本部第四回委員会 東 亜 日報 2面
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1930年9.月28日 個人の喧嘩で衡平社員が騒動(京 畿道披州市波 山) 東亜 日報 3面

1930年11.月4日 江原道での衡平社員被殺事件で衡平社員が奮起、その対策 を 朝鮮 日報 7面

講究

1930年11.月19日 衡平社蔚珍支部臨時総会 東 亜 日報 3面

1930年12.月4日 衡 平 社員 だ と契(測:相 互 扶 助組 織)に 加 入 不許 、衡 平社 で 朝鮮 日報 6面

は対策 を講究

1930年12.月12日 無届集会で拘留、群山衡平社員李壁奎氏 東 亜 日報 3面

1930年12.月14日 衡平社総本部第三回委員会 東 亜 日報 2面

1930年12.月15日 華川衡平社第八回定期総会 東 亜 日報 3面

1930年12.月16日 屠夫の同盟罷業 京城 日報

1931年1月2日 衡平社江原道連合会常務委員会 東 亜 日報 3面

1931年1.月15日 ・九 一貯 蓄契 の衡 平社 員拒 絶 問題 湖南 日報 面
・双方 の意 見 を 聞 くこ とを決 定

1931年1.月17日 「朝鮮衡平社総本部集会取締状況報告」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・朝鮮 衡 平社 常務 執行 委員:沈 相呈 、李 東喚 、朴 好君 、 吉漢 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警

同 、張 志弼 、趙 富 岳、金 光 、李 漢用 高秘第五二九号
・集会 場所:京 畿 雲泥 洞

・参 加 した支 部:朝 鮮 衡平 社 忠北 支 部 、朝 鮮 衡平 社 慶 南道

聯合会、朝鮮衡平社 釜山支部
・内容:朝 鮮衡 平社 常務 執 行 委員 会 、 朝鮮 衡 平社 忠 北 大会

召集、朝鮮衡平社 慶南道聯合会の執行委員会、朝鮮衡平社
慶南道聯合会の支部責任者大会

1931年1.月18日 衡平社総本部常務執行委員会 東 亜 日報 2面

1931年1.月23日 慶南衡平社連合委員会 東亜 日報 3面

1931年2.月12日 「朝鮮 衡 平社 総本 部通 文 ノ件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾

雲泥洞で朝鮮衡平社第四回中央執行委員会開催の予定 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警

高秘 第一 六〇 三号

1931年2月13日 衡平社大会召集準備 次第に中央委員会 を開催 東 亜 日報 2面

1931年2月28日 「衡 平社総 本 部動 静 ノ件」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・総本 部長 趙 貴用 路警 察署 長 に よる通 報 、京鍾 警
・朝鮮衡平社第四回中央執行委員会延期の件 高秘第二三六七号

1931年3月1日 衡平社丹城支部総会 東 亜 日報 3面

1931年3月10日 「朝鮮衡平社本部 集会取締状況報告」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・朝 鮮衡 平 社 、衡 平 青 年相 助 会 、朝 鮮衡 平 社 馬 山支 会 、 朝鮮 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警

衡平社天安支会、朝鮮衡平社裡里支会、朝鮮衡平社第四回 高秘第二七四八号
中央執行委員会

1931年3月20日 「衡 平社本 部 ノ公 文郵 送 ノ件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・総本 部長 一趙貴 用 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警
・朝鮮衡平社中央執行委員会、朝鮮衡平社第八回全鮮大会集
△

高秘第三三二六号
万
・第 八 回全 鮮 定期 大 会 にお い て各 支 部 活動 につ い て、 本会 準

備 と巡 廻 につ いて

1931年4月3日 ・衡 平社 に も解消 運動 が起 る 朝鮮新聞 面
・労動 組合 の提唱

1931年4.月7日 松亭衡平支社第六回定期総会 東 亜 日報 3面

「朝鮮 衡 平社 本部 通文 に 関スル件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・本 部長 一趙 貴用 路警 察署 長 に よる通 報 、京鍾 警
・場所 一京城慶雲洞にある天道教記念会館 高秘 第 四二ニ ー号
・第 十回全 鮮 定期 大会 の召 集件 、 大会 の規 定書

1931年4.月9日 衡平社大 田支部臨時総会 東亜 日報 3面

1931年4.月11日 「衡 平社動 静 二 関スル 件」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・場所 一京 城 に あ る天 道教 記念 館 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警
・朝 鮮衡 平 社 第十 回 全 体大 会 、衡 平 社創 立九 周年 記 念 日の準

備

高秘第四四五八号
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1931年4.月14日 原州衡平社 が解消に反対 :_.:.日 報1・ 面

1931年4.月15日 「衡 平社本 部 印刷 物郵 送 二関 スル件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾

朝鮮衡平社全鮮大会の準備 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警

高秘第四六五八号

1931年4月21日 衡平社創立八週年記念式 東 亜 日報 2面

衡平社創立第八周年記念式 朝鮮 日報 2面

1931年4月22日 衡 平 社全 膿 大 会 も解 消 問題 を上程;重 要議 案 は 二十 四 ・五 日 東 亜 日報 2面

の両 日に決 議 す る こ とが決 定

1931年4月23日 解消は尚早、衡平社支部臨時総会(忠 南牙山市屯浦) 東 亜 日報 3面

1931年4.月24日 「朝鮮 衡平社総本部全鮮 大会準備委員会 集 会取締状況報 京城地方法院検事正宛の京城鍾

告 」 路 警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警
・委員 一趙 貴 用 、呉成 換 、李東 喚 、吉 漢 同、金 鐘学 、朴 好 君 高秘 第五 一九 三号
・場所 一雲泥洞、朝鮮衡平社総本部全鮮大会準備委員会

1931年4.月25日 解 消 せ ぬ場 合 も實質 上 は解 消 の形 態 。 一切 傍 庁禁 止 裡 に 開 か 京城 日報 面
れた衡平社全鮮大会

解消は取止 め組織を変更。積極運動を申合せた衡平社の大会 京城 日報 面

・解 消か 存続 か 、衡 平社 大会 で猛 烈 な討論 を交す 朝鮮新聞 面

・衡 平社解 消 けふ 総会 へ .大 勢 な否決 に傾 く 朝鮮新聞 面

重要議案の禁止下に衡平社大会開催 、鍾路警察 は厳重に警戒 朝鮮 日報 2面

1931年4月27日 衡 平 社 大会 解 消 問題 否 決 、時 期 尚早 とい う理 由で大 会 は 無事 東 亜 日報 2面

に終 了

衡 平社 大 会;衡 平社 の解 消案 は秘訣 、委員長 の反 対 派 は退場 、 朝鮮 日報 2面

改 めて幹 部 を選ぶ こ とを決 定

第 一 回衡 平 社 全鮮 大 会;解 消 も時期 の 問題 、新 旧両派 互 に孚 京城 日報 面
ひ遂に解消を否決

「集 会取締 り状況 報告 通報 」 京城地方院検事正宛の京城鍾路
・集 会 目的 一衡 平 社第 九 回記念 式 、 警 察 署長 に よ る通報 、京 鍾 警高
・集 会 日 一 四 月 二 五 日 第五三四八号
・司 会 者 一張 志 弼

・集 会人 員 種別 、衡 平社 員 一 三 〇名 、 学生 及 主義 者(男)一

五 〇名 、 一般 人(女)二 百(男)一 〇 〇名
・衡 平社 の沿 革報 告 と祝文 祝 電

・決議 事 項 一朝鮮衡 平社 の紛争 事 件 、「屠殺 」税 金減 下運 動 、

水原支部 内の屠夫罷業事件、衡平社威南での差別殴打事件 な
ど 。

1931年4.月28日 ・釜 山衡 平社 定期 大会 開催 東 亜 日報 3面
・衡 平社 第八 週年 記念 式

「衡 平社幹 部 ノ動 静 二関 スル件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・委員 一張志 弼 、金鐘 澤 、李東 喚 、吉 仲君 、吉 萬学 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警
・衡 平社 新 旧派 の紛 糾 、朝 鮮 衡 平社 第 九 回全 鮮 定期 大 会 、朝 高秘第五三八八号
鮮衡平社解消問題、朝鮮衡平社の道連盟組織

1931年5.月19日 衡平社本部 中央執委会 東 亜 日報 2面

1931年5月31日 衡平社大 田支部定期総会 東 亜 日報 3面

1931年8.月15日 衡平社委員会 東 亜 日報 2面

1931年9月5日 忠北道連合衡平社員大会、様 々な討議事項も決定 二 日盛況裏 東 亜 日報 3面

で終了

1931年9.月12日 「衡 平社総 本 部 ノ通文 郵送 二 関スル 件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾

朝鮮衡平社 の常務執行委員会 路 警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警

高秘 第一 一二 九七 号

1931年9.月17日 「朝鮮衡平社中央総本部 集会取締状況報告」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・場所 一京 城 雲泥 洞 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警
・委員 一金 鐘 澤 、李東 喚 、韓 昌履 高秘 第一 一 四七 四号
・内容 一朝 鮮衡 平社 中央常 務 執行 委 員 会 、朝 鮮衡 平 社 全鮮 巡

廻講 演会 、朝 鮮衡 平社 の江景 支部 お よび 金堤 支部 争議 問題 、
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長湖院牛皮改良組合長の殴打事件 、獣肉販売

1931年9.月22日 「衡 平社 通文 郵送 二 関スル 件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・場所 一京城 雲泥 洞 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警
・朝鮮衡平社の常務執行委員会 高秘 第一 一六 七七 号

1931年9月26日 「朝鮮 衡 平社集 会延 期 二 関スル 件 」 警務局長、京畿道警務局長宛の
・場所 一京城 雲泥 洞 鍾 路警 察 署長 に よる通報 、 京鍾

・朝鮮衡平社の常務執行委員会の延期 警 高 秘第 一一 七七 〇 号 ノ ー
・場所 一京 城 雲泥 洞

1931年10月3日 「衡 平社本 部 通文 二 関スル 件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・委 員 長 一張 志 弼 路警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警
・朝鮮衡平社の中央執行委員会 高秘 第一 ニー 三五 号

1931年10月8日 衡 平 社 に凋 落 の秋 、 八 日の 中央執 行 委 員会 で遂 に解 消 を断行 京城 日報 面
せ ん

1931年10月10日 現状打開で臨時大会召集 一部には解消論 も台頭 衡平社委員 東亜 日報 2面

・衡 平社 で も解 消 を協 議 京城 日報 面
・三 十 日に臨 時大 会 当局 も重大 視す

1931年10.月14日 解消云云は夢想外 初志貫徹に遭進 衡平社 総本部委員長 張 東 亜 日報 2面

志弼氏談

「李東 求 思 想犯 出 監者動 静 ノ件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・大 田刑務 所 か ら李東 求 が出 監 路警 察署 長 に よる通 報 、京鍾 警

高秘 第一 ニー 九一 号 ノ三

1931年10.月19日 「衡 平社本 部 通文 二 関スル 件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・委 員 長 一張 志 弼 路 警 察署 長 に よる通 報 、京 鍾警
・朝鮮衡平社の第二回中央執行委員会 高秘 第一 二五 八 四号
・朝鮮衡平社全鮮臨時大会の召集

1931年10月20日 「衡 平社本 部 ノ動 静 二関 スル件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・委員 長 一張 志弼 、権 泰彙 路警察署長による通報京鍾警高
・朝鮮衡平社全鮮臨時大会で解消問題、衡平社執行員会 秘 第 一二 八一 一号

1931年10.月27日 「衡 平社本 部 ノ動 静 二関 スル件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・李鍾 律 、吉 漢 同、 張志弼 路警察署長による通報京鍾警高
・全鮮 衡 平社 臨時 大会 秘 第 一三 一 四三号

1931年10.月31日 「朝鮮衡平社 ノ集会取締状況報告」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・朝 鮮衡 平 社 中央 執 行 委員 会 の 内容 一全鮮 衡 平社 臨時 大 会 の 路警察署長による通報京鍾警高
で 準備 、 朝鮮 衡 平 社 の解 消 問題 、 在満 州 同胞救 済 問題 、朝 秘 第 一三 三一 八号

鮮 衡平 社 義城 ・三 防 ・烏 山争議 、 朝鮮 衡 平 社金 堤 ・鎮川 支

部事件について討議

1931年11.月1日 衡平社大会重要議案決定、執行委員 を改めて選ぶ :_.:.日 報1・ 面

1931年11月2日 「朝鮮衡平社総本部ノ集会取締状況報告」 京城地方法院検事正宛の京城鍾
・場 所 一雲 泥 洞 路警察署長による通報京鍾警高
・朝鮮衡平社中央委員会で朝鮮衡平社解体声明書の発送 秘 第 一三 三八 三号

1931年11月7日 「衡 平社 通文 郵送 二 関スル 件 」 警務局長等宛の京城鍾路警察署
・朝鮮衡平社臨時全鮮大会の件 長 に よる通報 、京 鍾 警 高秘 第一

三六 四六 号

1931年12.月19日 「白丁 」殴 打 致死 、 殴 られ て 十 日後 に死 亡、 解剖 後 加 害者 逮 東 亜 日報 3面

捕(全 南 光陽 湾)

1932年2月25日 衡平社本部委員会召集 東 亜 日報 2面

衡平社常務委員会 東 亜 日報 7面

1932年4月8日 因襲 に犠 牲 にな った 「白丁 」 青年 、弟 と妹 を殺 し 自殺 東 亜 日報 4面

1932年4.月15日 衡平社員侮辱問題 円漏解決,東 光四月號記事 東亜 日報 2面

1932年4月17日 衡平社総本部で衡平委員会 東 亜 日報 2面

1932年4.月18日 衡平社創立第九週年記念 東亜 日報 2面

1932年4月21日 懸賞力技大会を衡平社総本部が主催 東 亜 日報 2面

1932年4月25日 開会壁頭か ら緊張 した衡平社全膿大会 天道教館で開かれ た 東 亜 日報 2面
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衡平社大会、代議員百十二名出席

1932年4.月28日 衡平社創立記念式 東 亜 日報 2面

1932年4.月29日 晋州衡平社創立第九週年記念式 東亜 日報 3面

1932年5.月3日 衡平社釜山支部で第一四定期総会 東 亜 日報 4面

1932年5月8日 全北群 山で屠場の臨検警官が衡平社員を殴打 東 亜 日報 面

1932年5.月28日 衡平社総本部で第二回委員会 東 亜 日報 2面

1932年6月7日 「衡 平社本 部集 会延 期 二 関スル 件 」 京城地方法院検事正宛の京城鍾

路警察署長による通報京鍾警高
秘第号七五四五号

1932年7月18日 「白丁 」 とい う言 辞 で社 員 が 作 堂襲 撃 、江 景 の 市場 で 喧 嘩 、

警 察 署で 六人 が検 束

東 亜 日報 3面

1932年7.月19日 衡 平社 員 の言 動 、社会 の反 省 と社 員 の 自粛 を望 む 東 亜 日報 1面

1932年7月27日 江 景衡 平社 員 の李 文錫 、鄭 官 山 、李判 釧 ら三名 を送局 東 亜 日報 4面

1932年7.月28日 衡平社本部 を拡大するために委員会を開催 東 亜 日報 2面

1932年8月10日 江 景衡 平社 員 三人(李 文 錫 ・鄭 官 山 ・李判 釧)が 体刑 東 亜 日報 3面

1932年9.月28日 衡平社執行委員会 東 亜 日報 2面

1932年10.月22日 ・「特殊 階級 」 の子 女の た め、子 女 に教 育 を させ る こ とが 出来

な か った」 と屠 夫 らが 陳情。
・屠 獣解 体 場設 定 を要 望 、約 二 千 円の 予算 で収入 は教 育 費 に

充 当す る ことを決 定

東 亜 日報 2面

1932年10.月25日 衡平社扶鯨支部大会 東 亜 日報 3面

1933年1.月26日 「白丁 」 とい う言 葉 に憤 慨 、 食刀 で 刺 す。 論 山郡 豆 磨 面石 渓

で6週 間 治療 の重 症

東 亜 日報 3面

1933年1.月27日 衡 平社 も捜 索;鄭 錫洪(弘 □)郡 光 州へ 押送(松 汀) 東 亜 日報 3面

1933年2月16日 ・牛皮 乾燥 で 料金 が非 常 に高 い と群 山府 と屠殺 者 間葛藤

・群 山府 に は不応;衡 平社 李珠 換 氏談

・屠殺 者 の理解 不 足;群 山府 の佐藤 府 サ談

東 亜 日報 6面

1933年3月23日 衡 平社 総本 部 の幹 部 六名 も押 送;鄭 錫洪(弘?)ら の 全 南衡 平青

年 会 が検 挙、 取調 中に光州 署猛 活 動継 続(松 汀)

東 亜 日報 3面

1933年4.月16日 衡平社平澤支部定期総会 東 亜 日報 3面

1933年4月19日 衡平社温陽支部第一回定期大会 東 亜 日報 3面

1933年4.月20日 衡平社秘社 を検挙、慶南方面にも波及、光州書院が慶南方面
で出動

東 亜 日報 2面

1933年4月21日 ・衡 平社 内の秘 社 綻 露 、五 道 に わた って検 挙 旋風;全 南警 察

部 が猛活 動
・全 南刑 事 隊 が 市 内で活 動;社 会実 情 調査 会 を襲撃 、 李 南鐵

氏 が検 挙護 送
・禮 山で も衡 平社 員 の検挙 が 広 が るよ う

・慶 北 に も波 及;警 察部刑 事 隊 が出場 し河 陽 で一名 を検 挙

・平 澤 で活 動 した五 名 を検 挙;一 人 は押送 し、 一人 は釈放 、

五名 は光州 で活 動 、宜寧 で も衡 平社 員 を検 挙

東 亜 日報 2面

1933年4月22日 ・衡 平社秘 社 事件;各 地 で検 挙(大 田)

・光州 刑 事隊 が清 州 で も検 挙
東 亜 日報 2面

1933年4.月23日 清州衡平社員 白漢雄を光州へ護送 東 亜 日報 2面

1933年4.月25日 今 日本部会館で衡平社大会 東亜 日報 2面

衡平社松汀支部で第十一回定期総会 東亜 日報 3面

1933年4.月26日 江景で検挙光州衡平社員の関連の疑 い 東 亜 日報 2面

1933年4月27日 闘争から衡平運動の新方向を論議 朝鮮 日報 2面
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1933年4.月28日 ・紛 糾 に 関す る件 以 外 重要 九 項 を討 議 、 二 日間(二 十 四 ・二

十 五 日)盛 況 を成す 中で、衡 平 社定 期大 会 が終 了
・中央執行 委 員会

・盛 況 を成 した十 週記 念式

東亜 日報 2面

扶鯨窺巖でも衡平社員 を検挙 東 亜 日報 2面

1933年4月30日 衡平社慶北河陽大会 東 亜 日報 3面

1933年5月4日 雲尼洞六八の一に衡平社本部移転 東 亜 日報 2面

1933年5.月7日 釜 山衡平社支社で第十一回定期総会 東 亜 日報 3面

1933年7月18日 松 汀 衡 平社 幹 部 また 復 逮捕 護 送;放 免 され て四 ヶ月 ぶ りに ま

た検 挙、検 挙 され た 内容 は分 か らな い

東 亜 日報 3面

1933年8.月1日 ・全鮮 衡 平社 の秘密 結 社暴 露 さる

・共 産主義 者 会建設 運 動五 十 余命 を検 挙=十 四名送 局
釜 山 日報 面

1933年8月2日 ・八道 に根 を張 り戦 慎 すべ き赤 魔 を跳梁 光州 署 の取調 一 段落

を告 げ
・ 衡平 社 の一 味送 局

京城 日報 面

・"人 灌 解放"か ら極左 運動 に轄 向

・共 産社会 を夢み て轟 動 した左 翼衡 平社一 味送 局
大阪毎 日新聞朝鮮版 面

1933年8.月20日 衡平社本部常務委員会 東 亜 日報 2面

1933年8月30日 「白丁 」 とい う言 葉 に憤慨 、 現場 で 愛 妾刺 殺 、 手 当た り次第

に刺 して 暴れ 、松 汀里 で大 惨劇 犯 人超 柞元 は光 州署 に送検

東 亜 日報 3面

1933年9.月8日 衡平社本部常務委員会 東 亜 日報 2面

1933年10月8日 「白丁 」 だ とい われ て 人 を殺 した青 年 、光 州 地 方法 院 で 開 か

れ た松 汀 里超 柞元 事件 の公 判

東 亜 日報 3面

1933年10.月9日 今月七 日に全朝鮮衡平社拡大委員会;色 々な意思を決議 し閉
会

東亜 日報 2面

1933年10.月10日 衡平常務委員会 東 亜 日報 2面

1933年11月1日 「人 間の残 忍性 を発 揮 す る屠獣 場 」

・屠場 の様 子 、屠 夫(殺 す 人)は 人 間 の残 忍性 を持 って い る。

『別 乾坤 』第67号(雑

誌)

25～26

頁

1934年4月26日 慶 尚北道の奉化で衡 平支部創 立 朝鮮 中央 日報 4面

1934年7月9日 衡平常務委員会 東 亜 日報 2面

1934年8月14日 水災があった衡平社員に租嚢二石分給(金 海) 東 亜 日報 4面

1934年10.月28日 半鐘 を 鳴 らして洞 民 募集 し、 衡 平社 員 を 殴打 。金 泉 玉 山洞 に

起 きた大 喧嘩 、首 謀 六名検 挙 取調(金 泉)

東 亜 日報 5面

1934年11月9日 金泉衡平社員の殴打事件を解決 東 亜 日報 5面

1934年11.月12日 最近総督府で調査 した全国各種の団体状況で衡平社数は146 東 亜 日報

1934年12.月12日 衡平社員 の援助 営業 を継続 し経営難 に陥った共益組合 を李永
春君が援助(金 海)

東 亜 日報 5面

1934年12月30日 ・社 会運 動 史 上 の大 事件 衡 平 共青 盟 終 了 、全 朝鮮 的 検 挙 で

二年 ぶ りに終 わ り、十 四名 全部 有 罪決 定[肖 徐 光 勲 、吉漢東]
・衡 平運 動 が 七年 ぶ りに共 産 運動 に転 向 、各 部 の責 任 者 と各

道 の代表 決 定 、第一 次 に共 青盟組 織
・獣 肉組 合 創 立 、紛 糾 で露 見 、 来往 の 頻繁 に よっ て外 部 に知

ら され 、事件 発 覚 の端緒[肖 李 明録 、崔 錫、李 漢容 、金 水 同、

羅東 鳳 、朴 敬植]
・夜 学設 立、 秘密 書籍 出版
・「有産 白丁 」 を排 除 して既成 団 体 を解 消 、衡 青前 衛盟 も解 消

して共 産協 議準備 中 に発 覚

東亜 日報 2面

1935年3.月11日 衡平社 中央委員会 東亜 日報 2面

1935年4.月25日 衡平社大会 東 亜 日報 2面

1935年4月26日 十 二 年 間 の歴 史 を持 つ衡 平 運 動 の終 末。 団体 名 も大 同社 に改

称 。運 動 の 目標 も急転 向

朝鮮 日報 2面
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1935年5.月20日 清安衡平社解禮 東亜 日報 4面

1935年11.月28日 衡平社事件公判 家族親知等 多数の傍聴殺到、午後か ら事実
審理(光 州)

東 亜 日報 2面

衡平前衛同盟事件の十四名が光州地方裁判所で今 日公判。 朝鮮 日報 2面

1935年11.月29日 衡平社事件公判 東 亜 日報 2面

1935年12.月27日 来 年 一月 十一 日に大 田で 大 同社 大 会 が開催 東 亜 日報 2面

1936年1.月16日 「大 同社 」全 朝鮮 、 臨時大 会 の準備 朝鮮 日報 2面

1936年1月31日 衡 平 社本 部 を検証 しよ う と判 事 一行 は今朝 京 城 に到 着 。 光州

衡 平社 事件 のカ ギを握 っ てい る地 方予 審廷 の証 人 を訊 問

東 亜 日報 2面

1936年2月25日 大同社拡大委員会 朝鮮 日報 2面

1936年3月7日 衡 平 社秘 社 事件 で最 高 六年 か ら最 下 三 年 ま で求刑(光 州 地方

法 院);沈 相 呈 、李鍾 律 、李漢 容 、崔 錫 、羅東 鳳 、金水 同、李

同安 、徐 光 勲 、朴 好 君 、吉 漢 東 、金 正 元 、朴 敬植 、李 明録 、

申黒占石

東 亜 日報 2面

1936年3月23日 光州衡平社事件に対 し検察当局に要望 東 亜 日報 1面

1936年4.月3日 牛 肉価格指定 と差別待遇 に反対。大 同社で警察部 に陳情す る
ことを決議

朝鮮 日報 2面

1936年4.月10日 四民 平等 で あ る今 日ま で に差 別 中 の差別 、警 官 た ちの 賎視 は

最 もひ どい。 大 同社員 の代 表 が警務 局 に陳 情

朝鮮 日報 2面

大同社定期大会 朝鮮 日報 2面

1936年4月25日 大 同社 定期 総 会 、大盛 況 をなす 朝鮮 日報 2面

1936年4月28日 蔚 山 衡平社 幹部等検挙、社員 に屈辱 を受 け殴打 東 亜 日報 2面

1936年5.月11日 衡 平 社事 件 で 一審 無 罪。 注 目され る控 訴公 判 は今 日大 邸覆 審

で開 廷

東亜 日報 2面

1936年6.月2日 衡 平 社秘 社 公判 で被 告 の審 議 が 終 了。 被告 人 らは相 変 わ らず

事 実 を否 認(大 邸 の覆 審法 院);崔 錫 金水 同、金 正 元 、朴 敬

植 等

東 亜 日報 2面

1936年6月24日 六 日午前 十一 時 半に最 六年 を求刑 朝鮮 中央 日報 2面

1936年3月7日 曖昧な根拠で警察が調書。衡平共堂事件は法的に無効だ と弁
護団弁護団が公言

朝鮮 中央 日報 2面

大同社経営で牛皮統制販売 東 亜 日報 4面

1936年2.月26日 営 業 上脅 威 で 、 大 同社 員 が陳 情 次 のた め京 城 に行 くこ とに。

最 近 牛 肉販 売者 に待遇 も酷 甚

東 亜 日報 2面

1936年4月9日 牛 肉価格 の決 定 に牛 肉販 売 者 は警 察 に 「干 渉 はや め ろ」 と要

求

東 亜 日報 2面

1936年4.月10日 「差別 待遇 を撤廃 しろ」 と大 同社 の幹部 た ち は警務 局 に陳 情。

警 務 局長 も諒解

東亜 日報 2面

1936年4.月11日 百余代議員会合が大同社全体大会 を大 田の警心館 で開催 する
ことを決定、衡平運動の実質的展開を論議

東 亜 日報 4面

1936年4月26日 大同社支部解散□□基金を面所に寄付(忠 南保寧郡保寧支部) 朝鮮 中央 日報 5面

1936年5月7日 大同社光州支部で創 立総会盛況 東 亜 日報 4面

1936年5月8日 大同社支部総会 朝鮮 中央 日報 5面

1936年5月20日 大同社員が罷業(鳥 致院) 東 亜 日報 4面

1936年6月5日 大 同社 が大 会 を 開催 し よ うと全 南連 合 会 を創 立 、今 月 十 日光

州 の劇 場 で会 合部 署 を整然 と各項 に決 議

東 亜 日報 4面

1936年6.月12日 大同社全南大会で代表百余名が参席 朝鮮 中央 日報 2面

1936年6.月18日 全南で大同社潭陽支部創 立 朝鮮 日報 2面

1936年6月26日 全南で大同社潭 陽支部創 立 朝鮮 日報 2面
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1936年7.月31日 三、 其他 ノ思想 運 動

1、 本 期 二於 ケル 大観

「衡 平運 動 ハ本 期 間本 部 ヲ大 田二移 転 シ タル カ 特種 ノ活動 ナ

シ」

『昭 和11年 前 半期 朝鮮 思想 運

動 概 況』

591頁

3、 衡 平運 動

「朝鮮 大 同社 本部 ハ全 鮮 二加盟 団 体91、 会員 約1万 人」
『昭 和11年 前 半期 朝鮮 思想 運

動 概 況』

598～599頁

1936年10.月30日 大同社本部で拡大執行委員会 朝鮮 日報 2面

1936年11.月22日 全南光州 の衡平社事件で逮捕 された徐光勲 など十二名に対す
る二審公判が大邸覆審法院で開廷の結果、全員無罪。

東 亜 日報

1937年9月8日 国防 献金 ・慰 安金 栄 州 ・抱 川 ・南 海 ・群 山 ・秋 夕の 全利 益

を 「大同 号」 で献 納 、大 同社本 部猛 活 動(大 田)

東 亜 日報 4面

1938年1.月26日 大同社大 田本部で3万 円を軍部に献納 民族政経文化研究所編 『親 日派
群像』

1938年4.月24日 大同社慶南支部十五周年記念準備 朝鮮 日報 2面

1938年4.月28日 大 同社 記念 式(釜 山) 東亜 日報 4面

1938年7.月7日 大 同社 臨 時総 会(大 田) 東 亜 日報 7面

1938年7月10日 大同社臨時総会で新 しい宣言などを発表 朝鮮 日報 2面

1938年7.月11日 大 同社 臨総 会 が終 了(大 田) 東 亜 日報 4面

1938年8.月10日 大同社が総動員運動に参加 朝鮮 日報 2面

1938年8.月29日 大同社栄川支部長が軽機銃二台献納 東 亜 日報 4面

1938年9月1日 大同社 の美 挙;一 千 円 を献 納 東 亜 日報 2面

1938年9月2日 大同社 の美 挙;愛 国機 を献 納 朝鮮 日報 2面

1938年11月23日 ・皮 革統 制 の 波紋 で 四十 万大 同社 員 の 豚起 。 中間 商人 排 除 を

決議 。独 自的統 制会 社 の設 立 に遮進
・軍 富局 談 ・大 同社 委 員長 志弼 談

東亜 日報 2面

1938年11.月28日 ・皮 革統制 強 化 で大 同社 は配 給会 社 の設 立 を推 進

・大 同社 は反 対態 度
東 亜 日報 2面

1938年12月 六、衡 平運 動 高等 警 察部 『治 安 状 況 』(1938

年 、 江原 道)

1939年1月31日 三、 其他 思想 運動 ノ状 況

(一)本 期 二 於 ケル大 観
ママ

「衡 平 団体 大 同社 ハ 皮 革統 制 問題 ヲ続 リ策 動 コ レア リテ注 意

ヲ要ス 」

(三)衡 平運 動並 衡 平団体 ノ状 況

朝 鮮 軍参 謀部 『昭 和13年 後 半期

朝 鮮 思想 運動概 観 』「其 一、思想

及 民族 運 動 ノ状況 」

1939年4.月27日 大 同社 定期 総(大 田) 東亜 日報 4面

1939年8月31日 三、 其他 思想 運動 ノ状 況

(二)衡 平運 動並衡 平団体 状 況

昭和11年 に衡 平社 を大 同社 に改 称 、総本 部 は大 田 に移 転 、支

部86社 、社 員8600人 、 国防 献金 、愛 国機 、 高射砲 の献 納

朝 鮮 軍参 謀部 『昭 和14年 前 半期

朝 鮮 思想 運動 状況 』「其 一、思想

及 民族 運 動 ノ状況 」

1940年 「高 等外 事月 報」 第8号 、 「雑録 」

・3月5日 釜 山 にお いて 開催せ る大 同社 有 志会 の決 定 に基 づ き

大 同社 本 部事 務 所 を釜 山府 草 梁町 に移転 し全鮮 各 支 部 に対

し、 この 旨声 明書 を発送 す

宮 田節 子 編 ・解説 『高等 外 事月

報 』 十五 年戦 争極 秘 資料 集(6)

(不 二 出版 、1988年)163頁

1940年 「高 等外 事月 報」 第13号 、「雑録 」

・「高等 第2係 五、 衡平 運動 に関す る事 項」

1衡 平運 動 の指 導取 締

2衡 平社 員 対非社 員 の紛 争取 締 り

宮 田節 子 編 ・解説 『高等 外 事月

報 』 十五 年戦 争極 秘 資料集(6)

(不 二 出 版 、1988年)516～517

頁

1940年1.月24日 食 肉商組合 を結成 しよ うと価格 引 上 げを陳 情(天 安) 東 亜 日報 4面

1940年2月28日 二、 其思想 及 民族 運動 の状 況

(二)衡 平運 動並衡 平団体 ノ状況

朝鮮軍参謀部『昭和14年 後半期
朝鮮思想運動状況』

1940年7月31日 (二)衡 平運 動並 衡 平団体 ノ状 況 朝 鮮 軍参 謀部 『昭 和15年 前 半期
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・衡 平 社(1) 、 支 社67、 会 員5858名 。

・1940年 前 半 期 中 央 総 本 部 を 大 田 よ り 釜 山 に 移 転

朝鮮思想運動概況』

1940年12.月3日 大邸の在郷軍人会館 で衡平社中央執行委員会開催 毎 日新報 面

1941年12.月19日 「言論 、 出版 、集 会 、結社 等 臨時 取締 法」(法 令 第97号)

1941年12.月20日 「同 法施行 規則 」(内 務省 第40号)公 布 『総督府官報』第四四
七七号

203～

204頁

1941年12.月26日 「朝鮮 臨 時保 安令 」(制 令 第34号) 『総督府官報』第四四
七七号

211^-

212頁

1947年4.月19日 食 肉商組合 結成 を準備 自由新 聞 2面

備 考:朝 鮮 語 で書 かれ てい る記事 の 日本語 訳 は筆 者 に よる。□ は判 読 不 明で 、文字 は原 文 の字数 に従 っ

てい る。新 聞記事 の面 を書 いて ない ところ は不 明で あ る。記 事 の タイ トル は その 資料 の 内容 を要

約 した もの であ る。
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図3衡 平 運 動 と水 平 運 動 の ポ ス タ ー

衡 平社 第6回 全 国 大会 の ポ ス ター(1928年) 第6回 全 国水 平 社 大会 の ポ ス ター(1927年)
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第9回 全 国 水 平 社 大 会 ポ ス ター(1930年)
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写真 「衡 平 社 全 国大 会 」 光 景

① 「衡 平 社 一 周 年 記 念 式 」 『東 亜 日報 』1924年7.月24日 付 。

_.,一 一._..一 一.__.一 、___..乏..胃,

② 「朝 鮮 衡 平 社 総 本 部 第 五 周 年 記 念 式 」 『東 亜 日 報 』1929年1月4日 付 。

1

③ 「衡 平 社 全 国 大 会 」 『東 亜 日報 』1929年4月25日 付 。
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④ 「衡 平 社 全 国 大 会 」 『東 亜 日報 』1932年4月25日 付 。

⑤ 「衡 平 社 全 国 大 会 」 『東 亜 日報 』1933年4.月25日 付 。
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